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あ い さ っ
国立極地研究所 は,極 地 に関する科学の総合研究および極地観測を行 うことを目的に昭
和48年 に設置された大学共同利用機関です。南極 ・北極 におけるフィール ド観測 を基盤
に,資 ・試料 の分析,デ ータの解析,シ ュ ミレーション ・モデ リングを通 じ地球科学,環 境
科学,太 陽地球系科学,宇 宙 ・惑星科学,生 物科学などを包含 した先進的総合地球 システム
科学を国内外の大学 ・研究機関 との共同研究 として推進 しています。また,国 立大学法人総
合研究大学院大学の基盤研究機関として複合科学研究科極域科学専攻に於て博士後期課程
の教育研究指導を行い,併 せ大学の要請に応 じ,若 手研究者の育成に努めています。一方,
文部科学省に置かれた南極地域観測統合推進本部が南極条約 に基づ き実施 している南極地
域観測事業の中核機関 として,計 画立案,支 援を行い,観 測施設 として昭和基地,み ずほ基
地,あ すか基地,ド ームふ じ基地を有 しており,南 極研究科学委員会等の もと,国 際共同研
究の枠組みで学術研究観測及び設営の役割を果た しています。北極域 に於て も観測施設 と
して二一オルスン基地を有 し,国 際北極科学委員会や欧州非干渉散乱 レーダ科学協会など
の もと,幅 広い国際共同観測研究を展開 しています。
平成16年 度には,生 命 ・地球 ・環境 ・社会など,21世 紀の人間社会の変容に関わる重要
かっ複雑 な問題を,情 報 とシステムという新 しい立場か ら捉え る「大学共同利用機関法人情
報 ・システム研究機構」の一研究所となりま した。研究所組織 も法人化に際 し,各 研究分野
の研究教育基盤 グループか らなる研究教育系,極 域研究資源,極 域情報基盤,南 極阻石の各
セ ンターおよび情報図書室か らなる極域情報系,お よび南極,北 極両観測センターか らなる
極域観測系 に再編 されました。全教員は研究教育基盤グループに所属 し,個 人の研究,大 学
院教育,一 般共同研究を行 いますが,研 究活動 はこれまでの分野別研究 グループの枠をはず
し,所 内公募 による研究代表者が中心 となって立案 した 「研究プロジェク ト」,「開発研究」
及び 「萌芽研究」として評価 に基づき実施 されることにな りました。南極観測 に於て も,「プ
ロジェク ト研究」,「モニタ リング研究」及 び 「萌芽研究」として実施 されます。さらに,情
報 ・システム研究機構の一員 として,新 しい学問の創設 「新領域融合研究」に発展 してゆ く
共同研究 も始まっています。
平成16年 度の研究所の諸活動,研 究実績を中心に した全容をこの年報 に示 しました。国
























4.研 究 プロ ジェク ト研究



















1)国 際交流協定に基づ く国際共同研究 ・観測
2)そ の他の国際共同研究 ・観測
12.シ ン ポ ジ ウ ム 等












2)南 極観測 セ ンター


















4)ド ームふ じ基 地
4.南 極地域観測資料整理










































1.沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環として,昭 和31年 に予備観測隊が南極に出発して以来,南 極地域観測隊は,
一時期の中断期間をのぞいて,毎 年派遣され,極 地研究は着実に発展 してきた。その結果,南 極地域観測隊並びに極地研
究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合推進本部,日 本学術会議及び関係者か ら強 く要望された。昭和37
年国立科学博物館に極地関係の資料兼事務室が設置されたのを皮切 りに,順 次 これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極
地研究センターと発展的に改組 されてきた。 しか し,我 が国の南極観測事業のより一層の進展のため,昭 和48年9月29


















国立極地研究所創設。研究系4部 門,資 料系2部 門,管 理部2課6係 及び事業部1課2係 が設置さ
れた。また,南 極の昭和基地が観測施設 となった。






















院大学発足。また,数 物科学研究科が改組再編 され,複 合科学研究科極域科学専攻 となった。
2.概 要
1)設 置 目的





我が国における極域科学研究の中核拠点として,観 測を基盤に極域に関する総合研究を進める。 このため,極 域科学
を地球科学,環 境科学,太 陽地球系科学,宇 宙 ・惑星科学,生 物科学などを包含 した先進的総合地球 システム科学 とと
らえ,大 学等の研究者との共同研究として研究を行 う。
イ)共 同利用




て推進,実 施するとともに,南 極地域にある観測基地施設の管理 ・運営を行う。また,観 測隊の編成準備,各 種訓練,
観測事業に必要な物資の調達,搬 入計画の作成等の業務や観測で得られる試 ・資料の収集,保 管等を行う。
エ)大 学院教育
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合 計 (1) (3) 17 16 19 29 10 16 107(4)
所 長 (1) (1)
副 所 長 (3) 3
研究教育系 17 16 19 52
極域情報系 2 1 3
極域観測系
管 理 部 19 19
事 業 部 8 9 16 33
(定員の変遷)
禮 所 長 企画調整官 教 授 助教授 助 手 事務系職員 技術系職員 極地観測職員 計
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)





































































56 1 1 7(5) 110(5) 15 26 17△1 31 108(10)
57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 1△117 31 108(10)
58 1 1 7(5) 10(5) 15 26
1△1
17 31 108(10)
59 1 1 (1)7(6)
1(1)
11(6) 15 26 16△1 31 108(10)
60 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15△1
2
33 109(12)
61 1 1 7(6) 11(6) 15 26 15 235 111(12)
62 1 1 7(6) 11(6)
1
16 26 14△1 35 111(12)
63 1 1 7(6) 11(6) 117 25△1 14 35 111(12)
元 1 1 7(6) 11(6) 17 25 14 35 111(12)
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繧 所 長 1企 画調整官 教 授 助教授 助 手 事務系職員 技術系職員 極地観測職員 計
2 1 1 29(6)① 11(6) 1; 25 14 35 115(12)①
3 1 1 9(6)① 11(6) 21 25 13△1 35 115(12)①
4 1 1 9(6)① ll(6) 20 21 13 35 115(12)①
5 1 1 1
10(6)①
1
12(6) 20 26 13 31 119(12)①
6 1 1 1
11(6)①
1
13(6) 20 26 11 36 122(12)①
7 1 1 1
12(6)①
1(△1)
13(6) 2} 26 14 36 124(12)①
8 1 1 113(6)①
1
14(6)
1会1 26 1命1 36 126(12)①
9 1 1 215(6)①
1
15(6) 21 26 14 36 129(12)①




22 21 11 36 135(12)①
11 1 1 16(6)① ll6(6) 22 29 ll 31 138(12)①
12 1 1 1
17(6)①
1△1
16(6) 22 29 今1 37 138(12)①
13 1 1 ①17(6)② 16(6) 22 29 今1 37 137(12)②
14 1 1 (1)
17(7)②
(1)
16(7) 22 29 14 37 137(14)②
15 1 1 17(7)② 16(7) 22 晶 14 37 136(14)②
(注)主 段の数は,当 該年度における定員の増減数で,△ 印は振替減又は定員の削減の数であり,()内 は客員教員の定員で外数であ
る。○は外国人客員教授で外数である。
平成16年 度
銀 所 長 副所長 教 授 助教授 助 手 !事務系職員 技術系職員 極地観測職員 計
16 1 3 18 16 22 28 10 37 132
5)研 究支援 スタ ッフ
訳 COE非 常勤研究員 研究支援推進員 リ サ ー チ ・ア シ ス タ ン ト
7 4
8 4 1 2
9 4 6 8
10 4 7 9
11 7 8 10
12 7 8 14
13 7 8 16
14 7 8 14
15 5 6 14
訳 プ ロジェク ト研究員 リサ ー チ ・ア シ ス タ ン ト
16 16 4
年度 人 件 費 物 件 費 計
12 1,231,604 2,608,277 3,839,881
13 1,158,553 2,434,178 3,592,731
14 1,099,392 2,307,311 3,407,311
15 1,139,639 2,412,941 3,552,580
年度 人 件 費 物 件 費 計
12 33,881 77,939 111,820
13 29,289 61,220 90,509
14 28,834 50,015 78,849
15 36,524 56,831 93,355
6)経 費






年度 人 件 費 物 件 費 計
16 1,323,129 2,135,434 3,458,563
7)施 設
敷 地 面 積





5,945m2(板 橋 地 区)
1,407m2(河 口 湖 地 区)
1:1;熾㍑ 一
河口湖 ・大 石研修施設2,372m2(W地 上2階)
河 口湖 ・ボイ ラー棟15m2(B地 上1階) ]2・387m2
研 究 所 配 置 図
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II.　研 究 活 動
1.序 文
平成16年 度より,国 立極地研究所 は大学共同利用機関法人情報 ・システム研究機構を構成する研究所 としてスター ト
した。国立極地研究所の教員は専門分野に応 じて,そ れぞれ宙空圏研究グループ,気 水圏研究グループ,地 圏研究グルー
プ,生 物圏研究グループ,及 び,極 地設営工学研究グループに属 し,研 究に従事 している。各研究グループは,将 来計画
の推進 ・共同研究の進展,前 年度の研究実績を踏まえ,年 度ごとの研究計画を立案 し実行 している。
本年度の年報では平成16年 度に行われた研究活動を研究グループ,プ ロジェク ト研究グループ,科 学研究費,共 同研
究,シ ンポジウムなどに区分 して取 りまとめた。研究グループでは教員 ごとに研究活動,学 会活動,社 会的活動などの研
究概要をまとめ,研 究グループごとに,学 会誌に発表された論文や,学 会,シ ンポジウムでの口頭発表を取 りまとめた。
研究プロジェクトではプロジェクト研究,開 発研究,萌 芽研究 ごとに目的,成 果を取 りまとめた。 シンポジウムでは国立
極地研究所主催の5っ のシンポジウム(極 域における電離層磁気圏総合観測,極 域気水圏,南 極地学,南 極明石,極 域生
物)の 概要について,ま た共同研究及びプロジェクト研究の一環 として行われた研究集会,観 測研究集会,及 び研究談話




































































3.研 究基盤 グル ープ
1)宙 空圏研究グループ
① 江尻全機 副所長,教 授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),工 学博士(京 都大学:1973
年)
1.専 門分野:磁 気圏物理学
2.研 究課題:放 射線帯高エネルギー荷電粒子の計算機 シュミレーション及びオーロラと磁気圏ダイナ ミックスの研究
3.研 究活動
内部磁気圏放射線帯を形成する高エネルギー荷電粒子の磁気嵐時の振舞いを計算機 シミュレーションで明 らかに し
た。 また,南 極点 に於いてオーロラの観測を行い,磁 気圏ダイナ ミックにっいて新 しい知見を得た。
4.学 会活動および社会的活動
オーロラ世界資料セ ンター長(国 際科学会議),南 極地域観測統合推進本部幹事,地 球電磁気 ・地球惑星圏学会評議
員,財 団法人日本原子力文化振興財団 「原子力文化 に関する提言」委員会委員,独 立行政法人宇宙航空研究開発機構宇
宙科学研究本部大気球専門委員会委員,名 古屋大学太陽地球環境研究所運営協議会委員,大 学共同利用機関法人情報 ・
システム研究機構経営協議会委員
② 佐藤夏雄 極域情報基盤センター長,教 授,総 合研究大学院大学複合科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士
(東京大学:1979年)
1.専 門分野:磁 気圏物理学 ・オーロラ物理学
2.研 究課題:オ ーロラ現象の南北共役性とSuperDARNレ ーダーよる極域電磁圏擾乱の研究
3.研 究活動
観測史上最 も良 く似たオーロラ共役性イベントによるオーロラ形状の南北半球の対称性 ・非対称性 や共役点位置の時
間的 トレースの解析研究を行 った。 脈動オーロラの研究に関 しては,昭 和基地－FAST衛 星同時観測データやアイスラ
ンドとの共役点観測データを用いて,モ ジュレーションを起 こしている発生領域を示唆できた。また,2003年11月23
日に南極大陸で起 こった皆既 日食中に,共 役点で強い電磁擾乱現象が引き起 こされたイベントの解析研究 も行 った。
4.学 会活動および社会的活動
南極教室講演会(Hl6.10.石 垣島 ・石垣少年 自然の家)
5.講 演など
千葉大学大学院自然科学研究科 ・非常勤講師




(1)欧 州非干渉散乱　(EISCAT)　 レーダーや流星 レーダーなどの電波工学的手法による極域超高層大気ダイナミックス
の研究




本年度の北極域のEISCATレ ーダーを軸 とする極域超高層大気ダイナ ミックス研究の今年度の活動の概要 ・成果 と
して
(1)　EISCATレ ーダーによる2003年11月11日 か ら19日 における8日 間のキャンペー ンデータ等をもとに,速 度場や
大気潮汐波成分の流星 レーダー観測との比較解析,温 度観測値における潮汐成分の解析 ・検討をすすめた
(2)流 星 レーダーによる極域中間圏 ・下部熱圏大気ダイナ ミックス観測ではスバルバールでの4年 余の連続観測や トロ
ムソ流星 レーダーにより,極 域大気潮汐波クライマ トロジーの解明を行い,一 日周期潮汐の緯度構造や季節変化が高
10一
緯度(1,-2)モ ー ドと矛盾 しないこと,半 日周期成分の季節変動 とその南北非対称性の考究,半 日周期成分近傍の
波動モー ドのGCMモ デル等による検討等を進めた また,流 星 レーダーとMFレ ーダー観測値の直接比較,高 エ
コー率を利用 しての大気重力波の水辺伝播方向解析と平均流 とのかかわり等の研究 もなされた。また,オ ーロラ・大
気光の光学観測を包含 したエアロノ ミー研究においては
(3)酸 素イオ ン輝線発光等 と,　ESRに よる電離層パラメータの同時観測データからの低エネルギー電子降下時の磁力
線に沿ったイオン上昇流発生の定量的な解明研究に関わった。
(4)　ALISに よるオーロラ ・大気光 トモグラフィ観測では,ヒ ーティングとの同時観測の解析,し し座流星群の光学観
測などに関与 したほか,先 端的逆問題手法の トモグラフィー解析への応用研究を始めた。
④ 山岸久雄 教授,工 学博士(京 都大学:1988年)
1.専 門分野:超 高層物理,電 波物理学
2.研 究課題:無 人磁力計観測点網とイメージングリオメータによるオーロラ電流と降下電子束の空間分布観測
3.研 究活動
昭和基地に新イメージングリオメ一夕を設置 し,2周 波観測による降下電子エネルギーを推定する。昭和基地か ら
ドームふ じ拠点 に至る内陸ルー ト沿いに無人磁力計を設置 し,電 離層電流を広域にわたり推定する。
4.学 会活動および社会的活動
第45次 南極地域観測隊 ・越冬隊長 として,昭 和基地で勤務。インテルサット衛星テレビ会議 システムを用い,国 内23
箇所 との間で南極教室を実施。観測隊の仕事と生活を生映像で次世代に伝えた。
⑤ 宮岡 宏 助教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻 助教授(併 任),理 学博士(東 北大学:1982年)
1.専 門分野:電 離 圏 ・磁気 圏物理学
2.研 究課題:オ ー ロラの微細 ・中規模構造 とその発生機構 に関す る研究
3.研 究活動
昭和基地 で受信 したDMSP衛 星可視画像 データを処理 ・編集 し,極 域科学総合 データベースに登録 して,デ ータ解析
した。受信 デー タを用 いた研究 で はオ メガバ ン ドとオーロラス トリーマーに注 目 し,こ れ らのオーロラを励起す る降下
電子 のエネルギースペ ク トルを同定 した。
4.学 会活動 および社会 的活動
Amerian　 Geophysical　 Union　 (AGU),　 地球電磁気 ・地球惑星圏学会
⑥ 田口 真 助教授,理 学博士(東 北大学:1995年)
1.専 門分野:超 高層大気物理学
2.研 究課題:地 上及 び飛翔体 か らの分光撮像観測 によ る地球 ・惑 星超 高層大気物理学 の研究
3.研 究活動
熱圏大気 中性温度 と太陽極端紫外線,オ ー ロラ活動 との関係を調べた。　SELENE/UPIフ ライ トモデルの製作 ・試験,
気球搭載望遠鏡 システムサ ブコンポーネ ン トの試作,　PLANET-C/LIRの 設計,共 役点 イメージャーの開発を行 った。
4.学 会活動 および社会的活動
地球電磁気 ・地球惑星圏学会,　American　 Geophysical　 Union
5.講 演 など
東北大学大学院理学研究科助教授(併 任)(2004.4.1-2005.3.31)
⑦ 門倉 昭 助教授,理 学博士(東 京大学:2002年)
1.専 門分野:電 離圏磁気圏物理学
2.研 究課題:1.オ ーロラサ ブス トームの観測的研究,2.南 極周 回気球 によ る超高 層物理現 象の観測 的研究
3.研 究活動
地上観測(昭 和基地,あ すか基 地,ア イス ラン ドな ど),人 工衛星観測(「 あけぼの」,　NOAA,　 DMSP衛 星 など),大 気
球観測か ら得 られたデー タを用 いてオー ロラサ ブス トー ムの研究 を行 ってい る。
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⑧ 佐藤 薫 助教授,理 学博士(京 都大学:1991年)
1.専 門分野:大 気 力学 ・中層大気科学
2.研 究課題:極 域 の大気波動,渦 擾乱 と地球 気候への影響 に関す る研究,お よび,南 極大型大気 レー ダーの開発 と大気
科学 への応用
3.研 究活動
平 成15年 度 に行 った南極昭和基地 オ ゾンホールのオ ゾ ンゾ ンデ集 中観測 のデー タ解析 を進め,オ ゾ ンの回復 に関す
る力学 についての新 たな知 見を得 た。南極昭和基地 の地上気象 デー タを統計解析 し,気 圧 の季節変化,日 変化 に対 す る
力タバ風 の役割 を論 じた。極域重力波,渦 擾乱 にっ いての研究 も進行 中。 また,下 層 か ら超高層 までの広 い高度領域 の
精密観測 が可能 な南極大型大気 レー ダープ ロジェク トを前年度 に引 き続 き進 めた。実現 へ向けての技術 開発(送 受信 モ
ジュール,ア ンテナ最適化),現 地調査(ア ンテナ設置検討)を 行 った。
4.学 会活動 および社会 的活動
日本気象学会(気 象集誌編集委 員),　American　 Meteorological　 Society　 (会員),　American　 Geophysical　 Union　 (会
員),　IUGG/IAMAS/ICMA委員,　SCOSTEP　 (Scientific　Discipline　 Representative)
5.講 演 な ど
男女共 同参画社会 づ くりに向けての全 国会議(内 閣府男女共同参画推進本部,シ ンポ ジウムパネ リス ト),千 葉 県立東
葛飾高等学校講演,中 野 区中学校教育研究会講演,作 楽会講演,宇 都宮市講演(宇 都宮市 男女共 同参画推進 セ ンター),
南極 の将来 を考 え る会講演,お 茶 の水女子大学付属高校講演,「 科学技 術 と ビジネスにお ける女性」会議 講演(カ ナ ダ大
使館),松 戸市立第四中学校講演
⑨ 行松 彰 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),理 学博士(京 都大学:2002年)
1.専 門分野:磁 気圏物理学,超 高層大気物理学
2.研 究課題:大 型短波 レーダーによる極域超高層大気の研究,及 び放射線帯高エネルギー粒子の振舞いに関する研究
3.研 究活動
Super　DARN短 波 レーダの観測,干 渉計法及びオーバーサ ンプリング法による中性風観測のとくに高度制度をさら









衛星観測(INDEX)と いう二つの手法を用いて ミクロプラズマ物理の視点か ら解明する
4.学 会活動および社会的活動
地球電磁気 ・地球惑星圏学会会員(宇 宙飛翔体環境研究会会員,プ ラズマ粒子シミュレーション研究会会員),米 国地
球物理連合(AGU)会 員,電 子情報通信学会会員,情 報処理学会会員
⑪ 堤 雅基 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),工 学博士(京 都大学:1995年)
1.専 門分野:大 気物理学
2.研 究課題:電 波および光学観測に基づく中層大気 ・熱圏の研究
3.研 究活動
南北両極域 において レーダーや光学装置を用いた中層大気 ・熱圏の観測を実施 し,大 気循環やそれに影響を及ぼす大
気波動の研究を行った。より精密な大気研究のため,昭 和基地大型大気レーダー計画の推進 に携わった。
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⑫ 海老原祐輔 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),理 学博士(総 合研究大学院大学:
1999年)
1.専 門分野:磁 気圏物理学
2.研 究課題:磁 気嵐 における磁気 圏電離 圏結 合
3.研 究活動
オー ロラ帯及 びサ ブオー ロラ帯 におけ る電離 圏電気伝導度 が,磁 気嵐 にお ける内部磁気圏の電場及 び粒子分布 に大 き
な与 える影響 を与 え ることを,数 値 シ ミュレー シ ョンによ って は じめて定量 的 に明 らか に した。
4.学 会活動 および社会 的活動
論文等査読　 (Journal　 of　Geophysical　 Research誌,　 GeophysicalResearchLetters誌,　Ann esG ophysica 誌,
全米科学財団(NSF)に 対 する予算提案書)
2)気 水圏研究グループ
① 藤井理行 副所長,教 授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(名 古屋大学:
1981年)
1.専 門分野:氷 河気候学
2.研 究課題:極 域雪氷コアによる過去の気候 ・環境変動の復元 と変動 メカニズム,及 び雪氷圏変動に関する研究
3.研 究活動
1)南 極氷床 ドームふじ氷床深層コアの共同研究を推進 した。特 に,ア イスコア微生物,太 陽活動に関連する宇宙線生
成核種の新たな研究展開を図 った。2)第 二期 ドームふ じ深層 コア掘削計画の二年次目の計画を進め,深 度1850mに い
























*福 岡大学非常勤講師*講 演:「氷床コアが語る地球環境変動」,日 本雪氷学会特別講演会,(社)日 本化学会化学会館
5月28日,講 演:東 京地学協会 「南極大陸の氷か ら過去の地球環境をさぐる」at浜 離宮朝日ホール10月16日
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② 山内 恭 教授,図 書室長,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(東 北大学:
1978年)
1.専 門分野:大 気物理学,極 域気候学
2.研 究課題:極 域大気の放射収支,大 気 ・物質循環,雲 ・海氷気候の研究
3.研 究活動
北極域でこれまで実施 した観測(ASTAR　 2000,　AAMP　 O2)の 解析を進めた他,南 極域での観測を進め,国 内支援を
行った。また,物 質輸送 と大気循環場の関連,南 極域の雲の分布特性の解析等を行った。
4.学 会活動および社会的活動
日本気象学会(理 事),日 本雪氷学会,ア メリカ地球物理連合会員,日 本学術会議極地研連,大 気水圏科学研連(気 象
学専門委員会)委 員
③ 神山孝吉 教授,総 合研究大学院大学複合科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(京 都大学:1980年)
1.専 門分野:地 球水圏における化学現象








④ 和田 誠 教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(名 古屋大学:1987年)
1.専 門分野:大 気物理学,特 に雲物理学
2.研 究課題:極 域大気中の水蒸気,雲 降水および雲降水に関与するエアロゾルの研究
3.研 究活動
平成16年 度 は主に北極圏スバールバル周辺域における飛行機観測 とスバールバル諸島ニーオルスンにおける長期観
測データの解析を行った。航空機観測は ドイツとの共同観測で,水 蒸気の観測を担当した。ニーオルスンの主の観測項
目は降水強度,気 柱雲水量,可 降水量,雲 底温度である。
4.学 会活動および社会的活動
日本気象学会,日 本雪氷学会,日 本エアロゾル学会,　American　 Meteorological　 Society
5.講 演など
大東文化大学にて地球科学の講義(通 年4単 位),岡 山大学にて地学の講義(集 中講義)
⑤ 伊藤 一 助教授,理 学博士(ス イス連邦立理工科大学:1979年)
1.専 門分野:海 洋雪氷学
2.研 究課題:地 球水循環 における要素としての海氷の挙動
3.研 究活動











1)リ モー トセンシング手法と現場観測手法により,エ アロゾルの物理特性,化 学特性を調べ,エ アロゾルが放射過程
を通 して極域の気候形成に及ぼす影響を調べる。エアロゾルの直接効果にっいては,極 域 と中低緯度 との比較 という観
点から,南 極観測船 「しらせ」の訓練航海を利用 した洋上エアロゾル観測や小笠原諸島父島での光学観測を実施 してい
る。
2)エ アロゾルの間接効果は雲とエアロゾルの相互作用によりもた らされる。雲 ・エアロゾルの微物理特性 ・光学特性
の実態把握のため,南 極 ・昭和基地および北極 ・スバールバル基地において,マ イクロパルスライダー,ス カイラジオ
メータ,全 天カメラを用いた連続観測を実施 している。







ドームふ じ基地に越冬中に観測 した1997年 の降雪,飛 雪,表 面積雪に含まれる酸素同位体組成を解析することで,降
雪とともに,あ るいは ドライフォールアウ トとして降り積もる気候 ・環境指標の変質を明らかに した。2001年 に採取 し
た ドームふ じ氷コアの浅膚部を国内の研究者とともに解析 し,年代決定 と他地域 とのコア比較を行 った。第46次 南極地
域観測隊に参加 し,ド ームふ じ基地にて第2期 深層掘削の1850mま での掘削に成功 した。
4.学 会活動および社会的活動 日本雪氷学会,水 文 ・水資源学会,国 際雪氷学会(IGS),米 国地球物理連合(AGU)




第45次 南極越冬隊の一員として,「氷床一気候系の変動機構の研究観測(ド ームふ じ氷床深層掘削計画)」の推進に努
め,深 層掘削計画に参加 した。昭和基地において ドームふ じ旅行の準備を行 うとともに,旅 行ルー ト上および ドームふ




⑨ 藤田秀二 助教授,工 学博士(北 海道大学:1992年)






2.研 究課題:・ 高周波 ・マイクロ波領域を中心 とした氷結晶の誘電特性の研究
・不純物を含有する氷の電気特性 と力学特性







高周波領域での氷結晶の高周波電気物性を計測 し,極 域氷床の電波 リモー トセンシングと氷床 コアの電気的物性解
析に関わる氷の本質的な基礎情報の研究を進行 している。
・氷床 コアに関する研究概要
交流ECM　 (AC-ECM)と 呼ぶ,氷 コアの固体電気伝導度を計測するための手法を開発 ・改良をし,こ れを2503m
ドームふじ深層 コア氷の計測に応用する研究を進行 している。 これにより,従 来法より遥かに高い精度で,氷 内部の
不純物イオン濃度を高速で数mmの 空間分解能で解明しつっある。
・氷床の レーダサウンディングに関する研究概要
上 に記述 したの氷結晶の物性研究から求めた知見 と,実 際の南極観測データを基礎 として,氷 床内部の物理状態を
解明研究を進行 している。特に,氷 床内部の氷結晶の結晶方位分布の変化が,氷 床内部 に電波を散乱する構造をっく
ることを明らかにし,遠 隔探査が氷床内部の力学的構造の解明に使用できることを明らかにしっっある。
4.学 会活動および社会的活動
日本物理学会,日 本雪氷学会(極 地雪氷分科会幹事),日 本 リモー トセ ンシング学会,国 際雪氷学会,　IEEE　 (Geosci-
ence　and　Remote　 Sensing　Society),　American　 Geophysical　 Union
⑩ 牛尾収輝 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),理 学博士(北 海道大学:1994年)
1.専 門分野:極 域海洋学
2.研 究課題:南 大洋インド洋区の海洋 ・海氷変動機構の解明
3.研 究活動
・1990年代末以降,頻 発 している南極 リュツォ ・ホルム湾の海氷流出において,沖 合流氷縁の局所的な後退が,う ねり
の湾奥への進入,定 着氷崩壊の一因であることを示 した.・ 南大洋インド洋区発散域の海洋構造 ・循環の観測に用い
るプロファイ リングフロー トの投入地点の検討において,過 去9年 間の衛星画像からポ リニアの顕著な形成海域を抽
出した.
4.学 会活動および社会的活動
日本雪氷学会(会 員),日 本海洋学会(会 員),　American　 Geophysical　 Union　 (会員)
⑪ 平沢尚彦 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),学 術博士(筑 波大学:1986年)
1.専 門分野:気 象学
2.研 究課題:極 域大気雪氷圏における水の循環 とそれに関わる大気現象
3.研 究活動
北極海上の惑星境界層中の詳細な温度プロファイルを明 らかにした。南極域への物質輸送経路,昭 和基地の気温の約
















高度,表 面質量収支等の地上観測データを集積 し解析するための システムの整備を行った。
4学 会活動および社会的活動
日本雪氷学会,国 際雪氷学会




地球表層における温室効果気体(CO,,,CHl)の 収支を明 らかにするために,南 極昭和基地および北極ニーオルスン基
地において,温 室効果気体濃度及び同位体比の長期観測を国内共同研究者の協力の下に維持 し,高 精度データを蓄積 し
た。特に,CO2の 炭素 ・酸素同位体比 とCH,の 炭素同位体比の高精度観測か ら,そ れ らの放出源 ・吸収源の変動を推定
し考察 した。






















東南極大陸地殻を構成する変成岩,深 成岩類の分布,相 互関係,鉱 物の種類や化学組成,同 位体年代などに基づいて,
岩石の成因や変成 ・変形作用の履歴を明らかに し,東 南極大陸地殻の形成 と変遷の過程を研究 している。特に,パ ンア
フリカン変動とゴンドワナの形成をターゲットとし,南 極大陸と東南アフリカ,ス リランカとの地質学的対比研究を,
二次イオ ン質量分析計(SHRIMP　 I]1)を用いて岩石の精密なU-Pb年 代測定を通 じて研究 している。
4.学 会活動および社会的活動
情報 ・シシテム研究機構国立極地研究所運営会議委員,南 極地名委員,第19期 目本学術会議極地研究連絡委員会委員
(幹事),文 部科学省南極輸送問題調査会委員,文 部科学省南極観測基本問題検討会委員,南 極の設営 と行動に関する常
置委員会　(SCALOP)　 日本代表委員,南 極科学研究委員会(SCAR)日 本副代表,国 際極年2007-2008国 内委員会委員
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② 渋谷和雄 教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(東 京大学:1978年)
1.専 門分野:測 地 ・固体地球物理学
2.研 究課題:測 地 ・固体地球物理学に関する汎地球観測網データを用いた南極域の変動現象の解明
3.研 究活動
測地 グローバルネットワーク観測点 としての昭和基地観測装置の維持 ・改良に努めている。また,　GRACE,　 GOCEと





③ 森脇喜一 教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),文 学博士(広 島大学:1993年)
1.専 門分野:地 形学,地 理学
2.研 究課題:後 期新生代の南極氷床変動 と地形発達史,南 極地名
3.研 究活動
露岩域の宇宙線照射年代,堆 積物の炭素同位体年代 ・ESR年 代 ・アミノ酸 ラセ ミ化年代を整理 した。これまでに命名
された南極地名に関して,位 置,形 状,命 名の由来などを調べた。
④ 小島秀康 教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(東 北大学:1990年)
1.専 門分野:損 石学
2.研 究課題:阻 石の記載岩石学的,分 類学的研究
3.研 究活動
極地研究所が保有する南極限石 は現在16200個 の膨大な数 に達 している。これらの阻石にっいて分類を行っている。
その結果,月 限石,火 星阻石など多くの希少隅石を見い出 している。これ らの阻石にっいて記載岩石学的研究を進めて
いる。
4.学 会活動および社会的活動
南極観測講演と映画の会(9月 鳥取,10月 紋別)及 び南極観測に関する講演を,秋 田市,練 馬区,千 葉市,茨 木市で
行う。亀戸文化セ ンター講座講師,極 地研究振興会40周 年記念講演
5.講 演など
秋田大学地球資源学科,長 野高校総合学習,裾 花中学総合学習
⑤ 本吉洋一 教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(北 海道大学:1986年)
1.専 門分野:地 質学,と くに変成岩岩石学
2.研 究課題:東 南極大陸の地殻形成過程の解明
3.研 究活動
高度変成岩に含まれるモナザイ トを対象に,X線 マイクロアナライザを用いた年代測定を数多 く行い,そ の意義にっ
いて考察 した。また,第46次 南極地域観測隊の夏期野外調査に参加 し,東 南極大陸の リュッォ ・ホルム湾沿岸,プ リン




⑥ 船木 實 助教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助教授(併 任),理 学博士(東 北大学:1983年)
1.専 門分野:岩 石磁気学




南極,エ ンダー ビーラ ン ド,リ ーセル ・ラルセ ン山周辺の ナ ピア岩体(39億 年 の地殻)に は変成縞状鉄鉱 床(meta-
BIF)の 層が特 徴的に見 られ る。この地域 では このmeta-BIFに 起 因する大 きな磁気異常 が観測 される ことか ら,磁 気異
常を調べれば氷床下の ナ ピア岩体の規模 と地質構造が明 らか にされ ると期待 され る。 しか し,こ の地域の陸上か らの調
査 は気象条件や ク レバ ス等で不可能であ る。この問題 を解決 す るため 自律型小型無人飛行機(UAV)と 搭載す る磁力計
の開発研究を行 った。　UAVは 翼長2m,86cc,2気 筒2サ イクルガソ リンエ ンジ ンを搭載 し,計 画 され た飛行地点 まで
GPSに よ り130km/hの 巡航速度で,約1時 間飛行す る。磁 力計 は磁 気抵抗型三成分磁 力計 にGPS,デ ータロガそれ に
バ ッテ リーを組 み込 み,500gの システムを製 作 した。9月 に鳥海 山麓でUAVに 磁力計 システムを搭載 し飛行実験 を
行 った。その結果,　UAVは 計画 された飛 行 コースを±100mの 誤差 で自律飛行す る ことが確認 され た。磁力計 は弱風の
時 は10nTの 分解能 で磁場測定 がで きたが,20m/s以 上の強風で は大 きな磁気 ノイズが測定 され ることが判明 した。
損石の磁気学的研究で は,超 高速衝突 による衝撃 によ り阻石の磁化が どの ように変化す るか玄武岩を用 いて調べた。
その結果,5,10,そ れ に20GPaの 衝撃 で消磁 された試料 は,外 部磁場 の大 きさや方向 と無関係 に,衝 撃 に対 し直角方
向 に磁化す ることが明 らか になった。 しか し,衝 撃試料を切断す ると各試料の磁化方向 はバ ラバ ラにな り,切 断試料を
交流 消磁 す る と5GPaと10GPaで は衝撃 に対 し垂直 に,20GPaで はバ ラバ ラにな る ことが判 明 した。 この結 果 は
CuCo試 料 で行 った結果 と一致 し,磁 性鉱物 に無関係 に表 れる衝撃磁気 の特徴 と考 え られる。 この よ うな衝撃磁化の特
徴 はコ ン ドライ トの複雑 な磁化構造 と類似点が多 く,阻 石磁気を説明す る上で,重 要 な知見 と考え られ る。
4.学 会活動及 び社会的活動
地球電磁気 ・地球惑星圏学会,運 営委員
日本惑星科学会,地 球電磁気 ・地球惑星圏学会,　Meteoritical　 Society,　American　 Geophysical　 Union
5.講 演 など
走磁性 バ クテ リアの採集 ・観 察,及 び堆積物 の磁化獲 得気候 にっいて。群馬県高 校教員 サイエ ンスパ ー トナー シッ
プ ・プログ ラム,榛 名公園 ビジッターセ ンター,2004年6月 南極大陸か ら初期地球を読む。 前橋女子高校サ イエ ンス
パ ー トナー シップ ・プログ ラム,2004年8月
⑦ 野木義史 助教授,理 学博士(神 戸大学:1992年)
1,専 門分野:固 体地球物理学
2.研 究課題:ゴ ンドワナ分裂過程と現在の南極プレー トの進化に関する研究
3.研 究活動
南インド洋海域における,初 期のゴンドワナ分裂過程とそれに伴 う海洋底拡大過程に関する研究を継続 している。ま
た,水 深が浅 く特異な海嶺である,オ ース トラリアー南極不連続帯の調査結果をまとめた。
4.学 会活動および社会的活動
10DPサ イ トサーベイパネル(SSP)委 員
5.講 演など
自然環境特殊講義IV(琉 球大学教育学部集中講義:7/6-7/9)
⑧ 三澤啓司 助教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助教授(併 任),学 術博士(神 戸大学:1988年)
1.専 門分野:宇 宙化学,同 位体年代学
2.研 究課題:火 星阻石 の年代学研究
3.研 究活動
火星阻石Yamato　 980459,　Yamato　 OOO593,　Chassigny,　 Northwest　 Africa　2737の 年代学研究 をお こな った。 ナ クラ
イ トとシャシナイ トの結晶化年代 とマ ン トル起源物質 の化学的特徴 に基づ いて,こ れ らの阻石 は同一 の火星 クレー ター
に由来 してい ることを示 した。
⑨ 土井浩一郎 助教授,理 学博士(京 都大学:1992年)
1.専 門分野:測 地学
2.研 究課題:干 渉合成開口レーダーによる氷床変動の検出と氷床変動に伴 う地殻変動および重力変化の研究
3.研 究活動
第45次 南極地域観測隊に参加 し,昭 和基地およびその周辺露岩域,海 氷域,氷 床域において測地および地震観測を実
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施 した.主 な観測項目としては,超 伝導重力計による重力の連続観測,基 地および沿岸露岩域での地震観測,　VLBI実
験,沿 岸露岩域,海 氷域および氷床におけるGPS/重 力観測である。
4.学 会活動および社会的活動
日本測地学会
⑩ 金尾政紀 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),理 学博士(京 都大学:1996年)
1.専 門分野:地 震学及び地球内部物理学 ・テクトニクス
2.研 究課題:極 域からみた固体地球の不均質構造 ・ダイナ ミクスに関する研究
3.研 究活動
両極域で得られた長期間に渡る地震学的諸データ(走 時 ・波形 ・震源情報)を 活用 し,大 陸 リソスフェアを中心に固
体地球表層部の構造 とダイナ ミクスを,地 球史における超大陸の離散集合過程,及 び現在の氷床変動 ・地殻変動現象に
関連付けて研究した。また衛星回線を用いた極域観測データの リアルタイムモニタリングシステムを構築 した。
4.学 会活動および社会的活動




⑪ 三浦英樹 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),理 学博士(東 京都立大:1995年)






洋で採取 した海底堆積物 コアを用いた最終氷期中の南極氷床融解期(IRDお よびC16脂 肪酸の水素同位体比の利用)の
高精度年代決定にっいての共同研究を継続 した。第45次 南極地域観測隊(夏 隊)で 採取 した宇宙線照射年代測定用岩盤
試料,隆 起海浜堆積物試料の分析 ・解析を行い,よ り詳細な第四紀後期の東南極氷床変動史を復元 した。また,第47次
南極地域観測隊(越 冬隊)で 観測を予定 している,リ ュツォ ・ホルム湾海氷下の海底堆積物の音響層序学的調査,堆 積
物掘削を行 うための,技 術開発を行った。
4.学 会活動および社会的活動
日本地質学会,日 本地理学会,東 京地学協会,日 本第四紀学会(評 議員,編 集委員)日 本地形学連合,日 本堆積学会,
アメリカ地球物理学会
⑫ 今榮直也 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),理 学博士(京 都大学:1994年)
1専 門分野:阻 石学 ・鉱物学
2研 究課題:火 星阻石ナクライ トの成因 ・非平衡コンドライ トの成因 ・実験鉱物学
3研 究活動
南極阻石から初めて見つかった火星慣石の一種であるナクライ トYamatoOOO593/749/802の 岩石鉱物学的研究を進
めている。また,ア メリカの探査隊によって南極胆石 として2っ めとなるMILO3346が 新たに採集 され,両 南極産ナク
ライ トの比較岩石学的研究を始めた。また実験鉱物学的手法によるナクライ トの再現実験を準備 し,開 始 した。
4学 会活動および社会的活動
日本鉱物学会,日 本惑星科学会,　The　Meteoritical　Socirty
⑬ 山口 亮 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),理 学博士(東 京大学:1994年)
1.専 門分野:阻 石学 ・鉱物学
2.研 究課題:分 化 した阻石母天体および月地殻の形成史
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3.研 究活動





⑭ 海田博司 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),理 学博士(東 京大学:2002年)
1.専 門分野:鉱 物学 ・阻石学
2.研 究課題:限 石の岩石鉱物学的 ・宇宙化学的研究
3.研 究活動
太陽系形成から惑星の形成 ・進化へ至る過程を物質進化という観点から研究する。 具体的には,　SIMSな どの分析機




⑮ 外田智千 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),理 学博士(総 合研究大学院大学:
1999年)
1.専 門分野:地 質学および岩石学
2.研 究課題:大 陸地殻物質の岩石学,鉱 物学および年代学的研究
3.研 究活動
リュツォ ・ホルム岩体の高温変成岩中に含まれるモナザイ ト結晶の電子線マイクロプローブU-Th-Pb年 代測定をお
こない,　SHRIMPジ ルコン年代測定の結果を補強する550-500Maの 年代値を得た。また,一 部のモナザイ ト結晶から
650-550Maの やや古い年代値を見いだ し,希 土類元素含有量の違いなどか ら変成作用の温度 ピーク以前の年代を示す





① 福地光男 極域研究資源センター長,教 授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),水 産学博
士(北 海道大学:1976年)
1.専 門分野:極 域海洋生態学
2.研 究課題:極 域海洋における低次生産過程および表層か ら深層への有機粒状物沈降過程の研究
3.研 究活動
第43次 及び第44次 南極観測隊において実施 した複数観測船による時系 列観測結果にっいて,特 に低次生産過程の
季節変動を解析 し,季 節的海氷域の変動パ ターンが大 きく関与することを明 らかにし,国 内外の研究集会やシンポジウ
ムにてその成果を発表 した。
4.学 会活動および社会的活動
南極研究科学委員会によるオープンサイエンスコンファレンスや 国際 シンポジウム,及 び,日 本海洋学会や国立極





② 神田啓史 北極観測センター長,教 授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),理 学博士(広
島大学:1975年)
1.専 門分野:植 物分類 ・生態学
2.研 究課題:極 域の植物分類 ・生態学的研究,氷 河後退域の生態系研究,極 限環境の微生物研究,極 域多様性データ
ベースの構築
3.研 究活動
平成16年 度は日本が北極カナダエルズ ミア島オーブローヤー湾で観測拠点を設置 して以来4年 が経過 し,調 査最終
年度の観測を実施 した。大陸性気候を持つ調査地における氷河末端域の地形学的,植 生学的,生 理生態学的研究を実施
し,取 りまとめた。また,比 較研究 として,海 洋性気候を持つスバールバル諸島スピッツベルゲン島の生態系の発達に
重要な役割をする植生や,土 壌炭素蓄積,二 酸化炭素吸収能に関する研究を行 った。
4.学 会活動および社会的活動




③ 小達恒 夫 教授,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻教授(併 任),水 産学 博士(北 海道 大学:1989年)
1.専 門分野:極 域生物海洋学
2.研 究課題:極 域海洋 における一次生産過程及 び関連す る海洋現象 の解明
3.研 究活動
一般 に極域海洋 では,海 氷 が融 ける夏 に植物 プ ランク トンの大増殖が起 るが,そ の規模 や持続時間等 には地域性 がみ
られ る。植物 プ ランク トン分布 に関する一般 的特性 と局所的 な影響 を解明 する観測 ・研究 を行 っている。
4.学 会活動 および社会 的活動
日本 プ ランク トン学会英文誌　(Plankton　 Biology　 and　Ecology)　 編集委員,
日本学術会議地球環境研究連絡委員会SOLAS　 (Surface　 Ocean　 -　Lower　 Atmosphere　 Study)ノ 」＼委員会委員,日 本
学術 会議地球環境研究連絡委員会IMBER　 (lntegrated　 Marine　 Biogeochemistry　 and　Ecosystem　 Research)小 委員
会委 員







日本海洋学会,日 本水産学会,日 本プランクトン学会,日 本藻類学会,米 国藻類学会,国 際珪藻学会,日 本珪藻学会
⑤ 工藤 栄 助教授,理 学†専士(東 京大学:1991年)
1.専 門分野:水 圏生態学
2.研 究課題:極 域植物 ・藻類の生理生態学
3.研 究活動
南極昭和基地近傍の季節海氷下のアイスアルジーの光合成を解析,低 温環境下での光合成生産にとってキサントフィ





⑥ 伊村 智 助教授,理 学博士(広 島大学:1992年)
1.専 門分野:植 物繁殖生態学
2.研 究課題:極 域陸上植物の繁殖生態学,南 極湖沼の生態系構造の研究
3.研 究活動
南極の露岩域に点在する湖沼中には,周 囲の陸上よりも遙かに豊かな生態系が成立 していることが明 らかになって き
た。特に藻類とコケ植物か らなる群落は,陸 上植生をしのぐ大 きな生物量を持つ可能性がある。第45次 日本南極地域観
測隊越冬隊に参加 し,得 られたサンプルに基づ き,湖 沼底に生育する水生蘇類の分類 と繁殖構造に関する遺伝的解析を
すすめた。また,土 壌 ・湖沼 ・氷床中の微生物研究を進めるための研究 グループを組織するとともに,実 際の解析手法
の検討を行 った.










⑧ 平課 享 助手,理 学博士(名 古屋大学:2000年)
1.専 門分野:海 洋光学
2.研 究課題:海 色 リモー トセンシングによる南大洋の基礎生産過程に関する研究
3.研 究活動
1965年 以降日本南極地域観測隊(JARE)で 測定 され続 けてきた,南 大洋の海面 クロロフィル濃度をデータを用い,




⑨ 内田雅己 助手,総 合研究大学院大学数物科学研究科極域科学専攻助手(併 任),学 術博士(広 島大学:1998年)
1.専 門分野:微 生物生態学,生 態系生態学
2.研 究課題:極 域陸上生態系における物質循環と環境変動
3.研 究活動
ノルウェー ・ニーオルスン周辺におけるツンドラ生態系研究の継続調査を行 った。7-8月 の1.5月 間,氷 河末端域の植
生学的および生態学的研究を実施 した。 ライントランゼクト法によって氷河後退域の植物の分布,植 物体地上部現存量








① 鮎川 勝 教授,理 学博士(総 合研究大学院大学:1999年)
1.専 門分野:極 地設営工学
2.研 究課題:(1)昭 和基地ハイブリッド発電システムの開発研究 ②昭和基地のスノウ ドリフ トの低減法に関する研究
3.研 究活動
標記研究課題に対 して,一 般共同研究の形態を利用するとともに,南 極設営計画審議委員会 ・昭和基地エネルギー問
題検討WGの 委員等と協力 して研究の推進をはか った。 課題(1)に関 しては,風 車複合材の材料特性試験 と防食 システ
ム(塗 料)の 特性試験および極地型風車の基本設計を委託実施 した。供試体を用いての各種低温試験等の結果をまとめ
作業を継続中である。課題(2)に関 しては,共 同研究者等 と共著で南極資料への投稿のためのまとめ行 った。
4.学 会活動および社会的活動
講演:1)南 極出前教室:「 日本南極地域観測隊の活動 と安全対策」 日本原燃株式会社(青 森県六 ヶ所村)平 成16年8
月27日,2)未 来を拓 く生徒の育成推進事業:「私が歩んだ道 ～南極観測～」山梨県立甲府工業高等学校 平成16年
12月15日
② 菊池雅行 助手,理 学博士(東 北大学:1993年)
1.専 門分野:プ ラズマ物理学






境ヘインパク トを与えるというジレンマがある。これ らの問題に対処するためには,ロ ボット観測が有効な手段となる。
すでに宇宙空間では飛翔体 ・惑星探査機により低温 ・超高真空という過酷な条件での人の手を介さない観測が行なわ
れている。 しか し,衛 星で使われている技術をそのまま地上の観測に持ち込めるわけではない。地上には宇宙空間,他
の惑星とは違 った特徴があり,こ れが逆に機器の無人化を難 しくしている部分がある。
極地におけるロボット観測は,言 うなれば 「地球型惑星 ・地球」の探査に他ならない。探査機で使われている熱設計 ・
構造設計及び各種制御技術に地球独自の問題の解決を加味 し,有 人観測のかかえる様々な問題を克服 してゆくことを研
究の目標 としている。
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4.研 究 プ ロジ ェク ト研 究
1)プ ロジェク ト研究
① 佐藤夏雄
研究課題:南 北両極 か らみた オーロラと電 磁圏変動 の研究
研究機関:平 成16～21年 度




研究 目的:極 域 は宇宙 の窓 である ことか ら,オ ーロラで代表 され るように,太 陽風 エネルギーが地球圏 に流入 ・輸送 ・消
費される様相 が極域 で顕著 に現 れる。 この極域 が有 する科学 的価値 を生 か し,各 種 レー ダーや光学観測 など総合 的 ・先端
的な観測手法 ・技 術 の開発 や国内 ・国際共 同観測研究 プ ロ ジェク トの企画 ・運 用 ・取 りま とめな どを推進 す ることによ
り,太 陽風 エネルギーが地球 システムの電磁環境 や大気 ・気候変動 に及 ぼす影響,っ ま り,「 太陽一地球 系 システム研究」
の フロンテ ィアを目指 す。特 に,昭 和基地 はオー ロラ帯 の直下 に位置 する ことか らオー ロラ観測 を推進す る うえで絶好 の
観測点 であるとと もに,そ の地磁気共役点が アイ スラン ドに位置す るユニーク性 を備 えている。 それ らの利点 と レー ダー
や光学装置 などの先端技術 を最大限駆使 ・発揮す るだけでな く,物 理的因果関係 を定量的 に理解す る上で重要で ある数値
モデ リング研究手法 も積極的 に取 り込 むことによ り,極 地研究所 のお家芸 と して国際的 に リー ドして いるオーロラの発生
機構 と極域電磁圏変動 の研究 を推進す る。
研究実績:1)オ ーロ ラの共役性 に関す る研究 衛星 と地上共役点観測 デー タを用 いて脈動 オー ロラの発生領域 ・発生機
構 に関す るモデル提案 を行 い,　JGRに 掲載 で きた。 また,平 成16年 度 にお けるアイスラ ン ドでの昭和基地 との共役点観
測を9月 に実施 し,3晩 の興味深 い共役点 オーロラを観測す ることに成功 した。さ らに,平 成17年 度で観測予定の絶対強
度 を観 測す るオ ーロ ライメー ジャの作 成準備 を行 った。 その他,2003年 の9月26日 に観 測 され た非常 に共 役性 の良 い
オーロライベ ン トの詳 しい解析を行 い,国 内外の学 会 ・シンポジウムで発表 した。2)日 食時 のオー ロラ研究2003年11
月23日 の南 極大 陸で の 日食時 に昭和基地 とその共 役点 であ るアイ スラ ン ドで強 い電 離圏擾 乱が観測 され,そ の詳 しい
デー タ解析 をSuperDARNレ ー ダーや南北半球 の地磁気 ネ ッ トワークデー タを用 いて解析 した。その研究成果 を,国 内外
の学会 ・シンポジウムで発表 した。　3)　SuperDARNレ ー ダーを中心 と した研究　 SuperDARN　 PMSEとMFレ ー ダーで
得 られた中性風 を比較 し,　PMSEの 高度決定な どを行い,誌 上 ・口頭 発表 した。 また,太 陽プ ロ トンに伴 うHFレ ー ダー
エ コーの初検 出に成功 した。　SuperDARNの デー タか ら,夏 季中間圏 レー ダーエコー　(PMSE)を 抽出す ることに成功 し,
その活動度 に,南 北半球差があ ることを示 した。　4)　EISCATト ロムソサイ トにおけるオー ロラの微細構造観測2004年
10月 に4日 間(計16時 間)のEISCAT　 uHFレ ー ダー との同時観測 を計画 したが,悪 天候の ため,1夜(4時 間)の み実
施 で きた。 フ リッカー リング,ブ ラック,お よびパ ルセーテ ィングオー ロラ近傍 のプ ラズマ,電 磁場 に関す る高解像度解
析 を進 め,パ ル セーテ ィングにっ いて は約100kmか ら200kmま での広 い高度 で電子 密度増加が 同時に起 きて いるなど
新 たな知見 を得 た。5)南 極点基地で のオー ロラ撮像観測研究 南極点基地 に設置 している全天 イメー ジャーのメ ンテナ ン
スと運用 を行 い,全 デー タを準 リアル タイムで取得 した。 全デー タをWEBで 公開 して いる。人工衛星で得 られ たデー タ
もあわせて高緯度 オーロ ラと磁気圏構造 にっ いて研究 を進 めて いる。　7)　DMSP衛 星 オーロ ラ画像 デー タの受信観測44
次隊で受信 した計5633パ ス(DAT267巻)分MSP衛星OLS　 (Operational　 Line　Scanner)　 セ ンサーデー タを編集処理
し,オ ー ロラを含 む可視 画像 を極域科学総 合デー タベース　(POLARIS)に 登録 した。 ドームふ じ観測拠点での オーロ ラ全
天 カメラ観測 と併せて磁気嵐中 に発生 した高緯度 カスプオーロラの動態 にっ いて明か に した。6)南 極 でのPPB観 測実験
で得 られた研究2003年 の昭和基地 オー ロラ観測 デー タ,無 人磁力計デ ータ,　PPB実 験 デー タの初期解析結果 を得 た。7)
数値 モデ リング研究 南北で非常 に共役性の良 いオーロラが観測で きたことに呼応 して,モ デル磁場を用 いて定量的 に共
役点の位置 とそのずれを求め た。 そのずれ を物理的 に理解すべ く,3次 元 グローバ ルMHDシ ミュ レー ションを実施す る
ための予備調査 と検討を行 った。
② 麻生武彦
研究課題:極 域電磁気圏 ・中層 ・超高層大気の結合と変動 に関する研究
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研究機関:平 成16～21年 度




研究 目的:北 極域 中層 ・超高層大気 は下層 の対流圏 ・成層圏 ・中間圏か ら熱圏 ・電磁圏 に至 る広範 な領域 を含 み,太 陽風
が地球磁 力線 と相互作用 して形成 される磁気 圏を経 ての上方 か らの太 陽風電磁 エネルギーの注入 とともに,極 域下層大気
との波動 を介 した力学 的な結合 による下方 か らの太 陽放射 エネルギーの流 れが交錯 し,電 離大気 によ る電磁 力学 な らびに
中性大気 によ る地球流体 力学 的現象 の堆塙 であ る開放 された複雑 系 とな ってい る。密度 の濃い下層 の中性大気 か ら希 薄な
上 層大 気に至 るこの遷移領域 で生起 す る種 々の力学 的現象 は,相 互 に密接 に関連 した広汎な地球大気変質 の シグナルであ
り,シ ナ リオの定量的 な解明が本研究 のテーマで ある。 研究 の ゴール は(1)中 層 ・超 高層大気の結 合 と複雑 系にお ける物
理諸現 象,地 球大気環境変動 の研究,北 極 の レーダー群 と南極 の大型MSTレ ーダー,光 学観 測等によ る南 北極 域の対比
に視点 に置いた大気大循環,波 動,発 光現 象等の汎地球 スケール且つ長 期間の4次 元観 測によ る中層 ・超 高層大気環境 と
その変動の包括的な理解,(2)観 測 と リアル タイムに連結 した,ま たassimilateし た,計 算機 等数値モデ リングによ る定量
物理学的解明,超 高層気候変動予測 と要約 され る。
研究実績:本 研究 プ ロジェク トは下記 の5っ のサ ブプ ロジェク トにっいてそれぞれ研究 が進 め られた。 実績の概要 は以下
の通 りであ る(括 弧内 は各サ ブテーマの実施責任者,取 り纏め報告者等)。
サ ブプ ロジェク ト(1)　「EISCATに よる熱圏電離圏 ダイナ ミックスの研究」
1-1　 EISCATに よる磁気圏 ・電離圏結合(藤 井,前 田)2003年3月 に取得 したEISCATレ ーダーと光学 カメラの同時
観測 デー タを解析 し,分 解能1秒 か ら2秒 値 を用 いて ブラ ックオー ロラおよびパ ルセーテ ィ ングオー ロラの特性 を調べ
た。 また電離圏 イオ ン温度の緯度分布 と等価電流系の比較,熱 圏中性温度の解析等を行 った。
1-2　 EISCATに よる電離圏 ・熱圏結合(野 澤,麻 生)2003年11月 のEISCAT　 KSTお よびESRレ ーダー8日 間同時観
測 データを解析 し,平 均風お よび大気潮汐波 とそれ らの緯度変動,準2日 周期波 などを調べ た。 また,導 出 した風速,電
場,電 子密度等 を用 いて風速変動加速度,コ リオ1功 田速度,イ オ ン ドラッグ加速度 を導 出 し,こ れ らの比較 を行 な った。
また中性大気温度の潮汐成分 の解析 も行われ た
1-3　 EISCATと 光学同時観測(宮 岡)10月15日19-23UTにUHFレーダー(arc1モ ー ド)を 用 いたオー ロラ微細構造
解明 のための同時観測 を実施 した。12月5日 ～13日 にはDELTAキ ャンペー ンの一環 と して,全 天カメ ラ,　TVカ メ ラ,
狭視野 カメ ラによる レー ダー ・光学同時観測 を行 い,ロ ケ ット実験(S-310-35号 機)と の同時観測 に成功 した。3月18日
に開催 したEISCAT研 究集会 にて これ らの観測 デー タを検討 した。 詳細 は2005年5月 の合 同学会特別 セ ッションにて報
告 される。
1-4　 EISCATと 衛星観測(海 老原)オ ーロ ラ帯及 びサブオーロ ラ帯 に現れ る トラフ域 と,そ れに対応 す る磁気 圏 ダイナ
ミクスを理解 すべ く,　DMSP衛 星,　EISCAT　 UHF　 CP3観 測 モー ド,及 び磁気圏 と電離圏 を結合 した シ ミュ レー ションを
用 いた コーデ ィネー ト研究 を進 めるための予備調査 を行 った。
1-5　 EISCATとHFレ ーダー(佐 藤 夏)9月7日 にEISCATレ ー ダーお よび ヒーテ ィング装 置を用 いたSuperDARN
CUTLASSレ ー ダー との共 同実験 を実施 した。
サ ブプ ロジェク ト(2)「 極域 レーダーによる中層大気熱圏 の力学的結合 に関す る研究」
(2-1)ス バ ールバ ル流星 レーダー(NSMR)(麻 生)4年 余の連続観測のデ ータ解析 により,極 域 大気潮汐波の変動 とク
ライマ トロジーの解 明を行 った。
(2-2)ト ロムソ流星 レーダー(NTMR)(麻 生)　 EISCATレ ーダー,MFレ ー ダー との風観測値 の直接比較,　 NSMR
レー ダー との比較 によ る大気潮 汐波 モー ドの解 明,ほ ぼ軸対称点 にあるポーカー フラッ トMFレ ーダーとの直接比較 によ
るノンマイ グレーテ ィング成分 の解析等 を行 った。
(2-3)北 極SOUSY　 SMARTレ ーダー 夏季 にPMSEの 連 続観 測が行われ た
(2-4)昭 和MFレ ー ダー(JARE)(堤)定常観測を継続 し良好 な中間圏下部熱圏 デー タを得,大 気潮汐波 と平均流 を中
心 と した研究 ・発表を行な った。
(2-5)　 SuperDARNレ ー ダー(小 川)　 SuperDARNPMSEとMFレーダーで得 られ た中性風 を比較 してPMSEの 高度
決定な どを行 い,誌 上 ・口頭発表 した。また,太 陽 プロ トンに伴 うHFレ ーダーエコーの解析 を進 めた。(堤)通 常 のF層
観測中 にも流星 エコーを利 用 した中間圏界面 観測を同時 に行な う技術の改良を行 なった。
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(2-6)(関 連 プ ロジェク ト)昭 和基地MST-ISレ ー ダー(堤)高 効率送信機 および八木ア ンテナの改良 を行ない,ま た現
地で の具体的 なア ンテナ設置工法 の検討 を進 めた。
サブプロ ジェク ト(3)「 光学 観測 による中層大気熱圏 ダイナ ミックスに関す る研究」
(3-1)　 ALIS-Japan　 (麻 生)11月 に しし座流星群 の光学観測 を行 ったほか,融 合研究 セ ンターの共同研究プ ロジェク ト
と して オーロ ラ トモグ ラフ ィー先端 的解析手法 の研究 を開始 した。
(3-2)オ ー ロラ ・スペ ク トログ ラフASG　 (岡野)オ ー ロラスペク トログラフによる酸素原子発光 お よび酸素 イオ ン輝
線発光 と,　ESRに よる電離層 の電子温度 ・密度,イ オ ン温度,イ オ ン速度 の同時観測 デー タの解析か ら,低 エ ネルギー電
子降下時 に磁力線 に沿 った速度数100m/sの イオ ン上昇流が発生す ることを定量的 に明 らか に した。
(3-3)フ ァブ リーペ ローイ メージャー(JARE)(田 口)F層 温度 と太陽 ・オー ロラ ・地磁気活動 との関係 を調 べた。太
陽極端紫外線強度 とF層 温度 は正の相関が ある。オー ロラ活動 との直接 的な関係 は見 られない。磁気嵐時 にF層 温度が極
端 に上昇す る現象が一例 だけ見つか った。
(3-4)ト ロム ソ光学観測 ドー ム(宮 岡)10月 に トロム ソ観測所 の光学 ドー ムに全天デ ジタルカ メラ,全 天TVカ メラ,
狭視野 イメー ジャを設置 し,国 内か らの遠隔運用試験 を行 った。光学観測 ドームに24時 間モニ ター可能 なネ ッ トワー クカ
メラを設置 した。
(3-5)ラ イ ダー(JARE)(堤)レイ リー ライ ダーの昭和基地へ の導入 を念頭 に,運 用維持 の容易 な システム作 りのため
の技術開発の検討 を行 なった。
(3-6)(関 連 プロジェク ト)南 極点ASI　 (海老 原)南 極点基地 に設 置 している全天イメー ジャーデー タを準 リアル タイ
ムで取 得 し,全 デー タをWEBで 公開 して いる。人工衛星 で得 られたデー タもあわせて高緯度 オー ロラと磁気 圏構造 にっ
いて研究を進めて いる。電子 オ ーロラ(558nm,630nm)の スポ ッ トと,そ れに対 して時間差 を もって現 れたプ ロ トンオー
ロラ(Hβ)の スポ ッ トを午前昼間側で発見 した。
サ ブプ ロジェク ト(4)「 中層超高層大気 ダイナ ミックスの数値 モデ リングと解析」(三 好,麻 生)
大気大 循環 モデルを用 いた数値実験 により,中 間圏 ・熱圏 における潮汐波 や惑星波 の振 る舞 いにつ いて研究 を行 った。
特 に,中 間圏 ・熱 圏 にお ける半 日潮汐波の 日々変動 と下層大気 の変動 との関連 に注 目 して解析 を行 った。 その結果,中 間
圏 ・熱 圏にお ける半 日潮汐波の振幅が,10日,17-18日 や21-25日 周期 で変動 している ことが 明 らかとな った。 その成因
について数値 モデルデ ータを用 いて,中 間圏 ・熱圏の半 日潮汐波 に現れ た変動 と,対 流圏 における大気大循環変動 および
成層圏 にお ける変動 との関係 に注 目 して解析を行 った。 その結果,成 層圏 におけるオゾ ン変動が 中間圏 ・熱圏 の半 日潮汐
波 の 日々変動 に及 ぼす影響 は小 さ く,む しろ対流圏 にお ける大気大循環変動 に伴 う水蒸気 ・雲 の空間分布が時間変化 によ
る影響 を強 く受 けてい る可能性 が示唆 され た。
サ ブプ ロジェク ト(5)「 バ ルー ンによる成層圏観測」
(5-1)北 極成層圏 オゾ ンゾ ンデ(岡 野)ド イツ ・AlfredWegener研 究所 と共同で小型気球 に搭載 して大気微量成分 を
測定す る分光器 システムを開発 し,2004年6月12,18,24日にニーオル ソ ンか ら放球 し高度42.5kmま で のオゾ ン高度分
布 の観測 に成功 した。
(5-2)高 高度気球な ど(JARE)　 (佐 藤薫)光 学 及びECCオ ゾ ンゾ ンデを用 いた高高度気球観測 を三陸(JAXA大 気球
観測所)で 行 った結果,気 球 は高度49.8kmに 到達,地 上か ら下部中間圏 まで の観測 に成功 した。
研究集会等:本 プロ ジェク トに関連 して,　 「EISCAT研 究集会－DELTAキ ャンペー ンの速報 と検討 を中心 に一]を3月




所内共同研究者:和 田 誠 ・神山孝吉 ・小達恒夫 ・塩原匡貴 ・佐藤 薫 ・東久美子 ・伊藤 一 ・平沢尚彦 ・森本真司 ・平
課 享 ・橋田 元 ・原圭一郎 ・矢吹正教 ・冨川喜弘
人数:39名
経費:11000千 円
研究目的:地 球規模気候環境変動に最 も影響の大 きい大気中物質のふるまいにっいて,極 域大気中や雪氷圏,海 洋,海 洋
生物圏 とのやりとりを通 して明 らかにすることを目的としている。重要な課題 は(1)極 域における大気中物質の変質およ
びその変動に対する大気の輸送過程,大 気循環場,対 流圏一成層圏交換等の役割の解明,(2)大 気から雪氷圏への取 り込み
一27一
や雪氷圏のソースとしての働きの解明,(3)海 洋一大気交換,海 洋起源 ・生物起源物質の役割の解明である。これまで既に,
南極,北 極における現場観測が進められており,こ れ らの観測結果をもとにして総合的解析を進めるものである。前半の
3年 間は,現 場観測結果の解析や採取試料の分析を中心に,衛 星データや,気 象客観解析データの解析を進める。
研究実績:(1)JAREデ ータの解析による,昭 和基地周辺のエアロゾル特性の研究を国際学会に発表 し論文準備中 ・科研費
特定領域研究 「北極対流圏 ・成層圏物質の変動と気候影響」で得 られた試料の分析とデータの解析か ら,北 極春季のエア
ロゾルの特徴にっいての論文を作成。(2)気象の客観解析データを もとに,地 上観測の行われている昭和基地,ド ームふ じ
観測拠点へのバ ックワー ドトラジェク トリーを計算 し,そ の特徴の季節変化を明 らかにし,大 気循環場との関連を考究 し
た。これに先立って,　ECMWF客 観解析データの整備を行った。(3)海鷹丸で得 られた船上データから海洋生物活動起源物
質 と大気化学成分の関係,大 陸起源エアロゾル粒子の輸送過程,お よび南大洋におけるエアロゾル放射効果の見積 もりな
どの解析を行 った。(4)JARR44の オゾンゾンデ観測データか らオゾンホール消滅過程に関する解析を行った。(5)バ レン
ツ海 ・グ リーンランド海の観測か ら,大 気 ・海洋間二酸化炭素交換に関する解析を進め投稿 した。(6)微量気体成分モニタ
リングデータについて,成 果取 りまとめおよび情報公開に向けた資料整理を行 った。(7)45次夏期に実施 した回収気球実験
について,実 験期間中の高層気象観測結果,総 観場,ト ラジェク トリー解析などの共有すべき関連情報の整理を行 った。
また採取 した試料は国内の研究機関に配分されガス分析が現在進行中である。(8)昭和基地残置の用途不明の試薬を持ち帰
り廃液処理をした。(9)JTク ーラーを用いた小型成層圏大気採取装置の開発を継続 した。本年度は,実 用機プロトタイプ
の設計に向けて必要なパ ラメータを実験的に決定すると共に,実 用機 とほぼ同じ条件下で低圧大気採取実験を実施 し,性
能評価を行 った。(1①ニーオルスンの1997年 か らの雲降水のデータの整理を行い,雲 降水の季節特徴などの抽出を行って
いる。(11)ニー オルスンの地上オゾンデータを用い,空 気塊の分類を行い,そ れぞれの気塊のエアロゾル,雲 粒子の特性を
解析 した。(12)南極北極観測か ら持ち帰った試料の分析,持 ち帰り機器の修理 ・校正を行った。(13)今後の南極観測で使用予
定の機器の開発とテス トを行 った。(14)全球客観解析気象データの整備として,1997年 地上データのアーカイブを行った。





所内共同研究者:神 山孝吉 ・神田啓史 ・本山秀明 ・東久美子 ・藤田秀二 ・伊村 智 ・古川晶雄 ・森本真司 ・五十嵐誠
人数:47名
経費:6000千 円
研究目的:(1)過 去32万 年の高時間分解能研究 第一次 ドームふじ深層掘削計画で得られた2503mの 氷床深層 コアから3
回の氷期サイクルを含む過去32万 年の気候及び陸海域の環境変動の実態を明らかにしたが,さ らにコアの高時間分解能
解析方法を確立 し,急 激な気候 ・環境変動イベ ントの事例の高時間分解能解析を進め,そ の変動の詳細な実態を明 らかに
する。(2)ドームふ じ氷床深層コア掘削と掘削孔検層の実施 ドームふ じにおける氷床深層掘削を再開 し,過 去100万 年以
上に遡るコアを採取 し,第 四紀氷河時代の気候 と環境変動の実態 特に,10万 年周期の氷期サイクルの発現機構 太陽活
動/地球磁場/地 球環境の関係などを明 らかにする。(3)過去100万 年の気候 ・環境変動の学際的解明 第二期 ドームふ じ氷
床深層コア掘削で得 られる3000mの 全層 コアは,過 去100万 年以上 にわたる地球規模の気候 ・環境変動の基準 となる
データを提供でき,様 々な研究分野か ら総合的に解明する。
研究実績:a)融 解連続分析 ・試料分注装置の整備 試料融解連続分注装置及び試料融解連続分析装置については,コ ア融
解部位のデジタル情報と分注用キュベット移動信号の対応を検討 した。同時にコア融解試料の流路に電気伝導度センサー
を導入 し信号の取 り込み方法の検証を行 った。試料がセンサーに到達する直前で流路試料か ら気泡を取 り除 く手法を確認
した。 ブランク ・コア融解試料 ・標準試料の流路を切替え信号強度のデジタル出力を確認 し運用方法 ・データ処理方法を
検証 した。b)気 候 ・環境イベントの解釈の検討 気温変動指標物質(酸 素同位体組成,水 素同位体組成など),陸 域環境
変動指標物質(ダ ス ト,Ca2+な ど),海 洋環境変動指標物質(Na+,Mg2†,Cl－ など),海 洋生物環境変動指標物質(MSA,
非海塩性SO42な ど),火 山活動指標物質(テ フラ粒子,非 海塩性SO.,2-,F－ など),成 層圏環境変動指標物質(NO3-,
H202な ど),大 気及び水循環場変動指標物質(Na/Cl,　 dパ ラメータなど)な どを詳細に検証するため,従 来の間欠的な測
定方法からコアの一部の層では100メ ー トル以上の連続測定を行 った。解析データを総合的に解釈 し,急 激な気候 ・環境
変動時の陸域,海 域,大 気などさまざまな環境場における変動の同時性,時 間差,周 期性を詳細に検討する体制が出来た。
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また,宇 宙線生成核種(10Beな ど)測 定のための試料処理手法の検討を行 った。c)南 極観測:氷 床深層コア掘削及び検層









研究目的:南 大洋の海洋場(熱 塩構造や海水循環)と 海氷分布の時空間変動の実態を把握することは,地 球規模の気候 シ
ステムを理解する上で不可欠である。特に熱 ・各種物質輸送に多大な影響をもたらす海洋深層循環は,極 域海洋にその駆
動源を持ち,流 量の変動や水塊形成など海氷消長との関連の解明が重要である。そこで,現 地観測の実施 と,南 極観測事
業および国内外の南大洋航海観測で取得された海洋物理データを中心に,既 存の海洋 ・衛星観測データと共に南大洋イン
ド洋区を対象とした総合的な解析を行なう。また,衛 星 リモー トセンシングによって取得された海氷情報 と現地観測デー
タとを合わせて評価するために,衛 星データ検証を主目的とした南極海氷域の航海観測が2003年 に国際共同で実施され,
貴重なデータが数多 く得 られた。研究成果をまとめていくにあたり,今 後の国内外の関連研究 ・観測プログラムとも連携
させて,海 外研究チームとの共同研究をも視野に入れて,解 析の分担,調 整を図りっっ研究を進める。本研究は平成17年
度の南極観測事業(モ ニタリングM-5,-6)と 連動するものである。「しらせ」の他に国内外研究機関の観測船をもプラッ
トフォームとした観測計画立案,デ ータ解析に向けて,海 洋物理 ・海氷分野の研究焦点を明確にすると共に,有 効な観測
手法の検討を継続する。
研究実績:南 極 ウィルクスランド沖,南 緯63度 付近の南極発散域で稼動 したフロー ト(1997年3月 投入)は,明 瞭な低気
圧性渦を描 きっっ西方 に漂流 した。このフロー トの漂流軌跡と水温プロファイルデータを衛星画像による海氷消長と共に
詳細に調べた結果,渦 とポ リニア(疎 氷域)の 地理的な位置がほぼ一致 し,発 散域の中でも活発な湧昇の存在が示された。
平成16年 度東京海洋大学海鷹丸航海では,こ の発散域の海洋過程をさらに詳 しく把握するための集中観測を実施 し,5台
のフロー ト投入 とCTD/LADCP観 測を行なった。 この計画実施に当たっては,観 測海域と投入地点の候補を絞 り込むた
めに,過 去9年 間の毎 日のマイクロ波衛星画像(SSM/1)を 調べ,ポ リニア形成域の位置を特定 し,さ らにフロー ト投入
直前に実施 したXCTDに よる海洋構造観測の結果 も参考にして,最 良の投入地点を決定した。 フロー トは2005年3月 現
在順調に稼働中である。また,2003年 夏以降ケルゲレン海台域に設置されていた係留観測 システムがオーロラ ・オース ト
ラリス号によって全て回収 され,流 速 ・水温 ・塩分等の時系列データ2年 分が取得された。この係留データの他,停 船時
観測や既存データを含めた総合的な解析の準備を行なった。海氷研究に関 しては,現 行の 「しらせ」船上海氷厚計測 シス
テム(電 磁誘導法 とビデオカメラ)に よるモニタリング観測を継続 した。また,将 来のヘリコプター搭載型電磁誘導法に
よるリュツォ ・ホルム湾海氷厚の広域観測の実現を目指 して,海 外研究機関の観測実施例の情報を入手することによって
検討を開始 した。 さらに過去25年 間にわたる南極 リュツォ ・ホルム湾の海氷変動の特性 に関 して,衛 星画像や砕氷航行
データを調べた結果,近 年頻発 している定着氷の崩壊 ・流出と氷上積雪の特徴の他に,沖 合流氷の消長との関連も見出さ
れた。 この成果を含め,第4回 国際極年に向けた国際共同研究の方針と手法に関 して,海 外研究機関研究者(特 にオース




研究課題:南 極氷床 ・南大洋変動史の復元地球環境変動 システムの解明
研究期間:平 成16～21年 度




研究 目的:本 研究は,第 四期地形学,測 地学,古 地磁気学の3グ ループにより10万 年前から数十年の近未来にかけての地
球環境変動に果たす,南 大洋 ・南極域の役割を解明することである。地形グループ:南 極氷床 と南大洋の現在の状態を把
握 し,現 在の成果に基づいて過去の状態を推定する。過去の環境変動史を高精度で復元 し,地 球上の他地域で生 じたイベ
ントとの時間的前後関係を比較 して,イ ベ ント発生の原因 ・因果関係を推定する。測地 グループ:宇 宙測地,精 密重力変
動,海 底観測データの解析により,現 在の地殻変動量,海 水準変動量を推定する。古地磁気グループ:石 油公団の採集 した
南極海産深海底堆積物の磁気的性質を調べ,堆 積環境 と地磁気変動を調べる。
研究実績:地 形グループ:第45次 隊で採取 した貝化石試料,宇 宙線照射年代試料の年代測定,氷 河底堆積物試料の氷河構
造地質学的解析等を行 った。貝化石 と氷河堆積物の層序関係から宗谷海岸における第四紀後期の氷床最大拡大時期が北半
球氷床 とは異なること,最 終氷期中に氷床縁付近で大 きな変動が生 じたことが明らかになった。貝化石のス トロンチウム
同位体比年代測定から,最 終間氷期以前の海楼化石の存在が確実になり,生 息当時の氷床と海氷環境との関連性 について
考察 した。南極半島のコア解析も行ったが最終氷期層準にIRDが 何層 も認められた。西南極氷床も最終氷期中に何度か融
解 したことが予想 される。測地グループ:超 伝導重力計,絶 対重力計,　VLBI,　GPS等 の成果まとめを継続 している。特に,
VLBI結 果から,昭 和基地でのPGR隆 起速度が3mm/yrで あることが判った。露岩域GPS観 測の結果もVLBI結 果をほ
ぼ支持するが,ス カーレンでは予想に反 して沈降を示 した。第46次 隊が海底圧力計(OBP)を リュッォ ・ホルム湾沖に設
置 したが,2004年12月26日 に発生 した地震津波を明瞭に観測したので現在,解 析を進めている。古地磁気グループ:南
極 ドローニングモー ドランド沖の深海堆積物の残留磁気を調べた結果,こ の堆積物は極めて大きな保磁力を持ち,そ の原
因は磁鉄鉱がγ一赤鉄鉱 に変化 したためと判明 した。過去100万 年間に渡り,ド ローニングモー ドランド沖の高酸素濃度の
深層流によって酸化したと思われる。宗谷海岸の湖沼の堆積物の帯磁率を測定 したところスカーレン大池の藍藻類起源の
堆積物では帯磁率 は0.01E-03(SI)と 小さかったが,北 の浦の海成堆積物の場合2.8E-03(SI)と 大きかった。
⑦ 本吉 洋一
研究課題:南 極 か ら見た ゴン ドワナの形成 と分裂 の研究
研究期間:平 成16～21年 度
所内共同研究者:白 石和 行 ・野木義 史 ・船 木 實 ・外田智 千 ・金尾政紀 ・　D.J.　Dunkley
人数:30名
経費:11400千 円
研究 目的:本 研究プ ロジェク トは6年 計 画で,ゴ ン ドワナの形成 と分裂 とい う大 きなテーマに対 して,地 質学的,岩 石学
的,地 球化学的,地 球物 理学 的,岩 石磁気学的手法を用 いて,そ の プロセスを明 らか にす る ことを目的 とする。研究 を効
率的 に推進す るため,本 研究 プロジェク トで は以下の2っ の研究 グループ,地 殻物質研究 グループと地殻構造研究 グルー
プを組織す る。
1)地 殻物質研究 グループ:大 陸地殻を構成す る岩石,鉱 物,堆 積物を対象 に,そ れ らの物質科学的解析 を進 める。
2)地 殻構造研究 グループ:重 力,地 磁気,地 震波な どの地球物理学的 デー タを基 に,大 陸地殻構造 の解析 を進 める。
両 グループはそれぞれの手法で研究を進め るが,シ ンポ ジウムや セ ミナーを通 じて積極的 にデー タを評価 しあい,さ ら
にその結果 をフィー ドバ ックさせなが ら,よ り具体的 なゴ ン ドワナの形成 と分裂 に関す るモデルの構築 を目指 す。
本研究 プロ ジェク トは,す で に南極大陸お よび南大洋,ア フ リカ,マ ダガスカル,イ ン ド,ス リランカなどで実施 して
きた国際 プロ ジェク トと深 く関連 してお り,一 部 はその延長線上 にある。 そのため,こ れ らの調査結果 も含めた総合 的な
解析 を進 める。 また,将 来の現地観測の ための予察的研究 な らびに新 たな分析手法 の整備 ・開発,さ らにデー タベースの
整備 ・公開 に も力を注 ぐ。
研究実績:プ ロジェク トメ ンバ ーによるゴ ン ドワナ陸片の地質野外調査 と して,ス リランカ(白 石,外 田,庭 井,本 吉),
マダガスカル(有 馬,小 山内,石 川正,金 子),ベ トナ ム(小 山内),東 南極(本 吉,廣 井,　Satish-Kumar,加 々島,石 川
尚,隅 田)の 現地調査を行 った。 ス リラ ンカ,マ ダガスカル,ベ トナムにっ いては科学研究 費補助金,東 南極 については
第46次 南極観測 隊の研究 プ ロジェク トの一環 として実施 し,メ ンバ ーのひと り隅 田祥光(九 州大学大学院)を 本 プ ロジェ
ク ト研究経費で東南極地域 に派遣 した。調査の結果,か ねてか ら近縁性が指摘 されていたス リランカ ・ハイ ラン ド岩体 と
東南極 リュツォ ・ホルム岩体 との岩石学的 な対比が ほぼ確実 になった。
古地磁気 ・岩石磁気学的研究で は,本 プロ ジェク トによ り超伝導磁力計用等温磁気着磁装置 を購入 し,超 伝導磁力計室
に設置 した。 この装置 により飽和残留磁気 を試料 に着磁で きるよ うにな り,赤 鉄鉱等 を含む高保磁 力試料 の磁気 的性質 の
解明がで きるようになった。 また,南 極 エ ンダー ビーラ ン ド産片麻岩中 の磁鉄鉱 の磁 区構造 を磁気力顕微鏡 での観察,お
一30一
よび超伝導磁力計で高圧変形岩石の磁化方向の測定を行った。その結果,変 形を強く受 けた岩石では顕著な磁気異方性に
よる残留磁気の乱れが測定された。エ ンダービーランドの リーセルラルセ ン山周辺の岩石の古地磁気方位の乱れが,岩 石
の変形に起因 している可能性を検討 した。
地球物理学的研究の中で地震学的アプローチでは,ゴ ンドワナの形成 ・分裂過程 と現在の内部構造の関連に関する情報
収集を目的として,カ ナダで開催された国際会議に参加 し(金 尾),こ れまで日本の南極観測で実施 したみずほ高原での地
震探査結果を中心に研究成果の発表を行った。特に,地 震反射断面の構造からゴンドワナの形成 ・分裂に関連 したテクト
ニクスを推定するとともに,人 工地震実験で記録された自然地震の特徴的な波形にっいて考察 した。また大陸の形成 ・分
裂過程を知る上で重要である南極大陸 と他の大陸 との地球内部構造の比較研究の一環 として,ロ シア極東域で地震学的調
査(戸 田)を 行い,南 極大陸 と極東域のテクトニクスと深部構造 ・地震活動 ・プレー ト運動との比較検討を行 った。その
他の地球物理学的研究では,海 洋域の地磁気および重力異常のデータ解析の結果,西 エンダビー海盆において新たなゴン
ドワナ初期分裂過程が推定され,初 期分裂時のマントルブルームの関与の可能性を指摘 した。また,ポ ル トガルで開催さ









(1)南 極産 月阻石Yamato(Y)983885中にKREEP玄 武岩 を発見 した。
(2)南 極産 月阻石METO1210角 レキ岩中 の玄武岩 とASUKA(A)881757結晶質玄武岩 が同 じマ グマ起源 であ ることを
明 らかに した。
(3)月 探査衛星 セ レー ネに搭載 す る月面鉱物探査装置 によ るApollo16ソ イル(表 土)野 鉱物 スペク トル と化学組成 との
相 関関係 を明 らかに した。
(4)Y86032中 に,裏 側の海の起源 と考え られ る鉄に富む輝石を含む岩 石片が見つか った。 また,岩 石 の形成年 代が4.43
(+/-O.03)と 極めて古い ことがわか った。
(5)　DhfarOO7胆 石 は,全 岩組成 がMgに 富み極めて古 いAr-Ar年 代 を示 す。 この明石 は月の地下深部を起源 とす る可能
性が高 い。月形成初期 の大規模衝突現象 によ り掘 り起 こされ た岩石が混入 して いる可能性が高 いことを示 した。
(6)ナ ク ライ ト阻石 を再現す る ことを目的 に,ナ ク ライ ト親 マグマ組成を用 いて,制 御 した酸素分圧下で定温実験 と冷却
実験 を行 な った。冷却実験で は,や まとナク ライ トの普通輝石 に特徴的 な塁帯構造を再現 した。 また,や まとナクライ
トの観察 ・分析 を続 け,ナ ク ライ トを作 った親 マグマを3っ の異な る手法で求め,整 合的な結果を得た。 また,ナ クラ
イ トを作 った結晶化過程の詳細 な考察を さ らに進め,こ れ まで より確か らしいモデルを提出 した。
(7)Hコ ン ドライ ト ・レゴ リスプ レッシャーのDimmitお よびPlainviewに 含まれ る炭素質 コ ン ドライ トクラス トにっ
いて,　SEM,　 EPMA及 び放射光X線 回折を行な った。これ らの阻石に含まれ るクラス トは其 々,CMコ ン ドライ ト類 似
の もの とTagish　 Lake阻 石 は(あ るいはサ ポナイ トに富む微阻石)と よ く似た鉱物学 的特徴を持 つ ことが明 らかにな っ
た。また,ホ ワルダイ ト・レゴ リスブ レッチ ャーのEETに っいて もSEM,　 EPMA,及 び放射光X線 回折を行 なった。こ
れ らの陽石 に含 まれ るクラス トはHコ ン ドライ トの場 合 と異な り,　CMコ ン ドライ トとCIコ ン ドライ トのそれぞれに
非常 に類似 した鉱物学的特徴を持つ ことが明 らかにな った。
⑨ 小達恒夫
研究課題:海 氷変動 と生物生 産変動 に関す る研究
研究期間:平 成16～21年 度




研究目的:定 着氷の存在は,海 中へ届 く太陽輻射エネルギーを大幅に減衰 させることから,定 着氷の厚さや分布域の変動
は,海 洋生態系の一次生産者である植物プランク トンの光合成速度に大きな影響を与えていることが予想されるが,そ の
関係にっいては不明なままである。また,海 氷中に生息する植物であるアイスアルジーの光合成活性にっいても,生 息場
所である海氷の状態との関係が不明なままである。更に,一 次生産の変動は,食 物連鎖を通 じて底生生物,ペ ンギン等の
大型捕食者の現存量変動にも関係 しているものと予想される。本研究では,昭 和基地周辺の海氷の変動,一 次生産変動,
低次生産者から高次捕食者に至る生態系構成要員間の リンクを明らかにし,更 にはペンギン個体数変動を抽出して,海 氷
変動 と生物生産の関係を解明することを目的 とする。
研究実績:平 成16年 度は,定 着氷域及び季節海氷域においてこれまで得 られた動 ・植物プランク トン量のデータの解析
を行 った。また,海 氷分布および植物プランクトン分布に関して,人 工衛星データを基に整理 した。 さらに,ア デ リーペ
ンギンの個体数変動を整理 し,ま た採食行動パターンのモデル化を行った。第27回 極域生物 シンポジウム(2004年12月
2日 ～3日)に あわせ,本 研究の研究打ち合わせを行った。2004年12月31日 ～2005年1月25日 の期間に実施された,東





所内共同研究者:山 内 恭 ・和田 誠 ・小達恒夫 ・工藤 栄 ・渡邉研太郎 ・野木義史 ・橋田 元 ・平課 享 ・三浦英樹 ・
牛尾収輝 ・原圭一郎 ・大槻晃久 ・高橋邦夫
人数:41名
経費:7000千 円
研究目的:地 球温暖化に対 して負のフィー ドバ ック機構に関るエアロゾルや雲のもととなるガス成分(例 えば,硫 化 ジメ
チル,メ タン等)の 生成過程が海洋の生物生産過程 とどのように関連するかを明らかにすることを目的とした。特に,南
極海の生物生産過程,さ らに生物生産過程 と関連する様々な物質の生成,分 解,輸 送プロセスを明らかにするために,生
物生産過程が活発になる夏期間の観測を行い,大 気一海洋表層一海洋深層間の物質の動 きを理解する。 これまでに実施 し
たJARE-43お よび44シ ーズンの時系列観測で得 られた試資料を迅速に処理 し,デ ータ化するとともに,今 後得 られる現
場観測試資料を解析する。また,こ れらの研究 と並行 して,今 後の時系列観測に関する観測実施計画を立案するとともに,
研究プロジェクトチームの緊密なネットワークを構築することも本研究の目的の一つである。
研究実績:JARE-43お よび44シ ーズンの時系列観測で得 られた資試料にっいての解析成果を,7月 のSCARオ ープ ン・
サイエンス ・コンファレンス(ブ レーメン,ド イツ),9月 の韓国極域 シンポジウム(済 州島,韓 国),及 び,10月SCAR-
EASIZ国 際 シンポジウム(コ ルキュラ,ク ロアチア)に て発表 した。2004-05年 夏期シーズンの現場観測参加の諸準備を




所内共同研究者:伊 村 智 ・工藤 栄 ・内田雅己 ・上野 健
人数:5名
経費:3500千 円
研究実績:南 極域を含む極限環境の生物に焦点をあわせて,生 物多様性 と環境の相互の関係にっいて研究 した。南極域の
主たる植物は蘇類,地 衣類,藻 類,シ アノバクテ リアであるが,そ れらの多 くは分類学的な位置づけと生態的な特性が未
知のままで検討 されていないものが多い。本研究の初年度は地衣類の10種,及 び,シ アノバクテ リアの8種 にっいて検討
された。 とくに,地 衣類のRhizocarPon　 flavum　 complexと いわれている種群にっいて分類学的再検討を加えた結果,
RhizocαrponaquatileMas.Inoue,sp.nov.を 認めることが出来た。本種は南極宗谷海岸,ル ンドボークスヘッタで採集さ
れた資料に基づき記載 された。正基準標本はNIPRに 保存された。
主に北極域での糸状菌類の研究では土壌伝染性植物病原糸状菌のPythium菌 を主な材料 として,分 類,発 生生態,診 断
法,防 除法および生物資源としての利用法を研究 した。とくに,極 地や汽水域などの特殊な環境で生 きる乃 伽 ㈱ 菌に着
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目 し,分 子生物学 的 手法を利用 して,± 壌 伝染性植物病 原糸状 菌の生態 的役割 の解明や,新 たな生物 資源 と しての利 用価
値の評 価を行 った。
南極の イタ リア,テ ラノバベイ基地 で採取 されたHatomonas　 vαriabiLis　(TNB菌)と 大西洋深海 の同種(TAG菌)の
遺伝子解析 によ り,　TNB菌 とTAG菌 の近縁関 係につ いて解析 した。塩 分の ほとん どゼ ロか ら飽和近 くまで生育 で きる
Hαlomonαs菌 は地球を代表す る生物 と言え る。 その中で もとりわけ,　TAG熱 水 マウ ン ドとTNB南 極基 地 とい う極端に
異な る環境 か ら採取 ・培 養 され たHa!omonαs　 variabilisは 地球最 強 と呼ぶ ことがで きる。現在,世 界各地か ら岩塩 を集
め,そ こか らHalomonasを 培 養す ることを考えてい る。また,岩 塩 は タイムカプセルのよ うな役割が あるので,地 球史的
な観点か らもHagomonαsの 特 異性 を明 らか にす る。
⑫ 江尻全機
研究課題:極 域複合 システムの モデ リング ・シ ミュ レーシ ョン研究
研究期間:平 成16～20年 度
所内共同研究者:門 倉 昭 ・岡田雅樹 ・海老原祐輔 ・和田 誠 ・佐藤 薫 ・平沢尚彦
人数:11名
経費:9500千 円
研究 目的:極 域 にお ける多様 な現象を複合 システムと して と らえ,個 々の基礎過程の上 にモデルを構築す ることにより,
極域科学 の新 しい展開 をね らう。極域 に特徴的 な システムを,理 論お よび観測 デー タを基礎 と して 「極地研 モデル」 と呼
ばれ るよ うな,基 盤 モデルの構築 を目標 とす る。
研究実績:プ ロ ジェク ト開始初年度 と して,磁 気圏モデ リング ・シ ミュ レー シ ョンを中心 と して検討 す るグループ と,大
気圏 モデ リング ・シ ミュ レー ションを中心 と して検討す るグループに分かれ,モ デル構築作業お よび極域科学大型計算機
システムへ の シ ミュ レー ションプ ログラム移植作 業を行 った。
2)開 発研究
① 江尻全機
研究課題:南 極大型 大気 レー ダーの開 発と これ を用 いた極域大気科学 の可能性
研究期間:平 成16～18年 度
所 内共 同研究者:麻 生武彦 ・山内 恭 ・佐藤 薫 ・塩原匡貴 ・堤 雅 基 ・平沢尚彦 ・冨川喜弘
人数:27名
経費:6500千 円
研究 目的:大 型大気 レー ダー　(VHFド ップ ラーパ ルス レーダー)を 用いて,高 度1～500kmに わ たる,対 流圏,成 層圏,
中間圏,熱 圏 ・電離圏 を高精度高 分解能 で測定 し,既 存 の観測器 と合わせて,極 域大気 の総合研究 を目指 している。 この
研究 では,大 型大気 レー ダーの開発および設置 のための現地調査 を行 うと共に,極 域大気科学 の現状 および今後 の課題 に
っいて議論 し,大 型大気 レー ダーによ る研究 テーマを具体化 する ことを 目的 としている。
研究実績:一 技術検討 会議 を開 き,今 後の レー ダー開発計画,そ れ に沿 った開発設計,ア ンテナ設置法 の検討 などを行 っ
た。 システ ム全体 の設 計を行い,お よその スペ ックを決定 した。 一低温 下での熱設計 を含む,送 受信 モ ジュールの開発
を行 った。 一環境試験 用のモ ジュール設計を行 った。 一現地 で砂 利層の深 さを調査 し,ア ンテナ基礎工事法 の検討 を行 っ
た。一所長裁量経 費を得て,ア ンテナ設計 の最適化 を行 った。一サーバーマ シンを購入 し,ホ ームペ ー ジの改訂を行 った。
一お よその スペ ックが決定 したので,パ ンフ レッ トの改訂 版を作成 した。 一所 外班 員を含む研究集会 を開 き,極 域大気研
究の レビュー,研 究 テーマの具体化を行 った(12/21)。 一設営 グループ対象 の説明会(7/1),研 究談話会(9/22)を 行 い,
所内の他の グループか らの理解 と協力を得 るよ う働 きか けた。 一計 画の現状報告 を各学 会や主要 な研究 会で行 った。 一極








研究目的:従 来の氷海域における海洋研究 としては,主 に砕氷 ・耐氷型の船舶による沖合の観測や昭和基地を拠点 とする
野外調査が実施 されてきた。 しかし,船 舶では充分な観測時間が確保できず,ま た沿岸調査では不安定な海氷状態による
ロジスティク面の困難を伴う。そのため,広 域観測の展開が制限され,現 地観測データの希薄な海域が残されている。そ
の一つが,南 極 リュッォ ・ホルム湾周辺を含む陸棚域から陸棚斜面にかけての大陸沿岸定着氷 ・流氷域である。衛星によ
るリモー トセンシング技術やそのデータ解析アルゴリズムが急速に進歩する近年,海 氷域の現地観測の重要性は一層増 し
ている。そ こで,自 然条件の厳 しい海域における現地観測データやサ ンプルの取得のために,自 律航行型海中ロボット
(Autonomous　 Underwater　 Vehicle　:　AUV)　 を観測プラットフォームとして用いることを提案 した。氷海で使用可能な
機器 とその運用手法を確立することが不可欠である。初期段階としては,大 型の機器ではな く,ま た運用のための専用母
船 も必要 としない,現 地運用が簡便に実施できるような比較的小型のAUVの 改良開発と運用手法の構築を目的とする。
研究実績:AUV,特 に極域における観測や運用を主 目的とした国内外における研究開発の動向を把握するために,文 献調
査を実施 した。所内研究分担者から有益 と考えられる最近の文献(写 し)や 情報 ソースを集約 し,そ れ らの取りまとめ作
業を外注 した。外注先担当者 と数回にわたって作業の進め方,取 りまとめ方を検討 し,2005年3月 に調査報告書として仕
上がった。本課題で目指 している氷海域のAUVを 開発するための有益な情報がまとめられたこの報告書を今後の研究を
進める上で参考資料 として活用することとした。また,2004年5月 開催の国際シンポジウム(ISOPE-2004,フ ランス)出
席時に,　AUVに 関連する発表やセッションにおいて情報収集や意見交換を行ない,今 後の参考とした。物理 ・生物 ・地
質 ・海底物理などの各研究テーマ,そ れらの目標,観 測の狙いどころ(観 測海域 ・時期 ・項 目 ・繰り返 し頻度など)を 明
確にすることが不可欠であった。 しかしながら今年度はその議論が十分に行えなかった。特に所内研究者 ・グループ間の
議論が十分ではなかったことから,所 外研究者を交えた研究集会は実施 しなかった。平成17年 度 とそれ以降の本研究の進
め方にっいて所内で議論,意 見交換 した。
③ 外 田智千
研究課題:岩 石 ・阻石中 の微小領域 の微量 ・希土類元素分析法 の開発
研究期間:平 成16～18年 度
所 内共 同研究者:三 澤啓司 ・海 田博司 ・山口 亮
人数:1名
経費:1700千 円
研究 目的:極 地研究所 に設置 されて いる二次 イオ ン質量分析計(SHRIMP)お よび電子線 マイクロプローブ(EPMA)を
用 いて,微 量元素 ・希土類元素 の測定 を可能 とす るために必要 な分析手法 ・技術 の開発をお こな う。岩石 ・阻石 中での希
土類元素分配 をは じめとす る微量成分 の挙動 は,マ クロスケールでは読 み取 る ことの困難 な過去 の情報 を拾 い出すための
トレーサーと して注 目され ている。 また ジル コン結 晶の微 小領域分析か ら得 られ るu-Pb年 代 を実証 的に解釈 す る上 で,
こう した微量元素 の情報 が非常 に有 効で ある ことがわか って きて いる。極地研究 所設置 のSHRIMPで は これ までU-Pb
測定 を既定 の用途 と して国 内外 の研究者 の共同利用 に供 され てきているが,本 プ ロジェク トによ って岩石 ・阻石 中の微量
元素 ・希土類元素 の定量分析が可能 となると,既 存 の地球化学,惑 星化学,年 代学 的研究 と組 み合 わせ た地球 ・惑星進化
の研究へ の応用が期待 され る。
研究実績:平 成16年 度 は,以 下 の2項 目にっいて研究 をお こな った。1.電 子線 マイ クロプ ロー ブ(EPMA)を 用 いた希土
類 およびU-Th-Pb分 析極地研究所設 置のEPMA　 (JEOL　 JXA-8800)を 用いて,モ ナザ イ トなどの放射性鉱物のU-Th-Pb
化学年代測定法　`CHIME法(U-Th-total　 Pb　chemical　 isochron　 method　 :　Suzuki　 et　al.,　1991)'　 と希土類元素分析 の立
ち上 げをおこなった。 各種妨害X線 の除去 が適切 か どうか,ま たU-Th-Pb年 代が広 い年代範囲で調和的 な値 を示すか ど
うか の検証 をおこなった。 その結果,必 要 とされ る精度 ・確度での測定が ほぼ可能 とな り,所 内外 の共同研究へ の提供 を
開始 した。2.二 次 イオ ン質量分析計(SHRIMP)を 用 いたエネルギーフ ィルター法 による希土類分析数年来様 々な故障 を
抱えて いた極地研究所設置の二次 イオ ン質量分析計(SHRIMP-II)の トラブル復旧 に努 め,2004年 末頃 まで にはある程度
のSHRIMPの 運用 が可能 とな った。希土 類元素 分析 に必 要 な調 整 を開始 し,特 に,様 々 な妨害 イオ ンの除去 に有効 な
SHRIMPの 二次 イオ ン系 のエネルギー フ ィル ターの調整 と質量分解能 および検出感度 のチ ェ ック ・調整 をお こな った。
その結果,二 次系 イオ ンの フォーカス設定を もう少 し改善で きれば測定可能であ るという感触を得た。二次系 イオ ンの調
整精度を高 めるため に,　SHRIMPの コン トロール システムの更新作業 を現在 お こな って いる。
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④ 船木 實
研究課題:南 極観測用 自律型無人航空Ant-Planeの 開発計画
研究期間:平 成16～18年 度
所 内共同研究者:森 脇喜一 ・野木義史 ・平沢尚彦
人数:5名
経費:6300千 円
研究 目的:本 研究 は南極の夏期間,沿 岸地域 で磁場探 査,気 象観測,航 空写真観測等 に使用す る小型無人 自律飛行機(Un-
manned　 Aerial　Vehicle　 :　UAV)　 (通称:　Antarctic　 Plane　 :　Ant-Plane)の 開発 とAnt-Planeに 搭載 する磁 力計,気 象観測
装置,そ れ に画像撮影装置 の開 発を目的 とす る。平成16年 度 か ら18年 度 の研究期間 に,使 用 目的,飛 行速度,そ れ に飛
行距離 を基準 に,以 下 の4種 のAnt-Planeを 開発す る。1.長 距離機4サ イ クルガ ソ リンエ ンジン700-1000km2.中距
離機4サ イクルガソ リンエ ンジン350-500km3.中距離機電動機250-400km4.近距離機電動機,ガ ソ リンエ ンジン
機90-150km
研究実績:1.カ ナ ダか ら自律装置(MicroPilot)を 購入 し,自 律飛行試験 を行 った。2.電 磁 ノイズと低温 での飛行特性 を
考慮 し,4サ イ クルデ ィーゼル エンジンを開発 した。燃 費の向上 が図 られたが,外 気温 の変化 で効率 の低下等 の問題が明 ら
か にな った。3.ラ ジオゾ ンデを改造 し機体搭載型 の気温 ・湿度観測装置 を製作 した,こ れをAnt-Plane2号 機 に搭載 し鳥
海 山麓 で飛行実験 を行 った。4.電 動機 を製 作 し,こ れにデ ジタルカメ ラとビデオカ メラを搭載 し飛行実験 を行 った。小型
無人機 による高解像度 の画像撮影 の可能性が明 らか にな った。5.雪 面の反射 によ る太陽電 池発電効率 を調 べた。水平設置
の場合,雪 面反射で直射 日光の75%の 発電を確認 した。6.鳥 海山麓 にお いてAnt-Plane2号 機 によ る連続飛行100kmの
自律飛行 を行 った。 高度800m・ 時速130km/hで 磁力計 と気象観測装置を搭載 し6回 の飛 行を行 った。 この実験 によ り
連続飛行距離100kmの 自律飛行 が実証 された。また,4×6kmの 範囲 の空中磁場探査 を行 い,弱 風 の もとでは良好 な磁気
デー タが得 られ ることが判明 した。7.JARE46越 冬 でAnt-Plane2号 機 を用 いて空中磁場探査 を行 うため,隊 員の訓練 を
行 った。8.H16年6月 にAnt-Plane研 究 会を,ま たH17年3月 に第二 回無 人航空機 によ る科学観測 の研究 会を開催 した。
本開発研究 の成果 と将来計画 を国内学会 や研究会で,ま たAGUで 発表 した。9.ス ロバキアとチェコで電動機体 の情報収






研究 目的:第43次 隊で使 用 した投下型地震計(南 極 ペネ トレー ター)は い くっか の不具合が あ り,試 験観測 にとどまっ
た。不具合 の原因 を しらべ解決 し,シ ステムの完成 を目指 した。
研究実績:1.電 源不具 合 は トランジスタか らの漏洩電流 だ った。改良 後,15度Cで の,実 際 の運用計画 に従 った試験 を
行 い,50日 以上の寿命を持 ち,そ の間 に50回 以上のデ ータ回収が行え ることを確かめた(文 献A)。2.ヘ リか ら各種設定
を行 うためには使 いやす いユーザー ・イ ンターフェイス ・ソフ トが必要で ある。 コマ ン ド群 にい くっか残 って いたバ グを
解決 し,各 種評価 テス トを行 った(文 献B)。3.低 温 ・常温 での同期 ・較正試験 を実施 して,　UTCか らの遅れ ・進み を通
常精度 の(5×107)の 水晶素子 で も3-5ms/dayの ドリフ トに抑 え られ るロジック回路 を完成 した(文 献C)。4.GSS内
部筐体 の組み立て作業性改良 を解決す るABS筐 体を試作 した。Hl6年 度 は実機投 下試験 にまで至 らなか ったので,H17







研究目的:昭 和基地における化石燃料の消費量を低減させることを目標に,デ ィーゼル発電機を主体とする基地の電力 シ
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ステムに,風 力発電 システムを併用 した場合の有効性 とそのシステムを実現させるための技術的な課題を解決させること
を目的とする(極 地仕様の風車の設計と製造に関する資料を得るための各種要素試験および風車を含んだハイブリッドシ
ステムの国内性能試験の実施,お よび現地での施工 ・運用を確実にするための技術的な検討を行 う)。
研究実績:風 車ブレー ド複合材の(1)熱 サイクル試験(2)低 温特性試験(3)耐 エロージョン試験および(4)極 地型風車の基
本設計を実施 した。複合材等の各種試験の結果,量 産機 ブレー ドの転用で極地型風車の基本的な部分が十分であることが
判 った。(3カ 年計画の開発研究 として申請 したが,平 成16年 度の研究成果を踏 まえ,南 極設営計画審議委員会 ・エネル







研究目的:日 本の南極観測隊の人員及び物資の輸送は,観 測船 「しらせ」が年1回 の航海により行 っている。現在の行程で









的とする。平成16年 度に行った項目は下記の通りである。1.1998年 か ら2003年 にかけて北海道陸別町において実施 した
造成実験の結果のとりまとめを行った。2.国 立極地研究所からの要請により,46次 隊による南極での雪上滑走路造成実験
の実施計画を立案 し,実 験担当者 と実施計画を検討 した。3.2005年2月3日 か ら5日 まで北海道足寄郡陸別町において,
雪上滑走路造成実験を行 った。南極氷床－Lでの雪上滑走路造成のために必要な作業人数 と作業 口数を見積 もるため,作 業
機器による作業効率を評価すること,お よび諸外国(特 に米国)に より実施されている造成方法の検討を主な目的とした。
主な結果は下記の通 りである。① プロアー除雪機で雪を20cm積 み,ブ ル ドーザーで転圧することが最 も効率がよいこと
がわかった。②米国基地マクマー ド周辺で米国南極観測隊が実施 している海氷上滑走路や雪上滑走路の造成時に使われて
いるレーザー レベラーに関する技術が国内にもあり,そ の基礎研究を実施する目処をっけた。③ 陸別町は国内では最 も厳
寒な地であり,実 験 も2月 初旬の厳冬期に実施 したが,雪 温は一3℃ から一5℃ 程度であった。 これは南極沿岸では12月
から1月 にかけての状況に相当するが,10月 や11月 の状態を再現する実験は実施することが難 しいことも確認できた。
今後は南極での現地実験を推進するための基礎研究(必 要な機材の開発等)を 実施することを確認 した。
3)萌 芽研究
① 田口 真





研究目的:金 星大気の気象学を確立することを目的として,金 星探査計画が進行 している。金星探査計画では撮像機器を
主体 とした金星探査機を開発する。探査機は中間赤外から紫外まで5っ のカメラを搭載 し,2年 間の ミッション期間中に
地表面から上層大気までの大気 ダイナ ミクス,雲 ・雷物理,大 気光化学,火 山などの地表面活動,大 気散逸メカニズムを
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解 明す る。平 成16年 度か ら探査機開発を スター トし,平 成20年 度 に打 ちtげ を予定 している。研究 グループは各大学,
各研究機 関,宇 宙航空研究 開発機構宇宙 科学研究本部 の研究者 で構成 され る。
研 究実績:本 年度 は金星探査機PM設 計 フェーズにあた り,各 搭載 カ メラの設計 及 び要素試 験を進 めた。長 波長赤外 イ
メー ジャー(LIR)の 設計 につ いて,以 一ドに項 目毎 の進捗状況 を記す。　LIRのPM詳 細設計:省 電力,軽 量 化を念頭 におい
て設計 を進 めた。2時 間毎 の撮 像 の30分 前 にLIRの 電 源を 入れ る運 用 シナ リオ によ り,省 電 力及 び発 生熱 の低減 をは
か った。詳 細な設計の結 果,LIR質 量 は819g軽 量化 された。シャ ッター駆 動用モー ターの選定:宇 宙 用モー ターの製造実
績があ る多摩川精機製の ステッピングモ一 夕ーを使用す る。一般 用モー ターの中で最 も小型軽量 なモー ターをベースに宇
宙用 と して再設計 した。 試作機の製作及び性能評価試験:昨 年度に製作 した試作機を使 って検 出器の能 力を中心 に評 価 し
た。その結 果,出 力画像に以下 の3っ の ノイズがの っている ことが判 明 した。滝 ノイ ズ:検 出器 内部増幅器 の発振 による。
最新の検出器で は改善 されて いるとの こと。斜 め縞 ノイズ:周 期約19μsの 周期的 なパ ルスノイズ。発生源を調査中。ごま
塩 ノイズ:差 分を とる2枚 の画像間で検 出器 のオフセ ッ トとゲイ ンを自動調整 するためのパ ラメー タに変化があ った ピク
セルのみ信号 にオフセ ッ トがあ るため生 じる。対策 を検討中。熱設計:熱 数学 モデルを作成 し,シ ステム側熱解析結果か
らイ ンターフェース温度を採用 して,熱 解析を行 った。 その結果,　LIR各 部の温度 は性能維持範囲 にお さまって いるが,
マージ ンが少な い部分があ った。性能維持温度範囲や ヒーター電力を見直 して,再 計算 して いる。 テ レメ トリ,コ マ ン ド












を搭載 した気球ゴンドラを開発し,国 内気球実験 によりその性能を確認する。なお,本 研究課題は平成16年 度は萌芽研究
の種別に属 していたが,技 術開発的な要素が強いため,平 成17年 度から開発研究への変更を希望する。詳細は別紙参照。
研究実績:今 年度は気球搭載望遠鏡 システムの姿勢制御 ・天体追尾に必要な技術要素の開発を進めた。太陽セ ンサー:2
次元位置検出型フォトダイオー ドを利用 して,ピ ンホール型の太陽センサーを開発 した。太陽センサーに地上で太陽光を
入射 して,性 能を評価 した。ゴンドラ方位角を～0.1°の精度で制御するために必要な分解能を有することが確認された。コ
ントロールモーメントジャイロ:ゴ ンドラ方位角制御用コントロールモーメントジャイロを試作 し,ト ルク特性を試験 し
た。 トルク実測値は設計値とほぼ同じ値となっている。 ジンバル回転角速度を大きくすると発生する トルクも増大する。
フライホイールの回転に伴 う振動によって発生する トルク変動があるが,ホ イールバランスを調整すると低減すると予想
される。2軸 可動 ミラーマウント:ゴ ンドラ方位角制御及び経緯台による天体追尾エラーを自動追尾用セ ンサーで検出 し,
2軸 可動 ミラーマウントで修正する。2軸 可動 ミラーマウントの周波数応答特性を調べた。周波数50Hzま では追従するこ
とがわかった。自動追尾用センサー:浜 松ホ トニクス社製マルチアノー ド光電子増倍管(R5900U-00-M4)を 使 って,星 像
位置検出用センサーを製作した。実験室内でレーザー光を使 った実験で,位 置検出能力を測定 した。星像の大 きさで位置
検出感度が変化することを確認した。ビデオカメラ:搭 載用 ビデオカメラはWATEC社 製白黒CCDビ デオカメラWAT-
100Nを 使用する。このカメラが成層圏環境での使用に耐えるかどうか温度試験及び真空試験を実施 した。常圧から10-5








研究目的:南 極沿岸海氷,特 に昭和基地周辺域における氷状の実態とその変動過程を理解 し,現 地における安全な海氷行
動遂行に役立てるために,こ れまで蓄積された海氷情報を有効利用できるデータベース構築を目的とする。集約された海
氷情報を基に した,迅 速なデータ検索,海 氷や積雪深などに代表される海氷状態の時間空間変動の分析結果の抽出など,
科学研究 と観測オペレーションに幅広 く活用することを狙 っている。さらに,将 来計画 としての氷上滑走路のフィージビ
リティ研究のための基礎資料 としても有益であり,今 後の国際観測ネットワークの一環としても沿岸海氷モニタリングの
観点を明確にすることが求められている。
研究実績:今 後の海氷研究の発展および現地作業オペレーションの計画立案の上で,有 用なデータや情報の種類 とその所
在を明らかにするための予備的な調査を行 った。データベース化作業の準備に向け,衛 星画像,「 しらせ」砕氷航行記録,
観測隊報告等を基に過去25年 間にわたる氷状変化の推移を示すデータの所在,初 期的な解析を行なった。また,汎 用性の
あるデータ ・情報の内容 とその格納方法に関する技術的な検討を行なった。平成17年 度以降のデータベース入力の準備
を併せて行なった。 しか し,過 去の観測隊において記録された昭和基地周辺の海氷ルー トの氷厚 ・積雪深データ,航 空機
氷状偵察による情報にっいては着手できなかった。なお,所 外研究分担者を交えた研究集会は設けなかったが,他 の研究
集会 「海氷域の衛星一航空機一船舶同期観測に関する研究集会」の機会に,意 見交換 した。
④ 伊藤 一




研究 目的:研 究代表者 らは,1993年 に,ス バールバル諸 島沿岸 を航海 する船 上か ら,氷 河を含む海岸の連続撮影 を行 なっ
た(伊 藤 ・吉岡,1994)。11年 経過 した2004年 に,再 度撮影 を行い,新 旧の写真 の比較 か ら,そ の間の氷河の変化 を調べ
る。
研究実 績:1.2004年8月13日 か ら2004年8月21日 まで,ス バ ルバ ール諸島沿 岸を航行 す る船舶 か ら,氷 河 の撮 影を
行 った。撮影枚数 は1069枚 であ った。2.文 献の調査を続 けた ところ,比 較対照 と しての古写真を収録す るもの と して と
して,新 たに次の文献が見つか った。岡 田信次科学知識15巻2号,19353.観 察対象の1っ であ るッナ氷河 はサ ージ氷
河 と して知 られて いたが,現 地調査の結果,最 新のサ ージは2003年 に発生 した ことがわか った。4.新 旧の写真整理を続






研究目的:南 極に関する一般的な書物 は多くなく,特 に南極の魚類についての一般的な解説書は皆無である。南極海はゴ
ンドワナ大陸の分裂により形成された比較的新しい海洋であり,そ こに分布する魚類はいまだ進化の途上にあると考えら
れ,赤 血球を持たない魚や血液中に不凍液を有する魚など知 られている。本図録は南極海の生い立ちやそこに分布する魚
類にっいて,写 真やスケッチといった専門書で用いる手法ではなく,色 彩魚拓 という手法で魚類を再現 し,よ り一般的な
普及を目的とした。平成15年 度はリーダーシップ経費で合計23種 類の色彩魚拓を作成 した。平成16年 度は更に色彩魚拓
点数を増やす作業を行い,図 録出版作成の準備を積み上げる。
研究実績:色 彩魚拓 という手法により南極産魚類についての図録を出版するための諸準備作業を実施 した。 すなわち国内
外の南極魚類研究者から提供をうけた魚類標本(42種 類)に っいて,研 究分担者である岩見により標本の一次処理及び色
彩データを提供した。その上で,長 瀬により色彩魚拓を作成 した。福地とH.　Marchantは 図録原稿作成作業及びテス ト印
刷を実施した。南極海洋生物資源保存条約委員会の第25回 目の年次会合が平成18年 度に当たる。また第4回 国際極年が







所内共同研究者:神 田啓史 ・上野 健
人数:3名
経費:1900千 円
研究目的:氷 河後退域において,蘇 苔類と微生物の構造や機能を調査 し,生 態系形成初期における両者の役割を定量的か
っ定性的に明らかにする
研究実績:コ ケおよび菌類の散布体 トラップ法を検討 し,散 布体 トラップを設置 した。その結果,寒 天 トラップ法では,コ
ケは1日 あたり40個m2,菌 類は1日 あたり380-4200個m2の 散布体を捉えることがで きた。
⑦ 菊地雅行






研究実績:口 頭発表:「地球型惑星 ・地球」の探査(地 球 ・惑星電磁気圏研究会),特 願:2002-028397
⑧ 福地光男
研究課題:JARE南 極医学研究一昭和基地医療データ解析とドーム高地医学解析にっいて
研究期間:平 成16年 度より3年 間
人数:8名
経費:1600千 円
研究目的:こ れまでの医学蓄積情報を活用 して南極における疾病の特性を明 らかにし,南 極の環境が ヒトの健康に与える
影響を臨床面か ら検討する。またこれまで4回 の ドームふ じ越冬データをまとめJAREの 今後の活動だけでなく国際的
な南極観測,ま た極地にかぎらず広 く高所医学に貢献する成果をまとめる。
研究実績:1.こ れまでの医学蓄積情報を活用 して南極における疾病の特性を明らかにし,南 極の環境が ヒトの健康に与え
る影響を臨床面か ら検討する。またこれまで4回 の ドームふ じ越冬デー タをまとめJAREの 今後の活動だけでなく国際
的な南極観測,ま た極地にか ぎらず広 く高所医学に貢献する成果をまとめる。2.こ れまで医学研究は越冬医師にまかせっ
きりになっていたが本プロジェクト班が発足 したことで集団的で多面的に進めることが可能になった。43次,44次 の医学
研究について班で論議を重ね下記の形で発表 した。3.こ れまでは研究担当医師は越冬終了とともに研究の任を解かれてい
たが,恒 常的な医学研究班ができたことで複数の隊にまたがる継続的な研究が可能になった。4.8月 に 「南極に関する医
学医療研究集会」を開催 し,こ れまでの成果のまとめと今後の研究計画を論議 した。5.　SCARのLSSSGのEGHBMに日
本代表を派遣 し,同EGのIPYへ の取り組みである国際共同研究に日本も参加する。
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プ ロジェク ト研究(12課 題)
番号 研 究 課 題 研究代表者 期 間
P1 南北両極域から見たオーロラと電磁圏変動の研究 佐 藤 夏 雄 平成16～21年 度(6年 間)
P2 極域電磁気圏一中層 ・超高層大気の結合と変動に関する研究 麻 生 武 彦 平成16～21年 度(6年 間)
P3 極域大気一海洋一雪氷圏における物質循環の解明 山 内 恭 平成16～21年 度(6年 間)
P4 氷床コアによる氷期サイクルの気候 ・環境変動の研究 藤 井 理 行 平成16～21年 度(6年 間)
P5 南大洋インド洋区の海洋海氷変動機構の解明 牛 尾 収 輝 平成16～21年 度(6年 間)
P6 南極氷床 ・南大洋変動史の復元地球環境変動システムの解明 澁 谷 和 雄 平成16～21年 度(6年 間)
P7 南極か ら見たゴンドワナの形成と分裂の研究 本 吉 洋 一 平成16～21年 度(6年 間)
P8 惑星進化過程および太陽系形成史の解明 小 島 秀 康 平 成16～21年 度(6年 間)




福 地 光 男 平成16～21年 度(6年 間)
Pll 極限環境の生物多様性に関する研究 神 田 啓 史 平成16～19年 度(4年 間)
P12 極域複合 システムのモデ リング ・シ ミュ レー ション研究 岡 田 雅 樹 平成16～20年 度(5年 間)
開発研究(6課 題)
番号 研 究 課 題 研究代表者 期 間




牛 尾 収 輝 平成16～18年 度(3年 間)
E3 岩石 ・阻石中の微小領域の微量 ・希土類元素分析法の開発 外 田 智 千 平成16～18年 度(3年 間)
E4 南極観 測用 自律型無 人航空Ant-Planeの 開発計画 船 木 實 平成16～18年 度(3年 間)
E7 大型航空機の雪上滑走路造成に伴う圧雪手法の検討 神 山 孝 吉 平成16～18年 度(3年 間)
E8 極域気球搭載望遠鏡による惑星観測 田 口 真 平成16～18年 度(3年 間)
萌芽研究(6課 題)
番号 研 究 課 題 研究代表者 期 間
G1 探査機による金星大気ダイナミクスの研究 田 口 真 平成16～18年 度(3年 間)
G3 南極昭和基地周辺域の海氷データーベース化 牛 尾 収 輝 平成16～18年 度(3年 間)
G4 スバールバル諸島氷河の経年変化の追尾 伊 藤 一 平成16～17年 度(2年 間)
G5 南極魚類図録作成 福 地 光 男 平成17～18年 度(2年 間)
G6 極域陸上生態系の形成経過に関する研究 内 田 雅 己 平成16～18年 度(3年 間)
G8
JARE南 極医学研究一昭和基地医療 データ解析 と ドーム高地医学
解析にっいて
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海老原祐輔*,　Fok,　M.-C.,　Wolf,　R.A.,　Immel,　 T.J.　and　Moore,　 TE.　 :リ ングカ レン トの発達 に対す る電離圏電気伝導度
の役割,第28回 極域宙空圏 シ ンポジウム,2004.8.
海老原祐輔*,江 尻全機*,田 口 真*,堤 雅基*,斎 藤義文:南 極点全天 イ メー ジャーによるオー ロラ観測,第28回 極域
宙空圏 シンポ ジウム,2004.8.
岡田雅樹*,江 尻 全機*,臼 井英之,大 村 善治,村 田健 史;宇 宙環境 シ ミュ レー タプロ ジェク トチーム:数 値宇宙 プ ラ ズマ
チ ャンバーによる複合型 プ ラズマ シ ミュ レー ション研究,第28回 極域宙空 圏 シンポジウム,2004.8.
岡田雅樹*,臼 井英之,大 村善治,杉 山 徹,梅 出隆行,上 田裕子,村 田健 史,宇 宙環境 シ ミュ レータプ ロジェク トチーム:
地球 シ ミュレー タでの3次 元電磁粒子 シ ミュ レー ションによる宇宙飛翔体環境研究,2004年 合同学会,2004.5.
岡田雅樹*:海 外衛星帯電 ソフ トウェアの動向,第1回 宇宙環境 シンポジウム,2004.11.
岡田雅樹*,臼 井英之,上 田裕子,大 村善治:3次 元静電プ ラズマ シミュ レー タのための並列 ポアソ ン解法の開発,第116
回地球電磁気 ・地球惑星圏学会,2004.9.
門倉 昭*:JARE-44昭 和基地 にお けるオーロラ光学観測,第28回 極域宙空圏 シンポ ジウム,2004.8.
門 倉 昭*,佐 藤 夏雄*,田 口 真*:2003年 昭和基地 にお けるオー ロラ光学観測,地 球電 磁気 ・地球 惑星圏学 会第116
回講演会,2004.9.
門 倉 昭*,山 岸久雄*,佐 藤夏雄*,中 野 啓,マ イ ク ・ローズ:南 極無人磁力計 ネ ッ トワー ク観測,地 球電磁気 ・地球惑
星圏学会第116回 講演会,2004.9.
門倉 昭*,山 岸久雄*,大 塚雄一,茶 称俊一,山 上隆正,並 木道義,松 坂幸彦,斉 藤芳隆,第44次 隊PPB実 験 グループ:
2003年 南極 周回気球(PPB)実 験 におけるTEC観 測,大 気球 シ ンポジウム,2004.12.
Bering,　E.　A.,　Holzworth,　 R.　H.,　門倉 昭*,山 岸 久雄*,山 上隆正,並 木道義,松 坂幸彦,斉 藤芳隆,第44次 隊PPB実
験 グループ:2003年 南極周回気球(PPB)実 験 にお ける電場観測,大 気球 シンポ ジウム,2004.12.
門倉 昭*,山 岸久雄*,中 野 啓,マ イク ・ローズ:JARE-44に お ける無人磁力計観測一初期結果一,第28回 極域宙空圏
シンポ ジウム,2004.8.
門 倉 昭*,大 塚雄 一,茶 称俊 一,山 岸 久雄*,山 上 隆正,第44次 隊PPB実 験 グル ープ:第44次 隊PPB実 験 におけ る
TEC観 測 初期結 果,第28回 極域宙空圏 シンポ ジウム,2004.8.
北村 尚,鳥 居祥二,田 村忠 久,山 上 隆正,山 岸久雄*,門 倉 昭*,他:南 極周回気球 による高 エネルギー電子 の観測,第
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佐藤 薫*,堤 雅基*,麻 生武彦*,佐 藤 亨,1⊥|内 恭*,江 尻全機*:南 極昭和基地大型大気 レー ダー計画(PANSY)の
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佐藤 薫*,橋 田 元*,門 倉昭*,吉 澤 宣之,松 坂幸彦,並 木道義,村 田 功,堤 雅 基*,山 上 隆正,岡 野 章一,福 西
浩,麻 生武 彦*,江 尻全機*,山 内 恭*:第44次 日本南極地域観 測隊によ るオ ゾンホール観 測,第27回 極域 気水圏 シン
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佐藤 薫*,堤 雅基*,佐 藤 亨,斉 藤昭 則,麻 生武彦*,山 内 恭*,江 尻全機*:南 極 昭和基地大 型大気 レー ダー計画
(PANSY)の 現状,第27回 極域 気水圏 シンポ ジウム,2004.12.
佐藤 薫*,堤 雅基*,麻 生武 彦*,佐 藤 亨,山 内 恭*,江 尻全機*:南 極昭和基地大型大気 レー ダー計画,第4回 国際
極年(2007/08年)オ ープ ンフ ォー ラム,2004.5.
佐藤 薫*,堤 雅 基*,麻 生 武彦*,佐 藤 亨,山 内 恭*,江 尻全機*77:南 極昭和基地 大型大気 レーダー計 画(PANSY)
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佐 藤 薫*,堤 雅基*,麻 生武 彦*,佐 藤 亨,山 内 恭*,江 尻全機*:南 極昭和基地 大型大気 レーダー計画(PANSY)の
現状,日 本 気象学 会2004年 度秋季大会,2004.L
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佐 藤夏雄*,極 地研宙空 圏研究 グループ*:宇 宙天気研究 に関係す る極地研究所 の観 測計画,第116回 地球電磁気 ・地球惑
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津田卓雄,野 澤悟徳,岩 崎弘幸,麻 生武彦*,堤 雅基*,小 川 泰信,藤 井良一:ESR観 測 デー タを用 いた下部熱圏風 の研
究,第28回 極域宙空圏 シンポ ジウムプログラム&予 稿集,2004.8.
堤 雅基*,行 松 彰*,　Holdsworth,　 D.　:　SuperDARNレ ー ダーに よる高 レンジ分解能観測 の検討,第28回 極域宙空 圏
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堤 雅基*,行 松 彰*,　Holdsworth,　 D.　:　FDI　 (Frequency　 Domain　 Interferometer)を 利用 したSuperDARNレ ーダー
によ るE層,F層 微細構造 観測の検討,第116回 地球電磁 気 ・地球惑 星圏学 会講演 会,2004.9.
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坪根 克也,坂 野共催,岡 野章一,小 川泰信,野 澤悟 徳,麻 生武彦*:　ASGとESRに よ るオー ロラ発光 とイオ ン上昇流 の同
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演会,2004.9.
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高橋修平,佐 藤研吾,佐 藤和秀,植 竹 淳,山 崎哲秀,高 橋昭好,　MattNolan,五 十嵐誠*,藤 井理 行*:2004年 ア ラスカ ・
マ ッコール氷河雪氷調査報告,第27回 極域気水圏 シ ンポジウム,2004.12.14-15.
高橋修平,佐 藤研吾,佐 藤和秀,植 竹 淳,山 崎哲秀,高 橋昭好,　MattNolan,五 十嵐誠*,藤 井理行*:2004年 マ ッコー
ル氷河表層 のGPR観 測,第27回 極域 気水圏 シ ンポ ジウム,2004.12.14-15.
高 田守 昌,本 堂武夫,藤 井理行*:南 極 ドームふ じ氷床 コアの光学 層位解析,雪 氷学会,2004.9.28-29.
竹 内延夫,久 世宏明,戸 舘善保,　Gerry　 Bagtasa,　 古澤祐介,深 川俊介,矢 吹正教*,内 藤季和:千 葉地域 のエア ロゾル成
分 の季節変動,第21回 エアロゾル化学 ・技術技術討論会,2004.8.4-6.
田村岳史,大 島慶一郎,二 橋創平,平 沢 尚彦*:南 極沿岸 ポ リニヤで の,　AVHRRとSSM/1によ る氷厚 ・熱 フラックス ・海
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氷生産量 の推定,海 洋学会,2004.4
田村岳史,大 島慶一郎,武 藤淳公,榎 本浩之,舘 山一孝,牛 尾収輝*,　R.Massom:南 極海薄氷域でのAVHRRと 現場観 測
デー タによる,海 氷表面温度 とこれか ら導 出 した推定 氷厚 の検証,第27回 極域気水圏 シンポ ジウム,2004.12.14-15.
直木和弘,西 尾文彦,中 山雅茂,鈴 木啓助,安 斎 香,亀 田貴雄,五 十 嵐誠*,本 山秀明*:南 極 沿岸 コアに記録 されてい る
海洋起源物質 と海氷変動 に関 する研究,雪 氷学 会,2004.9.28-29.
野 口克行,今 村 剛,小 山孝一郎,村 田 功,冨 川喜 弘*,佐 藤 薫*,中 根英昭,　Greg　 Bodeker:成 層圏オ ゾンの鉛 直微
細構造 の時空間分布 と起源,日 本気象学会春季大会,2004.5.16-19.
松木 篤,原 圭一郎*,山 形 定,山 内 恭*,A.ハ ーバ ー,岩 坂 泰信,和 田 誠*,長 谷正博,中 田 滉,D.ト ロシキ ン:
晩春 にお ける北極域対流圏 エアロゾルの混合状態 および空間 分布,第27回 極域気水圏 シ ンポジウム,2004.12.14-15.
的場澄人,白 岩 孝行,金 森晶作,瀬 川高弘,西 川雅高,東 久美子*,藤 井理行*:カ ナ ダ ・ローガ ンコア中の陸域起源元素 の
年 々変動,雪 氷学会,2004.9.28-29.
的場澄人,白 岩孝行,金 森晶作,瀬 川高弘,西 川雅高,東 久美子*,藤 井理行*:カ ナ ダ,ロ ーガ ンコア中の陸域起源元素 の
年々変動,雪 氷学会,2004.9.28-29.
本山秀明*:第 二期 ドームふ じ観測計画一南極 氷床深 層掘 削計 画一の開始,湘 南地球科学の会,2004.4.24
本山秀明*:第2期 南極 ドームふ じ氷床深層掘削 の開始 一地球規模 気候 ・環境変動 の解明 を目指 す,都 市 気候 と熱 中症 に
関す る講演会,2004.6.11.
森 武 史,川 村 賢二,青 木周 司,中 澤高清,藤 井理行*,渡 辺興亜:グ リー ンラ ン ドNGRIPお よび南極 ドームふ じ深層氷
床 コア分析 によ る過去11万 年 にわたるメ タン濃度 の変動 とその要 因の推 定,日 本気象学 会春季大会,2004.5.16-19.
森本真 司*,山 内 恭*,本 田秀之,青 木周 司,中 澤高清:小 型成層圏大気 クライオサ ンプ ラーの開発一実用機 の設計 にっ
いて,第27回 極域気水圏 シンポ ジウム,2004.12.14-15.
長谷徹志,五 十嵐誠*,松 木 篤,山 田 丸,大 場満郎,宮 下典 子,岩 田晃久,大 竹み き,藤 井理行*,岩 坂泰信:グ リー ン
ラン ド内陸氷床 での大 気,降 雪 サ ンプ リング,日 本気象学会秋季大会,2004.10.6-8.
平沢 尚彦*:昭 和基地の40年 間の気象 デー タに見 られ る特徴,日 本気 象学会春 季大 会 ・極域寒冷域研究連絡 会,2004.5.
18.
平沢尚彦*,藤 田耕史:ド ームふ じ上空の ダイヤモ ン ドダス ト,第27回 極域 気水圏 シ ンポジウム,2004.12.14-15.
福井幸太郎*,藤 井理行*,上 田 豊,朝 日克彦:ネ パ ール ・ヒマラヤ,ク ンブ谷での地温観測結果 か ら示 された過去30年
間 の永久凍土 の縮小,第27回 極域気水圏 シンポ ジウム,2004.12.14-15.
藤井理行*,河 野美香,的 場澄人,鈴 木利孝:ド ームふ じコアの ダス トフラックス,粒 径 分布 に基づ く過去32万 年 の大気輸
送力変動,第27回 極域気水圏 シンポ ジウム,2004.12.14-15.
藤井理行*,河 野美香,的 場澄人,鈴 木利 孝:ド ームふ じコアの ダス トフラックス,粒 径分布 に基づ く過去32万 年 の大 気輸
送力変動,雪 氷学会,2004.9.28-29.
藤田秀二*:フ ァブ リペロー共振機 を用いた ミリ波複素誘電率 自動連続計測 システムの開発 と氷床 コア物理解析へ の応用,
第27回 極域気水 圏 シンポジウム,2004.12.14-15.
安成哲平,本 堂武夫,白 岩孝行,藤 井理 行*,五 十嵐誠*,山 崎孝治,青 木輝 夫,杉 浦幸之助:ア ラスカ ・ランゲル山山頂 に
お ける大気中 ・表層積雪中の エアロゾル ・ダス ト変動,雪 氷学会,2004.9.28-29.
矢吹正教*,塩 原 匡貴*,和 田 誠*,山 内 恭*,小 林大 記,　R.　Neuber:全 天 カ メラおよびマイ クロパ ルス ライ ダー観測 に
基づ く北極二 一オル ス ンでの雲の分布特性,第27回 極域 気水圏 シ ンポジウム,2004.12.14-15.
山内 恭*,和 田 誠*,　A.Herber:北 極 圏でみ る大気環境の変動,第3回 北極研究国際 シ ンポジウム,　February　 22-24
2005.
山形 定,小 林大 記,村 尾直人,太 田幸雄,原 圭一郎*,矢 吹正教*,山 内 恭*,松 木 篤,　A.　Herber77:ASTAR2004航
空機観測 の概 要一春 季 スバ ールバル島周辺 にお けるエア ロゾルの高 度プ ロフ ァイル,第27回 極域気水 圏 シンポ ジウム,
2004.12.14-15.
地 圏 研 究 グ ル ー プ
Arai　 T.*,　 Misawa　 K.*　 and　 Kojima,　 H.*　 :　A　 new　 lunar　 meteorite　 MET　 O1210　 :　Mare　 breccia　 with　 a　low-Ti　 ferrobasalt,
　 36th　 Lunar　 and　 Planetary　 Science　 Conference,　 March　 2005.
Arai　 T.*,　 Misawa　 K.*　 and　 Kojima　 H.*　 :　A　 new　 lunar　 meteorite　 MET　 Ol210　 :　Mare　 breccia　 with　 a　low-Ti　 ferrobasalt,
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 Lunar and Planetary Science Conference XXXVI, March 2005. 
Funaki M.*, Zolensky M. and Imae N* : The natural remanent magnetization and magnetic minerals of Tagish Lake 
 (Cl2), 67th Annual Meeting of the Meteoriteical Society, August 2004. 
Funaki, M.*, Zolensky, M. and Imae, N.* : The natural remanent magnetization and magnetic minerals of Tagish 
 Lake  (Cl2), 67  LIPPM?4-'*-  , August 2004. 
Hokada T.*, Grantham G.H., Arima M., Saito S., Misawa K.*, Armstrong R.A., Kaiden H.* and Shiraishi K.* :  Grenvil-
 lian (1100-1040 Ma) A-type granitoid magmatism in the Namaqua-Natal and the Maud Belts : new SHRIMP zircon 
 U-Pb chronology from Natal and Antarctica, 32nd International Geological Congress, August 2004. 
Hokada T.*, Grantham G.H., Arima M., Saito S., Misawa K.*, Armstrong R.A., Kaiden H.* and Shiraishi  K.*  : 
 Grenvillian (1090-1040 Ma) A-type granitoids in the Namaqua-Natal Belt of southern Africa and the Maud Belt of 
 Antarctica  : two-stages of intrusions as suggested by SHRIMP zircon U-Pb chronology, International Sympo-
 sium and Field workshop on Gondwana Evolution and Dispersal, November 2004. 
Hokada T.*, Harley S.L., Shiraishi K.*, Motoyoshi  Y.*, Kaiden H.* and Misawa K.* : The prospects for combined 
 SHRIMP-SIMS-EMP geochemical and geochronological studies on  'Antarctic basement geology', SHRIMP Work-
 shop, November 2004. 
Hokada T.*, Motoyoshi  Y.* and Shiraishi K.* : Crustal evolution of eastern Dronning Maud Land and Enderby Land 
 longitudes between  30-60°  E, Antarctica, SCAR Open Science Conference, July 2004. 
Imae  N.*  : An experimental study of the phase equilibrium using a parent magma composition formed nakh-
 lites,  AA 28 HAW. glE  A  , June 2004. 
Imae N.* : Phase equilibrium experiments of the nakhlite parent magma formed nakhlites,  Ms- 67 OFFIE'4-4*, 
 August 2004. 
Iwasaki S., Miura H. and Maemoku  H.: Description of the deformation till and reconstructed subglacial environ-
 ments ,of the East Antarctic Ice Sheet during the LGM at Skarvsnes, Lutzow-Holm Bay, Eleventh Annual West 
 Antarctic Ice Sheet Workshop, October 2004. 
Kaiden H.* and Buchanan  P.C.  : Comparison of Fe-Mg interdiffusion coefficients in  orthopyroxene  : Implication for 
 metamorphism of the Petersburg polymict eucrite, 28 1:1Miiigq‘'./  A, June 2004. 
Kaiden H.* and Buchanan,  P.C.  : Iron-magnesium diffusion coefficients in orthopyroxene : implications for meta-
 morphism of the Petersburg breccia, 67th Meteoritical Society Meeting, August 2004. 
Kaiden H.*, Yamaguchi A.* and Misawa  K.*  : U-Th-Pb isotopic analysis of zircons from basaltic eucrites, SHRIMP 
 Workshop 2004, November 2004. 
Kanao* M., Miyamachi H., Toda S., Murakami H., Tsutsui T., Matsushima T., Takada M., Watanabe A., Yamashita 
 M., Yoshii K., Ito K. and SEAL Geotransect  Group  : Deep structure and tectonics of the Pan-African belt, Eastern 
 Dronning Maud Land, East Antarctica, derived from deep seismic surveys by SEAL-2000, -2002, The 11th In-
 ternational Symposium, of Deep Seismic Profiling of the Continents and Their Margins (SEISMIX2004), Septem-
 ber 2004. 
Kanao* M. and Suvorov  V.D.  : Lithospheric structure and evolution of Northern Siberia, Arctic Russia, derived 
 from geoscience investigations, Third International Symposium on the Arctic Research and Seventh Ny-Alesund 
  Scientific Seminar, February 2005. 
Kanao* M., Yamashita M. and Yamada  A.: Lithoepheric structure and tectonics derived from active and passive 
  seismic studies in the early-Paleozoic  Lutzow-Holm Complex, Eastern Dronning Maud Land, East Antarctica, 
 Fall 2004 Meeting, December 2004. 
Kusakabe M., Maruyama S. and Kojima  H.*  :  170/160and 180/160 ratio measurement using laser fluorination with 
  application to some Antarctic meteorites, 28th Symposium on Antarctic Meteorites, June 2004. 
Misawa K.*, Shih C.-Y., Reese Y. and Nyquist  L.E.  : Crystallization age and source signature of Chassigny, 36th 
  Lunar and Planetary Science Conference, March 2005. 
Miura H.*, Maemoku H. and Iwasaki  S.: The timing difference of Last Glacial Maximum between East Antarctic Ice 
  Sheet and northern hemisphere ice sheets : geological evidence around the Lutzow-Holm Bay region, East
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　 Antarctica,　 American　 Geophysical　 Union　 2004　 Fall　 meeting,　 December　 2004.
Ninagawa　 K.,　 Imae　 N.*,　 Kojima　 H.*　 and　 Yanai　 K.　 :　Thermoluminescence　study　 of　 Japa ese　 Antarctic　 meteorites
　 VIII,　 28th　 Symposium　on　 Antarctic　 Meteorites,　 June　 2004.
Ninagawa　 K.,　Imae　 N*,　 Kojima　 H.*　 and　 Yanai,　 K.　 :　Thermoluminescence　study　 of　 Japa ese　 Antarctic　 Meteorites
VIII,　 第28回 南 極 阻 石 シ ン ポ ジ ウ ム,June2004.
Noguchi　 T.,　Imae　 N.*　and　 Kimura　 M.　 :　Petrology　 and　 mineralogy　 of　Asuka　 881020　 :　A　preliminary　 report　 of　the　 first
CH　 chondrite　 found　 among　 the　 Japanese　 Antarctic　 meteorite　 collection,　 第28回 南 極 阻 石 シ ン ポ ジ ウ ム,　 June
2004.
Okuno　 J.,　Miura　 H.*　 and　 Maemoku　 H.　:　Holocene　 melting　 history　 of　Antarctic　 ice　sheet　 inferred　 from　 relative　 sea-
　 level　 records　 around　 the　 Lutzow-Holm　Bay,　 Antarctica,　 American　 Geophysical　 Union　 2004　 Fall　 meeting,　 Decem-
ber2004.
Shimoda　 Gen,　 Ikeda,　 Y.　 and　 Kita　 T.N.,　 Morishita,　 Y.　 and　 Imae　 N.*　 :　Source　 material　 of　 nakhlite　 magmas　 :　implica-
tion　 from　 YOOO74g,　 ゴ ー ル ド シ ュ ミ ッ ト会 議,June2004.
Shimoda　 G.,　Ikeda　 Y.,　 Kita　 T.　 N.,　 Morishita　 Y.　 and　 Imae　 N.*　 :　Source　 material　 and　 melting　 condition　 of　 nakhlite
magmas,　 AGU秋 期 会 議,　 December2004.
Suvorov　 V.D.,　 Kanao*　 M.,　 Tatkov　 GI.　 and　 Toubanov　 T.　 :　Deep　 structure　 and　 tectonics　 around　 the　 Baikal　 Rift　 Zone,
　 Russia,　 from　 temporary　 broadband　 seismic　 observations,　 Third　 International　 Symposium　on the　 Arctic　 Research
　 and　 Seventh　 Ny-Alesund　 Scientific　 Seminar,　 February　 2005.
Toda　 S.,　Liseikin,　 A.,　 Kanao*,　 M.,　 Suvorov,　 V.D.　 and　 Gennady,　 A.　 :　Conversion　 tectonics　 and　 crustal　 structure
　 around　 Magadan-Kolymsoe　region,　 Far　 East,　 Russia,　 from　 deep　 seismic　 exploration,　 Third　 International　 Sympo-
　 sium　 on　 the　 Arctic　 Research　 and　 Seventh　 Ny-Alesund　 Scientific　 Seminar,　 February　 2005.
Toda　 S.,　Miyamachi　 H.,　Tsutsui　 T.,　Matsushima　 T.,　Murakami　 H.,　Takada　 M.,　W t nabe　 A.,　Y m shita　 M.,　 Kanao*
　 M.　 and　 Fukuda　 Y.　 :　Multidisciplinary　Surveys　 for　 the　 Crustal　 Structure　 of　the　 LUtzow-Holm　Complex,　 Enderby
　 Land,　 East　 Antarctica　 :　SEAL-2000,　 -2002,　 Fall　 2004　 Meeting,　 December　 2004.
Tomiyama　 T.*　and　 Misawa　 K.　*　:　Thermal　 history　 of　Yamato　 86753,　 28th　 Symposium　on　 Antarctic　 Meteorites,　 June
2004.
Usui　 Y.,　Hiramatsu　 Y.,　Furumoto　 M.　 and　 Kanao*　 M.　 :　Anisotropic　 Shear　 Wave　 Velocity　 Structure　 in　the　 Lowermost
　 Mantle　 Beneath　 Antarctic　 Ocean,　 SEDI　 workshop,　 July　 2004,　 July　 2004.
Y.Fukuda,Higashi,T.,Takemoto,S.,Iwano,S.,Doi,K.,Shibuya,K,Hiraoka,Y.,Kimura,1.,McQueen,H.andGovind,
　 R.　 :　Absolute　 Gravity　 Measurements　in　Australia　 and　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 GGSM2004,　 August　 2004.
Yamaguchi　 A.*,　 Okamoto　 C.　 and　 Ebihara　 M.　 :　The　 origin　 of　 FeNi-metals　 in　 eucrites　 and　 implication　 for　 impact
　 history　 of　the　 HED　 parent　 body,　 36th　 Lunar　 and　 Planetary　 Science　 Conference,　 March　 14-18,　 2005.
Yamasaki　 T.　and　 Miura　 H.*　 :　Passive　 Margin　 Uplift　 in　 Antarctica　 Possibly　 Controlling　 the　 Global　 Climate　 Change,
　 American　 Geophysical　 Union　 2004　 Fall　 meeting,　 December　 2004.
Yamashita　 M.,　Kanao*　 M.　 and　 SEAL　 Geotransect　 Group　 :　Deep　 seismic　 reflection　 structure　 and　 physical　 properties
　 of　the　 crust-mantle　 boundary　 beneath　 the　 Mizuho　 Plateau,　 of　the　 LUtzow-Holm　Complex,　 East　 Antarctica,　 The　 ll
th　 International　 Symposium　of　 Deep　 Seismic　 Pro創ing　 of　 the　 Continents　 and　 Their　 Margins　 (SEISMIX2004),
　 September　 2004.
池 田 博,福 田 洋 一,土 井 浩 一 郎*,渋 谷 和 雄*:超 伝 導 重 力 計CTO43の設 置,南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.10.
今 栄 直 也*;池 田 幸 雄:ナ ク ラ イ ト慣 石 の 親 マ グ マ の 相 平 衡 実 験 と 冷 却 実 験,日 本 鉱 物 学 会,2004.9.
岩 崎 正 吾,三 浦 英 樹*,前 杢 英 明:リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 沿 岸 露 岩 域 に お い て 広 域 に 堆 積 し て い る 暗 灰 色 物 質 の 粒 度 と 起 源,
第24回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.1.
岩 崎 正 吾,三 浦 英 樹*,前 杢 英 明:オ ー セ ン 氷 河 底 テ ィ ル の 堆 積 ・変 形 コ ン デ ィ シ ョ ン,第24回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム,
2004.1.
岩 崎 正 吾,前 杢 英 明,三 浦 英 樹*:ス カ ー レ ン の 氷 床 前 縁 に お け る プ ッ シ ュ モ レ ー ン の 形 成,第24回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ
ム,2004.1.
岩 野 祥 子,福 田 洋 一,佐 藤 忠 弘,田 村 良 明,渋 谷 和 雄*:南 極 昭 和 基 地 の 超 伝 導 重 力 計 デ ー タ を 用 い た 長 周 期 潮 汐 パ ラ メ ー
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夕一の決定,第102回 日本測地学会講演会,2004.1.
臼井佑介,平 松良浩,古 本宗充,金 尾政紀*:南 極海 の下 の最下部 マ ン トルにおけ る地震波速度異方性,第24回 南極地学 シ
ンポ ジウム,2004.1.
大園真子,田 部井隆雄,土 井浩一郎*,青 木 茂,岩 野祥子,吉 井 弘治,福 崎順洋,小 澤 拓:GPS観 測 による南極 昭和基
地周辺 のPost-Glacial　 Reboundの 検出,地 球惑星科学関連学会2004年 合同大会,2004.5.
大和 田正 明,馬 場壮太郎,白 石和行*:中 央 ドロンニ ングモー ドラン ド,　Pan-african期 深成岩類の化学的特徴,第24回 南
極地学 シンポ ジウム,2004.10.
岡田雅樹*,江 尻全機*,臼 井英之,大 村善治,村 田健史;宇 宙環境 シ ミュレー タプ ロジェク トチー ム:数 値宇宙 プ ラズマ
チ ャンバーによる複 合型 プ ラズマ シ ミュ レー ション研究,第28回 極域宙空圏 シンポ ジウム,2004.8.
岡田雅樹*,江 尻全機*,臼 井英之,大 村善治,村 田健史;宇 宙環境 シ ミュレー タプ ロジェク トチ ーム:数 値宇宙 プ ラズマ
チ ャンバーによる複 合型 プ ラズマ シ ミュレー シ ョン研究,第28回 極域宙空圏 シンポ ジウム,2004.8.
海 田博司*,　Buchanan,　 P.C.:斜 方輝石 のFe-Mg相 互拡散 係数:　Petersburgユ ーク ライ ト阻石へ の適 用,日 本鉱物学 会
2004年 度年会,2004.9.
金尾政紀*:広 帯域地震波形解析 による南極大陸の構造 と進化 モデル,2004年 合 同大 会,2004.5.
金尾政 紀*:南 極大陸での大規模地震 ア レイ計画 と地球深部科学へ の貢献,2004年 合同大 会,2004.5.
金尾政紀*:南 極 大陸での広帯域地震計 によ る無人観測点展開 に関す る国際共同観測計画－AntarcticArrays-,　 第24回
南極地学 シ ンポ ジウム,2004.1.
金尾政紀*:バ イカル リフ ト帯 の深部構造 ・テク トニクスと広帯域地震計観測,第24回 南極地学 シ ンポジウム,2004.1.
金尾政紀*,土 井浩一郎*:イ ンテルサ ッ ト導入 に伴 う昭和基地 ・地震 モニタ リング観測 システムの更新,第24回 南極地学
シ ンポジウム,2004.1.
加 々島慎一,白 石和 行*,平 原 由香,　Geoff　Grantham,　 Bernard　 Bingram　 :モ ザ ンビーク北部,ル リオ帯前地 の先 カ ンプ
リア紀基盤岩類のSr,　Nd同 位体組成,第24回 南極地学 シンポ ジウム,2004.10.
川嵜智佑,本 吉 洋一:泥 岩の溶融実験 と東南極 リュ ツォ ・ホルム岩体 明 るい岬 に産す るグラニ ュライ ト中の コラ ンダム
+ス ピネル+サ フィ リンコロナ組織,第24回 南極地学 シンポ ジウム,2004.10.
北 田数也,山 崎俊 嗣,島 伸和,岩 本久則,松 野哲男,富 士原敏也,沖 野郷子,野 木義史*,末 広 潔:重 力異常 か ら見た
マ リアナ トラフ背弧拡大,2004年 地球惑星科学合同学会,2004.5.
斉藤 哲,有 馬 眞,中 島 隆,白 石和行*,三 澤啓 司 二伊豆衝突帯北端 に分布 す る甲府 花南岩体 のSr同 位体組成,　SHR-
IMPジ ルコ ン年代 と形成過程,日 本地質学会第111年 学術大会,2004.9.
渋谷和雄*,土 井浩一 郎*:昭 和基地 におけるVLBI観 測,　VLBI懇 談会2004年 シンポ ジウム,2004.12.
下 田 玄,池 田幸雄,木 多紀子,森 下 祐一,今 栄直也*:YOOO749ナ クライ トの成因 と起源物質,地 球惑星 関連学 会,2004.
5.
下 田 玄,池 田幸雄,木 多紀子,森 下祐一,今 栄直也*　:　Origin　of　magmatism　 on　Mars,　 日本地球化学 会年会,2004.9.
下 田 玄,池 田幸雄,木 多紀子,森 下祐一,今 栄直也*　:　Origin　of　nakhlites,　 質量分析学会同位対比部会,2004.11.
豊 田倫子,三 浦英樹*,横 山佑典,徳 山英一,力 石嘉人,北 里 洋,大 河内直彦:ロ ス海海底堆積物 中に含 まれ るバ イオマ ー
カーの水素 同位体比 を用 いた最終氷期以降 の西南極氷床 の変動解析,第24回 南極地学 シンポ ジウム,2004.1.
能美仁博,横 山祐典,三 浦英樹*,大 河内直彦:南 極半 島近海 に堆積 した氷山砂礫の特 徴.南 極地学 シンポ ジウム,第24回
南極地学 シンポ ジウム,2004.1.
能美仁博,横 山祐典,三 浦英樹*,大 河内直彦:南 極半 島近海 に堆積 した氷山砂礫の特徴,日 本第 四紀学会2004年 度学術大
会,2004.8.
野木義 史*,西 久美子,島 伸和,福 田洋一:初 期 ゴン ドワナ分裂時の西 エ ンダ ビー海盆の海底拡大,2004年 地球惑星科学
合同学会,2004.5.
野木義 史*,島 伸和,福 田洋一:西 エ ンダ ビー海盆の地磁気お よび重力異常,第24回 南極地学 シ ンポジウム,2004.10.
野 口高 明,中 村智樹,木 村 眞;今 栄直也*:Asuka881020CH3コン ドライ トの鉱 物学:特 に水質変成を受 けた クラスに
っいて,日 本鉱物学会,2004.9
廣井美邦,本 吉洋一*,外 田智千*,　B.　Prame,　 白石和 行*:ス リランカの超高温変成 岩,第24回 南極地学 シンポ ジウム,
2004.10.
平 岡 喜文,福 田洋一,土 井浩一郎*,澁 谷和雄*,木 村 勲:昭 和基地 におけ る重 力変化,第102回 日本 測地学 会講 演会,
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2004.10.
福 田洋一,小 西康夫,野 木義史*,土 井浩一郎*:リ ュツォ ・ホルム湾での しらせ船 上地球物理観 測,第24回 南極地学 シ ン
ポ ジウム,2004.10.
船木 實*,箱 島秀昭:南 極での磁場探 査を目的 とした小型無 人飛行機AntPlaneの 開発計画.地 球電磁気,地 球惑星圏学
会116回 講演会,2004.9.
船木 實*,長 谷川史彦:磁 場探査 を目的 とした自律型 小型無 人飛行機 の開 発研究,地 球惑星科学関連学会2004年 合同大
会,2004.5.
外 田智千*,本 吉洋一*,白 石和行*:太 古代一 グ レンビルーパ ンアフ リカン帯 の交点 と しての西エ ンダ ビー ラン ド,第24
回南極地学 シンポ ジウム,2004.10.
外 田智千*:高 温変成岩 および火成岩 中の希 土類鉱物 の挙動:電r線 マイ クロプローブ分析 によるアプローチ,日 本地 質学
会大111学 術大会,2004.9.
外 田智:F*,本 占洋一:リ ュ ツォ ・ホルム岩体 か らの>650-550Maの 毛ナザ イ ト年代,第24回 南極地学 シ ンポ ジウム,
2004.10.
外 田智千*,本 吉洋一,白 石和行*:太 古 代一 グレンビルー パ ンアフ リカン帯 の交点 と しての西 エ ンダビー ラン ド,第24回
南極地学 シ ンポ ジウム,2004.10.
外 田智千*,本 吉洋一*:リ ュ ツォ ・ホルム岩体か らの>600-550Maの モナザイ ト年 代,第24回 南極地学 シ ンポ ジウム,
2004.10.
前杢英明,三 浦英 樹*,岩 崎正 吾:ス カー レン,ま ごけ岬におけ る完新世 におけ る氷床変動 および関連 するイベ ン ト,第24
回南極地学 シ ンポジウム,2004.1.
前杢英明,三 浦英樹*,岩 崎正吾:最 終氷期の 東南極氷床最大拡大期 はいっ?一 第45次 日本南極地域観測 隊(JARE-45)に
よる地形 ・地質学 的調 査のf・察的報 告,日 本地理学 会2004年 度秋季学術大会,2004.9.
前杢英明,三 浦英樹*,岩 崎正吾,村 澤 晃,横 山祐典:リ ュツォ ・ホル ム湾沿岸露岩域 にお ける宇宙線照射年代試料採地
点 と東南極氷床変動史復元 にお ける意義,第24回 南極地学 シンポ ジウム,2004.1.
松本 剛,野 木義 史*,富 士原敏也:「 み らい」環南極航海BEAGLE2003に よる海洋地球物理観測一速報常,第24回 南極
地学 シ ンポジウム,2004.10
本吉 洋一*,外 田智 千*,廣 井 美邦,　B.　Prame,白 石和行*:ス リラ ンカ産超高温 グラニュライ トのU-Th-Pbモ ナザ イ ト年代
(予報),日 本地 質学 会第111年 学術大 会,2004.9.
本吉 洋一,外 田智千*,廣 井 美邦,白 石和 行*:EMP　 dating　 on　Cape　 Hinode　 of　the　Lutzow-Holm　 Complex,　 East
Antarctica,第24回 南極地学 シンポ ジウム,2004.10.
三 浦英樹*:新 しい地球 システ ム変動論 ・地球惑星 システム科学 を確立す るための南極 氷床変動 史研究 の役割 と研究課題
第24回 南極地学 シンポ ジウム,2004.1.
三 浦英樹*,瀬 戸浩二,前 杢英明,岩 崎 正 吾,五 十嵐厚夫:ラ ングホブデ北部,ザ クロ池湖岸か ら採取 された貝化石 のス ト
ロンチ ウム同位 体年代 とそれ らの堆積状況,第24回 南極地学 シンポジウム,2004.1.
三浦英樹*,前 杢英明,岩 崎正吾:最 終氷期 の東南極氷床 の挙動 は北半球氷床や西南極氷床 とは異 なって いたのか?,日 本
地 質学 会2004年 年会,2004.5.
三浦英樹*,前 杢英明,岩 崎正A:第45次 日本南極地域観測隊(JARE-45)で 行 った第 四紀後期 の東南極氷床変動 に関す る
地形 ・地質学 的調査 の予察 的報告,日 本第 四紀学会2004年 度学術大会,2004.8.
三浦英樹*,前 杢英明,岩 崎正 吾:リ ュツォ ・ホルム湾 における隆起海浜堆積物 の掘削 による氷河堆積物 との層位関係お よ
びそれに基 づ く東南極 氷床変動 史の復元,第24回 南極地学 シンポ ジウム,2004.1.
三浦英樹*,前 杢英明,瀬 戸浩 一二,坂 井三郎,五 十嵐厚夫,岩 崎正吾:南 極,昭 和基地周辺で発見 された貝化石Zygochla-
mys属 の意義:鮮 新一更新 世の南極氷床 ・海氷変動 研究 との関わ り,2004年 度古海洋 シンポ ジウム,2005.1.
山下幹 也,宮 町宏樹,金 尾政紀*:東 南極みず ほ高原の深部地殻構造(2),2004年 合同大会,2004.5.
山田 朗,金 尾政紀*,山 下幹 也:JARE-43人 工地震探査で記録 され た自然地震,第24回 南極地学 シンポ ジウム,2004.1.
吉井 弘治,伊 藤 潔,宮 町宏樹,金 尾政紀*:屈 折波及 び広角反射波 を用 いた東南極 みず ほ高原 の地殻構造,2004年 合同大
会,2004.5.
吉村康 隆,宮 本知治,本 吉洋一*:東 南極 ナ ピア岩体ハ ワー ドヒルズに産す る超高温変成岩類の部分溶融,第24回 南極地学
シンポジウム,2004.10.
一63一
生 物 圏 研 究 グ ル ー プ
Hirawake　 T.*,　 Odate　 T*.　 and　 Fukuchi　 M.*　 :　Long-term　 variation　 of　 surface　 phytoplankton　chl rophyll　 a　in　 the
Southern　 Ocean　 during　 1965-2002,　 第27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,　 Decenber　 2004.
Kanda,　 H.*　 :　Researches　 on　 terrestrial　 ecosystem　 in　the　 Arctic　 and　 Japanese　 activities.,　 Third　 International　 Sym.
　 Arct.　 Res.　 and　 seventh　 Ny-Alesund　 Scientific　 Seminar,　 Tokyo,　 February　 2005.
Odate　 T.*　 :　Relationship　 between　 sea　 ice　 variation　 and　 biological　 processes　 in　 Lutzow-Holm　Bay,　 Antarctica,
　 International　 Symposium　n　 Long-term　 Variations　 in　 the　 Coastal　 Environments　and　 Ecosystem ,　 September
2004.
Odate　 T.*　 and　 Fukuchi　 M.*　 :　Relationship　 between　 sea　 ice　variation　 and　 biological　 processes　 in　LUtzow-Holm　Bay,
　 Antarctica,　 Open　 Science　 Onference,　 Antarctica　 and　 the　 Southern　 Ocean　 in　 the　 Global　 System,　 XXVIII　 SCAR,
July2004.
Odate　 T.*,　Marchant　 H.J.　 and　 Fukuchi　 M.*　 :　Time　 series　 of　primary　 and　 secondary　 production　 south　 of　61°S,　 along
　 140°E,　 during　 2001/2002　 and　 2002/2003　 austral　 summers　 (STAGE,　 Studies　 on　 the　 Antarctic　 Ocean　 and　 the　 Global
　 Environments),　Open　 Science　 Onference,　 Antarctica　 and　 the　 Southern　 Ocean　 in　 the　 Global　 System,　 XXVIII
　 SCAR,　 July　 2004.
Ropert-Coudert　Y.*,　 Cannell　 B.　and　 Kato　 A.*　 :　Are　 nest-boxes　 too　 hot　 for　 little　 penguins?,　 Vth　 International　 Penguin
　 Conference　 ,　September　 2004.
Ueno,　 T.　Kanda,　 H.*　 :　Growth　 pattern　 of　 a　common　 feather　 moss,　 Hylocomium　splenden 　 from　 contrasting　 water
ロ
　 regimes　 in　a　high　 arctic　 tundra.,　 Third　 International　 Sym.　 Arct.　 Res.　 and　 seventh　 Ny-Alesund　 Scientific　 Seminar,
　 Tokyo,　 February　 2005.
Yamamoto　 S.,　Ohi　 N.,　Fukuchi　 M.*,　 Demers　 S.,　Michel　 C.　and　 Taguchi　 S.　:　Photosynthetic　characteristics of　ic 　algae
　 at　 the　 sea　 ice　 bottom　 surface,　 surface　 phytoplankton,　and　 sinki g　 phytoplankton　and　 ice　 algae　 off　 Mackenzie
River,　 Arctic　 in　 March　 to　 May,　 2004,第27回極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,　 Decenber　 2004.
Yoshitake,　 S.,　Uchida,　 M.,　 Nakatsubo,　 T.,　 Kanda,　 H.*　 :　Caracterization　of　 soil　 of　 soil　 micr flora　 on　 a　successional
　 glacier　 foreland　 in　Ellesmere　 Island　 using　 photopholipid　fatty　 acid　 analysis.,　 Third　 International　 Sym.　 Arct.　 Res.
　 and　 seventh　 Ny-Alesund　 Scientific　 Seminar,　 Tokyo,　 February　 2005.
井 上 源 喜,榎 本 綾 香,小 森 一 史,竹 村 哲 雄,伊 村 智*,大 山 佳 邦*,神 田 啓 史*:南 極 昭 和 オ ア シ ス の 湖 底 堆 積 物 コ ア 中 の
有 機 成 分 に よ る 古 環 境 変 動 に 関 す る 研 究,第27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
内 田 雅 己*,中 坪 孝 之,神 田 啓 史*,小 泉 博:　 Net　 photosynthesis,　respiration　 and　 primary　 production　 of　the　 lichen
む
　 Cetrariella　 delisei　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard.,　 Third　 International　 Symposium　 on　 the　Arctic　 Research,　 2005.　2.
内 田 雅 己*,中 坪 孝 之,神 田 啓 史*,小 泉 博:高 緯 度 北 極 に お け る 地 衣 類 の 一 次 生 産 量,日 本 生 態 学 会 第52回 大 会,2005.
3.
内 田 雅 己*,莫 文 紅,中 坪 孝 之,村 岡 裕 由,神 田 啓 史*,小 泉 博:　 Net　 ecosystem　 production　 over　 a　snow-free　 sea-
　
　 son　 on　a　glacier　 foreland　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard,　 Third　 International　 Symposium　 on　the　 Arctic　 Research,　 2005.
2.
内 田 雅 己*,中 坪 孝 之,神 田 啓 史*,小 泉 博:ニ ー オ ル ス ン氷 河 後 退 域 に お け る 地 衣 類Cetrariella　 deliseiの 純 生 産 量 の
推 定,第27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
大 園 享 司,森 章,内 田 雅 己*,神 田 啓 史*:Chemical　 property　 of　plant　 leaves　 in　a　polar　 oasis　 in　high-arctic　 Canada:
　 comparison　 between　 xeric　 and　 mesic　 deglaciated　 chronosequences.,　 Third　 International　 Symposium　 on　 the
　 Arctic　 Research,　 2005.　 2.
大 園 享 司,森 章,内 田 雅 己*,神 田 啓 史*:高 緯 度 北 極 の 氷 河 後 退 域 に お け る　Salix　 arctica幹 の 分 解 過 程 と 菌 類 遷 移,
第27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
太 田 尚 志,鈴 木 利 一,三 瓶 真*,佐 々 木 洋,服 部 寛,福 地 光 男*:2004年 カ ナ ダ 北 極 圏 ア ム ン ゼ ン湾 の 海 氷 下 に お け る
微 少 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 摂 食 率 　(CASES),　 第27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
大 塚 俊 之,内 田 雅 己*,吉 竹 晋 平,中 坪 孝 之:ス バ ー ル バ ル 諸 島 二 一 オ ル ス ン氷 河 後 退 域 に お け る 土 壌 と 植 生 の 発 達,日 本
生 態 学 会 第51回 大 会,2004.8.
大 塚 俊 之,内 田 雅 己*,吉 竹 晋 平,中 坪 孝 之:　 Primary　 succession　 and　 soil　 development　 on　 a　glacier　 foreland　 in
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　　 Ny-Alesund,　 Svalbard,　 Third　 International　 Symposium　 on　 the　Arctic　 Research,　 2005.　2.
小 達 恒 夫*:南 極 海 に お け る 国 際 共 同 研 究,東 京 海 洋 大 学 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 「海 鷹 丸 と 南 極 海 観 測 」,2004.6.
笠 松 伸 江*,小 達 恒 夫*,福 地 光 男*:南 極 海 域 に お け る 高DMS濃 度 の 要 因,第27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
兼 清 温 子,長 沼 毅,伊 村 智*,内 田 雅 己*,神 田 啓 史*:コ ケ 坊 主 の 異 な る 部 位 に お け る 脂 肪 酸 組 成 の 比 較 一 ミニ 生 物 圏
モ デ ル と し て の コ ケ 坊 主,第27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
兼 清 温 子,長 沼 毅,伊 村 智*,工 藤 栄*,内 田 雅 己*,神 田 啓 史*:脂 肪 酸 を 使 っ た コ ケ 坊 主 ミニ 生 物 圏 構 造 の 推 定,第
27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
兼 清 温 子,長 沼 毅,伊 村 智*,内 田 雅 己*,神 田 啓 史*コ ケ 坊 主 の 異 な る 部 位 に お け る 脂 肪 酸 組 成 の 比 較 一 ミニ 生 物 圏
モ デ ル と し て の コ ケ 坊 主,第27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
兼 清 温 子,長 沼 毅,伊 村 智*,工 藤 栄*,内 田 雅 己*,神 田 啓 史*:脂 肪 酸 を 使 っ た コ ケ坊 主 ミニ 生 物 圏 構 造 の 推 定,第
27回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
木 村 成 子,伴 修 平,伊 村 智*,工 藤 栄*,松 崎 雅 広:昭 和 オ ア シ ス 周 辺 湖 沼 に お け る 微 生 物 群 集,第27回 極 域 生 物 シ
ン ポ ジ ウ ム,2004.12.
佐 々 木 洋,真 壁 竜 介,三 瓶 真*,服 部 寛,福 地 光 男*:2003-2004年 の カ ナ ダ北 極 圏 ア ム ン ゼ ン湾 周 辺 海 域 に お け る 沈 降
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※交付決定後に研究代表者が他機関に転出 した研究課題は,採 択件数,金 額にカウントしない。









所内研究分担者:神 山孝吉 ・本山秀明 ・藤田秀二 ・古川晶雄
所外分担者:5名
経費:31200千 円
研究目的:本 研究は,南 極氷床で得 られた ドームふ じ深層コアの氷期サイクルにおける1年 スケールの高時間分解能解析
法を確立するとともに,コ アに記録された急激な気候 ・環境変動の詳細を解読 し,地 球規模の変動 シナリオの検証を踏ま
え,南 極域あるいは南半球固有の新たな変動 シナリオ解明をめざす。本研究では,高 時間分解能コア解析により,研 究計
画期間内に下記を明 らかにする。
1)急 激な気候 ・環境変動イベントの実態解明:気 候及び環境指標要素の詳細な解読により,1年 のタイムスケールで,
氷期一間氷期移行期の急激な気候一環境変動,北 半球のダンスガー ド・オシュガー振動に対応する気温変動,大 規模火
山噴火に伴 う気候変動などの急激な気候 ・環境変動イベントの詳細な変動を復元する。
2)急 激な気候 ・環境変動のシナ リオの解明:こ れまで提唱されている気候変動 シナリオ(マ ーチンの鉄の仮説,極 域海
洋深層循環のON/OFF,巨 大火山噴火など)の 検証的研究をすすめるとともに,南 極あるいは南半球における固有の変
動 システムとして,棚 氷大崩壊,南 極底層水形成,海 洋生物活動(南 極周辺海域は,地 球上で最 も生物一次生産が高い),
ポリニア形成,海 面変動に伴 う南米パタゴニア沖の大陸棚露出などの環境変動 と気候変動 との関連を明らかにし,変 動
シナ リオを解明する。
研究実績:
1)融 解連続分析 ・試料分注装置の整備:初 年度の検討に基づ き,融 解連続分析 ・試料分注装置を新規導入 した。また,
本装置の制御系にっいて,さ まざまな検討を行った。本装置を設置するクリーンブースも導入し,装 置運用の体制がほ
ぼ整った。
2)高 時間分解能分析の継続:初 年度に引き続 き固体AC電 気伝導度測定 と薄片試料透過光散乱強度測定を継続する。 ま
た,こ れ ら非破壊分析で用いたイベ ント試料に対 し,化 学主成分,過 酸化水素,固 体微粒子濃度の高時間分解能測定を
開始 した。
3)時 間分解能の検討:氷 床コアでは年層は氷の塑性変形により深 さとともに薄くなるので,コ アの高時間分解能解析は
深度とともに難 しくなる。これまでの ドームふじコア固体DC電 気伝導度の1mm分 解能のデータか らは,深 さ1000rn
(約5.7万 年前)ま では,季 節変動 と思われる明瞭な変動を検出した。厚さ2mmの 化学主成分分析を3部 位について行
い,Na+に 季節変化 と考えられるシグナルを抽出した。4)気 候 ・環境イベントの解釈の検討:700m深 までのコアにつ
いて,陸 域環境変動指標物質(ダ スト,Ca2→ など),海 洋環境変動指標物質(Naト,Mg2L,C1な ど),海 洋生物環境変動
指標物質(MSA,非 海塩性SO42な ど),火 山活動指標物質(非 海塩性SO42,Fな ど),成 層圏環境変動指標物質
(NO3な ど),大 気及び水循環場変動指標物質　(Na/Cl,　dパ ラメータなど)の 数年スケールでの高時間分解能解析を行
い,気 候 ・環境イベントの解釈検討を開始 した。
4)南 極の局地効果を考慮 してdパ ラメータの解釈をすすめ,海 面水温の過去30数 万年の変動を明らかに した。また,グ
リーンランドアイスコアとの対比か ら,北 極での3万9千 年前の温暖期に,南 極が寒冷化(地 上気温で約1.5℃,海 面温
度で4～6℃)し ていたことを初めて見いだした。
5)大 気成分の分析:乾 式ガス抽出法により,ア イスコア中の大気の二酸化炭素,メ タンなどの分析を開始 した。
6)ダ ス トの化学組成の研究に着手 した。
7)ド ームふじコアとの対比研究 として,ヨ ーロッパのチームが掘削 したコーネンアイスコアの火山灰の組成解析に着手
した。





所内研究分担者:小 達恒夫 ・平課 享
所外分担者:2名
経費:18700千 円
研究目的:平 成16年 度～20年 度の5年 間の研究期間に,海 洋生物生産過程と関連を持つ地球規模環境変動に影響を与え
るガス成分として,二 酸化炭素,DMS(P),メ タン,亜 酸化窒素等が知 られている。本研究では,特 に,DMS(P),を 重
点的に取 り上げ,そ の動態と生物生産過程の関連を調べる。現場実験が可能な研究航海は限りがあるので,初 年度か ら4
年度までの4年 間は,可 能な限 り現場実験を集中的に実施する。具体的には,植 物プランク トン種の違いとガス成分の動
態及び南極海で卓越するナンキョクオキアミ,原 索動物であるサルパ,更 には微少動物プランク トンの摂食過程の違いと
ガス成分の動態を明 らかにする。最終年度には,現 場観測データを解析 し,温 暖化ガス成分の動態に及ぼす生物生産過程
の貢献度を評価する。
研究実績:本 研究では可能な限り南極海における現場観測航海に参加 し,地 球規模環境変動に大きく関与すると考えられ
るガス成分の生成 と海洋生物生産過程 との関連を明 らかにすることである。平成16年 度 は東京海洋大学所属の海鷹丸の
南極研究航海に合計4名 の研究分担者と研究協力者が乗船 した。平成16年12月31日 に南アフリカ,ケ ープタウンを出港
し,南極 ・昭和基地へ向かう航路上で航走 ・停船観測を実施 した。昭和基地沖合い海域では翌年1月6日 か ら13日 にかけ
て集中的な観測を行った。沖合い海域では各種培養飼育実験を行い,ナ ンキ ョクオキア ミを含む動物プランクトンが植物
プランクトンを摂食する際に,植 物プランクトン細胞内で生成 された硫化 ジメチル(DMS)が 細胞外へ放出される過程に
関する量的評価の基礎 となるデータを得た。海中に放出されたDMSは 大気中に放散 したあと,い くっかの過程を経てエ
アロゾル生成に大きく関与するといわれており,航 海中はエアロゾルの連続観測も行われた。 これらの観測は,昭 和基地
における第45次 南極観測越冬隊による観測とも連携 しており,海 洋起源の現象と昭和基地での通年連続観測結果 との総
合的な解析の基礎的なデータが始めて得 られた。沖合い海域での観測後は西オース トラリア ・フリーマントルへの1月25
日入港まで航路上で航走 ・停船観測を実施 した。海鷹丸は平成17年 度 も南極観測航海が計画されており,今 年度の航海後
直ちに来年度への諸準備を開始 した。今年度の航海の前後には関連の国内外の研究集会などにおいて,実 施計画の討議,
また,観 測成果の速報を発表 した。当初オース トラリアから研究者を招聴する計画であったが,こ れ ら集会の機会を利用
して実質的な討議を行 ったため招聰旅費の使途はなか った。本研究課題の推進のため,平 成16年12月 か ら翌年3月 まで






所内研究分担者:和 田 誠 ・塩原匡貴 ・平沢尚彦 ・橋田 元 ・森本真司 ・原圭一郎 ・矢吹正教
所外分担者:1名
経費:6500千 円
研究目的:北 極域および南極域におけるエアロゾルの動態,そ の雲との相互作用,エ アロゾルおよび雲の極域 における役
割,気 候への影響を解明することを目的とする。南極域では大気が清浄で,量 的には少ないエアロゾルであるが,気 象条
件や海洋 ・海氷状況と関連 したその動態,光 学的特性を明らかにする必要がある。一方北極域 においても,同 様な自然起
源のエアロゾルがあると共に,北 極海を取り囲む中 ・高緯度の工業地域から人為的汚染物質が集積 し 「北極ヘイズ」 と呼
ばれる高濃度のエアロゾル層が知られている。これら,エ アロゾルの鉛直 ・水平分布,輸 送 と変質,物 理 ・化学 ・放射特
性を明 らかにし,エ アロゾルの直接影響を解明する。 さらに,現 在焦眉の課題である氷床コア解析にも役立てる。雲 との
相互作用,エ アロゾルが雲の核としてどのように働くかにっいて,北 極 と南極でのエアロゾルの組成や大 きさ,量 の違い
を利用 し,そ の違いがどのように雲生成に寄与 しているか,雲 そのものの役割を含め明らかにする。
研究実績:北 極域および南極域におけるエアロゾルの動態 その雲 との相互作用,エ アロゾルと雲の極域における役割,
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気候への影響を解明することを目的に本年度は以下の研究を進めた。
1.北 極対流圏エアロゾル雲放射総合観測(ASTAR2004)に 参加 した。 ドイツ,ア ルフレッド・ウェーゲナー極地海洋
研究所(AWI)の 航空機2機 を使って,5～6月 に実施 したもので,多 数の機関が参加 した。インパクターの観測か らは,
先のASTAR　 2000と は異なる人為的汚染の少ない清浄なエアロゾル組成が明らかにされた。 地上観測からは,北 極ヘ
イズの時期が終了し,大 気が清浄になる過程がとらえられている。エアロゾルと雲の相互作用をねらった観測が行われ
ている。
2.南 極および北極で実施中のマイクロパルスライダー(MPL)観 測はNASAが 展開 しているMPLNETサ イ トとして
位置づけられているため,　NASA/GSFCと の共同研究の一環 として,　MPLNET解 析担当者を招聰 し,デ ータ解析や
キャリブレーション等に関する研究打ち合わせを行 った。 これに関連 して,北 極で稼働中のMPLの 測定性能向上のた
め,更 新整備 した。今冬,北 極成層圏の温度低下により極成層圏雲(PSC)の 発生とオゾン破壊が報告 されたが,こ の
MPLに よる北極PSCの 観測に成功 した。
3.南 極側では航空機観測の前哨戦として,東 京海洋大学 ・海鷹丸による南大洋航海に参加 し,海 洋生物活動起源物質と
大気化学成分の関係,大 陸起源エアロゾル粒子の輸送過程の解明,お よび南大洋におけるエアロゾル放射効果の見積 も
りを目的とした船上観測を行った。ケープタウン～昭和基地沖～フリーマ ントルに至る航路で,エ アロゾルの化学 ・光
学観測を行い,中 低緯度か らの混濁大気の移流と思われるエアロゾル高濃度現象や,新 粒子生成による微小粒子の増加
などの夏季南極沿岸域における特徴的な現象を観測することができた。
② 島村英紀





研究目的:本 研究は目的は,プ レー トの誕生のプレー トの沈み込みなどプレー ト境界の 「いま」の活動(微 小地震活動)
と,そ の活動を可能にしている 「舞台」(っ まり地下構造)を 解き明かすことである。地震活動や地下構造を詳 しく調べる
には,そ の現場に行 き,受 信器 としての地震計を多数展開 して自然地震観測を行 ったり,人 工地震(制 御震源地震学)実
験を行 うのに勝 る方法はない。 自然地震は世界中の陸一ヒにある常設の観測網か らも海嶺や海溝の地震を観測 しているが,
常設の観測点からは遠 く離れた場所だけに,大 きな,ま た数が少ない地震だけしか観測できない弱点があるほか,震 源の
精度(水 平位置,深 さとも)が 悪い。一方,地 震計を持 ってそのプレー ト境界に行けば,そ こでの地震活動を初めて正確
に知 り,ま た地下約50-60kmま での地下構造を精密に研究することができる。
日本付近の海底にあるプレー ト境界は,私 たちがいくっかのグループによって調査が行われているが,場 所による大 き
な違い(潜 り込むプ レー トの年齢,潜 り込む速度,潜 り込んでいる最先端の深 さ,潜 り込む角度などがたいへんに違 う)
が,そ れぞれの地域での地震活動や地下構造 とどうかかわっているかは,ほ とんど未解明などである。
研究実績:本 研究の目的は,プ レー トの誕生の場 とプ レー トの沈み込みなどプレー ト境界の 「いま」の活動(微 小地震活
動)と,そ の活動を可能にしている 「舞台」(っ まり地下構造)を 解 き明かすことである。地震活動や地下構造を詳 しく調
べるには,そ の現場に行き,受 信器 としての地震計を多数展開 して自然地震観測を行 ったり,人 工地震(制 御震源地震学)
実験を行うのに勝る方法はない。こうして世界各地で本研究を行ってきた。
本研究 は,ア ルゼンチン国立南極研究所 と共同 して,ア ルゼンチ ン南部のプ レー ト境界で自然地震観測を行 って,プ
レー ト境界の現在のありさまを解明 した。この付近は,南 米プ レー トとスコシアプ レー トの境界が南米大陸の南端を横切
りなが ら,大 西洋か ら一部太平洋まで達 しているところだが,陸 上の地震観測点から離れているために,こ のプ レー ト境
界で起きている地震活動にっいては,ほ とんど知られていなかった。
このため,日 本か ら高感度の地震計6台 をアルゼンチ ン南端のウスアイア市まで運び,ア ルゼンチン国立南極研究所と
共同 して,パ タゴニア ・フェゴ島一帯で地震観測を展開 して継続的な自然地震観測を行った。
高緯度のうえに気象条件が厳 しいフィール ドだけに,太 陽電池で発電可能な現地の夏を中心 に地震観測を行った。また











堆積物の正確な年代を明 らかにするとともに,C16脂 肪酸の水素同位体比,珪 藻化石,有 孔虫化石の分析,陸 起源の砕屑物
に多く含まれる宇宙線生成核種の10Beも 同時に測定 し,こ れ らの結果か ら最終氷期以降の南極氷床の融氷史を正確に決
定 し,北 半球氷床変動や海洋変動との位相関係か ら,南 極氷床変動が地球環境変動に与えた影響を評価することを目的と
する。
研究実績:第45次 南極観測隊で採取 した隆起海浜堆積物に含まれる貝化石試料,宇 宙線照射年代用岩石試料の年代測定,




た。 また,貝 化石のス トロンチウム同位体比年代を測定 した結果,最 終間氷期以前の海楼化石の存在が確実になり,生 息
当時の氷床 と海氷環境 との関連性にっいて考察 した。南極海で採取 された海底堆積物 コアのうち,特 にロス海のコアから
は海洋プランクトン起源の脂質化合物を抽出し,融 氷水に対 してかなり敏感な指標 となるステロールの水素同位体比を測
定する前処理を行 った。また,南 極半島周辺の海底堆積物コアか らは,肉 眼による観察,粒 度の分析および軟X線 写真撮




研究課題:南 極か ら見 た ゴン ドワナ形成史:　SHRIMP年 代学か らのアプ ローチ
研究期間:平 成13～16年 度
所内研究分担者:本 吉洋一 ・三澤啓司 ・山 口 亮 ・外 田智千
所外分担者:2名
経費:2000千 円
研究 目的:東 南極大陸の イ ン ド洋 に面す る ドロ一二 ングモー ドラ ン ド(DML)地 域 は,パ ンアフ リカ ン変動帯 の延長にあ
た ると考え られてお り,後 期原生代～古生代初期 に完成 した ゴ ン ドワナ大陸の地殻 形成の発達過程を代表す る研究対象で
あ る。本研究 では,こ れ までの南 極観 測隊等 によ る現地 調査や新 たな野 外調査 によ って得 られたDMLに 分布 す る諸岩 体
の変成作用 の解析 か ら得 られ る温度圧 力履歴及 びSHRIMPを 用 いた精度 の高 い年 代測定 に基づ いた時間軸 を組 み合わせ
て,形 成史を再現す るともに,ゴ ンドワナ形成のテ ク トニ ックモデルを再 構築 す ることを 目的 と した。
研 究実績:
1)東 南 極のナ ピア岩体 リーセ ルラルセ ン山地域 は38-26億 年前 の様 々な時期 に形 成 した地殻 の集 合体 であ り,超 高温変
成 作用の終結 時期は25.2-24.6億 年前 であ った こと初 めて明 らかに した。
2)昭 和基地 周辺 変成岩 の変成年 代 と原岩年 代を再検討 し,セ ル ・ロンダニネLIJ地 と比較 を した結果,両 地域 のプ レ ・ゴ
ン ドワナ時代の地 史は まった く異な っていた ことがわか った。 また,セ ル ・ロンダー ネ山地 でのパ ンア フ リカン期変動
は2っ のイ ヴェン トが識別 され,ゴ ン ドワナ形成モデルに大 きな制約条件 を与 えた。
3)新 たに調査 した東南極 中央 ドロンニ ングモー ドラン ドの変成作 用や火成作 用の解析 や シルマ ッハ ヒルズに産 する変成
岩類 の年代測定 か ら,テ ク トニ クスの地域性 を示唆 した。
4)南 ア フ リカのナ タール帯 に南北 に散 発的 に分布す る グレ ンビル変動末期 のA-type花 商岩試 料 の年 代測定 をお こな
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い,火 成作用の時空的変遷を示 した。
5)世 界各地の大陸地殻形成の研究がSHRIMPを 用いた共同研究として実施され,グ リンランド南西部,北 西 ヒマラヤ,
スコットランド,ベ トナム,日 高山脈,甲 府盆地などの地域で成果があった。
6)　SHRIMPの 運用開発に関する研究 として,国 立極地研究所の二次イオン質量分析計(SHRIMPII)に よるU-Pb年 代
測定方法の標準化を完成させた。また,な るべ く早 く共同利用に供する体制を作 り上げるため,独 自の標準試料の安定
供給を確立 し,ま た,　U-Pb-Th同 位体比 と定量を従来法によって年代値 と同位体比等の評価を行 った。
② 麻生武彦
研究課題:　EISCATレ ーダーに呼応 した観測と数値モデ リングによる極域大気潮汐波の解明
研究期間:平 成14～16年 度
所内研究分担者:佐 藤 薫 ・堤 雅基 ・行松 彰
所外分担者:3名
経費:2800千 円
研究目的:大 気潮汐波 は,地 球の自転により太陽と同期 して西向き伝搬する太陽一 日及び半 日同期成分をその主要な成分
とする地球 スケールの波動であり,下 層大気の成層圏オゾンや対流圏水蒸気の太陽放射吸収により励起 され上層に伝搬す
る。また地勢や水蒸気の経度方向の非一様性に起因するノンマイグレーティング成分や高度100～120kmで の太陽紫外線
吸収 による直接励起成分がこれに加わる。さらに,中 層大気での平均帯状流やプラネタリ一波,内 部重力波,潮 汐波各モー
ド間等の非線形相互作用,中 間圏界面付近での乱流拡散などによる散逸,熱 圏でのダイナモ作用の リアクションによる電
磁流体効果が,赤 道から極域および下層から電磁圏にいたる広範な大気中の力学的結合とその広い時間スケールのシグナ
ルとして,大 気潮汐波の様相に顕現する。
これまで,中 低緯度を中心に大気潮汐波の汎地球的構造の解明が進め られ,一 方,極 域はカナダ,ス カンジナビア,南
極域での観測が進められてきたが,1990年 以降,極 域に特徴的な現象が見出されている。本研究ではこのような趨勢のも
と,極 域における大気潮汐波の諸問題を,レ ーダによる総合観測 ・解析と計算機による数値モデリングを有機的に結び合
わせることにより考究 し,そ の定量的描像をより確たるものとすることを目的とする。
研究実績:2003年11月 の9日 間にわたるEISCATキ ャンペーン観測データをもとに,ト ロムソ流星 レーダーとの水平速
度場の大気潮汐成分の比較解析を行い,高 度方向に両 レーダーの振幅位相解析結果が概ね滑 らかに繋がる結果を得た。ま
た,　EISCATレ ーダー観測によるイオン温度値か ら中性大気温度に対する大気潮汐成分解析の初めての試みを行い,熱 圏
潮汐のモデルとの比較検討を行 った。
さらに,同 じ緯度帯のほぼ軸対象の位置にあるポーカーフッラトMFレ ーダーとトロムソ流星 レーダーによる風速の1
時間値に対 して,同 一の調和解析プログラムによる大気潮汐波解析を行い,こ れらの比較から夏季の半 日周期成分にノン
マーグレーティング成分が卓越することは南半球MFレ ーダー等により示される結果と異なり,北 半球では顕著に見られ
ないこと,こ れはまた冬極30km高 度でのプラネタリ波活動の南北非対称性 とモデル計算で示されるノンマイグレーティ
ング成分の反対半球への伝播などに基づく考察 と符号することを見出した。また,流 星 レーダーによる風速のパ ワースペ
クトルが1日 周期にっいては単一のピークを示すのに対 し,半 日周期成分の近傍には10-11hや13-14hに もピークがみ
られ,こ れがGCMに よる結果で示 される下層でのさまざまな変動に起因する振幅振動に対応することを見出した。
流星 レーダー観測では従来は潮汐風観測が主な対象であったが,本 研究において重力波による大気温度変動の検出を試
み,重 力波と潮汐波の間の相互作用の研究の可能性にっいて検討を行った。
また,ア ラスカ ・ポーカーフラットMFレ ーダー観測を含めたMLT領 域の潮汐風にっいて,1日 周期 ・半 日周期成分
の季節変動等にっいて調査 した結果,例 えば,半 日周期成分の秋季の振幅増大は,線 形理論の範囲内で背景場の変動から
説明できる可能性のあることなどが明 らかになった。
理論モデリングにおいては,新 たに開発したT42L250モ デルによる数値積分の結果を用い,　non-migrating　 diurnal
tidesの 励起機構にっいて解析を実行 した。 この結果,高 度100km付 近の東西波数0の1日 潮汐波 ・西進東西波数2の1
日潮汐波にっいては,成 層圏中間圏の冬半球に卓越する東西波数1の 定常プラネタリ一波とmigrating　 diurnal　tideの 非
線形相互作用が励起に重要な役割を果た していることがわっかた。 また,南 極昭和基地の過去約42年 に亘る,地 上気象
データ(1時 間値)を もとに2時 間から20年 の広い周波数範囲のなかでの潮汐波のスペク トル解析を行い,1日 潮および
その第3高 調波(8時 間)ま での ピークの検出や季節変化等について明らかに した。
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③ 平課 亨
研究課 題:植 物プ ラ ンク トンの硫化 ジメチル生成に関す る生 理 ・生 態学 的研究
研究期間:平 成14～17年 度
所内研 究分担者:小 達恒 夫
所外分担 者:
経 費:3000千 円
研 究目的:DMSは 海洋中 にお いて植物プ ラ ンク トンが生体内で生成す るジメチル スル フォニオプ ロ ピオ ネー ト(DMSP)
が もととな り,そ れが食物連鎖 等を介 して海洋中 ・大気 中へ放 出され る地球環境変動 効果物質(温 暖化 に負 の フィー ド
バ ック効果 を もっ)の 一つ と して注 目されている物質 である。本研究で は植物 プラ ンク トンによるDMSP生 成能 を室 内培
養 系によ って検討 し,こ の結果を踏 まえ た極域海洋でのDMSP生 成量 の調節現象 にっ いて研究 を進 める。 細胞 の凍結防
御 ・浸透圧調整 などは海 氷が生成 され る極域 の植物 プ ラ ンク トンに とっては意味あ るDMSP生 成機能 と予想 され ていは
いるが,こ う した環 境変動 とDMSP生 成量 との関係を実験的 に捉え,　DMSP合 成 の整理 ・生態学的意義 の解明 を目指 す
ものである。
研究実績:好 冷性 ケイ藻 のDMSP生 成 の特性 を明 らかにす るため,種,生 長段階,水 温 に注 目 しなが ら,室 内培養実験 を
行 った。植物 プラ ンク トンのDMSP生 成能(細 胞内DMSP量)の 見積 もりには,粒 状態DMSP　 (DMSPp)濃 度 をクロロ
フ ィル濃度 で割 った もの(nmol　 ・　L-　1-DMSPp/μg　 ・　L-i-Chl.a)を 用いた。北極海で得 られ た海水試料か ら単離 したケイ藻
3種(Porosira　 gracialis,　Haslea　 (Navicula)　 kjellmanii,　Thalassiosira　 delicatula)を1.7℃ の低水温下 にて室内培養 した
ところ,粒 状 態DMSPお よび溶存態DMSP　 (DMSPd)は,　 P.　gracialisの 培地 中では実験期間(約13日)を 通 して検出
され なか った。それに対 し,　H.　kjellmaniiお よびT.　delicatulaの 培地中で はDMSPが 検 出 され,　DMSP生 成能 は対数増
殖期 にそれぞれ,0.82,0.2nmol蓋g　 l,　定常期 にそれ ぞれ,1.9,23nmol蓋glであ った。次 に,1.7お よび5℃ の水温 下
にてH.　kjellmaniiお よびT.　delicatulaを 培 養 した。　T.　delicatulaのDMSP生 成能 は対数増殖期初期に減少 し,対 数増
殖期後期か ら定常期 に増殖す る傾向が見 られ た。どち らの種 も,　DMSP生 成能 にお ける水温の差 はほとん ど見 られなか っ
た。これ らの実験か ら,生 長段 階によ るDMSP生 成能の変化が大 きい種 と少 ない種が あること,ま た,少 な くとも実験 し
た水温の範 囲内で は,水 温 はほとん どDMSP生 成能 に影響を与え ないことが明 らか になった。
更 に,本 課 題の実験 に使用 した植物 プラ ンク トン培 養株 にっ いて,そ の培 養条件,特 性 等 にっ いて も整理 を行 った。 こ
れ らの培 養株 は低温環境 の海水か ら単離 され,低 温下 で培 養 された ものであ り,低 温条件で十 分高い増殖速度 を持 ってい
る。 したが って,極 域 にお ける植物 プ ランク トンの生理生態研究,さ らに は植物 プ ランク トンを介 した生物 ・化学 的研究







研究目的:本 研究は1994年 から始まった南極の湖沼生態系の湖沼調査で得られる湖沼生物の試資料,湖 底堆積物のコア
サンプル,観 測データを解析 し,成 果を取りまとめるものである。また,一 部,2003-2004年 にかけて,現 地に赴いた研究
者により得 られた資料の解析を行 う。 これにより極限環境における生物相環境影響を評価するものである。
本年度は昨年に引 き続 き,湖 沼の生物相,生 物相と地史的解析,湖 沼の物質循環にっいて研究を行 う。
研究実績:湖 沼堆積物の構造の解析
南極湖沼す りばち池において音響探査装置により記録された湖盆地形のプロフィールにより,塩 分躍層,湖 底植生,堆
積物の区分を試みた。また,微 生物にっいては北原式採水器により採水されたサンプルに基づき,深 度別 ファウナ,フ ロー
ラの解析を行 う。一部の試料か らDNAを 抽出 し,各 湖沼の最近群集構造を明らかにする。培養及び種の特性,含 有成分の
解析を行った。
湖沼生態系の地史的遷移の解析




湖沼の最深部において採水された湖沼の水質を分析 した。さらに生物試料のサ ンプ リングにより,栄 養塩,各 種溶存態
イオン,溶 存/懸濁態有機炭素(有 機炭素)・ 全無機/有 機炭素),全 燐/全 炭素,ク ロロフィル(Chl),水 中藻類/原 生動物
(Plankton),　 光合成活性データを得た。さらに一部の湖沼では堆積物 コアを採取 し,硫 化物の測定を行 った。すりばち池




所内研究分担者:藤 井理行 ・神山孝吉 ・藤田秀二 ・古川晶雄 ・森本真司 ・福井幸太郎 ・橋田 元
所外分担者:6名
経費:4500千 円
研究目的:直 径10cm程 度の雪氷コアが,世 界各地の雪氷域から採取 され,精 力的な研究によって地球の歴史が解 き明か
されっっある。現在は,雪 氷 コアの基礎的な解析手法か ら,そ の地域性 となる平均的な降水量,そ れに含まれる物質のフ
ラックスや気温情報などを研究 している。 しか しなが ら,積 雪はそのまま平 らに積 もるのではなく部分的に堆積,削 剥を
繰 り返す。また,積 もってか らも,圧 密過程に伴 う結晶の変態 ・成長,急 な温度勾配(水 蒸気勾配)に よるシモザラメ化
等の変化 とともに,水(水 蒸気)だ けでなく不純物(環 境変動 シグナル)も 再分配 される。 これら,雪 氷表面の堆積過程
や積 もってから環境 シグナルが定着するまでの過程を研究することが重要になる。氷化 してからも結晶成長や物質移動が
起 こるが,本 研究では,そ れ以前の氷化するまでを対象 とする。 ミクロな視点からマクロな問題の解明,物 理的手法 と化
学的手法の融合を目的とし,雪 氷試料から抽出できる環境変動 シグナルの,形 成過程を研究する。
研究実績:雪 氷表面の堆積過程や積 もってから環境変動 シグナルが定着するまでの過程を研究することが氷床 コア研究に
対 して重要であり,ミ クロな視 点からマクロな問題の解明,物 理的手法と化学的手法の融合を目的とし,雪 氷試料から抽
出できる環境変動 シグナルの形成過程を研究 している。本年度は南極内陸の酒養量が年間30mm未 満であるドームふ じ
氷床コアを,8月 に国内の多数の研究者 と共同で集中解析 した。南極 ・北極で採取 した雪氷コアに共通する基本解析につ
いて,観 測方法 とその解析からわかる情報を以下に記す。① 層位:目 視観察→堆積状況,年 層,火 山灰。② 密度:電 子天
秤→雪の圧密氷化過程,堆 積速度。③ 固体電気伝導度:専 用機→氷の物性,酸 性度(季 節変化),大 規模火山爆発。④ 酸
素 ・水素同位体組成:質 量分析計→気温変化,水 蒸気輸送,季 節変動,降 水量。⑤ 化学成分:イ オンクロマ ト→エアロゾル
成分,大 陸 ・海洋 ・大気の状態。⑥ トリチウム濃度:液 体シンチレーション→示準層(核 実験)検 出での年代決定。現在
分析中であるが環境変動 シグナルの保存される程度がわかりっつある。また,雪 氷試料か らの環境変動 シグナルの抽出を
するため詳細解析の準備を行った。詳細画像解析装置に周辺設備を購入 し,雪 粒子の微細な構造を解析 し,雪 粒子の水平
分布 ・垂直分布や氷板の形成状況 も詳細に解析する方法を引き続き研究 している。国内での積雪観測を3月 に実施 した。
極域での氷コア掘削に関 しての打ち合わせを数回実施 した。また8月 か ら9月 にかけて上記研究課題を中国の研究者と共
同で研究を進めるため,中 国極地研究所にて研究打合せを行 った。また,天 山No.51氷 河にて雪氷気象観測を実施 し,高
山地域での氷河 ・氷床掘削のための高度順応訓練 も行った。極域雪氷試料を採取する方法にコア掘削技術がある。9月 に




所内研究分担者:藤 井理行 ・本山秀明 ・藤田秀二
所外分担者:1名
経費:2900千 円
研究目的:地 球規模の環境変動が南極氷床の変動に及ぼす影響を定量的に評価するために,過 去10年 間の南極氷床末端
の変動の実態を明らかにし,氷 床の流域の変動に及ぼ している影響を評価することを目的とする。
本研究が対象とする南極氷床の地域は,ド ームふ じ(標 高3810m)を 頂部 とする東南極 ドロンニ ングモー ドランド地域
の白旗流域であり,日 本南極地域観測隊により氷床流動,表 面地形,表 面質量収支,表 面形態,表 面温度,氷 床内部構造
に関する地上観測によるデータが蓄積 されている地域である。 しか し,流 域の氷の大部分が海へ流出する白旗氷河末端部
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はクレバスの存在により地上からの接近が困難なため,流 動と変動に関する地上観測はほとんど行われていない。 しか し
マイクロ波散乱計である合成開口レーダによれば,天 候に関係な く雲を通 して広域にわたる氷床表面の情報を得ることが
可能である。
本研究では,従 来の地上観測のデータに加え,過 去10年 間の衛星搭載合成開口レーダによるデータを解析することに
よって,白 旗氷河末端変動の実態を明らかにし,氷 床下流域の動力学状態を反映させた氷床数値 シミュレーションにより,
流域全体の氷床変動に及ぼす影響を明らかにすることに重点を置 く。
研究実績:地 球規模の環境変動が南極氷床の変動に及ぼす影響を定量的に明 らかにするために,過 去10年 間の南極氷床
末端の変動の実態を明らかにし,氷 床末端の変動が氷床の流域の変動に及ぼ している影響を明 らかにすることを目的とす
る。本研究が対象 とする南極氷床の地域は,ド ームふ じ(標 高3810m)を 頂部とする東南極 ドロンニ ングモー ドランド地
域の白旗流域であり,日 本南極地域観測隊により,氷 床流動,表 面地形,表 面質量収支,表 面形態 表面温度,氷 床内部
構造に関する地上観測によるデータが蓄積 されている地域である。 しか し,流 域の氷の大部分が海へ流出する白旗氷河末
端部はクレバスの存在により地上からの接近が困難なため,流 動 と変動に関する地上観測はほとんど行われていない。 し
か しマイクロ波散乱計である合成開口レーダによれば,天 候に関係な く雲を通 して広域にわたる氷床表面の情報を得るこ
とが可能である。




研究課題:GRACE衛 星 によ り得 られ る変動 重力場の極域か らの検証
研究期間:平 成16～18年 度
所内研究分担者:野 木義史 ・森脇喜一 ・三浦英樹
所外分担者:4名
経費:11000千 円
研究 目的:2003年3月 に打 ち上 げ られ たGRACE衛 星 は,地 球表層 の大気 ・海水 ・氷床変動を重力変動 の観点か ら明 ら
か にす ることを 目的 とす る。極域での地上検証 と して,　VLBI,GPS,超 伝導重力計,水 位計等,昭 和基地 での精密測地観測
を用 いるが,湧 出量(海 底水流量)と 海洋応答 にっ いての情報 が不足 している。 そ こで,リ ュツォ ・ホルム湾 に自動湧 出
量計 を設 置 し,長 期観測(3ケ 月以上)を 実施 し,し らせ氷河 延長海 底での海底水流量 を正確に把握す る。また,海 底圧力
計 を,同 湾近接 外洋の レーダー高度計搭載衛星 のグラウ ン ドパ ス下 に設置 し,陸 域 か ら海域 へ移動 する質量 の総量 季節
変動,年 々変動 にっ いての手がか りを得 る。本計画 は,終 了後 も観測 は継続 して実施可能 であ り,南 極地学観測 で実施す
る広範 囲 ・長 期間 にわた る地上検証の一部 と して機能 させ たい。
研 究実績:2003年3月 に打 ち上 げ られたGRACE衛 星 は,地 球表層 の大 気 ・海水 ・氷床 変動を重力変動 の観点 か ら明 ら
かにす ることを 目的 と した衛星であ る。本研究の 目的 は,極 域で取得 され た(さ れ る)デ ー タを用 いて,地 上 でのさまざ
まな時定数 の重 力変動 を検 出 し,　GRACEデ ータの示す変動 とっ き合わせ解釈す ることで あるが,(1)従 来 デー タの解析で
わか った知 見,(2)新 たな測器 を設置 しデー タを取得 する,の2パ ー トか ら成 る。(1)に っ いて は1999-2003年 のVLBIデ ー
タ解析 か ら昭和基地,オ ヒギ ンズ基地の地殻隆起速度が それ ぞれ3mm/yr,　 5mm/yrと 求め られ(Fukuzaki　 et　al.に よ り
Journal　 of　Geodesyへ 投稿査読中),昭 和基地 の値 はGPSに よる沿岸露岩域の結果 と整合 して いる こと　(Ohzono　 et　al.
によ り準備 中),絶 対重力測定 による10年 間 の変動 は一〇.27μGal/yrで,　 VLBI/GPS隆 起 と調和 している こと　(Fukuda
et　al.に よ りIAG　 Symposia　 Volume受 理)な どが上げ られ る。一方,(2)で あ るが,研 究 は ほぼ交付 申請書通 りに進行 し
てい る。 事前調査 を もとに66°51'S,37°49'E,水 深4600m地 点 に2台 の海底圧力計を設置 したが,回 収 された1台 には
2004年12月26日 発生の スマ トラ地震津波 も明瞭 に記録 されていた。 これは 「しらせ」で の設置 ・揚収訓練 を十分行 った
成果 であ り,南 大洋 での観 測機器 展開の可能性 を開 いたもので ある。一方,湧 出量計 にっ いて国内で の使用実績 を積み重
ねる(例 えばTaniguchi　 et　al.に よ りGroundwaterへ 投稿)こ とは もとよ り,南 極 氷海 で1500m深 度 まで適用で きるよ
う設計 を工夫 し,第46次 越冬隊が観測 を実施 する ところまで準 備が進 んでい る。
⑧ 藤田秀二
研究課題:氷 床探査 レーダによる東南極氷床内部 と底面のダイナミクスの解明
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研究期間:平 成16～18年 度
所内研究分担者:藤 井理行 ・古川晶雄 ・本山秀明
所外分担者:
経費:3800千 円
研究目的:地 球環境変動 システムのなかで,南 極などの大陸上に,巨 大な氷が氷床 として固定 されたり消滅 したりするメ
カニズムを探 り,大 陸上の巨大な氷のふ るまいが,海 水準の変動や地球全体の気候に支配的な影響を与える状況の理解に
資する。南極内陸での長距離 ・多周波 ・多偏波 レーダ探査の結果 として蓄積 した観測データの解析を実施 し,南 極大陸の
広域の動力学的環境を解明する。本研究は,巨 大氷体内部での電磁波伝搬過程の広域特性や深度に対する特性をまず明ら
かにし,内 部結晶物理構造,動 力学的構造,底 面物理構造,不 純物分布構造,等 年代面分布を広域に解明することである。
データが膨大に蓄積 された現在,日 本の南極観測が担 う東南極域広域でのこうした特性を解明できる環境が整った。3年
の時間をかけてデータの含有する科学的事実の大部分の抽出をはかり,同 時にデータを将来 に残すアーカイブ化をはか
る。
研究実績:本 研究では,研 究開始をする平成16年 以前の観測の実施によって,解 析を実施する対象の氷床 レーダ探査の
データセットは既に揃 っている。研究は,こ のデータセットと,そ れを処理するのに適 した計算機や計算プログラムを活
用 した情報解析処理の研究 としてスター トした。研究初年度は,当 初からの研究計画に沿って以下の項目に重点をおき研
究作業をすすめた。
1.氷 床内部の電磁波伝搬プロセスの評価作業。(主 担当:藤 田)
2.氷 床内部の物理構造の総合評価作業。
(1)氷 床内部からの電波反射で抽出できる 「等年代面」の広域抽出。(主 担当:藤 田,藤 井)
(2)氷 床内部の電波反射の主要原因を広域抽出 し,3次 元力学構造の解明をする。(主 担当:藤 田)
(3)氷 床内部の電波無反射層(通 称 エコーフリーゾーン)を 広域抽出 し,3次 元力学構造の調査。(藤 田)
3.1980年 代に蓄積されたアナログ形式のレーダデータのデジタルアーカイブ化作業。





研究課題:　SuperDARNレ ー ダー網 による極域電磁圏 と下部熱圏 ・中間圏環境変動 の研究
研究期間:平 成16～19年 度
所 内研究分担者:江 尻全機 ・麻生武彦 ・宮岡 宏 ・門倉 昭 ・田口 誠 ・行松 彰 ・岡田雅樹 ・堤 雅基 ・海老原祐輔
所外分担者:7名
経費:4000千 円
研究 目的:太 陽風一磁気圏一電離圏相互作用や 中性大気振動 の本質 を理解す るには,プ ラズマ ・大気環境 が異 な る南北両
極 の広 い領域 を観 測す る必要 が ある。 この ため,本 研究 課題 で は我 が国 が加盟 して い る国 際SuperDARNレ ー ダー網
(Super　 Dual　Auroral　 Radar　 Network)の 観測 デー タを最大 限に利 用す る。　SuperDARNレ ーダーは,最 新 の リモー トセ
ンシング技術 によ り,南 北両極域の大部分の電離圏を視野 と し,高 い時間分解能で連続観測がで きる画期的 な手段で ある。
このSuperDARNレ ーダー網 を駆 使 し,他 の観測手段(人 工衛星観測,オ ーロ ラ ・大気光光学観測,地 上磁場計網観 測,
EISCATレ ーダー,中 波 レーダー,流 星 レー ダー観測,　EISCATヒ ー タ観測)な どと併せ ることによ り,磁 気圏及び下 層
か らのエネルギー流入 とそれ らによる極域 の電離圏 ・熱圏 ・中間圏 の変動過程 を明 らかにす ることを 目的 とす る。 この 目
的のため,以 下 のよ うな個別研究課題 を設定 している。
(1)極 域電磁気圏 ダイナ ミクスとエネルギー輸送 の研究
(2)極 域電離圏 ・熱圏変動 の研究
(3)極 域下部熱圏 ・上部 中間圏 の環境変動 の研究
研 究実績:本 研究課題 は,南 北両 極域 の広範 囲を高時間分解能 で観 測 して いる国際SuperDARNレ ー ダー網の特徴 ・利
点 を最大 限に生 か し,両 半球 の極域電磁圏 で生起 している電磁現象 のマ クロ的 ・ミクロ的特性 を明確に し,太 陽風 と地球
磁 気圏 との相互作用 の物理 的プ ロセ ス,及 び,極 域電磁圏 と下部熱 圏 ・中間圏環境 変動 を総 合的に解 き明かす ことを最終
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目的と している。
今年度 に実施 した具体 的な研究課題 と成果 と しては,
1)　SuperDARN　 PMSEとMFレ ー ダーで得 られ た中性風 を比較 し,　PMSEの 高度決定 な どを行 い,誌 上 ・口頭発表 し
た。また,太 陽 プロ トンに伴 うHFレ ー ダーエコーの初検 出に成功 した,　2)　SuperDARNの データか ら,夏 季中間圏 レー
ダーエ コー　(PMSE)を 抽 出す ることに成功 し,そ の活動 度 に,南 北半球差が あ ることを示 した,3)カ スプ域の昼側可視
オーロ ラとHFレ ーダーとの比較か ら,オ ー ロラの タイプ別の発生 領域 と発生条件を示す ことがで きた,4)2003年11月
23日 に起 こった南極大 陸での皆既 日食時に呼応 したHFレ ー ダー と磁場変動の解析研究,5)HFレ ーダーの生時系列デ ー
タを用 いての流星 エ コー観測 への応用 と開発,6)昭 和基地 に新 たに導入す るステ レオ レー ダーの準備,な どSuperDARN
レーダーを基盤観測手法 と して,多 方面 の研究 分野 を手 がけ,そ の結 果多 くの観測 ・研究成果を上げ ることがで きた。
これ らの研究成果 を発表 す るために,カ ナ ダで開催 された国際SuperDARNワ ー クシ ョップに多 くの研究協力者 が参
加 したのをは じめ,国 内外 の学会 ・シンプ ジウムで成果 発表 を行な った。 また,国 際誌に も投稿 ・発表 した。
⑩ 佐藤夏雄
研究課題:太 陽活動極大期 におけるオーロ ラ微細構造 の南北半球対称性 ・非対称性 の研究
研究期間:平 成13～16年 度
所内研究分担者:江 尻全機 ・山岸久雄 ・宮岡 宏 ・門倉 昭 ・田口 誠 ・行松 彰 ・岡田雅樹
所外分担者:9名
経費:3100千 円
研 究 目的:地 球上で唯一存在す る,オ ーロラ帯 の 「昭和基地一 アイス ラン ド共役点」 において,太 陽活動 の極大期 におけ
るオーロラの微細構造 とダイナ ミックスを高精度で同時観測す る。 この南北 同時観測 記録 よ り,オ ー ロラ動形態 の南北両
半球 の対称性 ・非対称性を定量的 に解析 し,オ ーロラの発生 ・加速機構 を観測事実 か ら明 らかにする ことが主 な研究 目的
であ る。特 に,い まだ に多 くの謎 と して残 されて いる脈動 オーロ ラの周期性 と形状 の生成機構,及 び,オ ー ロラ ・ブ レイ
クアップの開始 時間 ・形状 の南北差異 などに注 目 した観測研究計画 を立案 し実施す る。
脈動 オー ロラやオ ーロラ ・ブ レイクア ップ現象 は,太 陽活動が活発 な時期 には,強 くて典型 的な タイプが頻繁 に発生す
ることが知 られてい る。 したが って,2000年 か ら始 まって いる太陽活動極大期 は,本 研究 目的 の共役点観測 には絶好 の
チ ャンスであ る。本研究課題 のオー ロラ共役点観 測で は,上 記 の脈動 オー ロラやオー ロラ ・ブ レイクアップ現象の他に も,
1)オ メガバ ン ド,2)カ ールやサー ジ,4)プ ロ トン ・オーロラ,5)ブ ラック ・オ ーロラ,6)SCやSIに 伴 うオー ロラ,
などに も注 目し,オ ー ロラ微細 構造 の南 北半球比較研究を行 なう。 また,英 国 の レス ター大学が運用 して いるアイスラ ン
ドのHFレ ー ダーの観 測 は我 々の オー ロラTVカ メ ラ観 測上空 を視野 と して いるので,レ ー ダーとオー ロ ラとの比 較観
測 ・研究 も実施 す る。
研究実績:本 研究課題 は,地 球上 で唯一 存在す るオ ーロラ帯の 「昭和基地 アイスラ ン ド共役点」 にお いて,オ ーロラの
微細構 造 とダイナ ミックスを高精度 で同時観測 す る。 この南北 同時観測記録 よ り,オ ー ロラ動形 態 の南北 両半球 の対称
性 ・非対称性 を定量的 に解析 し,オ ー ロラの発生 ・加速機構 を観測事 実か ら明 らか にす ることが主 な研究 目的で ある。
本年度 は秋分期 の9月 にアイ スラン ドでのオー ロラ共 役点観 測を実 施 した。参加者 は6名 で あり,ア イスラ ン ドの2箇
所(Husafel1,　 Tjornes)に 高感度 オーロラTVカ メ ラを設 置 し,ま た,　Tjornesで は多色天頂 フォ トメー タ観測 も設置 し,
昭和基地 とのオー ロラ同時観測 を実施 した。 快晴 日は6晩 あ り,そ の内,3晩 は昭和基地 との同時観測 に成功 した。 さら
に,電 波 によるオー ロラ観測装置 の設 置やアイ スラン ド国内に3箇 所 あ る超 高層現象 モニタ リング装置の点 検 ・整備作業
も実施 した。
研究成果発表 として,衛 星 と地上共 役点 同時観測 デー タを用いて脈動 オーロラの発生領域 ・発生機 構 に関す るモデル提
案 を行 い,　JGRに 掲載 で きた。 さらに,平 成17年 度 に導 入予定 の絶対 強度 を観 測す るオーロライメージャの作成準 備を
行 った。その他,2003年 の9月26日 に観 測 された非常 に共役性の良 いオーロライベ ン トの詳 しい解析 を行 い,国 内外の学
会 ・シンポで発表 した。また,2003年11月23日 の南極大 陸での 日食時に昭和基地 とその共 役点 であ るアイスラ ン ドで強
い電離圏擾 乱が観測 され,そ の詳 しいデー タ解析をSuperDARNレ ー ダーや南北半球 の地磁気 ネ ッ トワー クデー タを用
いて解析 した。 その研究成果 を,国 内外 の学会 ・シンポ発表 した。
⑪ 渡邉研太郎






研究目的:近 年急速に進んでいる海洋動物行動の研究か ら,海 洋高次捕食者である鯨類 ・鰭脚類 ・海鳥類が,生 物生産の
高い有光層よりも深い中 ・深層水域まで繰り返 し潜水 し,活 発な捕食活動を行 っていることが明 らかになった。 これ らの
高次捕食者の生物量は,全 高次捕食者の3～4割 を占め,そ の捕食量は膨大であることから,中 ・深層水域における生物群
集の構成,分 布状態,捕 食者の捕食戦略に対 して,世 界的に強い関心が集まっている。
中 ・深層の生物群集にっいての研究は,こ れまで魚群探知機やネットサンプリングなどの手段を用いて進められてきた
が,観 測船による調査には自ずと限界があり,生 物群集の実態を解明するに至 っていない。本研究においては,動 物装着
型のマイクロデータロガー(静 止画像,水 中3次 元潜水経路,採 餌行動)を 用いて,1)中 ・深層の生物群集の画像データ
の取得とその構成生物の解析,2)3次 元潜水経路情報か ら中 ・深層生物群集の空間分布の把握,3)高 次捕食者の行動微細
計測により,息 こらえ潜水により捕食潜水する動物の捕食戦略と生理的適応にっいての解明を目的として,各 種野外観測
実験の結果得 られたデータの解析を進める
研究実績:本 年度は最終年度に当たるため,1)過 去2年 の研究成果の発表,2)成 果を基に今後の展開をはかるため高機
能カメラロガー,ロ ガー切 り離 し回収 システムなどの機器開発を中心に研究を行 った。
1)研 究成果の発表は,ウ ェッデルアザラシの中深層採餌行動の研究 として行 った ドイツ ・アルフレッド・ウェゲナー研
究所 との共同研究で得た南極の生物相の新発見にっいて行 った。発表は南極研究科学委員会(SCAR)主 催のシンポジ
ウムにおいて行 った。南極大陸周辺の広大な棚氷の下面に底生生物(端 脚類,等 脚類などが)が 大量に付着 しているこ
とをアザラシに装着 した本研究で開発 したカメラロガーにより発見したことを発表 し,大 きな反響を得た。棚氷域は現
在地球温暖化 と関係 して,多 方面の研究が進められようとしているが,調 査研究のプラットホームが整備されていない
ため,研 究は進まず,地 球上の最 も未知地域となっている。英国はAUV(自 立型無人潜水艇)を 用いて大型プロジェク
トによる調査を開始 したが,氷 下面の観測には失敗 している。現在のところ氷下面の生物相にっいての情報は本研究が
初めて報告するものであり,今 後 この成果を基に本格的な観測の実施が望 まれる。
また,本 研究計画 と成果全般にっいてはアメリカ大型海洋生物プロジェク トであるセンサス ・オブ ・マリンライフの
中核プロジェクトであるトップ計画のワークショップに招聴 されて発表を行い,評 価を得た。
2)本 年度 はさらに高機能のカメラロガーの開発を行い,コ ニカ ・ミノルタ(株)の 協力を得て同社が開発 した新たなモ
ジュールを用いて高分解能 カメラの開発を行った。カメラモジュールは1.3M画 素でJPEG圧 縮機能を有 しているた
め,高 画質の映像10000枚 の撮影が可能 となる。 このほか,ロ ガーシステムを自動的に動物体か ら切 り離 し,回 収する
ための切り離 しシステムと方探 システムの開発も行った。
⑫ 小達恒夫





研究目的:硫 化ジメチルは,海 洋植物プランク トン起源の主要なイオウ化合物であり,全 地球的な気候変化に多大な影響
を及ぼすと考え られている気体の一つである。　DMSの 前駆物質であるジメチルスルフォニオプロピオネー ト　(DMSP)
は,海 洋の植物プランク トンによって作 られることが知 られているが,こ の過程には不明な点が多く,生 物海洋学研究者
のみならず,化 学海洋学研究者,さ らには大気の研究者か らも注目を浴びている。特に,夏 季の極域海洋の氷縁域では,
植物プランク トンの大増殖に伴い,DMS濃 度が高 くなることが知 られてきた。本研究では,平 成14年 度か ら平成17年 度
の研究期間に,夏 季の南極海において現場観測を行い,1)植 物プランク トンの光合成過程とDMSPの 生成過程,2)植 物
プランク トン組成とDMSPの 生成過程,　3)　DMSP-DMSの 変性課程を,平 成14年 度～16年 度の現場観測から明らかにす
る
研究実績:平 成16年 度には,2004年12月31日 ～2005年1月25日 の期間に実施 された,東 京海洋大学 「海鷹丸」の航海
に参加 し,リ ・ツォ ・ホルム湾沖合いにおいて現場観測を実施 した。当該補助金の一部は,研 究航海参加旅費とした。現
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場観測では,海 水の流れ,動 ・植物プランク トンの分布量,植 物プランク トンの光合成速度の観測を行い,　DMS及 び
DMSP濃 度の関連にっいてデータを取得した。本年度は,特 に,海 色人工衛星データとの検証を行った。観測期間中,海
色人工衛星データを 「海鷹丸」船上で受信 し,観 測海域における植物プランク トン分布量に関する良好な画像が得 られた。




研究課題:第4回 国際極年(2007/08)へ の 日本か らの提 案に関す る企画調査
研究期間:平 成16年 度




研究 目的:国 際科学会議(ICUSU)は 国際地球観測年(IGY)か ら50年 目を迎え る2007-08年 に,「 第4回 国際極年」(In-
ternational　 Polar　Year,　IPY-4)を 計 画 してい る。本企画調査 は,こ の キャ ンペー ンに対 して,日 本が積 極的に提案す る研
究参加計画の立案を促進す ることが 目的であ り,学 術会議に設 けられた国内対応委員会 と協力 して,(1)第4回 国際極年
(IPY-4)研 究計画案 を協議 し,　ICSUのIPY計 画 グループに提案す る。(2)ICSUのIPY計 画 グループおよびその継承 と
しての実施委員会な どの国内対応組織 と して,同 グループ/委 員会 と国内 の連絡調整 にあたる。(3)国 内 メデ ィア,フ ァン
デイ ング機関,教 育関係者,市 民への広報 活動,ア ウ トリーチに努 め る。(4)観 測現場 での研究 プ ラッ トフォーム,設 営
資産の利 用調 整に協力す る,と い った活動 を行 う。特 に本企画調査計 画は,国 内外 の さまざまな学術 団体 と連携 しっっ,
若手 研究者 のIPY-4参 加 を支援 し,こ の機会 に次代を担 う彼 らを啓発す るとともに,市 民 や子供 たちへの極地 の重要性 を
普 及,教 育 す ることも重要 な役割 であ る。
研 究実績:
ド
1国 際極年 ホームペー ジを開設す るとともに,ニ ュース レターを発行 し(号 外を除 き,4号 まで発行済 み),研 究者 および
市民 への広報 を行 った。
2地 球惑星科学関連学会2004年 合同学会(5月)に おいて,オ ープ ンフォーラムを開催 し,各 分野が提案す る計画 とその
意義 を相互 に紹 介 し,実 施上 の問題点 を討議 した。
3国 際極年国内委員会(2004年3月 発足)と 協力 し,拡 大国内委 員会(10月,12月)を 開 き,国 内 の学術団体 と情報交
換 を行 い,連 携 を図 った。
4　 SCAR(南 極研究科学委 員会,　ICSU傘 下)の 総 会 ・同公開科学会議 ・　COMNAP評 議会(7月)に お いて,日 本の基本
計画 を紹介す るとと もに,国 際共同体制 につ いて他国 の研究者 と検討 を行 った。
5上 記公開科学 会議 「全地球 システムにお ける南極大陸 と南大洋」には,国 際極年実施時 に中核的な研究を担 う若手 研究
者 を派遣 し,計 画段階か ら,討 論 に参加 させ た。
62004年8月 時点 での,日 本か らの研究提 案を まとめて,英 文冊 子を発行 し,海 外へ も発信 した。
7　 1CSUの 計画 グループが主催す る 「デ ィス カッシ ョン ・フォー ラム」に研究分担者 を派遣 し,国 際情勢 の把握 に努 めた。
8　 1CSUの 計画 グループ議長 ク リス ・ラプ レイ博士を招 いて,国 際極年へむ けての内外の準 備進捗状 況 にっいて意 見交換
を行 った(10月)。
9国 際極年 ア ウ トリーチ活動 の一環 として 「中学 ・高校生の提案を南極 ・北極へ」コンテス トを行 い,入 賞者 および指導










研究課題:北 極雪氷 コアが示す十年スケールのエアロゾル変動 と北極振動
研究期間:平 成15～16年 度
所内研究分担者:藤 井理行 ・本山秀明 ・藤田秀二 ・古川晶雄
所外分担者:1名
経費:1300千 円
研究 目的:極 地の氷床や氷河で掘削 された雪氷 コアの酸素同位体比や化学成分の分析から,過 去の気温や大気中のエアロ
ゾルの変動を推定することができる。雪氷 コア中エアロゾルの時間変動 は,そ の発生源の時間変動 と,大 気循環場の時間
変動の両方を反映したものであるから,雪 氷 コアから発生源の変動を復元するためには,大 気循環場の変動が雪氷コアの
エアロゾル濃度 に及ぼす影響を解明することが不可欠である。逆に,雪 氷コア解析データを用いて過去の大気循環場の変
動を解明することが出来 る可能 性がある。本研究 は,北 極域の多点で掘削された雪氷コアに含まれる海塩起源及び大気汚
染物質起源のエアロゾル濃度の変動 における数年～数十年 スケールの変動に着目して統計的解析を行う。さらに,数 年～
数十年スケールの変動の原因を研究 し,そ の変動 に及ぼす北極振動など大気循環場の変動や海氷変動の影響を解明する。
研究実績:極 地の氷床や氷河で掘削された雪氷コアの酸素同位体比や化学成分の分析か ら,過 去の気温や大気中のエアロ
ゾルの変動を推定 した。
雪氷コア中エアロゾルの時間変動は,そ の発生源の時間変動と,大 気循環場の時間変動の両方を反映 したものである。
北極域の多点で掘削された雪氷コアに含まれる海塩起源及び大気汚染物質起源のエアロゾル濃度の変動における数年～
数十年スケールの変動に着目して統計的解析を行ってきた。雪氷コア記録か ら抽出される数年～数十年スケールの変動が
掘削地域によって正あるいは負の異なった相関を示 していることを明 らかにした。 この変動にはエアロゾルの発生源のひ
とっである海洋状態に大きく影響を与える海氷変動,大 気循環場の変動としての北極振動などが大きく影響 していると思
われる。
大気循環場の変動要因,海 氷変動などにっいて資料を収集 した。収集 した資料を数年～数十年スケールのエアロゾル濃
度変動 との関連で検討 した。
北極域では氷河上の積雪の融解が無視できない。雪氷 コアの融解の履歴 とコア試料中のエアロゾル起源物質変動の相関







研究目的:南 極海で頻発する沿岸海氷や棚氷の大規模な崩壊 ・流出の物理過程を調べ,そ の起因となる大気 ・海洋場の変
化の特徴を明 らかにする。リュツォ ・ホルム湾では過去20年 間で海氷が安定 して流出しなか った時期と,反 対に流出が頻
発する不安定な時期とが数年間ずっ持続 している。棚氷の崩壊とそれに伴う巨大氷山の誕生 ・漂流 も随所で観測され,地
球規模の環境変化との関連の解明が急務となっている。棚氷崩壊に関わる力学的な不安定性には,海 水面の他に海氷分布
の変化 も寄与すると考え られる。このような海氷や棚氷の大規模な変化は,大 気一海洋間の熱収支や水塊形成,海 洋循環,
さらには物質輸送などにも影響をもたらす。本研究では大陸沿岸域の海氷および棚氷の変化に着目して,極 域や地球規模
の環境変化の解明を目的としている。
研究実績:衛 星画像と砕氷航行記録を用いて過去25年 間の南極 リュッォ ・ホルム湾周辺の海氷変動特性を調べた。1997
年以降2004年 までの近年を含めて,湾 内定着氷の大規模な崩壊 と流出が頻発 している。この沿岸海氷の力学的な安定性へ
の寄与が考えられる,氷 厚や氷上積雪深,沖 合流氷消長の年々変化を解析 した。昭和基地付近の氷上積雪深と海氷流出有
無 との間に相関が認められたが(少 雪期に流出が持続する),こ の解釈を空間的に拡張するために同湾を毎年航海する観測
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船 「しらせ」の報告書か ら航路上の積雪深 ・氷厚 ・砕氷航行データを抽出し,曇 天時の衛星情報の欠損期や衛星情報が不
十分な1990年 代前 ・中期の氷状推定を補完 した。船上目視による氷厚や積雪深 とラミング砕氷の一回当たりの進出距離
(日平均値)と の問に負の相関が認められ,氷 状の年々変化を反映する一つの指標 として有効性を見出した。また,海 氷流
出の前提となる定着氷崩壊の一因として外洋か らのうね り進入に着目し,沖 合流氷分布の特徴を調べた。秋か ら冬に北上
する流氷縁が,同 湾沖ではその周囲より南に窪んだ形状を示す ことがある。その窪みの有無を米国立氷センターのデータ
で調べた結果,海 氷流出と氷縁窪みの発現 はほぼ同期 していることがわかった。以上の結果か ら,う ねりの進入に対 して,
沖合流氷域が定着氷崩壊を抑制する"防 波堤"の 役割を果たす可能性が示された。
さらに,衛 星画像による白旗氷河浮氷舌の形態特徴か ら,1950-70年 代の約30年 間は湾内奥部に至る海氷の広域流出は
起 こらなかったことが推測されており,定 着氷野の安定/不 安定モー ドが数年～数十年の周期性を持 って変動 していると
いう仮説を支持すると解釈 された。陸水である氷河末端の長期変動 と海氷消長 との関係の理解は棚氷の不安定性の解釈に
も有益であり,同 湾周辺の大気場変動 との関連 と合わせて解析する準備を行なった。
④ 今栄直也
研究課題:火 星阻石 ナ クライ トの再現実験
研究期間:平 成15～17年 度
経費:800千 円
研究 目的:平 成15年 度 は,ナ クライ ト母マグマ組成で の平衡実験か ら相関係 を明 らか に した。 これか ら リキ ダス温度が
1240℃ であ ることを見 いだ した。晶出鉱物 はナ クライ ト阻石 と一致 し,高 温で安定な鉱物の順 に,チ タノマ グネタイ ト,
カル シウム単斜輝石,か ん らん石,斜 長石 であ った。鉱物化学組成 は元 素拡 散によ る冷却過程 での組成変化 を受 けていな
い輝石 の組成 がナ クライ トと同一 であ ることが分 か った。 ナ クライ トのかん らん石 は拡散 による組成変化 を受 けてお り,
実験生成物 はマ グネシウムに富 む ことを確認 した。
こうした結果 を基礎 に して,平 成16年 度 は,ナ クライ ト組織の再現を 目的 と した,リ キ ダス温度付近 か らの冷却実験 を
行 う。冷却速度 は0.1～1℃/hで 行 う。
また無水 ナ クライ ト組織 の再現 が成功 すれば,最 終年度で ある平成17年 度において,こ れを出発物質 として水質変成反
応実験 を行 い,含 水鉱物相 の同定 と,そ の生成条件 を明 らかにす る。
研究実績:昨 年度 か ら継続 していた定酸 素分圧(fayalite-magnetite-quartz　 buffer),一 定温度(1275℃ 付近か ら1000℃
付近)下 での相 平衡実験 か ら液相温度 と固相温度 を決定後,定 温実験 で決定 した液相温度 と固相温度 の範囲 で冷却実験 を
開始 した。 出発物質 はいずれ もナ クライ ト親 マ グマを想定 した組成 を用いた。冷却実験 は,主 として冷却開始温度 と冷却
速度 を変 えて,7回 行 った。ナ クライ トに 含まれ るかん らん石の累帯構造 か ら,ナ クライ トを作 った溶岩流の冷却速度 は,
0.1～1℃/時 間程度 と見積 もった。その結 果,一 回の実験時間 は長 くて2ケ 月を要す ることか ら,一 台 の電気炉 で行 える実
験 回数 は限 られた。冷却実験 か ら,や ま とナ クライ トの普通輝 石の結晶成長 に類似 した累帯構造 が確認 されるなどナ クラ
イ トに見 られ る特徴 の一部 を再現 す ることに成功 した。 こうした定温 ・冷却実験 の一連 の結果 は,国 内外 の学会 や シンポ
ジウムで口頭発表 を行 った。
また,や ま とナ クライ トの観察 分析 を続 け,ナ クライ トを作 った親 マ グマを3っ の異なる手法 で求 め,整 合的 な結果 を
得た。 ナ クライ トを作 った結 晶化過程 の考察 を さらに進 め,こ れまでよ り確 か らしいモデルを提 出 し,や ま とナ クライ ト
の一連 の岩石学 的研究 を国際誌 に投稿 した。 この研究の中で,親 マグマ組成 のNa、、0,K、O,Tio2の 副成分組成 の見直 しを
行 い,現 在新 たな出発物質 を作成 して再度定温 ・冷却実験 を行 う準備 を してい る。実験装置 は ジル コニア酸素 セ ンサを導
入す るな どの改良 を行 った。
さらに,新 たに見つか った南極産 ナ クライ ト(MILO3346)の 観察 ・分析 を通 じてナ クライ トの形成 史をよ り一般化 し
て捉 え る研究 も始 めてい る。
⑤ 行松 彰






研究目的:本 課題では,　Yukimatu　 and　Tsutsumi　 [2002]に より開発された生時系列解析手法をさらに発展させ,非 常 に
時間空間能の高い観測か ら極域電磁圏 ダイナ ミクスを探ることを目的 とする。　SuperDARNは,時 々刻々変化する南北両
極域の電離層対流(電 場)の 大規模構造を観測する画期的な国際短波 レーダー網であるが,自 己相関関数(ACF)法 に基




SuperDARNレ ーダー観測において,近 接 した2周 波の電波を用いた距離分解能の高い手法を開発 し,そ の初期結果を
学会において発表 した。さらに時間空間分解能の高い観測を実現するため,よ り周波数の数を増やした観測手法開発の検
討を行い,ま た昭和基地 レーダーの個々のアンテナに独立にデジタル受信機を備えた改良型 システムの構築を開始 した。
各種の干渉計,イ メージング観測手法の応用を予定 している。
2時 系列データ解析
(1)流 星エコーを利用 した中間圏界面領域の風速観測技術を実用化 した。通常のF層 観測に全 く影響を与えず,副 産物 と
して高品質の中間圏風速データが得 られるのが特長である。他国のレーダーにも応用 した風速観測ネットワークの構築
をめざした検討を行 った。
(2)　SuperDARNの 近距離 レンジ観測から夏季中間圏 レーダーエコー　(PMSE)を 抽出するアルゴリズムを開発した。 こ
のアルゴリズムでは,エ コーの受信強度,ド ップラーシフ ト,ス ペク トル幅などの情報を元にして,そ の他の散乱対象
(E領 域プラズマ密度不規則構造や流星エコーなど)と の弁別を行 っている。 本アルゴリズムを,南 北のSuperDARN
観測データに適用 し,　PMSEの 活動度に南北半球差があることを示 した。南北半球でほぼ同じ規格のレーダーを用い,













所内研究分担者:和 田 誠 ・塩原匡貴 ・平沢尚彦 ・森本真司 ・原圭一郎 ・矢吹正教
所外分担者:5名
経費:29200千 円
研究目的:北 極域大気の対流圏,成 層圏における温室効果気体やエアロゾル,オ ゾン,雲 の変動を明 らかにし,そ の原因
となる輸送や生成 ・消滅過程の解明をはか り,南 極域と対比 しつつ,放 射効果などを通 じた気候への影響を評価すること
を目的としている。北極海への出入 り口,海 洋性の北極としての代表点である,ス バールバル諸島,ニ 一汁ルスン観測基
地を中心に,こ れ ら大気中物質を継続的に観測 して変動特性を明 らかにすると共に,気 球や航空機を使った鉛直分布,広
域3次 元分布の観測,衛 星や気象客観解析データの解析,モ デルによる評価を通 じ,変 動の原因となる輸送 ・変質過程や,
さらには気候影響を解明する。
研究実績:北 極域大気の対流圏,成 層圏における温室効果気体やエアロゾル,オ ゾン,雲 の変動を明 らかにし,そ の原因
となる輸送や生成 ・消滅/吸収過程の解明をはかり,南 極域と対比 しっっ,放 射効果などを通 じた気候への影響を評価する
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ことを目的 としている。平成16年 度 は以 ドの結果を得た。
1.ス バールバル諸 島ニーオル スン基地 における,温 室効果気体 にっ いての大気 サ ンプ リング観測 や,地 上観測,オ ゾン
の連続観測 を継続 した。気体濃度 の分析 と して二酸化炭素,メ タン,一 酸化二窒素,酸 素 ・窒素比,SF6濃 度 につ いて
実施 し,さ らに安定 同位体比 として二酸化炭素 中の炭素同位体,酸 素同位体,メ タン中の炭素 同位体比 を求 めた。特 に
酸素 ・窒素比か ら二酸化炭 素収支 の ここ数年 の様態が明 らか にされた。
2.地 上か らのエア ロゾル ・雲 の リモー トセ ンシング観測 として進 めているマイ クロパ ルス ライ ダー観測 に併せ全天 カ メ
ラ観測 を行 い,雲 の情報取得 にっ とめた。 レー ダ観測 は継続 しエ コー頂高度分布統計値 の取得 を進 めた。
3.北 極対流圏 エア ロゾル雲放射総合観測(ASTAR2004)に参加 した。 ドイツ,ア ル フレッ ド・ウェーゲナー極地海洋
研究所(AWI)の 航空機2機 を使 って,5～6月 に実施 した もので,多 数 の機関 が参加 した。イ ンパ クターの観測か らは,
先 のASTAR　 2000と は異 な る人為的汚染 の少ない清浄 なエア ロゾル組成 が明 らかに された。 地上観測か らは,北 極 ヘ
イズの時期が終了 し,大 気が清浄 になる過程が とらえ られて いる。
4.引 き続 きASTAR2000(北 極対流圏エ アロゾル放射総合観測)お よびAAMP　 O2　(北極海横断航空機大気観測)の 高
次 のデー タ解析が進 め られ,エ ア ロゾルの分布 に クラス ター解析 を適用 した結果や成層圏 ・対流圏物質交換 の指標 とな




所内研究分担者:藤 井理行 ・本山秀明 ・藤田秀二 ・占川晶雄 ・橋田 元
所外分担者:6名
経費:12400千 円
研究目的:極 域は地球の冷源として,熱 源である熱帯とともに地球の気候 システムに重要な役割を担っている。極域の冷
源と低緯度地方の熱源との間に生 じる熱輸送の過程で,極 域では大気 ・海洋大循環の収束域としてさまざまな発生源か ら
の物質が集積 し,氷 河 ・氷床に堆積,保 存される。雪氷コアに含まれる諸物質はその時系列堆積物質であり,そ の組成比
や存在量は地球スケールの気候,環 境変動の指標となる。また極域雪氷圏の拡大 ・縮小は極域の冷源としての役割に大き
な影響を与える。
気候 ・環境変動の起こり方には地域による差が大きく,北 極域における気候 ・環境変動のメカニズムを解明するために
は北極域の様々な地域で過去に生 じた気候 ・環境変動を解明する必要がある。本研究では多地点での雪氷コア掘削,お よ
びその解析によって北極域全域での過去の気候 ・環境変動を復元すると同時に現在の北極雪氷圏の動態にっいて,観 測を
中心に した実態の解明に努める。
以上の研究 ・観測は,国 際協同観測として国際北極科学委員会(IASC)や 南極科学委員会(SCAR)を 中心に具体的な
観測計画として議論されてきたものである。
研究実績:極 域は地球の冷源として,熱 源である熱帯 とともに地球の気候システムに重要な役割を担 っている。極域の冷
源と低緯度地方の熱源との間に生 じる熱輸送の過程で,大 気 ・海洋大循環の収束域 としてさまざまな発生源からの物質が
極域に輸送 され,氷 河 ・氷床に堆積,保 存されている。雪氷コアに含まれる諸物質はその時系列堆積であり,そ の組成比
や存在量は地球 スケールの気候,環 境変動の指標となる。また極域雪氷圏の拡大 ・縮小は極域の冷源としての役割に大 き
な影響を与える。




を目指 してきた。同時に現在の北極雪氷圏の動態にっいて,観 測を中心に した実態の解明に努めた。
北極圏の観測を実施するためには国際的な枠組みと継続性が重要である。そのため国際協同観測として,組 織的な雪氷
コア観測への取 り組みを企画 し,広 域に及ぶ雪氷圏の拡大 ・縮小に関する観測と情報交換に努めた。具体的な観測計画と
して国際北極科学委員会(IASC)や 南極科学委員会(SCAR)を 中心に議論を進め,国 際北極委員会で本研究計画を提案
し,雪 氷ワーキンググループを中心に実施計画を検討 した。
国際協同観測への参加を前提 とした計画(North　 GRIP　:北部グリーンランド氷床コア計画,　IASC・ICAP:環 北極海雪
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氷コア観測計画,　SCAR　 ・　PICE:雪 氷コアでの古環境復元計画)と 北極圏雪氷観測として北極域の主権国との共同研究と
して日本を中心として独自に立案された計画を立案 し,相 互に補完 し北極圏の環境変動の研究を推 し進めた。





所内研究分担者:小 達恒夫 ・伊藤 一 ・工藤 栄 ・牛尾収輝 ・渡邊研太郎 ・平言睾 享
所外分担者:7名
経費:11000千 円
研究目的:両 半球の高緯度海域では,冬 期間の海氷生成に伴って,低 温高塩分の重い海水が形成される。これは地球規模
の海洋大循環の主要な駆動力となることで注目されている。
この重い海水の形成はポ リニアと呼ばれる海氷域内の開水面領域において特に顕著である。また,ポ リニア海域は海洋
生物生産が高い海域としても知 られており,冬 期間は海獣類や海鳥類が群を形成する場で,あ たか も 「砂漠のオアシス」
のごとく 「海氷域のオアシス」の存在として特徴付けられる。このオアシスの源は光合成による基礎生産過程であり,そ
の強度は海洋への二酸化炭素の吸収過程を促進するプロセスである。本研究課題では,北 極海域に形成されるポ リニアを
主な研究対象海域 とする。また,北 極海 と中緯度海域との問の熱や各種物質交換過程に重要な役割を果たすと言われてい
るグリーンランド海およびバレンッ海の研究 も進める。
本研究では,上 記の海域およびその周辺海氷域における調査航海に参加 し,人 工衛星によるデータ収録や係留観測に
よって,海 氷消長 とそれに伴 う海洋環境の時間空間変動を把握すると共に,大 気からの冷却過程による熱塩循環を通 して
の底層水形成過程 と海洋循環機構を明らかにする。特に海洋環境の季節変化をカバーする時系列情報の取得 と解析に重点
を置き,対 象海域の実態 と変動機構を解明する。
研究実績:平 成15年 度9月 か らス ター トした北極ボーフォー ト海東南部海域ポ リニア域における通年国際研究航海
(CASES　 :　Canadian　Arctic　Shelf　Exchange　 Study)が 平成16年 度にも継続的に実施 された。平成16年 度の航海には大
学院学生や本研究課題で雇用した研究協力者を含む合計9名 がこれらの航海に乗船 した。前年度か らの延べ乗船者数は21
名であった。観測はカナダ沿岸警備隊砕氷船アムンゼン号で行われ,カ ナダ,米 国をはじめ多くの国々から伸べ300名 を
超える研究者が乗船 し現場観測を行った。本研究の大 きな特徴は通年にわたり観測現場に砕氷観測船を維持 し,こ れまで
全 く情報がなかった9月 中旬から翌年の5月 中旬まで海氷に覆われる期間の海洋生態系の時系列変動を実測したことにあ
る。また,各 国の専門家を有機的に組み合わせることにより学際的な研究体制を構築 したことも大 きな特徴である。 日本
側は,① 基礎生産過程や光合成生理過程の 究,② 基礎生産物を摂食する動物プランクトンの生態学的研究,⑧ 表層から
深底層への粒状有機物の沈降過程の研究,を 中心に現場観測,そ の後の標本やデータ処理を分担 した。すべての航海が終
了 し,観測器材や標本が国内に輸送されたのは平成17年 の2月 であり,多 くの標本やデータの処理はこれからスター トす





所内研究分担者:森 脇喜一 ・三浦英樹 ・内田雅己 ・加藤明子
所外分担者:4名
経費:9400千 円
研究目的:北 極域ツンドラ生態系は一般に極地オアシスといわれ,砂 漠のオアシスと同様に,不 連続なパ ッチ状の植生を
な し,い ったん消滅 して しまうと再生することは非常に困難である。本研究では極地オアシスの生態系を対象として,現
状の生態系の構造や機能及び環境応答性を把握 し,今 後の生態系変動の基礎データを得ることと,生 態系変動の将来予測
を行う。
研究実績:平 成16年 度に実施された本研究計画の中心は日本一 カナダ共同観測 として大陸性気候を持つエルズミア島で
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の北極研究に置かれた。カナダ北極の氷河後退域を利用 して北極における地球環境変化が陸域環境の生物的及び地理的多
様性に与える影響,生 物 ・地理的多様性の変化による物質循環,エ ネルギー収支への影響,生 物多様性 と物質循環の変化
が気候 システムに与える影響を総合的に解明することができた。とくに,北 極の陸域環境のツンドラ生態系において,地
球環境変化が生物 ・地理的多様性に対 して最 も影響が出やす く,北 極生態系の多様性及び機能の維持において重要な役割















研究 目的:大 気 エアロゾルの地球温 暖化/冷 却化効果 は,太 陽光を エアロゾル粒子が吸収 ・散乱 す る直接的効果 と雲 の生
成 をとお し太陽光 の反射率 を変化 させ る間接的効果 に大別す る ことがで きる。す なわ ち,直 接効果 はエアロゾルの放射特
性 に依存 し,エ ア ロゾルの性状 によ り大 きく異なる。 そのため,エ アロゾルの放射効果 を定量的 に見積 もり,正 確 な温暖
化予測 に寄与す るためには,ま ず,地 球規模で のエア ロゾルの実態把握が重要で あ り,さ らに地域毎 あるいは季節 によ り
特徴的 なエアロゾルにっ いて光学特性 とその変動特性 を調べ る必要が ある。
このよ うな背景か ら,本 研究で は,大 気 エア ロゾルの直接的地球冷却化効果 を明 らか にす る ことを目的 に,エ ア ロゾル
性状 の異 なる山岳地域,離 島,海 上等 において,エ アロゾルの放射特性や化学特性 の総合的観測 を行 い,そ れ らの観測結
果 を もとに した解析 によ り,エ ア ロゾルの直接効果 による放射強制力 を定量的 に評価す る もので ある。
研究実績:本 研究 では,日 本 各地 の地上 サイ トおよび船上で の リモー トセ ンシングおよび現場観測 によ り東 ア ジアにおけ
る対流圏 エア ロゾルの光学特性 を調べ,直 接効果 による気候影響を評価す ることを 目的 と して いる。平 成16年 度 の主 な成
果 は以下 の とお りで ある。
1)南 極観測船 しらせ の 日本周回訓練航海(2004年9月)に お いて洋上 エアロゾル光学観測を実施 した。 この船上観測 に
は,光 学式粒子数 濃度 計測器(OPC),積 分型 ネフェ ロメ一 夕(IN),お よび吸収光度計(PSAP)を 用いた。　Yabuki　 et
al.(JMSJ,2003)の 方法によ り,こ れ らの観測 データを組み合わせて解析 した結果,濃 厚 なヘイズ現象が観測 され た鳥
取～ 山口沖(9月20日)で は,エ アロゾルの複素屈折率 にっ いて実数部1.48～1.54,虚 数部0.002～0.004と い う値が得 ら
れた。
2)2004年4月 に実 施 した甲府 での黄砂観 測(AOIP21計 画研究班 との共同)で は,2004年4月17～18日 に到来 した黄砂
粒 子の粒径分布 を コール ターマルチサ イザーによ り測定す る ことが で きた。 その結果,こ の時 の黄砂粒子 は幾何平均半
径2.8mを 持 つ粒 径分布を示 した。
3)小 笠原諸 島父 島で継続実施 中のエア ロゾル観測 の うち,2004年2月15日 に捉 えたア ジア大陸起源 エア ロゾルの輸送
イベ ン トについて,光 学特性 に関す るクロー ジャー解析 を行 った。 その結果,汚 染物質到来 によ って急激 な増加 が見 ら
れたエア ロゾル光学 的厚 さ(サ ンフ ォ トメー タ観測)は 地上光学測定(ネ フェロメ一 夕およびPSAP)に よ る消散係数 の
鉛 直積 分値 とよい一致 を示 した。
4)父 島での2003年 お よび2004年 の スカイラジオ メー タ観測 デー タを解析 した結果,春 季には大陸起源 の土壌粒子 の影








研究目的:本 研究は,南 極観測で磁場探査に使用する,　GPSナ ビゲーションによる模型飛行機を開発することを目的とす
る。開発予定の模型飛行機は翼長3m前 後で,　GPSナ ビゲーションシステム等は可能な限り市販の製品を使用する。本研
究ではGPSナ ビゲーションシステムと模型飛行機のマッチング,ソ フ トウエアーの開発,そ れに模型飛行機の非磁性化が
大きな研究テーマである。
昨年度に日本飛行機kkの 自律型小型無人機(プ ロペラH型)を 購入 し磁場探査用機体に改造 し,飛 行試験を行 った。し
か し,こ の機体は巡航速度140km/hと スピー ドが速 く,ま た機体振動 も大 きく磁場探査には不適であることが判明した。
この結果を受け,日乍年度末から時速約70km/sの 機体の製作を開始 した。本年度はこの機体を用いて飛行試験を行 う。
研究実績:初 年度に購入 した自律型無人機(UAV,86cc・2サ イクル ・2気筒ガソリンエンジン機)の 機体磁場環境を測
定 し,最 も機体磁気の影響の少ない位置を決定 した。この機体にGPSと デ一夕ロガを取 り付け,秋 田県鳥海山麓 にある由
利原高原において飛行実験を行った。飛行は4×6kmの 範囲をグリット状に高度800m・ 時速130km/hで 飛行させた。
その結果,弱 風で連続飛行100kmの 自律飛行が可能であることが判明 した。しか し,旋 同時に高度が30m程 低下する問
題や,大 きな機体振動のため測定器の接触不良等の問題が発生 した。風速20m/hの 条件で飛行 した場合,自 律装置は問題
なく機体を制御 したが,機 体は風に流されるため,風 下でルートを大きく逸脱する問題が発生 した。 また,強 風下では燃
料消費が激 しく,連 続飛行距離80kmで エ ンストによる飛行中断が起こった。このような トラブルでも安全装置が作動 し
パラシュー トが開き,ほ とんど無傷で機体の回収ができることが判明 した。
本機体は失速速度90km/sと 大 きく,素 人の操縦は困難なことが判明 した。今後,よ り低速で飛行する機体の開発が必
要である。また,エ ンジン機は操作に熟練を要するため,当 面 は操作容易な電動機が必要である。 この問題を解決するた
め,ス ロバキアとチェッコで電動機体の情報収集を行った。そしてスロバキアで,GROB-G109機 体を選定 し購入 した。電
動機にデジタルカメラを取り付け飛行させた結果,高 解像度の画像が撮影できることが判明 した。







研究目的:観 測の遅れから定量的な議論の難 しかった極域中間圏 ・下部熱圏領域の力学研究のために,既 存装置による観
測継続に加えて新 しい測定技術を開発 して観測を行う。その観測結果をもとに,こ の領域の大気の振 る舞いを多面的にと
らえて解析を行う。具体項 目は以下の通 り。
・MFレ ーダーとナ トリウムライダーにより南極で初めての長期同時観測された風速 と温度から,背 景場および各種大気
波動の振る舞いを調べる。
・全天カメラによる大気光観測(昭 和基地および南極点)に より重力波を観測 し背景場 との関係を探 る
・　SuperDARNレ ーダーを利用 し,極 域の広い経度領域をカバーする流星風観測ネットワーク構築を目指す
研究実績:1観 測手法の開発および新規観測
(1)電 離層の研究のために南北両極域に展開されているSuperDARNレ ーダーを利用 し,電 離層定常観測中にも流星エ
コーを利用 した中間圏観測を行う手法を実用化 レベルにまで改良 した。




(1)昭 和基地におけるMFレ ーダーとナ トリウムライダーで観測された中間圏 ・下部熱圏データをもとに,成 層圏と中間
圏 ・下部熱圏の現象の関連について調べた。未曾有の成層圏突然昇温現象の起こった2002年 は成層圏のみならず,そ の
上部大気でも大きく前後の年 とは風速 ・温度場が異なっており,大 気大循環のパ ターンが広い高度域において特異な振
舞いを示 したことが明らかになった。
(2)上 記のレーダー ・ライダーデータをもとに,南 極域冬期の大気潮汐波の解析を行った。周期12時 間の成分の詳細解析
を行 った他,周 期6,8時 間といった短周期の波動の活動の様子が明らかとなった。
(3)北 極における流星 レーダー観測データをもとに風速 ・温度変動成分を抽出し,重 力波伝播特性解析の新 しい手法とし
て確立させることができた。
② 森本真司
研究課題:炭 素 同位体比観測 による南北両極域 での大気 中メ タン濃度変動 の解明
研究期間:平 成15～16年 度
経費:1000千 円
研究 目的:大 気 中のメ タン(CHP濃 度 は産業革 命以降急激 に増加 している ことが知 られてお り,二 酸化炭素(CO2)に 次
ぐ重要 な温室効果気体 と して,そ の増加原因 や将来起 こりうる気候変動へ のCH,循 環系の応答,そ して将来濃度予測 に関
す る研究が重要 であると認識 されている。CH,の 炭素同位体比(δ13CH,)は,CH,起 源 によ って,各 放 出源 に関す る情報
が得 られ ると考 え られている。
本研究で は,申 請者が開発 した 「少量大気試料 によるδ13C,分 析 システム」に改良 を加えて更 に精度向上 を図 り,南 極域
で の δ13CH4の 季節変動 ・経年 変動 を検 出可能 な測定精度(～0.03パ ー ミル)を 達成す る。本 システムを用 いて南極 ・昭和
基地で採取 され た大気試料 を分析 し,南 極域 におけ るδ13CHIの 季節変化 ・経年変化を明 らか にす る。また,前 年度 まで2
年間実施 した北極 ・ニーオ ルス ンでの大気採取及 び δ13CH,分 析 を継続 し,季 節変化 の年 々変動 と経年変化傾 向を明 らか
にす る。 さらに,南 北両極域 の δ13CHiとCH,濃 度 の観測 デー タか ら,　CHi放 出源 ・消滅源 の分布 と変動 にっ いて考察 を
加え る。
研究実績:大 気中 のメ タン(CHD二 酸化炭素(CO2)に 次 ぐ重要な温室効果気体 と して,そ の放出源 ・消滅源の変動を定
量的 に明 らか にす る ことが求 め られ てい る。 これ まで 大気 中CH濃 度 の観 測が各国研究機 関 によ って広 く行われて きた
が,濃 度観測 のみか らは様 々なCH-,放 出源の寄与それぞれを分離 して評価で きな いため に,CH4濃 度 の変動 原因を特定す
ることは非常 に困難で あった。CH,の 炭素同位体比(δ13CH,)は,CH,の 放出源の種類 によって値が大 き く異 な って いる
ため,CH4濃 度 とδ13CH,の 同時精密観測を行 うことによって,各 放出源に関す る情報が得 られ ると考え られ る。
本研究で は,ま ず,ガ スクロマ トグラフ質量 分析計 の改造 と最適化 を行い,少 量 の大気試料(100cc)を 用 いてO.05per-
milの 精度で δ13CH,分 析 を可能 にす るシステムを開 発 した。次 に,同 様 な観 測を行 ってい るニ ュー ジー ラン ド大 気水圏研
究所(NIWA)と の間で同位体標準 ガスの比較実験 を実施 し,本 研究で独 自に開発 した同位体 スケールとNIWAス ケール
間の関係を把握 した。そ して,北 極 ・ニーオルス ン基 地(北 緯79度)及 び南極 ・昭和基地(南 緯69度)で 採取 され保存
されて いた大気試料の分析を行 い,北 極 にっいて1996年 か ら現在 まで,南 極 にっいて2001年 か ら2004年 までの高精度 時
系列 デー タを得 た。北極域 におけ るδ13CHlは 振幅0.4　permilの 明瞭 な季節変 化を示 しなが ら経年的 にわずか に上昇 して
い る。1998年 濃度の急増が観測 されたが δ13CHIに は有意 な変動が 見 られなか ったことか ら,1998年 の濃度急増 の原因 と
して湿地起 源 と森林火災 によ るCH4放 出量増加 が考 え られ る。 南極域 の δ13CH、 デ ータはまだデ ータ長 が短 いため に長期





研究目的:本 研究 は,極 地研究所とリトルレオナル ド社が開発中の超小型データロガーを用いて,飛 翔性および潜水性海
鳥類の行動を微細 に記録 し,そ れを同時に得られた水温 ・水深 ・位置情報等の微細情報および衛星や海洋観測などのマク
ロな海洋環境情報 と重ね合わせ,様 々な行動の発現パターンを環境 との関わりにおいて明らかにし,海 鳥類の行動生態研
究の飛躍的発展を目指す。
研究実績:本 年度は(1)こ れまでに得られている加速度ロガーによるデータの検討,(2)オ ーストラリアにおけるリトルペ
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ンギン調査,(3)測 器の開発および改良をおこなった。
1.す でに得 られているカツオ ドリ,リ トルペンギン,カ ワウの加速度データの再検討を行い,ロ ガーの装着方法は防水
テープによって背中の後部に装着するのが もっともノイズが少なく,安 定 したデータが得られること,ま た歩行,飛 翔,
水面に浮いている,潜 水などの行動の判別基準が種毎に異なること,羽 ばたき飛翔および潜水は背腹方向の加速度を高
速で記録することで羽ばたきのの頻度と強度を検出でき,脚 を使 った潜水,姿 勢を表す体軸角度の変化は頭尾方向の加
速度を記録することが有効であることなどを確認 した。これ らの行動を検出するためのマクロを作成 した。
2.オ ース トラリア,フ ィリップ島のリトルペンギン営巣地において,加 速度ロガーによる採餌行動調査を行い,抱 卵,
育雛 クレイシ期の採餌 トリップ中の深度および加速度データを得た。データは1次 処理が終わ り,今 後,作 成 したマ
クロを改良 しなが ら,行 動判別,ト リップ中の時間配分,加 速度変化による採餌行動の検出等の細かい解析を行 ってい
く。また飼育下の個体で噛の動きを記録するロガーのテス トを実施 し,装 着時には麻酔を用いることで動物への負担を
軽減する必要があることを確認 した。
3.リ トルレオナル ド社と共同開発 した加速度 ロガーにっいて,い くっか改良が必要な点を発見 したため,今 後の対応に






研究 目的:本 研究の目的は月高地の岩石やHED阻 石の熱史や衝突史を鉱物学的あるいは岩石学的に明らかに し,こ れま
で出版 されている放射年代や地球科学的データーとの比較を通 して,月 や小惑星の原始地殻の形成中あるいは直後の物質
進化過程を明らかにすることである。月高地の岩石Yamato(Y)-86032阻 石は,放 射年代(Sm-Nd)が44億 年 と非常に古
く　(Nyquist　et　a1.　2002),　年代学的に原初の状態を保っている数少ない月試料の一つである。この阻石は,月 限石 として
は非常に大 きなもの(650g)で マクロ的な組織を観察するのに非常に適 した試料である。　Dhofar489阻 石 も古いAr-Ar年
代(4.29Ga)を 持ち,　Mgに 富むため,月 の原初の地殻の岩石だと考えられる　(Takeda　et　aL,　2004)。　本研究では,こ れ
ら阻石の組織や岩石片の岩石学的成因を探 ることを目的とする。 さらに,別 の月限石や地球に持ち帰 られた月の岩石との
比較,そ して,文 献データーとの比較を通 して,月 高地の発達過程について考察する。
HED阻 石の内で,初 期の熱的イベント以降,衝 撃変成作用を受 けていない原初の組織を保っているようなものにター
ゲットを絞り,初 期のHED母 天体の発達過程を明 らかにする。本研究では,特 に結晶化時に地下深部で形成 されたような
岩石(集 積岩ユークライ トやダイオジェナイ ト)に 着 目し,そ の熱史や衝撃史から母天体地殻深部の発達過程を明らかに
する。
研究実績:本 年度は,以 下の二つの点 にっいて研究を行 った。一つは,小 惑星ベスタの地殻の破片であると考えられる
ユークライ トの熱史に関するもの,も う一つは,月 の裏側高地を起源とする月限石Y86032の 熱史と衝撃史に関するもの
である。
玄武岩質ユークライ トは,ソ リダス近傍で短期間加熱を受 けるとインコンパチブル元素に富む相(主 にリン酸塩鉱物や
イルメナイ ト)を 含むメソスタシスの部分が優先的に熔融することを実験的に明 らかにした。また,衝 撃により生 じた割
れ目が存在すると,鉱 物中に熔融物が割れ目にそって,容 易に移動すること明 らかにした。この事実は,超 高温変成作用
を受けたユークライ トの岩石組織,そ して,輝 石や斜長石に含まれる微量元素が再配分 しているという事実と調和的であ
る。 これがSm-Nd年 代などの放射年代の撹乱の原因になったと考えられ,小 惑星ベスタの地殻の形成史や年代史の解釈
に大きな影響を与える。
月の高地起源の角礫岩Y86032阻 石の大きなスラブか ら数枚の薄片を作成 し,岩 石学的研究を詳細に行った。 この損石
は,数 回の衝撃角礫化と混合,お よび,衝 撃熔融を経験 している複雑な角礫岩であることがわかった。これは,月 の裏側
高地の激 しい衝突現象を反映 していると考え られる。また,こ の角礫岩に中に,溶 岩流の破片と思われる岩石片や鉄に富
む輝石の鉱物片が多数見っかった。この破片は,月 の裏側の火山活動により形成されたのかもしれない。このほかにも,
Y86032に は,様 々な岩石片が含まれており,現 在,こ の角礫岩に含まれる岩石片の起源を明 らかにしようとしている。
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⑤ 外 田智千
研究課題:微 量 ・希土類元素 分配 を用いた ジル コン ・モナザイ ト年代 の解析
研究期 間:平 成16～18年 度
経費:2100千 円
研究 目的:ジ ル コンおよびモナザイ トの微小 領域(サ ブグ レイ ン)年 代 を微量 ・希 土類元素分配 を用 いてよ り実証的 に解
釈 できるよ うにする ことを最終 目標 に,本 研究 では以下 を目的 とする:
(1)イ オ ンマ イクロプロー ブお よび電子線 マ イク ロプ ローブを用 いた微量 ・希土類 元素分析 およ び年代測定 法を確立 す
る。
(2)高 温変成岩 ・火成岩 中の ジル コン,モ ナザイ トおよび共存す る鉱物(ザ クロ石,輝 石,角 閃石,長 石,雲 母,ア パ タ
イ トなど)の 微量 ・希土類元素 の定量分析 をお こない,鉱 物間 の分配係数 を決定す る。
(3)得 られた元素分配 デー タを基に,鉱 物(サ ブグ レイ ン)年 代 とその物理 ・化学条件(例 え ば,温 度 ・圧 力 ・流体組成
など)と の対応 を明 らか にす る。
研究実績:
1.極 地研究所 に設置 されて いる電子線 マイクロプローブ(JEOLJXA-8800)を用 いて,希 土類元素分析 のための測定条
件 の検討 をおこなった。その結果,希 土類 ガ ラスを標準試料 に用 いて,モ ナザイ ト結晶中 のLa,Ce,Pr,Nd,Sm,Eu,Gd,
DY,Er,Tm,Ybを 十 分な再現性 と精度 で もって定量 分析可能 とな った。
2.電 子線 マイクロプローブを用 いたモナザイ トのu-Th-Pb年 代測定 の立 ち上 げをお こない,10-25億 年の古 い年代試料
につ いて は,十 分 な精度 ・確度での年代測定が可能 となった。 それ より若 い年代試料 にっ いて は,ま だ数十Ma程 度の
不確か さが今後 の検討課題 と して残 って いる。
3.南 極 ナ ピア岩体 な らびに リュッ ォ ・ホルム岩体で採取 した(超)高 温変成岩試料中の モナザ イ トの希土類元素お よび
U,Th,Pbの 定量分析 をおこな った。その結果,ナ ピア岩体 か らは これまでに報告 のある ジル コンU-Pb年 代 と調 和的な
25-24.5億 年の年代値が得 られ たが,一 方 の リュツ ォ ・ホルム岩体か らは ジルコ ン年代(550-520Ma)と 調 和的な モナザ
イ ト年代 に加えて若干古 い(650-550Ma)年 代分布が見 いだ された。　M-HREEに 若干富む こう した古 いモ ナザ イ ト結晶
は,ザ クロ石形成以前の昇温期の結晶作用を示唆す る。
4.南 アフ リカに産す る花南岩 試料のSHRIMPジ ル コン年代測定 の結果 を,第32回 万国地 質学 会および国際 ゴ ン ドワナ
シンポジウムにお いて発表 した。
5.　 SHRIMPを 用 いた希土類元素測定 のために,装 置 のキ ャ リブレー ションをお こな った。特 にエ ネルギー フィル ター法
を用 いた測定 のための二次 イオン系の フォーカシングと質量 分析部(マ グネッ ト)の 設定条件 の検討 をお こな った。
研究成果公開促進費
① 福地光男
研究課題:南 極海 プ ランク トンデー タベー ス
研究期間:平 成16年 度
経費:4000千 円
研究 目的:日 本南極地域観 測隊で は40年 近 くわた り南極海 においてプ ラ ンク トンを採集 し,環 境要 因な どのデー タとと
もにプ ランク トンの生物量 を測定 し,当 研究所か らデー タレポー トや学術論文 などによ り公表 して きた。観測海域 とな っ
て いるイ ン ド洋区 の南極海 は,他 の海域 に比べ て観測が あま り行 われてお らず,地 球規模 での海洋生物生産 を見積 もる う
えで貴重 な実 デー タとな ってお り,国 際的 に高 い評価 を受 けている。 しか しこれ らの情報 の多 くは印刷 された もので,国
内外 の多数 の研 究者か らデ ジタル化 し,利 便性 を図 って欲 しい との要望が 出 されて いた。 そ こで 「南極海 プ ラ ンク トン
デー タベース作成委員会」 を組織 し,こ れまでに得 た試料 をデ ジタル化 してデー タベース化 を図 る こととした。 これによ
り南極海 のプ ランク トンの生物量,出 現種,環 境要因 にっ いて,国 内外 の幅広 い分野 の研究者が オ ンライ ンで閲 覧可能 と
し,南 極 の海洋生態系 の理解 をよ り深 める環境 を創成す る ことを目指 している。
研究実績:平 成16年 度に は第45次 南極観測隊 によ り採集 されたプ ランク トン試料,採 集場所他の環境 デー タが 「しらせ」
によ り持 ち帰 られ る。 また,過 去 に収集 され観測隊 の持 ち帰 った同様 の試料,デ ー タにっ きデー タベース化 を図 る。航走
中 に採水 して得 た試料,停 船 して各層採水 によ り得 た試料 にっ き1レ コー ドとし,採 集場所,深 度,日 時 のほか,水 温,
塩分 などの環境要因 のデー タを整理,品 質チ ェック(QC),の 後にデー タ入力を行 う。また,植 物 プ ランク トン試料 につ い
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研究目的:本 データベース作成委員会は単に分類学的目的ばかりではなく,従 来の標本所在データと,記 載データ,分 布
データ,生 育環境データが一体となった多目的の画像データベース構築を試みた。更に,ア クセスのしやすさを考慮 して,
教育効果 も多分に取 り入れた検索図鑑を携え,極 地を遊覧 し,知 りたい情報,見 たい標本が探せるというWEB上 での画
像デーベースを構築することをも目的とした。本年度 は種数が多い昭和基地の周辺の地衣類,藻 類の画像データ入力に主
眼を置く。
研究実績:平 成16年 度は地衣類及び藻類群の画像データベースを構築 した。 とくに種類数の多い地衣類,藻 類の分類情
報,生 育環境等の生態情報を豊富に取 り入れたものを引き続 き作成 した。本 システムの一部はすでに平成14年 度 に蘇苔類
をPDF方 式で公開されているので,他 の分類にっいても様々な環境に何が,ど のように生育 しているのかを理解するこ







研究目的:岩 石氷河について,そ の分布 ・温度条件 ・流動 ・内部構造が主に永久凍土との関連で調べ られてきた。しか し,
岩石氷河の発達に不可欠な岩屑供給に関 しては研究された例がほとんどない。そこで本研究では,岩 石氷河への岩屑(と
地下氷)の 供給条件を評価することを目的とする。そのため,永 久凍土が連続的に発達する極地において岩石氷河の岩屑
および積雪の供給条件 ・温度条件 ・内部構造を明 らかにする。また,主 に温度条件が岩石氷河発達を左右することが知 ら
れている中緯度高山において も,岩 石氷河の岩屑供給 ・温度条件を調べ,両 地域を比較することで温度 ・岩屑供給条件 と
岩石氷河発達の相互関係を明 らかにする。
研究実績:岩 石氷河の発達に岩屑供給条件と温度条件がどのように寄与するか明らかにするために,高 緯度の岩石氷河を
中心に中緯度の岩石氷河 も比較対象とした研究を行 っている。より高緯度ほど岩石氷河内の永久凍土が低温で,温 度条件
よりも岩屑供給条件が岩石氷河の挙動を支配するという仮説の検証が目的である。第二年度はアラスカ山脈 ・スイスアル
プス ・日本アルプスの温度条件データを収集,比 較 し,ま たアラスカ山脈の他,北 極圏内のブルックス山脈にも新規に温
度測器を設置 した。また10月 末よりアラスカ大学フェアバ ンクス校に滞在 し,ア ラスカの沿岸(チ ュガッチ),ア ラスカ,
ブルックスの各山脈で積雪状況を調査するとともに,現 地での情報収集 ・人脈拡大に努めた。いずれの山地でも岩石氷河
は明瞭な岩壁を有す凹型斜面(主 に晩氷期後解氷のカール ・小規模なU字 谷)に よく発達 し,各 地域 ごとに岩壁規模と岩
石氷河規模には正の相関関係が見られた。 この結果は,高 緯度 ・中緯度を問わず,岩 石氷河の挙動は岩屑供給量の多寡の
影響を受けることを示す。一方,ア ラスカ山脈で測定 された岩石氷河上の地温は,気 温より予想 されたものより高 く,ス
イスアルプス同様,永 久凍土の温度は高いと予想 された。 これはアラスカ山脈では高緯度 ・内陸という条件により積雪量
が少なく雪解けが早 く,5・6月 の地表面温度が高いためであった。1月 の調査でブル ックス山脈でも積雪がスイスアルプ
スに比べ少ないことが明らかとなったが,よ り寒冷な北極圏内において積雪の多寡が地温にどう影響するか次年度,測 器








研究目的:本 研究の目的は,主 に大気中の各種境界領域(極 渦境界領域,対 流圏界面等)に 卓越する小規模波動擾乱の振
る舞いを調べ,そ の性質や励起 ・増幅過程を明 らかにし,さ らに物質輸送 ・混合過程への影響を見積 もることである。本
研究では,特 に申請者自身が発見 した極渦境界領域に見られる小規模波動擾乱に着目し,観 測データ・客観解析データ・
モデルのそれぞれの立場か ら小規模波動擾乱の性質を調べる。さらに,近 年開発 ・拡張されたラグランジュ的手法を用い
て,極 渦境界領域を横切る物質輸送 ・混合過程に対する小規模波動擾乱の寄与を明 らかにすることで,オ ゾンホール等の
環境問題 と密接に関連する大気境界領域における物質輸送 ・混合過程に対する新たな問題提起を行 う。また,同 様の手法
を用いて,対 流圏界面付近に卓越する小規模波動擾乱が対流圏 ・成層圏大気交換過程へ与える影響について も明 らかにす
る。
研究実績:今 年度は,主 に以下の三つの課題にっいて研究を行った。中緯度対流圏界面近傍に局在する水平波長2000km
程度の小規模擾乱は,総 観規模低気圧発達の前駆体,お よび強い風雪を伴 うジェット気流上の風速極大(ジ ェッ トス ト
リーク)の 生成源 として注 目されている。 これまでは上記小規模擾乱の水平構造のみが注目されてきたが,本 研究ではそ
の鉛直構造を運動エネルギーとポテンシャルエネルギーの比 という観点から調べた。その結果,こ の擾乱は大きな渦位勾
配を持つ対流圏界面に捕捉された波動が,対 流圏界面が有限な幅を持つ効果と非地衡風成分の影響 によって変形を受 けた
ものとして解釈できることがわか った。以上の成果はアメ リカ気象学会誌(Journal　 of　the　Atmospheric　 Sciences)に 投
稿準備中である。
第43次 南極観測越冬隊が南極昭和基地で行 ったラジオゾンデ集中観測のデータを解析 したところ,冬 季成層圏極渦内
に周期12時 間程度の短周期擾乱が検出された。欧州中長期予報センターの客観解析データを用いた解析の結果,こ の短周
期擾乱は2000km程 度の水平波長を持ち,渦 位勾配の逆転する順圧的に不安定な領域を背景風速 と等 しい速度で伝播する
中立波的な性質を持つことがわかった。現在,そ のような不安定領域で中立波が卓越 した原因を調べる解析を行っている。
大気中の物質輸送にっいて調べるため,粒 跡線解析モデルの開発 ・改良を行 った。粒跡線解析 とは,大 気中に仮想的に
置かれた粒子をその場所の3次 元(ま たは2次 元)風 速を用いて時間と共に移流させ,そ の粒子の起源,お よび行 く末を
調べる手法である。現在,上 記流跡線解析モデルの概要と性能を記 した論文を極域気象 ・雪氷学術誌(Polar　Meteorology
and　Glaciology)　 に投稿中である。
③ 福井幸太郎
研究課題:ア ル タイ山脈 および富士 山の山岳永 久凍土帯 での斜面 変動
研究期間:平 成15～17年 度
経費:1100千 円
研究 目的:ア ルタイ山脈 はモ ンゴル西部 か らシベ リア南部 にかけて1000km以 上 も延びてい る長大 な山脈 である。本研究
で は過去30年 間 に温暖化 が顕 著 に進行 してい るアル タイ山脈 の岩 石氷河周辺で どのよ うな地 形変化が生 じてい るのか明
らか にす ることを 目的 とす る。本年度 は8月5日 ～25日 の期間,国 立 アル タイ大学 の ミハイ ロフ教授 らと共 同で ロシア ・
アル タイ山脈南 チュイスキー山地中央部Akkol谷(標 高2200～3700m)で 現地調 査を行 った。観測項 目は岩石氷河 の流動
の測量,昨 年 設置 した気温及 び地温観測用 データロガーのデータの回収 である。
研究実績:2003年8月 に5っ の岩石氷河上合計50ケ 所 に測量 基点 を設置 した。 この うち4っ の岩石氷河 で最大傾斜方 向
に10-20cmの 流動が認 め られ た。 したが って,　Akkol谷 の岩 石氷河 は現在で も活動 してい るactiveな 岩石氷河で あるこ
とが分 か った。
谷壁斜面 の4地 点 に設 置 した気温計の うち3地 点 で無事,通 年 の気温 デー タを回収 出来 た。年平均気温 は一3～-4℃ で
あ り,こ の ことか らAkkol谷 が気温的 には不連続永久凍土分布帯 に位置す ることが分か った。 また,岩 石 氷河上14ケ 所
に設置 した地表面温度観測 用デー タロガー,1ケ 所 に設 置 した地 中温度(深 度0,0.5,1.0,15 2m)観 測用 データロガー
は全 て正常 に作動 していた。 年平均地表面温度 は一3～-5.5℃ で あ り,デ ータロガーを設置 した岩石氷河内部 に永久凍土
が存在す る ことは間違 いない ことが分 か った。地 中温度 の観測結果 か ら永久凍土 の夏季融解層(活 動層)の 厚 さは3rn以
上 ある ことが推定 された。
研究成果 は,2005年9月 にスペイ ンで開催予定 の国際地形学会 で発表 する予定 であ り,　Permafrost　 and　 Periglacial






研究目的:本 研究は南極海に生息する植食性カイアシ類の秋期の脂質貯蔵が,夏 期に経験 した餌環境の時間的変化に対 し
て多様な応答を示すという仮説を掲げ,植 物プランク トンによる一次生産が活発になる夏期に時系列的なサンプリングを
行ない,採 集 した植食性カイアシ類の脂質組成を解析 し,よ り詳細な脂質貯蔵過程を明 らかにすることを第一の目的 とし
ている。また,あ わせて現場の一次生産量,植 物プランク トン組成か ら,植 食性カイアシ類が餌と効率良 く遭遇できたか
どうかを調べ,脂 質組成との関係を明 らかにすることで仮説の検証を目指す。
研究実績:南 極海に生息する植食性 カイアシ類Calanoides　 acutusは 植物プランク トンによる一次生産が高まる夏期に
飽食 した有機物を脂質として体内に貯蔵 し,こ れをエネルギー源 として越冬する生活史戦略を獲得 している。 しかしなが
ら,現 在までに実施された南極海域におけるフィール ド研究は散発的であり,本 種の生活史はそれらの調査結果を総合的
に評価 ・推測 したものである。そこで本研究は日本南極地域観測隊による 「南極観測第VI期5カ 年計画」の一環 として,
平成13年 度から開始 された夏の全期間をカバー した複数船による時系列観測プログラムの乗船機会を利用 し,南 極海イ
ンド洋区において約一ケ月毎の調査を行ない本種の生活史を再検討 した。特に季節海氷域 は毎年,氷 の張り出し ・後退の
時期により,本 種の成長時間に南北で時間差が生 じるとの作業仮説を立案 した。その結果,本 種の生活史に関 して以下の
新たな知見を得た。
1.本 種のライフスパンは海域によって異なり,一 年で再生産を完了する個体から,一 生 に少な くとも二年以上費やす個
体が存在する。
2.一 生に二年以上を費やす個体群 は,無 摂餌期間の生存に最イ邸艮必要な脂質(エ ネルギー)貯 蔵を優先 し,さ らに余剰
の摂餌エネルギーは自身の成長に転化させている。
3.季 節海氷域では地域によって生育の進行に時間差が生 じることか ら,越 冬直前の秋季には南北で生理状態が異なる。
4.1～3の 結果か ら,本 種のライフスパ ンは海氷の存在期間に影響を受けている可能性が高いことを示唆した。
上記の結果はそれぞれ,平 成16年6月 に ドイツで行なわれたSCARシ ンポジウム,9月 に韓国で行われたソウル極
域科学国際 シンポジウム,ク ロアチアで行われた南極海氷圏生態 シンポジウム,12月 に東京で行われた極域生物 シンポ
ジウムにおいて発表 し高い評価を得ている。また本結果は現在国際学術誌に投稿準備中である。
⑤ 本吉洋一　(DUNKLEY,　 D.J.)
研究課題:東 南極 リュツォ・ホルム変成岩体のU-Pb地 球年代学
研究期間:平 成15～17年 度
経費:1200千 円
研究目的:特 別研究員の研究対象である東西極 リュッオ ・ホルム変成岩体は,こ れまでの調査 ・研究により,角 閃岩相か
らグラニュライ ト相を経て超高温条件に達す る一連の累進変成作用な らびに時計回りのP-T経 路で特徴づけられること
が明 らかになっている。さらに主要な変成作用の時期が520～550Maで あったことも明らかになっている。特別研究員は
これ らの成果を踏まえて,年 代測定の対象鉱物であるジルコン,モ ザナイ トの電子顕微鏡下での形態観察,そ れ らに含ま
れる微小包有鉱物の同定,さ らにu-Pb法 による年代測定により,変 動履歴の精密化,と くにP-T経 路に時間軸を設定す
ることを目指 して研究を進める。
研究実績:第40次 南極観測隊(1998-1999)に 参加 して採取 した南極 リュッォ・ホルム岩体スカルビクスハルセンの岩石
試料を粉砕 して,　U-Pb同 位体分析のためにジルコンとモザナイ トの鉱物を選別をするとともに,光 学顕微鏡観察および
電子線マイクロプローブ分析のための岩石薄片を作成 し観察を行った。この研究は,高 温変成作用の間の部分溶融作用 と
ジルコン・モザナイ トの成長との前後関係を明 らかにする目的で行 った。特に,モ ザナイ トと他の鉱物 との反応関係に注
目するとともに,二 次イオン質量分析計(SHRIMP)を 用いた年代測定 も行 った。
予察的なSHRIMP測 定結果からは,約5億3000万 年前の広域変成作用に伴ってジルコン成長が示唆される。微細なオ
シレタリーゾーニング,自 形外形,お よびU/Th比 などの情報から,ミ グマタイ ト組織を示す泥質片麻岩中の大部分のジ
ルコン結晶がメル ト存在下での融解反応に伴 って成長 したか,あ るいは,冷 却過程でメル トから直接成長 したか,そ のど
ちらかの結晶作用を示唆する。セクターゾーニングを持つUに 富むジルコン結晶も見 られるが,そ れらは融解反応 とは無
関係に成長 したと考えられる。
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さらに こう したSHRIMP測 定 結果 は,リ ュッ ォ ・ホルム岩体 の岩体 とな る地殻 物質 の情報 も与 え る。一般 的 に リュ
ツ ォ ・ホルム岩体 は太古代 の堆積物 が原岩 とな ってい るが,火 成岩原岩 にっいて は約18億2000万 年前 ごろに形成 した も
ので ある。 それ よ り若 い年代(後 期原生代 の時期)の 原岩物質 は これまでの ところ測定 した試料 か らは見いだ されていな
い。
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共同研究機関 代表分担 氏 名 ・ 職
`
研 究 課 題 備 考
北海道大学低温科学研
究所










千葉大学 リモー トセ ン
シング研究 セ ンター
代表 塩原国資 ・助教授 エアロゾルの光学特性に関す
る観測的研究分担 矢吹正教 ・プロ ジェク ト
研究 員
代表 牛尾収輝 ・助手 衛星データを用いた南極 リュ
ッォ・ホルム湾周辺の海氷変
動に関する研究


























代表 海老原祐輔 ・助手 環電流 の発生 とその極域電離
圏 ・磁 気圏 結 合 に関 す る シ
ミュ レー ション





員 数/機 関 数
総 数 国立大学等 公私立大学 そ の 他
平成元年度 122 475/136 264/47 66/33 145/56
2 117 487/142 285/47 71/36 131/59
3 113 527/164 292/49 67/34 168/81
4 106 543/160 299/49 68/37 176/74
5 104 516/168 272/48 74/41 170/79
6 101 498/156 273/46 74/40 151/70
7 104 522/158 290/46 81/42 151/70
8 107 589/149 342/48 85/42 162/59
9 102 510/138 313/49 78/42 119/47
10 108 542/157 336/64 89/51 117/42
11 104 509/146 325/63 89/51 95/32
12 110 540/151 351/65 96/54 93/32
13 107 558/101 351/69 97/24 110/8
14 106 399/122 282/64 62/39 55/19
15 111 566/157 357/63 97/51 112/43
16 130 578/164 447/83 100/53 31/28
10.一 般 共 同研 究
平成16年 度共同研究一覧
[超高層]
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
小 川 忠 彦 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・教授
SuperDARNレ ー ダーによ る極域熱 圏 ・電離 圏 ダイ ナ
ミクスの研究
森 岡 昭 東北大学大学院理学研究科 ・教授 極域地磁気擾乱とAKR活 動の研究
三 澤 浩 昭 東北大学理学研究科 ・助教授 オーロラ嵐活動を説明する太陽構造変動のモデル化




福 西 浩 東北大学大学院理学研究科 ・教授
AGOと 昭和基地広帯域磁力計観測による極域電磁現象
の解明
五十嵐 喜 良 (独)通信総合研究所 ・室長
VHFレ ーダによる極域超高層大気 ダイナ ミックスに関
する研究
中 川 道 夫 大阪市立大学大学院理学研究科 ・助教授 オーロラX線 の発生機構と高エネルギー粒子加速の研究
白 井 仁 人 一関工業高等専門学校 ・助教授 磁気 圏へのオー ロラ領域 のマ ッピング
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
小 川 泰 信 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助手
光学 －EISCAT観 測 に よる オー ロラア ークに伴 う磁気
圏一電離圏結合 の研究




利根川 豊 東海大学工学部航空宇宙科学科 ・教授 磁気圏 ・電離圏同時観測によるULF波 動の研究
水 野 亮 名古屋大学太陽地球環境研究所 ・教授 小型 ミリ波放射計による極域中間圏の組成変動観測
[気水圏]
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
鈴 木 勝 裕 北海道工業大学 ・教授 衛星マイクロ波観測データの解析による極域における雪
氷物理量の長期変動の推定
高 橋 忠 司 埼玉大学教育学部 ・教授 極地に降る雪結晶の形態と氷晶核 ・凝結核の役割
神 沢 博 名古屋大学大学院環境学研究科 ・教授
極域オゾ ン層観測セ ンサ 　ーILAS-　Hに 呼応 した昭和基
地での観測計画の検討および観測データの解析
東 信 彦 長岡技術科学大学工学部 ・教授 炭酸ガスレーザーによる雪氷コアの非接触切断の開発
小 西 啓 之 大阪教育大学教育学部 ・助教授 北極域の降雪とエアロゾルの研究
竹 内 智 山梨大学工学部 ・教授
システムダイナ ミックスによる地球温暖化の シ ミュ レー
シ ョン
川 村 隆 一 富山大学理学部 ・助教授 オホーツク海高気圧の多重時間スケール構造の解明
久 慈 誠 奈良女子大学理学部 ・助手 リモー トセ ンシ ングデータを用 いた南 極域 にお ける雲 ・
水蒸気変動の研究
庄 子 仁 北見工業大学未利用エネルギー研究センター ・教授 昭和基地 近辺の海底 にお けるメタ ンハ イ ドレー トの研究
吉 田 豊 室蘭工業大学工学部 ・教授 北極域の降雨 ・降雪に対す るPOSSに よるモニタリング観測に関する研究
畑 中 雅 彦 室蘭工業大学工学部 ・教授
マイクロ輝度温度画像による南極大陸気温分布の短期変
動の研究
若 土 正 暁 北海道大学低温科学研究所 ・教授 南大洋における海氷消長と海洋循環の研究
鈴 木 啓 助 信州大学理学部 ・教授 極域における降雪およびエアロゾルの化学特性の研究
福 岡 孝 昭 立正大学地球環境科学部 ・助教授 南極雪氷中の火山 ・宇宙起源物質の研究(II)
中 澤 高 清 東北大学大学院理学研究科 ・教授 南極成層圏における温室効果気体の分布 と変動に関する研究
成 瀬 廉 二 北海道大学低温科学研究所 ・助教授 極地雪氷域における堆積 ・削剥過程の研究
高 橋 弘 東北大学大学院工学研究科 ・助教授 次世代型氷床内部探査システムの基礎研究
林 政 彦 福岡大学理学部 ・助教授
エアロゾルゾンデ観測による対流圏 ・成層圏エアロゾル
変動の研究
西 尾 文 彦 千葉大学 環境 リモー トセ ンシ ング研究 セ ンター ・教授
合 成 開 口 レー ダ(SAR)時 系 列 画 像 デ ー タを 用 い た
りュツォ ・ホル ム湾の海 氷 ・氷河変動 と温 暖化 の研究
宇 都 正太郎 海上技術安全研究所海洋開発領域 ・上席研究員
リュツォ ・ホル ム湾にお ける定着 氷厚 のモニ タ リング及
びその変動特性 につ いて
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
上 田 博 名古屋 大学地 球水 循環研 究 セ ン
ター ・教授
ドロ ップ ゾ ンデを使 った大気観測
望 月 優 子 独立行政法人理化学研究所加速器基盤研究部 ・協力研究員 氷床コアか ら探る超新星の痕跡と太陽活動の履歴
幸 島 司 郎 東京工業大学大学院生命理工学研究科 ・助教授 極域氷床 ・氷河アイスコア中の生物起源物質解析
黒 瀬 雅 詞 群馬工業高等専門学校機械工学科 ・講師 氷結物体の現有応力 ・ひずみの測定方法に関する研究
本 堂 武 夫 北海道大学低温科学研究所 ・教授 X線 透過および回折法による氷床 コアの物理構造解析
立 花 義 裕 東海大学総合教育セ ンター ・助教授 オホーツク海及び日本海における海洋海氷変動と海洋生態系との関連性




研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
石 川 尚 人 京都大学大学院人間 ・環境学研究科 ・助教授
リーセルラルセン山地域のナビア岩体における年代学 ・
岩石磁気学 ・地球電磁気学的研究
松 枝 大 治 北海道大学総合博物館 ・教授 東南極およびスリランカ産変成岩中に見 られる流体包有物の流体組成と地球化学的挙動に関する研究
木 多 紀 子 ウ ィスコ ンシン大学地質地球物理学
部 ・イオ ンマイクロプ ローブ ・室長
非平衡普通コンドライ トの鉱物学 ・同位体化学にっいて
の研究
廣 井 美 邦 千葉大学理学部 ・教授 大陸地殻深部における岩石と流体の相互作用に関する研究
大 村 誠 高知女子大学生活科学部 ・助教授 衛星搭載合成開口レーダ(SAR)に よる南極域の表面形状とその変動の研究
有 馬 眞 横浜国立大学教育人間科学部 ・教授 東南極大陸地殻の地殻構造と岩石学的モデル
市 川 香 九州大学応用力学研究所 ・助教授 海洋の順圧過程と重力変化
古 本 宗 充 金沢大学大学院自然科学研究科 ・教授
南極域の広帯域地震計データを利用 した地球内部の不均
質構造の研究
中 西 一 郎 京都大学理学部 ・助教授
南極域の広帯域地震計データを利用 した地球内部の異方
性構造の研究
宮 町 宏 樹 鹿児島大学理学部 ・助教授 人工震源によるリュツォ・ホルム岩体の地殻構造の研究
酒 井 英 男 富山大学理学部 ・教授 極域海洋堆積物および南極 ・アフリカ等の岩石を対象とした磁気物性による古環境 ・地球史の研究
小山内 康 人 岡山大学教育学部 ・助教授 東南極 ドロ ンニ ングモー ドラン ド・エ ンダー ビー ラン ドの変成作用 に関す る精密 な再検討
澤 柿 教 伸 北海道大学大学院地球環境科学研究科 ・助手
南極氷床の変動と氷河地形,氷 底 ・海底堆積物に関連す
る研究
和 田 秀 樹 静岡大学理学部 ・教授 南極海の海底堆積物を用いた氷床変動と海洋変動に関する研究
松 岡 憲 知 筑波大学地球科学系 ・助教授 極域および高山域における周氷河環境変動
伊勢崎 修 弘 千葉大学理学部 ・教授 東南極の海陸境界に関する研究
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
高 田 将 志 奈良女子大学文学部 ・助教授 南極地域における第四系年代測定値のクロスチェックに
向けて
佐 藤 忠 弘 国立天文台 ・助教授 昭和基地における超伝導重力計10年 間のデータを使った重力の経年変化の研究
松 本 剛 琉球大学理学部 ・教授 南極プ レー ト南西インド洋域の広域テク トニクスと変遷史に関する研究
佐 藤 高 晴 広島大学総合科学部 ・助教授 リュツォ ・ホルム湾沿岸地域の堆積物の古地磁気学的研究
加々美 寛 雄 新潟大学教育研究院自然科学研究系 ・教授
変成作用による同位体年代の平衡 ・非平衡条件:東 南極
リュツォ ・ホルム岩体か らの検討
三 宅 亮 京都大学大学院理学研究科 ・助手 鉱物の微細組織からみた東南極ナピア岩体の熱史
中 村 教 博 東北大学大学院理学研究科 ・助手 衝撃を受けた南極産陽石と岩石の残留磁気の信頼性に関する研究
福 田 洋 一 京都大学大学院理学研究科 ・助教授 南極域 における衛星重力データの地上検証 に関する研究
中 村 智 樹 九州大学大学院理学研究院 ・助教授 南極宇宙塵の物質科学
藤 巻 宏 和 東北大学大学院理学研究科 ・教授 南極唄石中に含まれる白金属元素の分布について
[生物]
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
谷 村 篤 三重大学生物資源学部 ・助教授 南極海における動物プランクトンの群集構造に関する研
究一モニタリング調査の確立に向けて一
佐々木 洋 石巻専修大学理工学部 ・教授 南極海季節的海氷域における移出生産の変動
岩 見 哲 夫 東京家政学院大学家政学部 ・助教授 南極沿岸域の魚類 ・底生生物に関する生態および生物地理学的研究
田 口 哲 創価大学工学部 ・教授 海氷域における低次生産の動態の環境応答に関する生態学的研究
上 田 宏 北海道大学北方生物圏 フィール ド科
学センター ・教授 冷水性水生動物の環境選択性と回遊行動の研究
齋 藤 誠 一 北海道大学大学院水産科学研究科 ・教授
衛星マルチセンサーによる極域および高緯度海域の基礎
生産過程の研究
鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部 ・助手 南極キングジョージ島に生息する線虫類の研究
井 上 源 喜 大要女子大学社会情報学部 ・教授 極域の湖底堆積物による環境変動と生物変遷に関する研究
長 沼 毅 広島大学大学院生物圏科学研究科 ・助教授
南極湖沼 ・氷床域における微生物の系統分類および生理
生態に関する研究
荒 井 修 亮 京都大学大学院情報学研究科 ・助教授
人工衛星 ・テレメ トリーシステムを用いた水圏大型生物
の追跡 と行動解析
小 幡 斉 関西大学工学部 ・教授 極域生物(細 菌 ・地衣類)の 氷結晶制御 タンパク質の基
礎的研究
伊 澤 雅 子 琉球大学理学部海洋自然科学科 ・助教授
マイクロデータロガーを用いた小型食肉目の行動解析
加 藤 秀 弘 (独)水産総合研究センター遠洋水産
研究所 ・室長
南極海 ・海氷域における鯨類 ・鰭脚類 ・海鳥類の分布特
性の解明
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
綿 貫 豊 北海道大学大学院水産科学研究科 ・助教授 潜水性海鳥の浮力に対する推力調節
末 田 達 彦 愛媛大学農学部 ・教授 加速度記録計 によるイヌの行動解析
今 福 道 夫 京都大学大学院理学研究科 ・教授 アデ リーペンギンの陸上移動 に関する研究
高 橋 哲 也 島根大学教育学部 ・助教授 南極での紫外線 カッ ト素材の人工皮膚への紫外線防御効果と,繊 維素材の劣化 に関する研究
奥 山 英登志 北海道大学大学院地球環境科学研究科 ・助教授 多価不飽和脂肪酸産生微生物のス トレス応答
大 谷 修 司 島根大学教育学部 ・教授 昭和基地周辺 における土壌藻類および土壌微生物を用いた環境モニタリングの実施
長 島 秀 行 東京理科大学理学部 ・教授 極域より分離 した微生物の好冷性,耐 凍性の研究 とその応用
菓子野 康 浩 兵庫県立大学理学部 ・助手 極域藻類の光合成機構の生理生化学的解析
松 崎 雅 広 広島大学大学院理学研究科 ・助手 南極水系のDMSO呼 吸能をもっ細菌相の解析
[設営工学]
研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題
柴 田 明 穂 岡山大学法学部 ・助教授 南極条約事務局設立に伴う法的 ・組織的諸課題の研究
半 貫 敏 夫 日本大学理工学部 ・教授 昭和基地建物基礎工法の再検討
木 村 茂 雄 神奈川工科大学工学部 ・教授 物体上の着氷雪に関する流体力学的研究
平 山 善 吉 日本文理大学 ・教授 骨材の増減 によるアル ミナセメ ン トコ ンク リー トの強度変化 につ いて
奥 野 温 子 武庫川女子大学生活環境学部 ・教授 南極大陸における曝露繊維の表面特性変化の解明
伊豆原 月 絵 大要女子大学 ・講師 南極地域観測隊ウエアーの労作性とデザイン性に関する研究
11.国 際共 同研 究
1)国 際交流協定 に基づ く国際共同研究 ・観測
1.韓 国極地研究所
件名:日 本国国立極地研究所と韓国極地研究所間の極域研究協力に関する合意書
目的 ・概要:具 体的な共同観測や共同研究は特に開始されていないが,そ の方向を目指 しなが ら双方の研究者の間で交流
を進めている。特に,両 国において開催されている極域に関するシンポジウムに双方から積極的に研究発表を行っている。
同時に,共 同研究のスター トに向けた討議を継続 している。2004年9月 の第11回 韓国極域 シンポジウムには国立極地研
究所および関係機関から6名 が出席する。また,総 合研究大学院大学の極域科学専攻を修了 した学位取得者が2004年7月
から現在韓国のボス ドクとして韓国極地研究所にて研究活動に従事 している。
締結 日(開 始時期):1994年9月3日
平成16年 度の研究実績:総 合研究大学院大学の極域科学専攻を修了 した学位取得者が2004年7月 から現在韓国のボス ド
クとして韓国極地研究所にて研究活動に従事 した。南北両極海への観測航海に参加 し,特 に動物プランク トンの時空間分
布の解析を担当した。 平成17年 度には国内に戻る予定である。 引き続き共同研究への立案にっいての討議を継続 してい
る。
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2.オ ー ス トラ リア南極局
件名:国 立極地研究所 とオース トラ リア南極局 との間 の研究協力 に関す る協定
目的 ・概要:1999年 にス ター トした動物 プ ランク トン連続採集観測　(CPR　 :　Continuous　 Plankton　 Recorder)　 は,南 極,
昭和基地 への往復航路上 において 「しらせ」船上で毎年継続 されて いる。特 に2001-02年 及 び,2002-03年 に 日本南極観測
隊 が専用観測船 を傭船 し,か っ,国 内外 の複数 の南極観測船 を動 員 した国際共 同観測 においては,日 豪両国が中心 とな り,
CPR観 測 のみな らず多岐 に及 び海洋及 び気象観測 を実施 した。 また,そ の後,日 豪共同CPR観 測 は ドイ ツなどの外国 も
参加 し,今 や,南 極海 全域 をカバーす る国際共 同観測 に発展 しっっ ある。 また,本 交流 に関 し,日 本学術振興会 の 日豪二
国間交流事業 として,2002,2003,及 び,2004年 にセ ミナーを開催 し,共 同観 測の成果を取 りまとめ ると同時 に,将 来 の
新 たな共 同観測立案 を討議 してい る。
締結 日(開 始 時期):2000年9月11日
平成16年 度の研究実績:平 成16年 度 は第45次 南 極地域観 測隊 により,「 しらせ」船上 で動物 プ ランク トン連続採集観測
を実施 した。 また,東 京海洋大学 の 「海鷹 丸」船 上において も同様 の観測 を実施 した。採集標本 は 日豪双方 で分担 しなが
ら処理 と解析 を進 めた。
3.ア イスラン ド大学科学研究所
件名:国 立極地研究所 とアイスランド大学科学研究所間のアイスラン ドー 昭和基地供役点に関する共同観測合意書
目的 ・概要:南 極昭和基地の地磁気共役点がアイスランドに位置する利点 ・ユニーク性を利用することにより,オ ーロラ
現象の南北半球共役性に関する研究を推進する。 この研究 目的の為に,ア イスランド国内に設置してある3個 所の観測拠
点の維持 ・運営 と共同研究に関する合意書である。
締結 日(開 始時期):1984年3月31日
平成16年 度の研究実績:脈 動オーロラの共役点観測とFAST衛 星との同時観測により,今 迄未解決であった,脈 動オー
ロラの発生領域を同定することができた。また,極 めて類似のオーロラが昭和基地 とアイスランドで観測 され,共 役点位
置が観測から同定できるデータが得 られた。さらに,平 成16年9月 の秋分期でのオーロラの同時観測により,3晩 の興味
深い観測データが得 られ,初 期解析を開始 した。
4.中 国極地研究所
件名:国 立極地研究所 と中国極地研究所間の共同研究 と学術交流に関する合意書




平成16年 度の研究実績:昭 和基地の大型短波 レーダーの視野下に中国中山基地が位置 している。 この利点を利用しての
中山基地でのオーロラデータと短波 レーダとの同時観測により,カ スプ域オーロラの動態 と電離圏対流 との関係を詳 しく
解析研究 した。特に,昼 側オーロラのタイプ別の発生特性を明らかにすることができた。なお,平 成15年 度より3年 間,




目的 ・概要:南 極 ・北極研究 ・観測事業の中核的機関として,両 研究所(共 同利用機関 として外部者 も含む)の 研究者の
派遣 ・受け入れや共同研究 ・観測の実施,さ らにそれに伴う極域観測に関わる観測船,航 空機,観 測基地施設の相互利用
などを含む設営協力である。具体的には,研 究者の派遣 ・受 け入れ,北 極域での共同航空機観測,南 極 ドームふ じ基地へ
の人員輸送のための ドイツ航空機の利用などが実績であり,将 来的に南極での共同航空機観測を計画中　(ANTSYO)。
締結日(開 始時期):2001年4月1日
平成16年 度の研究実績:北 極域では,「対流圏エアロゾル ・雲 ・放射総合観測(ASTAR2004)」 として共同の航空機観測
を5～6月 に実施,参 加 し(科 研特定領域による),北 極ヘイズ終末期のエアロゾルの特徴を把握 した。
南極域では,氷 床深層掘削を行うために ドームふ じ基地への人員輸送を ドイツ航空機を利用 して実施 した。
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6.ノ ルウ ェー国極地研究所
件名:日 本国国立極地研究所 とノルウェー国極地研究所間 のスバ ールバル諸 島における北極研究 に関す る協 力についての
A音 圭ロノじ・日
目的 ・概要:本 合意書に基づいて,ノ ルウェー極地研究所にはスバールバル諸島二一オルスン観測基地の観測委託を行っ
ているほか,同 研究所の観測関連施設の利用の便宜を図ってもらっている。
締結日(開 始時期):1999年3月30日




目的 ・概要:ノ ルウェー王国の トロムソ大学数物科学研究所 と国立極地研究所 との問で,1997年 以降学術交流 と共同研究
について,以 下のような方法により,両 者間での学術交流 と共同研究を推進する事に合意 し協定を結んでいる。
1.研 究 と勉学の為の教職員と大学院生の交流
2.相 互に興味ある領域での共同研究の導入
3.講 義,会 議,討 論会,セ ミナーや経験共有の為の研究者の交流
4.両 者に興味ある分野における情報の交換
締結日(開 始時期):1997年4月25日
平成16年 度の研究実績:本 合意書をアンブレラとして,ス バルバールおよび トロムソの流星 レーダー観測研究ならびに
スバルバールのSOUSYレ ーダー,ト ロムソのオーロラ光学観測等にっきトロムソ大学物理学教室 と共同研究を継続 して
行っている。また所内研究者の トロムソでの研究打ち合わせ,同 教室の研究者の北極 シンポジウムへの招聴などの研究者
交流が行われた。
8.ス ウ ェーデ ン宇宙科学研究所
件 名:日 本国国立極地研究所 とスウェーデ ン宇宙科学研究所間 のALIS　 (オ ーロラ大規模撮像 システム)を 用 いたオー ロ
ラ研究の共 同研究 に関す る合意書
目的 ・概要:ス ウェーデ ン王 国の スウェーデ ン宇宙科学研究所 と国立極地研究所 との間 で,北 極圏 スカ ンジナ ビアに於 け
るオー ロラと大気光観 測を実施 す ることによ る太陽地 球環境 の科 学的理解 及 び研究推 進を 目的 と して,　ALIS　 (Aurora
Large　 Imaging　 System,オ ーロラ大規模撮像 システム)を 用 いたオーロラ研究の共同研究観測 にっ いて合意 し1997年 以
降継続 して協 定を結 んでい る。
締結 日(開 始 時期):2001年5月4日
平 成16年 度の研究実績:　ALISに よるオー ロラ ・大気 光 トモ グラフィ共同研究観測 に関 して,ヒ ーテ ィングとの同時観測
と解析,し し座 流星群 の光学観 測などが試 み られたほか,先 端的逆問題手法 の トモ グラフ ィー解析へ の応用研究 が始 め ら
れた。
9.全 米科学財団極地局
件名:日 本国国立極地研究所 と全米科学財団極地局間のアムンゼン ・スコッ ト南極点基地における全天イメージャ観測に
関する合意書
目的 ・概要:ア ムンゼン・スコット南極点基地に全天イメージャーを設置 し,オ ーロラ及び大気光の観測を行っている。
観測装置のメンテナンスと越冬技術者への引継ぎのため,日 本か ら毎年2名 を南極の夏の期間に現地へ派遣 している。冬
の観測期間中,現 地越冬技術者のサポー トのもと日本か ら装置を遠隔操作 し,さ らに観測された全データを日本へ自動的
に転送することにより,完 全なテレサイェンスを達成 している。
締結 日(開 始時期):2000年3月31日
平成16年 度の研究実績:南 極点基地の地理的及び地磁気的条件を生か し,特 に昼側オーロラの動態に着 目した解析と研
究を引き続 き実施 している。カスプ域で良 く観測される特徴的なオーロラ ・レイ構造と局所的磁気再結合の関係をアメリ




件名:国 立極地 研究所 とアラスカ大学 国際北 極研究 セ ンター間の共同研究 に関す る覚書
目的 ・概要:本 覚書 に基づいて,ア ラスカブル ックス山脈の マ ッコール氷河 にお ける雪氷共同調査を,2003年 および2004
年夏期 に実施 した。 また,2004年 には,ア ラスカ大学国際北極研究 セ ンターで行われ た夏期 セ ミナーに参加 した。
締結 日(開 始時期):2001年7月1日
平成16年 度 の研 究実績:本 覚書 に基づ いて,ア ラスカブル ックス山脈 のマ ッコール氷河 にお ける雪 氷共同調査 を,2003
年および2004年 夏期 に実施 した。また,2004年 には,ア ラスカ大学 国際北極 研究 セ ンターで行われた夏期 セ ミナーに参加
した。
11.ア ラスカ大 学地球物理研 究所
件名:国 立極地研究所 とア ラスカ大学地球物理研究所間 の共 同研究 に関 する覚書
目的 ・概要:本 覚書 に基づ いて,ア ラスカブルックス山脈のマ ッコー ル氷河にお ける雪 氷共 同調査 を,2003年 および2004
年 夏期 に実施 した。具体 的には,共 同研究者 の派遣,雪 氷 コアの一 時保存などの協力 を得 た。
締結 日(開 始 時期):2001年7月1日(1978年11月6日)
平成16年 度 の研究実 績:本 覚書 に基 づいて,ア ラスカ ブル ックス山脈 のマ ッコール氷河 におけ る雪氷共 同調査 を,2003
年 および2004年 夏期 に実施 した。具体的 には,共 同研究者の派遣,雪 氷 コアの一 時保存な どの協力を得た。
12.欧 州非干渉散乱 レーダ　(EISCAT)　 科学協会
件名:国 立極地研究所 と欧州非干渉散乱 レー ダ　(EISCAT)　 科学 協会の間 における覚書
目的 ・概要:平 成7年 度 に建設 された スバ ールバ ルのISレ ー ダー と既設 の スカンジナ ビアの3点 のISレ ーダーな らびに
周辺 の レーダー ・地上 観測 との緊密 な同時観 測 によ り,太 陽風 エネルギーの地球磁気 圏への流入機構 や太陽放射 エネル
ギーとその擾乱が極域電磁環境及 び大気環境 の変動 に与え る影響 を調べ ることを目的 とす る もので ある。
締結 日(開 始時期):1997年1月14日
平成16年 度 の研究 実績:本 協 定 に基 づ いて,平 成16年 度 は所内 研究者 に よ りEISCATヒ ー タ/Geotail/SuperDARN
レーダーとの同時観測 による圧縮性Pc3-5地 磁気脈動現象 の発生 ・伝播機構 の研究,イ オ ン流出 に関す る酸素 イオ ン発光
と電離層パ ラメータの同時観測,　EISCAT/流 星 レーダー等 による中層大気 ・熱圏大気潮汐波お よび水平構造の究明,EIS-
CATな らび に狭視野撮像 観測 によ るデ ィスク リー トアークの微細 構造 とエ レク トロ ダイナ ミクスの研究,　ALIS地 上光
学/EISCAT同 時観測 な ど,ま た大学研 究者 か ら下部熱 圏 の力学 とエネルギ ー収支 に関 す る研究一 ロケ ッ トとEISCAT
レーダーの共 同観 測一,下 部電離圏/熱 圏鉛直運動 の レーダー観測,木 星電 波の多波長観 測 によ る内部磁 気圏 ダイナ ミクス
の探査,電 離圏加熱装 置を利 用 したイオ ン上昇流 に関 す る研究 ほか合わせて14件 の特別実験の採択が なされ,そ れぞれ研
究 が進 め られた。
13.ロ シア科学アカデミーシベリア支部 ・地質学地球物理学及び鉱物学総合研究所,並 びに地質学研究所
件名:国 立極地研究所 とロシア科学アカデ ミーシベ リア支部間のバイカルリフ ト帯深部構造解明のための国際共同観測に
関する覚書
目的 ・概要:シ ベ リアクラトン～バイカル リフ ト帯における深部構造とテクトニクスを詳細に調べるため,バ イカル湖東
岸中央のマクシミハ観測点に広帯域地震計を設置 し,科 学アカデ ミーの技術者に保守を依頼 している。得 られたデータに
より,リ フト帯直下の異常厚化の詳細構造 とテクトニクス的成因を解明する。また本研究を推進 し,将 来 ロシア北極域に
広帯域地震計の定常観測点を日ロ共同で設けることで,国 際デジタル地震観測網(FDSN)に 積極的に貢献できる。
締結日(開 始時期):2004年1月25日
平成16年 度の研究実績:本 共同研究で記録 される遠地地震デー タを用いた波形解析により,シ ベ リアクラ トン～バイカ
ルリフ ト帯の リソスフェア構造を求める。2005年 末まで観測予定で,平 成16年 度はデータ収集中である。解析に使用する
遠地地震を抜粋 し,ア カデ ミー共同研究者で地震 イベントに対応するデータ切り出し作業を行った。また,2005年2月 に
国立極地研究所主催で行われた第3回 北極域国際 シンポジウムでは,観 測概要と研究目的を紹介 した。得 られたデータは
アカデ ミー共同研究者により,リ フ ト帯周辺の地震活動解析や,こ れまでに得 られた構造モデルの改良にも利用される。
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2)そ の他の国際共同研究 ・観測(国 際交流協定に基づかないあるいは個別の協
定の範疇に収 まらないもの等記載すべき国際共同研究 ・観測)
件名:氷 床内部探査 レーダを用いた,南 極氷床の内部構造の解明(担 当:藤 田秀二)
目的 ・概要:中 国南極観測隊は,平 成16年10月 から平成17年2月 までの南極夏 シーズンに,南 極中山基地を起点にして
南極内陸部の 「ドームA」 地域に トラバース調査旅行を実施 した。延べ3000kmお よぶ行程において,国 立極地研究所が
技術支援と貸 し出しをした2周 波数のVHF帯 氷床探査 レーダ観測を実施 した。この結果,未 調査であった 「ドームA」 地
域において,氷 床内部構造と氷厚に関する大量のデータの取得に成功 した。この観測には,平 成16年 に中国極地研究所か
ら要請を受けて対応をしたものである。 日中双方にデータが帰属 し,共 同での研究をするものとして覚え書きを取 り交わ
したうえで技術支援を実施 した。観測実施の成功に基づき,研 究は,企 画立案 ・準備 ・観測実行の段階を終えて,デ ータ
処理 と分析,そ れに研究成果の公開作業に移 っていくことになった。
平成16年 度の研究実績:平 成16年 度末までに,概 要に述べた観測の企画立案 ・準備 ・観測実行が成功裡になされた。今
後,デ ータ処理と分析,そ れに研究成果の公開作業に移 っていくことになったが,こ れらは平成17年 度以降に継続 して日
中共同作業 として実施をする。
件名:国 際Super-DARNレー ダ ー網
目的 ・概要:同 一規格 の大型短波 レー ダーを南北半球 に多数配備 し,電 離圏 プ ラズマ対流 な どをネ ッ トワー ク観測 を行 う
ことを 目的 とす る。
平成16年 度の研究実績:昭 和基地の レーダーを中心 と し,他 のSuperDARNレ ー ダーや地上 の地磁気観 測,オ ー ロラ観
測,さ らには,衛 星観測 との比較研究 を行 った。研究成果 と して,極 域夏季中間圏 エコー　(PMSE)の 昭和基地 での発生頻
度分布 やその南北半球 の比較研究,カ スプ域 オー ロラと電離 圏対流 との関係 な どで,新 たな知 見が得 られた。
12.シ ンポ ジ ウム 等
1)シ ンポ ジウム
第28回 極域 における電離圏磁気圏総合観測 シンポ ジウム
8月3口 及び4日 の二 日間,第28回 極域宙空圏 シ ンポジウムを開催 した。口頭発表50件,ポ スター発表31件 の計81件
の講演が行われ,内 外 か ら110名 の参加 があ った。当該年度の シ ンポ ジウムの特色 のひとっ と して,オ ー ロラの微細構造,
高緯度地方 に現れ るオーロラ,そ して オーロラ ・サ ブス トーム(オ ーロラ爆発)に 関 して個別の セ ッションを設 けたこと
を挙 げ られ る。特 に,人 工衛星 によって撮影 され た宇宙か ら見 たオーロラや磁気圏の状態が,地 上か ら見 たオーロラにど
のよ うに対応 す るのか とい う点 にっ いて問題 意識 を改 め て共有 で きた。　NASAゴ ダー ド宇 宙 飛行 セ ンター よ りMei-
Ching　 Fok主 任研究員を招聰 し,同 氏 の専門 である磁気嵐 のセ ッションを設 け,磁 気嵐 における磁気圏 ・電離圏結合 に関
す る シ ミュ レー ションの最新 の現状 にっ いて講演 して いただ いた。また,南 極周回気球を は じめ,短 波 レーダー,　EISCAT
レーダー,無 人磁力計 を用 いた研究成果 の報告 も関心 を集 めた。発表内容 は,成 層圏,中 間圏,熱 圏,電 離圏,磁 気圏,
そ して太陽圏 に至 る幅広 い領域 を網羅 して お り,極 域で はこれ らすべて の領域が繋が って いるとい うことを如実 に反映 し
て いるといえる。領域間結合 の観点か ら現象 を理解す ることが今後更 に重要で ある ことか ら,今 後 の シンポ ジウムでは,
領域毎 にセ ッションを分 けることが適切か ど うか検討す る必要が あろ う。
第27回 極域気水圏シンポジウム
12月14口,15日 の両日に第27回 極域気水圏シンポジウムを開催 した。125名 の参加者を得て,47件 の口頭発表と26
件のポスター発表が行われた。
14日,雪 氷関連セ ッションでは,新 たな雪氷物理観測手法の開発,北 極域や他地域の氷河での観測から明らかにされた
数十年～数百年スケールの地球環境変動 シグナル,深 層コアか ら得 られた数十万年スケールの気候変動など,幅 広い研究




15日 は大気科学 に関す る講演 を集 め,こ れ らの一般講演 と関 わ りの深 い2件 の招待講演 を企画 した。先ず,第44次 越冬
隊 の主要観測計画 の一つ であ ったAntarcticMATCH観 測 に関連 して,ド イツ ・アルフ レッ ドウェゲナー極地 ・海洋研究
所 のマーチ ィン ・ス トライベル博士 による国際共同 プロ ジェク トQUOBI　 (Quantitative　 Understanding　 of　Ozone　 Los-
ses　by　Bipolar　Investigations)　 の紹 介 と,北 極域 にお けるオゾン破壊の定量的解析結果の紹介があ った。次 に,エ ルハ ル
ト・ラ シュケ極地研究所客員教授(ド イツ ・ハ ンブルグ大学)に よ り,地 球 の放射収支 におけるエアロゾル ・雲 の影響 に
つ いて,衛 星観測 の事始か ら最新 の結果 を網羅す る レビューが行われ た。
第24回 南極地学 シンポジウム
10月14日 および15日 の2日 間,第24回 南極地学 シンポジウムを極地研講堂にて開催 した。口頭発表46件,ポ スター
発表19件 で,参 加者は2日 間でのべ131名 であった。発表内容は最新のプロジェク ト観測やモニタリング観測の成果を中
心に,南 極大陸および南太洋域での重力 ・磁気測定,地 震波地殻深部探査,エ ンダビーランドか らリュッォ ・ホルム湾～








12月2日 および3日 に標記 シンポジウムを開催 した。参加者147名,う ち外国から5カ 国15名 が参加 した。口頭発表は
シンポジウムの趣 旨に沿 った事務局からの講演依頼を中心に合計21件,ポ スター発表は70件 であった。
一 日目の海洋生物のセッションでは,現 在進められているカナダ北極圏におけるCASESプ ロジェクトの最新の成果,
南極海でのプランクトンとクロロフィルαの長期変動にっいての発表があった。最近,南 極半島域でオキア ミが激減 して
いることが報告 されており,こ れらの長期観測に基づく成果は気候変動 と生態系の応答を明らかにする大変重要なもので
ある。また潜水動物の生理 と行動に関する発表が5件 あり,生 理的な制約のもとで動物がいかに効率よく潜水を行い餌を
とっているのか,そ れぞれ異なる側面から論 じられた。次に,日 本の国際極年における取 り組み,計 画が紹介 され,オ ー
ス トラリア,フ ランスとの国際共同観測にっいても意見交換がなされた。2日 目の陸上セッションではエルズミア島とス
ピッツベルゲン島の氷河後退域の生態系,南 極湖沼の生態に関する微生物学的アプローチなど新 しい知見が報告された。
本 シンポジウムではマレーシアの大学から研究者,及 び学生が5名 参加 した。オーストラリアとの共同観測など積極的に
南極の観測に参加 している様子が伺われた。
第28回 南極 阻石 シンポ ジウム
平成16年6月1日 か ら3日 の3日 間にわた って開催 された。 参加者 は93名 で あ った。海外か らは1名 の招待者 を含 め
9名 が参加 した。口頭発表 は46件,ポ ス ター発表 は1件 で,要 旨のみの発表が2件 あ った。初 日は始源阻石で ある コン ド
ライ ト,2日 目には,月 および火星 阻石,3日 目は,エ コ ン ドライ トの研究発表が行 われ た。招待者 のNASAジ ョンソ ン
宇宙 セ ンターのGordon　 McKay博 士 は,「 実験 岩石学 的 による火星陽石の成因の研究」で興 味深 い特 別講演を行 った。
その他,コ ン ドリュールの形成条件 を理論 によ り制約す る研究 を行 って いるグループの発表や微小試料で分析で きる全
岩酸素同位体分析結果 などの成果が注 目され た。
第3回 北極研究国際 シンポ ジウム
2005年2月22日 か ら24日 まで,第3回 北極研究国際 シ ンポジウムが,東 京都北区が運営す る 「北 トピア」で開催 され
た。
第1日 目には公開講演会を,2・3日 目には学術発表会 を行 った。
学術発 表会で は9っ の 口頭 発表 セ ッションとポス ターセ ッションにわ けて発表 ・討論 をお こな った。参加 者 は137名
で,そ の うち海外か らの研究者 はllヶ 国か ら41名 で あった。口頭発表の数 は35件(内,海 外発表者 数20件),ポ ス ター
発表の数 は49件(内,海 外 発表者数16件)で あ った。
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シンポジウムを通 じて,海 外での北極研究の現状を把握できた。特に,北 極研究において比較的後発である国々の研究
者が活発に研究を進めているのが印象的であった。一方では,国 内研究者の活動を,広 く海外の研究者に発信 した。
2)研 究集会
研 究 課 題 研究代表者 開 催 日
地球磁場観測に関する研究集会 田 口 真 平成16年11月15日 ～17日
EISCATレ ーダープロ ジェク トの計画案 に関す る研究集会 宮 岡 宏 平成17年3月18日
氷雪 コアを利用 した研究の今後の展望 神 山 孝 吉 平成17年3月4日
海氷域の衛星一航空機一船舶同期観測に関する研究集会 牛 尾 収 輝 平成16年9月10日
南極昭和基地大型大気 レーダーを用いた極域大気科学の可能性 佐 藤 薫 平成16年12月21日
「南極域における地球規模大気変化観測」に関する研究集会 和 田 誠 平成17年3月5日 ～6日
「北極大気観測研究計画のまとめと将来」に関する研究会 山 内 恭 平成16年12月16日
南極氷床の物理 ・化学 ・生物の フロ ンテ ィア 藤 田 秀 二 平成17年3月29日 ～30日
南大洋インド洋セクターの海洋物理研究 牛 尾 収 輝 平成17年3月7日
目独共同航空機地学観測に関する研究集会 野 木 義 史 平成17年1月25日
リュツォ ・ホルム湾沿岸地域における地球物理観測に関する研究
集会(2)
船 木 實 平成16年9月10日 ～11日
西 エ ンダ ビーラ ン ドの調査 ・研究計画 にっ いての研究集会 本 吉 洋 一 平成16年6月4日 ～5日
南極周辺の環境変動イベ ントと北半球,熱 帯地域の環境変動イベ
ントとの関係にっいて考える研究集会
三 浦 英 樹 平成17年2月28日
高緯度北極ツンドラ生態系の環境変化に関する研究集会 内 田 雅 己 平成16年12月3日
南極昭和基地における医療 ・医学研究に関する研究集会 福 地 光 男 平成16年8月28日
データロガーを用いた海洋大型動物研究」に関する研究集会 加 藤 明 子 平成16年7月21日
第二回小型無人航空機の現状 と科学観測への応用に関する研究会 船 木 實 平成17年3月3日 ～4日
北極における固体地球科学研究の現状と展望に関する研究集会 金 尾 政 紀 平成17年3月23日
3)観 測研究集会
研 究 課 題 申請者 開 催 日
南極域からみた地球規模環境変化の総合研究(生 物・医学系観測) 松 原 廣 司 平成16年5月13日
南極域からみた地球規模環境変化の総合研究(気 水圏観測) 平成16年10月13日
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皿.研 究 施 設
1.極 域情報系
1)序 文
国立極地研究所 は南極域や北極域での各種観測により,膨 大なデータや試 ・資料を得ている。大学共同利用機関である
国立極地研究所の極域情報系は,極 域観測で得られたこの貴重なデータや試 ・資料を整理 ・保管 ・公開 し,情 報基盤を整
備 し,極 域情報図書を蓄積 ・発信することにより,極 域 に関する情報が国内外の研究者や社会に広 く有効活用 ・有効利用




国立極地研究所の創設時の資料系に湖る。その後,資 料系は時代の要請を取 り入れながら改組 ・発展を繰 り返 し,そ の間
に生物系資料部門,非 生物系資料部門,オ ーロラ資料部門,及 び,低 温資料部門の活動が継続 されてきた。資料系の大 き
な変革の契機は平成7-9年 度にかけて設置された 「南極圏環境モニタリング研究センター」の活動である。平成8年 度を
初年度とする第V期 日本南極地域観測5ヶ 年計画にて,極 地研担当のモニタリング研究観測が開始 したことに呼応 して,
南極圏環境モニタリング研究センターが設置された。南極 ・昭和基地及び観測船 「しらせ」船上において実施 される各種
モニタリング研究観測への対応,及 び,得 られたモニタリング研究観測試料,資 料,デ ータ類の処理 ・解析が南極圏環境
モニタ リング研究セ ンターの主要業務 とされた。また,南 極研究科学委員会(SCAR)と 南極観測実施責任者評議会
(COMNAP)に よる 「南極域におけるデータ管理合同委員会」への対応も担当 した。
法人化で設置された 「極域研究資源センター」は 「南極圏環境モニタリング研究センター」のモニタリング研究観測対
応を引き継 ぐと同時にそれまでの資料系が対応 してきた資料の収集 ・整理などの業務をも包含することとなった。将来的
には南極観測のみならず北極観測か らの資料などへの対応 も視野に入れなが ら,極 域観測か ら得 られる試料,資 料,デ ー
タ類を貴重な資源として管理する。
以下に,南 極におけるモニタリング研究観測の大 きな3っ の分野における中 ・長期的環境変動の トピックスをまとめ
た。続いて資料系の流れをくむ各種資料にっいてまとめた。
(1)大 気 圏 環 境 変 動 分 野
第43次 越冬隊の昭和基地での超高層大気及び地磁気の観測データの処理を行い,デ ータレポー トのとりまとめを実施
した。大気微量成分観測に関 しては,持 ち帰 り大気サ ンプルを国内外の共同研究グループへ配布 し,持 ち帰り標準ガスの
検定を行 った。第45次 越冬隊員への訓練,昭 和基地持ち込み機器整備など実施 した。
(2)海 洋 ・地 殻 圏 環 境 変 動 分 野
第43次 越 冬隊が取得 したERS-2　 SARデ ータにっ いて処理を行 なった。過去 のSARデ ー タにっ いて,国 内共 同研究者
の要望 を取 りまとめた上,　NASDA/EORCへ 処理要求を行 ない,　JERS/ERS　 につ いて レベル0お よび レベル2.1処 理
を実施,成 果をCD-ROMと して,共 同研究者 に配布 した。現在,こ れ ら成果物 の検索 システムを構築 中である。また,第
42次 隊,第43次 隊において取得 された地震 モニタ リングデー タは,デ ー タ レポー トと して取 りまとめた。昭和基地 での第
44次 越冬隊 におけるSAR衛 星受信 に関 して,デ ータ取得要求を とりまとめ,　NASDA/EORCへ 要 求を行な った。
① 岩石資料
第1次 南極観測隊以来,ド ロ ンニ ングモー ドラン ド,エ ンダビー ラン ド,ビ ク トリア ラン ド,エ ル スワース山脈 など,
南 極大陸各地 にお ける地質調査 によって採集 された岩石,鉱 物試料,約10,000点 を地殻活動進化研究部 門が保管 ・管理 し
て,共 同研究や展示用 に貸 出 しを して いる。




設備名称 設置年度 規格 用途
蛍光X線 分析装置 H5 理学電機製RIX3000 岩 石鉱 物粉 末試 料 の定
性 ・定量化学分析。
粉末X線 回折装置 S60 理学電機製　RAD皿 岩石鉱物粉末試料の定性
分析。
試料処理室 H10 ボ ー ル ミル 他 。 粉末試料調整。鉱物分離。
石工室 S54 岩 石一 次切 断機
ジ ョー クラ ッシャー他。
岩石試料の切断,試 料調
整
(3)生 物 圏 環 境 変 動 分 野
① 海 洋生物観 測
第43次 越冬隊が昭和基地 で受信 し持 ち帰 ったSeaWiFSデ ータ,第44次 夏隊が しらせ船 上 にお いて取 得 した海洋生物
観測 データ(表 面海水 モニ タ リンデー タ,ク ロロフィル α濃度,　NORPACネ ットサ ンプル,海 水サ ンプル,お よびCPR
サ ンプ ル)を 処理 した。　SeaWiFSデ ー タにっ いて はNASAと の契 約 に基 づ き,生 デ ー タか らLevel　 Oお よ びLevel　 1
データに変換後,イ ンターネ ッ トを介 してDAAC　 (GSFC/NASA)　 に全 データを転送 した。　Level1以 上の プロダク ト
(Chl.　 aマ ップ,ク イ ックル ックな ど)に っいて は現 在処理 を継続 してい る。 海洋観測 デー タにっ いて は,各 デー タの変
換 ・解析,検 証,お よびサ ンプル処理 を実施 し,デ ー タベ ース化を行 って いる。また,第45次 夏隊お よび越冬隊 のための
準備 と して,観 測機材の メ ンテナ ンス,消 耗品等の調達 ・梱包を行 うとと もに,し らせ船上 にお ける海洋観測訓練 を実施
した。
② 生物資料
南極観測 および北極 における観測 によって収集 され た極域生物 の標本資料 は極域 における生物 多様性 の研究 のために利
用 される。 これ らに用 い られ た資料 は分類 の証拠品 と して,あ るいは模式標本 と して永久保存す る ことが必要 である。南
北周極域 よ り得 られた各種生物標本 は研究が済 み次第,標 本 デー タ等 を整理 した上 で国立極地研究所 の生物 資料室 に収納
されている。現在 まで に,世 界公共植物標本庫(WorldHerbariaNIPR)を中心 に,資 料の収集,管 理 を行 ってお り,世
界の標本庫 と交換,寄 贈 を通 して収集活動 を行 っている。南極 の ドロンニ ング ・モー ドラン ド,エ ンダー ビー ラン ド,及
びイ ン ド洋 区,ブ リッツ海域 の動植物 のユニー クな収集品 は国際 的に最 も充実 している。一方,生 物標本 の多面 的研究 に
向けて,こ れまでに極地植物 の冷凍保 存標本及 び培養株 を通 じて広 く利用 されて きた。極地 の植物 資料 は冷凍保存や培養
株 によ る長期 の維持管理 が可能 である とい う特性 を利用 して,生 態 細胞遺伝学,地 球環境 変動 の生物 への影響 等の研究
を行 う。 また,培 養株 カルチ ャーの維持,設 備の維持管理 を通 して,培 養株 保存セ ンター,遺 伝子 資源保存セ ンターの構
築を 目指す。
平成16年 度 は第44次 南極観 測隊越 冬隊,45次 夏隊 が持 ち帰 った生物 資料 の初期処理,分 類を行 った。また,全 動物標
本資料の写真撮影を行い,画 像デー タベー ス公開に向 けて作業を行 った。 さらに,南 極か ら持ち帰 った生物 スライ ドを整
理,デ ジタル化 し,近 い将来,生 物 スライ ドのデー タベー ス構 築に備えた。
(1)本 直牛勿標本
極地 より得 られた植物標本,並 びに比較標本 と してその周辺域か ら収集 された顕花植物,隠 花植物の乾燥標本,液
浸標本 は約40,000点 であ り,生 物 資料 室に収蔵 されてい る。
(2)動 物標本
極地 よ り得 られた動物標本 は利用 に供 され る剥製標本,液 浸標本,乾 燥標本 は,約1,500点 であ り,生 物資料室 に収
蔵 されて いる。
(3)デ ー タベースの構築
a.蘇 苔類標本 デー タベース
極地及 びその周辺域か ら得 られ た標本 は約30,000件,分 類別,地 域別で整理 され,検 索が可能で ある。
b.極 域地衣類標本 デー タベース
極地及か ら得 られ た標本 は約5,000件,分 類別,地 域別 で整理 され,検 索 が可能 であ る。
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c.極 域生物標本 デー タベース
極地 及びその周辺域 か ら得 られた展 示標 本,蘇 苔類,地 衣類,羊 歯 類,藻 類,種 子植物及び動物を含む全標本は
約50,000件,分 類別,地 域別 で整理 され,検 索 が可能 であ る。
d.極 域冷凍標本 デー タベース
極地及 びその周辺域 か ら得 られた植物(蘇 苔類,地 衣類,藻 類,藍 藻類等)は 約2,400件,分 類別,地 域 別で整理
され,検 索 によ り,生 試料 の利用 が可能 であ る。
e.動 物標本画像 デー タベース
南極 か ら得 られた代表 的な液浸標本,乾 燥標本が約2,500点,全 写真,記 載 によ る画像 デー タベース と して管理 さ
れ,一 部 イ ンターネ ッ ト上 で公 開 し,利 用 が可能 であ る。
f.生 物 ス ライ ドデー タベース
準備 中
(4)カ タログ ・デー タレポー ト等 の出版
南極海 の海鳥類 ・鰭脚類 ・鯨類(1983)
南極生物 資料 カ タログ(1987)
昭和基地周辺 における蘇苔類 カ タログ(1987)
　Catalog　 of　Moss　 Specimens　 from　 Antarctic　 and　Adjacent　 Regions　 (1987)
極域冷凍植物資料 カタログ(1992)
　JARE　 DATA　 REPORTS　 (Marine　 Biology　 l-29,　1981-2000)
(5)イ ンターネ ッ ト公開状況







植物分類群 標 本 数 動物分類群 標 本 数
顕 花 植 物 3,000 ほ 哺 乳 類 7
羊 歯 植 物 500 鳥 類 43
蘇 苔 類 30,000 魚 類 582
地 衣 類 5,000 甲 殻 類 162
藻 類 1,500 軟 体 動 物 137













































(板橋区さくら祭 り)ア デ リーペンギ ンの剥製等動物標本4点
富山市科学文化センター より寄贈 ワラジムシ類動物標本10点
③ 生物資料室
ワシントン条約や生物多様性条約に端を発 した絶滅危倶種の保護 ・保存に関する国際的な動向に伴い,自 然史科学の重
要性が近年より強 く認識されるようになってきた。南極の動植物にっいては南極条約協議会議の勧告に基づき,我 が国で
も1982年 か ら法令による保護措置がとられてきた。その後環境保護 に関する南極条約議定書が発効 し,特 に環境の厳 しい
極地に生息する生物に対する保護 ・保存の問題,さ らには地球規模気候変動を検討する上でも基礎的な知見をもたらす生
物標本の意義は益々増大 していると言える。
(1)世 界公共植物標本庫(World　 Public　Herbaria-NIPR)の 活動
国立極地研究所では設立当時から極地植物標本庫を設 けて標本の収集,管 理 ・運営を行ってきた。 日本南極地域観測隊
により昭和基地の周辺地域を中心に南極半島地域等で収集 されたコケおよび地衣類等,ア ラスカ,エ ルズミア島,ス バー
ルバルなどの北極及びその周辺域への調査により採集 したツンドラ植物などを保管 し,カ タログの出版,デ ータ公開を
行 っている。1979年2月,世 界公共植物標本庫(WorldPublicHerbaria-NIPR)と して登録され,国 内では唯一の標本を
含む標本庫 として学術研究や展示貸出しにと利用 されてきた。本標本庫では諸外国の主要な公共標本庫との標本,環 境情



















上記植物標本の他 南極を主 と して極域 にお ける各調査 により採集 され た動物,プ ランク トン標本 を収集 ・管理 し,極
域生物 の研究等共同利用 に供 して きた。南極地域観測で採捕 され たペ ンギ ンやアザ ラシ,ま た底曳 き網,ベ イ トトラップ
やSCUBA潜 水 によ り採集 され た魚,底 生生物 な どの動 物標本 約2,500点 は,研 究 あ るい は公共 の展示 用 に貸 し出 しを
行 ってお り,一 部 の動物標本 の画像 を極域動物標本画像 デー タベース としてイ ンターネ ッ ト上 で公 開(http　 :　//antmoss.
nipr.ac.jp/aspr/hyohon/index_j.htr l)　 している。
(4)オ ー ロ ラ 資 料
当部門が担 う業務 は,オ ーロラに関す る公開可能 な資料 の収集 とその統一 的整理 ・保管,並 びに収集 された資料 を共 同
利用 に供 す る ことであ る。 さ らに収集 資料 の至便 な検索 システ ムや解析 システムの開発研究 を行 うと共 に国際学術連 合
(ICSU)の 勧 告 に基 づ くオー ロラの世 界資料 セ ンター　(WDC　 for　Aurora)の 運営業務 を も担 う。
本年度 は,国 内外 の関係機関 との情報交換 と平行 して データ収集作業 を実施 した他,以 下 のよ うな作業 を行 った。
(1)昭 和基地全天 カメラフイルムデータの ビデオ化,及 び,デ ジタル化
(2)オ ーロラデ ジタルデータ,地 磁気 データを用 いたサマ リープ ロッ ト作成,及 び,ホ ームペー ジを通 した公 開
(3)JARE-43持 ち帰 り相 関記録 チ ャー トデ ータのマイ クロフィル ム化
(4)ア イス ラン ド3観 測点(チ ョルネス)超 高層 モニタ リングデータの編集,デ ータベース化,サ マ リープロ ッ ト作成,
及 び,ホ ームペー ジを通 した公開
(5)昭 和基地,K－ イ ンデ ックス,絶 対観測結果 のデー タベース化,及 び,ホ ームペー ジを通 した公開
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① オー ロラ資料
オー ロラ世 界資料 セ ンター(WDCforAurora)は,資料系 オーロラ資料部門が管理 ・運営 し,管 理 ・資料棟5階 に床面
積 約84m2の 資料保管庫兼 閲覧室を有 して い る。 当セ ンターに保管 され る資料 は,　WDCパ ネルが示す作業指 針を基本 と
し,オ ー ロラ物理学 の進展 に伴 う研究者 の要望 資料 を も経済 的物理 的事情 を勘案 した上 で収集 する方針 としている。資料
保管庫 は冷 暖房 ・除湿器 を備 えている とともに,リ ー ダプ リンターその他 による簡単 な閲覧 と複写が可能 とな っている。
デー タ収納能力 は,35mmマ イ クロフィルム約28,000本/100ft巻,計 算機用磁気 テープ約1,900本,マ イクロフ ィッシュ
カー ド数千枚 である。　WDC　 for　Geomagnetism　 (京都 大学理学部)と の共 同によ るAEデ ー タブックの出版 も行 ってい
る。
本年度 までに収集 したデー タの概数 を次表 に示す。
資 料 名 観 測 期 間 数 量
35mm全 天 カメ ラ編集済 フ ィルム 1970年 ～1998年 100fr,29年 分
16mm全 天 カメ ラフイルム 1966年 ～1969年 100fr,4年 分
35mm全 天 カメ ラオ リジナルフ ィルム 1970年 ～1998年 1,000fr,29年 分
35mm全 天 カメ ラ長尺駅保存 フ ィルム 1970年 ～1978年 1,000fr,9年 分
昭 オーロラ全天 カメラOVD 1980年 ～1998年 19年 分
和 同上Web閲 覧用サ ムネール 1981年 ～1999年 19年 分
基 地磁 気3成 分オ リジナルチ ャー ト記録 1959年 ～2002年 44年 分
地磁気3成 分3打 点チャー ト記録 1966年 ～2002年 37年 分
地 地磁気3成 分35mm1マ イ クロフィルム 1972年 ～2001年 100fr,30年 分
資 同上A4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1959年 ～1961年 23フ ァ イ ル
料 絶対測定記録書 1966年 ～2002年 3フ ァ イ ル
超高層現象相関記録マイクロフイルム 1977年 ～2002年 100fr,26年 分
同上A4版 引伸 し資料(閲 覧宙) 1977年 ～1986年 61フ ァ イ ル
計算機取 り込みデータA4版 引伸 し資料(閲 覧用) 1976年 ～1986年 6フ ァ イ ル
オーロラ写真観測記録 1981年 ～ 約55冊
あすか基地35mm全 天カ メラ編集済 フィルム 1987年 ～1991年 340巻/100ft
同上 オ リジナルフ ィルム 1987年 ～1991年 82巻/400ft
DMSP衛 星 オーロラ画像 マイクロフ ィルム 1972年 ～1990年 240巻/100ft
SouthPole基 地全天 カメラフィル ム 1976年 ～1996年 100fr,21年 分
Halley　 Bay基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1978年 100fr,9年 分
1982年 ～1987年
そ Mawson基 地全天 カメラフ ィルム 1976年 ～1977年 100fr,6年 分
の 1984年 ～1987年
他 Casey基 地全天 カメ ラフィルム 1976年 ～1978年 100fr,3年 分
の Maquarie島 基地 全天 カメラフィルム 1975年 ～1977年 100fr,6年 分
主 1982年 ～1984年
な Davis基 地全天 カメラフ ィルム 1958年,1976年, 100fr,6年 分
資 1982年,1984年,
料 1985年,1987年
地磁 気マイ クロフイルム(約270基 地) 1976年 ～ 約774巻/100ft
地磁 気マイ クロフィ ッシュ(約26基 地) 1979年 ～ 約1,370枚
IMP-J衛 星IMFマ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 1977年 ～1979年 20枚
NOAA&TIROS衛 星オ ーロラ粒子 デ ータ 1978年 ～2002年 CD-ROM,　 25年 分
DMSP衛 星オー ロラ粒子 デー タ 1979年 ～1996年 CD-ROM,　 8mm,　 18年 分
Data　Book等(閲 覧用) 約370冊
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情報基盤センターは,専 任の教官4名,技 官1名,事 務補佐員,各 グループの兼任教官か ら構成され,南 極 ・北極域を
中心 とする極域科学研究を推進するための情報基盤の開発,整 備,運 用,維 持を基本的業務として実施するとともに,こ
れらの研究資源を最大限有効に利用 した各個研究を進めている。管理運用する主なシステムは,1)大 型計算機 ・極域科学
総合データライブラリシステム,2)所 内および昭和基地 ・「しらせ」船上ネットワークシステム,な らびに3)昭 和基地多
目的衛星データ受信設備である。 これらの情報通信基盤により,大 量の観測データを迅速に処理 し,国 内外の共同研究を
促進 している。
(1)大 型 計 算 機 シ ス テ ム お よ び 極 域 科 学 総 合 デ ー タ ラ イ ブ ラ リ シ ス テ ム の 運 用 ・維 持
センターの計算機 システムの構成を図1に 示す。大型計算機 システムは,平 成16年9月 に政府調達(ス ーパ ーコン
ピュータ)に より日立製作所製SR11000シ ステムの導入が決定 し,平 成17年2月 に運用を開始 した。新 システムは,主 記
憶容量1TB,理 論演算性能972GFLOPSの 並列計算機である。
年間を通 じた運用状況は表1に 示 したとおりである。極域科学データライブラリシステムは格納データ量が全体容量の
80%を 超えたため,13TB分 のディスク装置増設を行った。
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サーバ 合 計　8Node. 8Node 16PE
2004年4月 一
`
24462.0 17.4 724ユ 5.7 25209.2 3106.32345.35451.6
5月 一
`
31120.7 18.0 266.2 6.1 31411.0 一 2754.62541.85296.5
6月 一
`
29265.9 16.5 213.4 2.3 29498.1 一 3407.03070.306477.3
7月 　
1
26046.5 16.5 410.5 6.9 26480.5 6246.92610.48857.3





11079.3 563.5 266.2 10.111919.2 一 3093.12609.95702.9
10月 一
1
5258.81372.9 141.3 5.8 6778.8 　 3557.92298.85856.7
11月 一 14382.1 15.8 151.6 2.3 14551.8 一 6773.62241.29014.8
12月 12567.3 18.3 480.7 4.4 13070.7 一 5807.02476.78283.7
2005年1月 一
,
7383.9 10.4 1144.7 1.4 8540.3 一 7838.91965.59804.4
2月 20266.8 一 一 283.2 一 20550.03665.25596.6 　 9261.7
3月 26735.2 一 　 86.9 一 26822.1 12950.0 4065.6 一 17015.6
一113一
表2平 成16年 度極域情報基盤センターシステム利用者一覧
研究代表者 研 究 課 題 所 属
藤田 秀二 気水圏関連行事(シ ンポジウム,研 究集会等)の 案内の発信 国立極地研究所気水圏研究グループ
門崎 学 南極域の雲と海氷の相互作用の解析 総合研究大学院大学
海老原祐輔 磁気嵐 におけ る リングカ レン トの シ ミュレー シ ョン 国立極地研究所宇宙圏研究グループ
平沢 尚彦 南極 ・北極域の大気循環,水 循環に関する研究 国立極地研究所極域情報基盤センター
平沢 尚彦 昭和基地で受信 したNOAAデ ータのアーカイブ 国立極地研究所極域情報基盤センター
平沢 尚彦 昭和基地で受信 した人工衛星データのアーカイブと処理 国立極地研究所極域情報基盤センター
平沢 尚彦 全球データを利用 した南極域 ・北極域の気象研究 と気候データのアーカイブ 国立極地研究所極域情報基盤センター
藤田 茂 太陽風変動に対する磁気圏変動の数値 シミュレーション 気象大学校
鈴木香寿恵 南極域における水蒸気輸送の季節変動 ・年々変動 総合研究大学院大学複合科学研究科極域科学専攻




西谷 望 短波 レー ダーデ ータを利用 した電離圏一磁気 圏 ダイナ ミクスの研究 名古屋大学太陽地球環境研究所
牛尾 収輝 南極 リュツォ ・ホルム湾における海氷変動の把握
国立極地研究所 北極観測センター(気
水圏研究グループ)
平沢 尚彦 昭和基地で受信 したNOAAデ ータを利用 した研究 国立極地研究所極域情報基盤センター
平沢 尚彦 昭和基地で受信 したMOSデ ータを利用 した研究 国立極地研究所極域情報基盤センター
久慈 誠 リモー トセンシングデータを用いた南極域における雲 ・水蒸気変動の研究 奈良女子大学理学部
松井 宏晃 地球磁場成因に対する電磁流体 シミュレーション
Department　 of　 Geophysical　 Sciences,
the　 University　 of　Chicago
金尾 政紀 地震モニタリング観測データの初期解析 国立極地研究所地圏研究グループ
金尾 政紀 D　 Data　 archive　 and　 publication　 of　 seismic　 data　 by　 JARE
monitoring　 observations
国立極地研究所地圏研究グループ
佐藤 夏雄 アイスランド地磁気観測 国立極地研究所極域情報基盤センター
野木 義史 ゴンドワナ分裂に関する研究 国立極地研究所地圏グループ
野木 義史 南極プレー トインド洋区の地学研究 国立極地研究所地圏グループ
岡田 雅樹 電磁粒子 シミュレーションによる磁気圏プラズマ素過程の研究 国立極地研究所極域情報基盤センター
岡田 雅樹 宇宙 環境 シ ミュレータプロ ジェク トにお ける飛翔 体一プ ラズマ
相互作用 シ ミュレー タの開発
国立極地研究所極域情報基盤センター
岡田 雅樹 AVSに よ る3次 元 デ ータ可視化 ツールの開発 国立極地研究所極域情報基盤センター
岡田 雅樹 昭和基地WEBカ メラによる画像データ収集と配信 国立極地研究所極域情報基盤センター
森本 真司 地球表層における炭素循環の研究 国立極地研究所北極観測センター
海老原祐輔 超高層物理部門の広報をウェブを通 して行 う 国立極地研究所超宇宙圏研究グループ
村田 洋三 大形短波 レーダーによる極域電磁圏結合に関するオーロラダイナ ミクスの研究
総合研究大学院大学数物科学研究科極域
科学専攻
平課 享 Biological　 Processes　 in　 Antarctica 国立極地研究所極域研究費源センター
平言睾 享




A　 study　 on　 primary　 production　 in　the　 Southern　 Ocean
using　 satellite　 ocean　 color　 remote　 sensing
国立極地研究所極域研究資源センター
平課 享 Studies　 on　 Antarctic　 Ocean　 and　 Global　 Environment国立極地研究所極域研究費源センター
鈴木 勝裕 衛星マイクロ波観測データの解析による極域における雪氷物理量の長期変動の推定 北海道工業大学
一114一
研究代表者 研 究 課 題 所 属
江尻 全機 磁気圏高エネルギー粒子のダイナ ミクスに関する計算機実験 国立極地研究所
江尻 全機 アム ンゼ ンス コッ ト南極点基地 ・全天 イ メー ジャーデ一 夕の保
存 と解析
国立極地研究所
麻生 武彦 EISCATレ ーダーによる超高層電磁圏物理の研究 国立極地研究所北極観測センター
Bjorn
Gustavsson
Analysis　 of　EISCAT　 and　 ALIS　 data　 for　 the　 study　 of　 aurora




Study　 on　 the　 ionosphere　 physics　 by　 the　 EISCAT　 radarEISCAT　 Scientific　 Association
麻生 武彦
Educational　 home　 page　 for　 Department　 of　Polar　 Science,
Sokendai
国立極地研究所北極観測センター
三好 勉信 Analysis　 of　planetary　 waves　 and　 tides　 in　 the　 atmosphere九州大学大学院理学研究院地球惑星科学
部門
山本 隆 沿磁力線電流発生 とオーロラ粒子加速に関する数値的研究 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻
門倉 昭 超高層 モニ タ リングデー タの編集処理 国立極地研究所極域研究費源センター
門倉 昭 南極周回気球データの解析 国立極地研究所極域研究資源センター
門倉 昭 メールの利用,人 工衛星 ・地上 デー タ処理 国立極地研究所極域研究費源センター
門倉 昭 電子 メール システムの利用,及 び,　NOAA衛 星,　DMSP衛 星オー ロラ粒子 デー タの編集処理 国立極地研究所極域研究費源センター
門倉 昭 昭和基地地磁気データ処理及びアイスランド超高層モニタリングデータ処理 国立極地研究所極域研究資源センター
土井浩一郎 合成開 口 レー ダデ一 夕のアーカイ ブ 国立極地研究所極域研究費源センター
臼井 英之 宇宙環境 シミュレータの開発 と飛翔体環境の解析 京都大学宙空電波科学研究センター
渡辺 正和 反転マージングセル(惑 星間磁場北向 き時に現れる電離圏対流の一形態)
サスカチュワン大学物理および物理工学
科
宮岡 宏 DMSP衛 星データの編集処理 と解析 国立極地研究所極域情報基盤センター
細川 敬祐
SuperDARNレ ーダーを用 いた極域 夏季中間圏 レー ダーエ コー
の統計解析 電気通信大学情報通信工学科
行松 彰 Data　 processing　 and　 analysis　 of　 SuperDARN　HF　 radar
data　 and　 Akebono　 RDM　 data
国立極地研究所宇宙圏研究グループ
行松 彰 Processing　 and　 analysis　 of　SuperDARN　hf　radar　 data 国立極地研究所宇宙圏研究グループ
田口 真 南極点全天 イメー ジャーデ一 夕によ るMLT領 域 ダイナ ミクスの研究 国立極地研究所宇宙圏研究グループ
佐藤 学 あけぼの衛星観測によるBENと 南極点全天撮像装置観測によるオーロラの対応について
東北大学大学院理学研究科惑星 プラズ
マ ・大気研究センター
野崎 憲朗 電離層定常観測 (独)情報通信研究機構
高橋 幸弘 ELF波 動観測による全球雷活動のモニタリング 東北大学 ・大学院理学研究科
坂本 好司 こど も向 け南極観測 ホームペー ジ公開 国立極地研究所広報室
熊倉 俊郎 力タバ風と大気大循環との関係について 長岡技術科学大学
冨川 喜弘 極渦境界領域の小規模波動擾乱の力学と物質輸送混合過程への影響 トロ ン ト大学
平沢 尚彦 ADEOS-II/GLIデー タ 解 析 国立極地研究所 極域情報基盤センター
島村 英紀 南極地学観測の現状分析 国立極地研究所
坂本 好司 南極記者会向け報道発表資料の公開 国立極地研究所 広報室
三宅 壮聡 計算機 シ ミュレー シ ョンを用 いた宇宙 プ ラズマ中のEMCに 関
す る研究 富山県立大学
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(2)ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の 整 備 ・運 用
ネットワークシステムは,所 内,昭 和基地,イ ンテルサット衛星回線 とも安定に運用 した。第46次 南極観測隊とのテレ
ビ会議開催は,接 続試験を含め全体で146回 にのぼった。遠隔医療および接続試験を除いた昭和基地 テレビ会議システム
の利用状況を表3に まとめた。
主催団体別テレビ会議 システム利用状況(図2参 照)を みると,テ レビ会議システムを利用 した講演会,南 極教室等が
多数開催され,広 報活動に大きく貢献 したことがわかる。
表3昭 和基地テレビ会議利用状況
開始予定時間 目 的 場 所




2004/3/815:00「朝日南極教室」開催に伴う回線接続試験 朝 日新聞東京本社本館2F「 読者ホール」
2004/3/916:00昭和基地テレビ会議 システム動作確認試験 極地研極域情報基盤センター
2004/3/1118:45遠隔医療機器接続(緊 急) ごとう整形外科(仙 台)
2004/3/1615:00「朝 日南極教室」(3/27)開 催に伴う回線接続試験 朝 日新聞東京本社本館2Fr読 者ホール」




2004/4/1915:00「岡垣町 情報 プ ラザ人 の駅」 オープニ ングイベ ント開催
(5/1)に 伴 う試験
福岡県遠賀群岡垣町
2004/4/2715:00「岡垣町 情報 プ ラザ人 の駅」 オープニ ングイベ ント開催
(5/1)に 伴 う試験
福岡県遠賀群岡垣町
2004/5/113:00「岡垣町 情報 プ ラザ人 の駅」 オープニ ングイベ ント開催 福岡県遠賀群岡垣町
2004/5/1419:00遠隔医療機器接続 ごとう整形外科(仙 台)
2004/5/2115:00「朝日南極教室」開催(5/22)に 伴う試験 朝 日新聞東京本社内 「読者ホール」
2004/5/2215:00「朝日南極教室」開催 朝 日新聞東京本社内 「読者ホール」
2004/5/2417:30遠隔医療実験実施のため ごとう整形外科 ク リニ ック(仙 台)
2004/5/2719:00遠隔医療実験実施のため ごとう整形外科 ク リニ ック(仙 台)



























2004/7/915:00「朝 日南極 セ ミナ ー」 開催(7/10)に 伴 う試験 朝 日新聞東京本社 「読者 ホール」
2004/7/1014:30「朝 日南極 セ ミナー」 開催 朝 日新聞東京本社 「読者ホール」












の南極観測 一南極か ら地球の過去 ・現在 ・未来をさ
ぐる一」講演者 宮岡 宏
越谷市科学技術体験センター
2004/7/2815:00「朝 日南極 セ ミナー」開催(7/29)に 伴 う試験 朝 日新聞大阪本社 「アサ コム ・ホール」






























2004/9/1114:30朝 日新聞西部本社 「朝 日南極教室」開催 北九州市朝日新聞西部本社 「さんさん広
場」




2004/9/1716:00鳥取市 「講演 と映画の会」開催(9/18)に 伴 う試験鳥取市さざんか会館
2004/9/1813:25鳥取市 「講演 と映画の会」開催 鳥取市さざんか会館
2004/9/2413:30第45次 家族会開催 極地研講堂
2004/9/2718:30遠隔医療実験のため ごとう整形外科 ク リニ ック(仙 台)







開始予定時間 目 的 場 所
2004/10/715:00信州大学 「ふるさと自慢」開催に伴う試験 信州大学地域共同研究センター





2004/10/1918:30遠隔医療実験のため ごとう整形外科ク リニック(仙 台)















2004/11/1914:30宮城県立 こども病院 「朝日子ども南極教室」開催 宮城県立こども病院
2004/11/2416:00両神中学校 「南極教室」開催(11/25)に 伴う試験両神中学校
2004/11/2514:30両神中学校 「南極教室」開催 両神中学校
2004/11/2915:00昭和基地テレビ会議 システム動作確認試験 極地研極域情報基盤セ ンター







2004/12/1515:00朝 日新聞社テ レビ会議 システム接続試験 朝日新聞東京本社 「読者ホール」
2004/12/2816:00昭和基地テ レビ会議 システム接続試験 ・隊員訓練 極地研極域情報基盤センター





2005/1/2615:00秋田県金浦町金浦小学校 「朝日子 ども南極 シンポジウ
ム」開催(1/27)に 伴う試験
秋田県金浦町金浦小学校体育館
2005/1/2714:00秋田県金浦町金浦小学校 「朝 日子 ども南極 シンポジウ
ム」開催
秋田県金浦町金浦小学校体育館












2005/2/2415:30秋田大学 「南極のふ しぎ展」開催(2/26)に 伴う試験秋田市民交流プラザ ァルヴェ
2005/2/2615:00秋田大学 「南極のふ しぎ展」開催 秋田市民交流プラザ アルヴェ
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開始予定時間 目 的 場 所




2005/3/1515:30日米 ライブフ ォーラム開催(4/10)に 伴 う試験 エ ル カ ミ ノ ・カ レ ッ ジ,朝 日新 聞 社 読 者
ホ ー ル,ブ イ キ ュ ー ブ ブ ロ ー ド コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン
2005/3/2214:30日米 ライブフ ォーラム開催(4/10)に 伴 う試験 エル カ ミノ ・カ レッジ,朝 日新聞社読者
ホール,　IS看 護専門学校(大 阪),ブ イ
キ ュー ブ ブロー ドコ ミュニケー ション
2005/3/3015:00遠隔医療実験のため 羽生総合病院(羽 生市)
2005/4/914:30日米 ライブフ ォーラム開催(4/10)に 伴 う リハ ーサ ルエルカ ミノ ・カ レッジ,朝 日新聞社読者
ホール,　IS看 護専門学校(大 阪),ブ イ
キ ュー ブ ブロー ドコ ミュニケーシ ョン
2005/4/1013:00日米 ライブフ ォーラム開催 エルカ ミノ ・カ レッジ,朝 日新聞社読者
ホール,　IS看 護専門学校(大 阪),ブ イ
キ ュー ブ ブロー ドコ ミュニケーシ ョン
2005/4/1612:30科学技術週間 「講演と映画の会」 極地研講堂
2005/4/2816:00遠隔医療実験のため 羽生総合病院(羽 生市)
2005/4/2817:00湘南国際村 フェステ ィバ ル2005学 術講演会 「南極観


























2005/5/1915:00旭川工業高等専門学校 「南極授業」開催 旭川工業高等専門学校(旭 川市)
2005/5/211:00愛知 万博EXPOド ーム 「サイエ ンスシ ョー(朝 日新聞
社主 催)」 開催(5/21)に 伴 う試験
愛知万博EXPOド ーム
2005/5/2113:00愛知 万博EXPOド ーム 「サイエ ンスシ ョー(朝 日新聞
社主 催)」 開催
愛知万博EXPOド ーム
















開始予定時間 目 的 場 所
2005/6/1015:00「エ コ ラ イ フ ・フ ェ ア2005」 開 催(6/12)に 伴 う 試 験都立代々木公園ケヤキ並木TBSラ ジオ
ブース
2005/6/1114:30東京都目黒区立東山小学校 「南極教室」開催 東京都目黒区立東山小学校体育館










2005/7/615:0046次 観測隊,極 地研管理部事務打合せ 極地研講堂












(3)昭 和 基 地 衛 星 デ ー タ 受 信 シ ス テ ム の 運 用 ・維 持
45次 隊の越冬期間中(2003年2月 ～2004年1月)に 昭和基地の多目的衛星データ受信設備を用いて各衛星を受信 した。
米国の気象衛星であるDMSPお よびNOAA衛 星は,そ れぞれ5633パ ス,1298パ ス受信 した。
DMSPとNOAAデ ータにっいては,情 報基盤センター内で編集処理 した後,共 同利用のため 「極域科学総合データラ
イブラリシステム」に登録保存を行 った。
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4)南 極 阻石 セ ンター
(1)活 動概要
・　Asuka-88阻 石の詳細分類を行 った。
・Yamato　 98阻 石 の研摩薄片作成,　EPMA分 析等 の分類作業 を継続 して行 った。
・完成 した南極胆石 デー タベースへのデー タ入力を継続 して行 った。
・二次 イオ ン質量分析計 および周辺機器 の整備 を行 った。具体的 には地震 によって分析計全体 のアライメ ン トがずれ たた
め,そ の修正,イ オ ン光学系 の詳細 なチューニ ングを実施 した。
・エネルギーフ ィル ター法 による希 土類元素定量分析 の立 ち上 げとメソ シデライ ト阻石中 のカル シウム リン酸塩鉱物お よ
び地球産 ジルコ ンへ の応用 に取 り組ん だ。
(2)情 報公開 ・出版
・南極阻石通信No.77を 平 成16年5月18日 に発行 した。
・南極阻石通信No.78を 平 成17年1月17日 に発行 した。
・南極阻石通信No.79を 平 成17年2月21日 に発行 した。
・南極阻石通信No.80を 平 成17月3月31日 に発行 した。
(3)南 極阻石の配分
平成16年7月9日 開催の第39回 南極阻石研究委員会,平 成17年2月15[・ 」開催の第40回 南極阻石研究委員会で認め



























(コ ン ド ラ イ ト1,鉄 損 石1)
(鉄 帽 石)
(火 星 阻 石)
(コ ン ド ラ イ ト1,鉄 帽 石1)
(コ ン ドラ イ ト1)
(鉄 帽 石1,火 星 阻 石1)
(コ ン ドラ イ ト1,鉄 損 石1)
(コ ン ドラ イ ト3,パ ラ サ イ ト3)
(コ ン ドラ イ ト1,鉄 損 石1)
(鉄 損 石1)
(コ ン ドラ イ ト1,鉄 損 石1)
(コ ン ドラ イ ト1,鉄 阻 石1)
(鉄 阻 石)
(鉄 帽 石1,コ ン ド ラ イ ト1,火 星 隅 石1)
(火 星 胆 石1,コ ン ド ラ イ ト1)
(コ ン ド ラ イ ト1,エ コ ン ド ラ イ ト1,鉄 阻 石1)
(火 星 隅 石)
(火 星 限 石1,コ ン ド ラ イ ト1,鉄 損 石1)
(コ ン ド ラ イ ト1,鉄 帽 石1,火 星 阻 石2)
(鉄 損 石1,コ ン ド ラ イ ト1,火 星 阻 石1)
(コ ン ド ラ イ ト1,鉄 陽 石1,火 星 阻 石1,パ ラ サ イ ト1)
(鉄 損 石1,コ ン ド ラ イ ト3,パ ラ サ イ ト6)
































(コ ン ドライ ト1,鉄 損石1)
(鉄 帽石1,コ ン ドライ ト1)
(鉄 損石1,コ ン ドライ ト1)
(コ ン ドライ ト1,鉄 帽石1,月 限石1,火 星阻石1)
(コ ン ドライ ト1,鉄 帽石1)
























(5)施 設 ・設備 の利用状況
1.二 次 イオ ン質量分析計(平 成10年 度設置)
(規 格)ASI社 製SHRIMP　 H・Csイ オ ン源付 き。
(利 用状況)
・玄武岩質 阻石 および地球上 の岩石 に含まれる ジル コンの ウラン 鉛ー 年 代決定。
・普通 コン ドライ ト阻石 中に含まれるかん らん石 のマ ンガ ンークロム年代決定。
・微量元素 測定法 の開発。
2.波 長分散型X線 マイ クロアナ ライザ(平 成4年 度設 置)
(規 格)日 本電子製JXA8800M,分 光結 晶5チ ャンネル。
(利 用状況)
・南極 阻石試料 の初 期分類。 主要元素 組成の定量 分析。
・CHIME年 代測定
・阻石および地球上の岩石鉱 物の観察および鉱物 ・ガ ラスの定量 分析。
・南極産宇宙塵および氷床中火山灰の鉱物の化学組成の定量分析。
・　SHRIMP標 準物質 の主要元素 の均質性 の評価。副成分元素 の定量。
・マ ッピングによ る リン酸塩鉱物および ジル コ ンの探索,鉱 物分布 に関す る研究。
4.低 真空度走査型電子顕微鏡(平 成10年 度設置)
(規格)日 本電子製JSM5900LV,エ ネルギー分散型X線 分析装置(Oxford　 Link-ISIS)お よびカソー ドル ミネ ッセ ンス分
光 システム　(Oxford　 Mono　 CL)付 き。
(利用状況)
・阻石や地球の岩石の岩石組織観察 とエネル ギー分散型分光器 による定量分析。




・カソー ドル ミネ ッセ ンス検出器 によるSHRIMP年 代測定用 ジル コンの組織観察。
5.阻 石試料処理室(平 成10年 度設置)





6.薄 片技術室(平 成10年 度設置)






当室 は,大 学共同利用機関 と して,極 域科学の学術情報 セ ンター として の機能 を果 たす ために,極 域研究 に関す る多数
の探検報告,学 術雑誌,図 書 ・資料を収集 ・整理 し,こ れ らの所蔵資料 を開架方式で研究者 の利用 に供 して いる.ま た,
研究 ・教育機関の図書室 と して,極 地 に関 する自然科学 全般,例 えば,超 高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,
生物,医 学,寒 地 設営工学,阻 石,情 報科学な どの分野 に関す る文献 ・資料 の収集,整 理,充 実 に も努 めて いる.ホ ーム
ペー ジ国立 極地 研究所情報図書室(http　 :　//www.nipr.ac.jp/library/)を 開設 し,新 着図書案 内,電 子 ジャーナル リンク
等最新情報 を公開 してい る。2)に 過去7年 間 の年度別蔵書数及 び増加冊数 を,3)に 年度別所蔵雑誌 タイ トル数を示す.
平成8年11月 か ら学術情報 セ ンター(現 国立情報学研究所)に 接続 し,図 書及 び雑誌 の所蔵情報 を提供 して いる。平成
16年3月31日 現在 の登録所蔵 レコー ド数 は,図 書(和 洋共)17,198件,雑 誌(和 洋共)2,936件 で,ロ シア語図書 を含め,
過去受入 図書 はすべて登録 されてい る。平成12年 度 よ り図書館 システムが整備 され,所 蔵 資料 の 目録検索(OPAC)が,
所外 か らも利用可能 である。
また,平 成16年2月 よ り105万 件 におよぶ極域 関係文献検索(Arctic　 &　Antarctic　 Regions)が,所 内LAN接 続 の端
末か らIP認 証で イ ンターネ ッ トを介 し,利 用可能であ る。本文入手 可能な電 子 ジャーナル は総合研究大学 院大学 によ る提
供 も含 め,2900タ イ トルあま りに もな る。
(2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は増加冊数
区分 平成10年 度平成11年 度平成12年 度平成13年 度平成14年 度平成15年 度平成16年 度
和 書 6,069 6,194 6,380 6,598 6,741 6,284 6,498
















計 18,964 19,244 19,655 20,132 20,441 19,974 20,443
(599) (280) (411) (477) (309) (-467) (469)
和 書 1,527 1,527 1,633 1,668 1,754 1,842 1,872
















計 2,854 2,856 3,082 3,152 3,264 3,395 3,436
(29) (2) (226) (70) (112) (131) (41)
和雑誌 2,194 2,215 2,237 2,291 2,361 2,256 2,257
(69) (21) (22) (54) (70) (-105) (1)
製本 洋雑誌 17,675 17,985 18,321 18,802 19,278 19,447 19,534
雑誌 (629) (310) (336) (481) (476) (169) (87)
計 19,869 20,200 20,558 21,093 21,639 21,703 21,791
(698) (331) (358) (535) (546) (64) (88)
合 計 41,687 42,300 43,295 44,377 45,344 45,072 45,670
(1,326) (613) (995) (1,082) (967) (-272) (598)
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(3)年 度別所蔵雑誌タイ トル数

















合 計 3,150 3,155 3,168 3,200 3,243 3,283 3,313
2.極 域観測系
1)序 文
極域観測系は,南 極観測センターと北極観測センターから構成 される。国立極地研究所は,大 学共同利用機関として南
北両極域におけるフィール ド観測を基盤に極域科学を総合的に推進することを設置目的 として設置された。極域観測系
は,こ のため,南 北両極での観測実施に関わるさまざまな調整,支 援,情 報の発信等を主要な任務 としている。
南極観測センターは,帰 国した観測隊から次年度の観測隊までの4っ の隊に関わる調整,支 援等を事業部 と連携を取り
ながら行う。また,北 極観測センターは,ス バールバル諸島ニーオルスンの観測拠点などの運営を主要な任務としている。
2)南 極 観 測 セ ン タ ー
(1)役 割 任 務
南極観測センターは,国 立極地研究所の法人化に伴う組織改革の一環として本年度新たに発足 した。センターの基幹業
務は,「情報 ・システム研究機構 国立極地研究所」の南極観測中長期計画(6カ 年)の 実行段階に移行 した前半期3カ 年
の南極観測計画について,そ の継続性 と整合性を注視 しっっ,観 測実施計画に伴う設営面などの点検や観測隊とプロジェ
ク ト研究者側との調整等にあたる。また,南 極地域観測事業の実施体制の強化に寄与する。
(2)活 動 の 概 要




第45次 越冬隊への後方支援活動は,多 種多様にわたるが代表的な支援活動として毎月月初めに越冬隊か ら配信 される
月例報告,観 測 ・設営部会報告および野外行動計画などに基づいて 「観測隊支援連絡会」を開催 した。支援連絡会は,現
地からの報告事項を細部にチェックして問題点や安全性の確認に努め,具 体的な事象にっいて現地 との連携を強化 して後
方支援に努めた。特に,後 方支援の実行にあたっては,現 場の目線に立脚 しての問題認識をもつことに努める意識の啓蒙
と実践をキーワー ドとした。また,研 究教育系の海氷 ・海洋物理研究者の全面的な協力を得て,第45次 越冬隊および第46
次観測隊へ人工衛星データによる海氷情報を配信 し,現 場における海氷行動および輸送行動等のオペレーション参考資料
を提供した。第46次 観測隊の出発準備活動の支援,第47次 観測隊の観測計画の実施計画案および隊員編成案等の作成に
あたっては,国 立極地研究所内に設置されている各種委員会の指示の下に,そ の実務作業を事業部 と協同で担った。
3)北 極 観 測 セ ン タ ー
(1)活 動 概 要
北極観測センターは平成16年 度4月1日 より,従 来の北極圏環境研究セ ンターが改組 して新たに発足 したセンターで
ある。主要業務としては北極における共同利用体制,基 地施設の管理 ・運営,情 報発信,国 際対応,北 極観測委員会への
対応,北 極域における大気,陸 域,海 洋,生 物圏環境の変動などの観測支援を目的としている。
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(2)国 際 対 応
セ ンター関係者 が参加 した主 な国際会議 を以下 に示す。
IASC評 議会(IASC:国 際北極科学委員会)
IASC・FARO　 (FARO:北 極研究責任者 フ ォーラム)
AOSB　 (北極海洋科学会議)
NySMAC　 (ニ ーオルス ン観測調整会議)
EISCAT評 議会　(EISCAT　 :欧 州非干渉産卵 レーダー科学協会)
EISCAT財 務委員会
(3)北 極 観 測 基 地 の 運 営
北極観測センター(旧 北極圏環境研究センター)は,1991年,ノ ルウェー,ス バールバル諸島スピッツベルゲン島,ニ ー
オルスンに観測基地を設置 し,共 同研究 としての様々な現地観測を開始するとともに,大 学等研究者の利用のため運営を
行なっている。平成16年 度には延べ300人 日の利用があった。観測は陸上生物生態調査や大気科学など野外観測,基 地観
測が行なわれた。また,ス バールバル諸島での観測の便宜を図るため,ロ ングイヤービーエン空港に隣接する宿舎をノル
ウェー極地研究所か ら借用 している。 この空港宿舎の利用は,延 べ100人 目であった。
(4)情 報 発 信
センターでは,北 極に関する情報を関係研究者に伝えるために,ニ ュースレターを発行 していたが,平 成16年 度からは
紙面ではなく,WEBで 公開することになった。また,日 本学術会議極地研究連絡委員会編集の 「北極科学観測ディレク ト
リー」を刊行 した。次年度か らはニュースレターと同様にWEBで 公開の予定である。
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IV.　南極地域観測事業




部 門 氏 名 所 属
副隊長兼越冬隊長 山 岸 久 雄 国立極地研究所研究系
定常観測 電 離 層 川 名 幸 仁 独立行政法人通信総合研究所
気 象 阿 保 敏 広 気象庁観測部
佐々木 利 気象庁観測部
藤 田 建 気象庁観測部
海老田 綾 貴 気象庁観測部
久 光 純 司 気象庁観測部
研究観測 宙 空 系 松 澤 清 信州大学工学部
太 市 聡 静岡大学工学部
気 水 圏 系 田 中 洋 一 国立極地研究所事業部((株)ジ オシステムズ)
佐々木 正 史 北見工業大学工学部
東 久美子 国立極地研究所研究系
長 田 和 雄 名古屋大学大学院環境学研究科
地 学 系 土 井 浩一郎 国立極地研究所 南極圏環境モニタリング研究センター
生 物 ・ 伊 村 智 国立極地研究所研究系
医 学 系 工 藤 栄 国立極地研究所 北極圏環境研究センター
坂 本 健太郎 北海道大学 大学院獣医学研究科
衛 星 受 信 佐 藤 之 紀 室蘭工業大学 情報メディア教育センター
設 営 機 械 木 内 文 雄 国立極地研究所事業部((株)関 電工)
宮 崎 健 治 海上保安庁警備救難部
桑 原 新 二 国立極地研究所事業部((株)大 原鉄工所)
笹 山 智 仁 奈良工業高等専門学校 学生課
飯 泉 誠 康 国立極地研究所事業部(い す ゴ自動車(株))
井 上 高 志 国立極地研究所事業部((株)日 立製作所)
奥 田 二 朗 国立極地研究所事業部(ヤ ンマー(株))
通 信 伊 藤 一 雄 海上保安庁交通部
藤 本 理 総務省関東総合通信局
調 理 佐々木 菊 雄 国立極地研究所事業部((株)コ スモプラン)
北 田 克 治 国立極地研究所事業部((株)ワ ール ドコー ヒー)
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部 門 氏 名 所 属
設 営 医 療 藤 原 久 子 国立極地研究所事業部(国 立療養所南花巻病院)
清 水 淳 国立極地研究所事業部(北 海道大学医学部附属病院)
航 空 森 誠 国立極地研究所事業部(東 邦航空(株))
今 関 英 樹 国立極地研究所事業部(東 邦航空(株))
増 田 誠 国立極地研究所事業部(日 本地域航空(株))
環 境 保 全 岡 江 真 一 信州大学総務部
設 営 一 般 福 原 和 男 国立極地研究所事 業部(NECテ レネッ トワー クス(株))
安 彦 誠 一 国立極地研究所事業部(日 本電気システム建設(株))
本 多 実 国立極地研究所事業部(本 多工務店)
山 本 有 佐 大阪大学医学部
小 出 雅 嗣 東北大学経理部
○同行者
氏 名 所 属





部 門 氏 名 所 属
隊長兼夏隊長 神 田 啓 史 国立極地研究所資料系
副隊長(ド ームふじ観則拠点担当) 本 山 秀 明 国立極地研究所研究系
定常観測 海 洋 物 理 尾 形 淳 海上保安庁海洋情報部
海 洋 化 学 難波江 靖 海上保安庁海洋情報部
測 地 平 岡 喜 文 国土地理院測地部
研究観測 宙 空 系 並 木 道 義 独立行政法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部
気 水 圏 系 吉 本 隆 安
鈴 木 利 孝
古 川 晶 雄
宮 原 盛 厚
菅 原 敏







地 学 系 福 田 洋 一
前 杢 英 明






松 崎 雅 広




設 営 設 営 一 般 関 岡 重 土 国立極地研究所事業部((株)ス ギヤマ)
岡 部 浩 之 国立極地研究所事業部(日 本電気 システム建設(株))
西 山 高 雄 国立極地研究所事業部(NECテ レネ ッ トワークス(株))
森 田 知 弥 国立極地研究所事業部
外 内 博 国立極地研究所事業部
○同行者
氏 名 所 属
田 村 努 環境省地球環境局
高 橋 誠 (株)高知新聞社
石戸谷 重 之 東北大学大学院理学研究科
張 潮 舟 中国極地研究センター
岩 崎 正 吾 北海道大学(日 本学術振興会特別研究員)





区分 部 門1観 測 項 目1担 当機関
電 離 層; ・電離層垂直観測 ・電波 によるオーラ観測 通信総合研究所
・リオメー タ吸収の測定
定





潮 汐 ・潮汐観測 海 上 保 安 庁
宙 空 系 ◎南極域からみた地球規模環境変化の総合研究 国立極地研究所
・南極圏広域観測網による太陽風エネルギー流入と電磁圏応答の研究
HFレ ーダ連続観測,無 人磁力計による地磁気多点観測,流 星バー
ス ト通信による遠隔データ収集実験
・極域大気圏 ・電離圏の上下結合の研究
フ ァ ブ リ ー ペ ロ ー ド ッ プ ラ ー イ メ ー ジ ャ 観 測,　 MFレ ー ダ観 測
・人工衛星 ・大型気球による極域電磁圏の研究
DMSP衛 星の画像受信





特殊 ゾ ンデ観測,エ アロゾルゾ ンデ観測,オ ゾ ンゾ ンデ観測
・氷床一気 候系 の変動機構 の研究観測
; ドームふ じ観測拠点における深層コア掘削
ト
研 地 学 系 ◎南極域か ら探る地球史
究 ・総合的測地 ・固体地球物理観測による地球変動現象の監視と解明
観










身体的,心 理的影響調査,健 康管理の検討 ・生活環境調査
一129一
宙 空 系 極域電磁圏環境の太陽活動に伴う長期変動モニタリング 国立極地研究所
・オーロラ粒子 エネルギ ーの極域流入の モニ タリング
オーロラの形態 ・発光強度観測(全 天CCDカ メ ラ),電 波 による
オ ーロラ降下粒子の観測(新 イメージ ング リオメ一 夕)
・オーロラ電磁 エネルギ ーの極域流入の モニタ リング
フラ ックスゲ ー ト磁力計観測
・電磁波動 による磁気圏の モニタ リング
西オ ングル島 にお けるテ レサ イェ ンス観測





呈 地 学 系 南極 プ レー トにお ける地学 現象の モニタ リング
グ ・昭和基地及び沿岸露岩域における地震 ・地殻変動のモニタリング
研





動植物 プラ ンク トン及 び海洋環境パ ラメータ観測,沈 降 ブラ ック




土壌微生物の変化,植 生変化,湖 沼,水 系の水位,水 量変化調査
共 通 衛星データによる極域地球環境変動のモニタリング
ERS-2,　 NOAA,　 ADEOS-H/GLIによ る 観 測
○ 「しらせ」船上及び接岸中の観測
区分 部 門 観 測 項 目 区 分
定 海 洋 物 理
・海洋物理観測　CTD各 層観測,潮 汐観測(し らせ船上) 海 上 保 安 庁
常
観 海 洋 化 学
・海洋化学観測 表面観測,汚 染調査(し らせ船上) 海 上 保 安 庁
測
測 地 ・基準点観測 ・カラー空中写真測量 ・地磁気測量 ・重力観測 国 土 地 理 院





ζ 高々度気球 によるオゾンゾンデ観測(気 水圏との共同観測)











ζ リュツ ォ ・ホルム湾での露岩域地形調査








宙 空 系 極域電磁環境の太陽活動に伴う長期変動モニタリング 国立極地研究所
・オー ロラ粒子 エネルギーの極域流 入のモニ タ リング
新 イメー ジング リオメ一 夕ア ンテナ建設
・電磁波動 による磁気圏 のモニ タ リング
西 オ ングル島におけるテ レサイェ ンス観測






二 ・南大洋イン ド洋区における海洋循環 と海氷変動のモニタリング
言 中層 フロー トによ る観 測,海 氷分布 の観 測(し らせ船上)
夢 地 学 系 南極 プ レー トにおけ る地学現 象のモニ タ リング
研 ・南大洋 におけ る船上地学 モニ タ リング
究
観 重力,地 磁気三成分,水 深観測(し らせ船上)
測
生物 ・医学系 海氷圏変動に伴 う極域生態系変動モニタリング
・海洋生産 モニ タリング
表面海水連続観測,曳 航式プランク トン観測,人 工衛星海色観測
(し らせ船上)
・海洋大型動物 モニ タリング
アデ リーペ ンギ ンなどの個体数調査,繁 殖 ・捕食生態調査
・陸上生態系長期変動モニ タ リング
土壌微生物の変化,植 生変化,湖 沼,水 系の水位,水 量変化調査
共 通 衛星データによる極域地球環境変動のモニタリング
ERS-2,　 NOAA,　 ADEOS-HH/GLIによ る 観 測
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○ ドー ムふ じ観測拠点における夏期観測










区 分 観 測 項 目 区 分
研 究 観 測 海洋中 ・深層域における餌環境と大型捕食者の潜水行動様式に関する研究 国立極地研究所
3)訓 練
(1)冬 期総合訓練





〔目 的〕第45次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動に関する各種訓練や観測計画等に関する講義を行い,所 要の知識や
技術を習得させると共に,団 体生活を通 して隊員の相互理解を深めるために実施 した。




担当部門 ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。
オペ レー シ ョンを円滑に進め るための訓 練を,
4)行 動 概 要 及 び 観 測 概 要
(1)夏 期 行 動 経 過 概 要
① 往路 の行動 と船上観測
平成15年12月3日,オ ース トラ リアを出港 した しらせは,12月3日 よ り海洋定点観測 を開始,5日,7日,8日 には依
頼 されていたオー ス トラ リア気象局 のArgoフ ロー ト,及 び漂流 ブイを投 入 した。8日,南 緯55度 を通過 し,11日 には中
層 フロー ト3基 を投入,12日 は生物係留系を投入 した。往路 に予定 された5停 船観 測点 の うち,ST.3,4に っ いて は天候
不良のため実施 で きなか った。15日 氷縁 に到着 した。同 日,定 着氷域 に入 り,昭 和基地 よ り7マ イルの地点 で停泊 した。
16日,ヘ リコプ ターの防錆を解除,17日,昭 和基地 に第1便 を送 った。翌 日,昭 和基地夏宿開設 に向けた準備空輸並 びに
ラ ングホブデ地学調 査隊を送 り,19日,20日 には スカル ブスネス生物調査隊並 びに観測小屋建設物 資の送 り込 みを行 な っ
た。昭和基地周辺の海氷 は薄 く,チ ャージ ングをや ることな く,12月21日,午 前10時01分,し らせ は昭和基地 か ら約1




「しらせ」は氷厚 と水深を確認 しなが ら出来 るだ け進入地点を昭和基地 に近づ け,接 岸 した。ただ ちに氷上輸送の体制
を取 り,大 型車輌 などの輸送 を開始 した。その間,貨 油,JP-5パ イプ輸送 が行なわれた。基地内で はイ ンテルサ ッ トア
ンテナ ・シェル ター建設基礎 をは じめ,機 械 ・設備,建 築 ・土木作業 など立 ち上 げを行 なった。氷上輸送 は氷状が余 り
よ くない割 には距離が近 いこと もあり,総 量 は334.4tに 達 し,予 定量の110.9%を 達 成 した。29日 には持 ち帰 りの氷上
輸送 を開始 した。1月1日 か らオ ングル海峡 の海氷面が水開 きとな り,滑 走路 の使用を中止,2日 には しらせの後部 まで
水開 きが広が り,　NHK関 連の物資 は夜間の氷上輸送 に切 り替え た。持 ち帰 りの氷 ヒ輸送 は96.9tに 達 した。1月4日 よ
り本格空輸が開始 され,12日 で昭和基地持 ち込 み物 資312tの 輸送 が完 了 した。氷 ヒ輸送(301.5t),パ イプ輸送(492.6
t)を 合わせて,総 重量 は1107.2tに 達 した。17日 には持 ち帰 り物 資の空輸 が開始 した。
②一2昭 和基地夏期作業
設営で は主要 な基地作業で あるイ ンテルサ ッ トア ンテナ ・レドーム建設,300kVA発 電機 のオーバーホール,送 油管
基礎 ・配管工事,観 測棟改修工事,エ アロゾル小屋建設,太 陽光発電 プラ ン トの作業等 は順調 に経過 した。夏期の諸作
業 のうち,イ ンテルサ ッ トア ンテナ建設 は12月1日 に現地入 りして以来,す べての作業 は終了 した。 とくに,2月 に
入 って残 され た基地作業 も順調 に進み,イ ンテルサ ッ トデー タ通信設備作業 も完了 し,11日 には極地研究所一昭和基地
の対向試験 に成功,12日 にはテ レビ会議 システムの デモ ンス トレー ションにも成功 した。昭和基地 はイ ンターネ ット利
用 による新 しい情報化時代の幕開 けとなった。
③ 昭和基地における夏期観測
第45次 隊の観測計画は,定 常観測,プ ロジェク ト観測,モ ニタリング観測であるが,南 極観測第VI期5カ 年計画の3年
次に当たる。とくに,第45次 隊の夏隊が行う観測は 「しらせ」による船上観測を含む,電 離層観測,海 洋物理 ・化学,海
洋生物観測,測 地観測などの定常観測をはじめとして,宙 空系では南極周回気球実験,高 々度気球によるオゾンゾンデ観
測(気 水圏との共同観測),短 波 レーダーシステム保守,無 人磁力計観測,気 水圏系では回収気球実験,海 氷厚測定,及 び
ビデオによる海氷の連続撮影,地 学系では超伝導重力計観測,重 力絶対測定,リ ュッォ ・ホルム湾での露岩域地形調査,
そして生物 ・医学系では大型動物の捕食活動の観測,ス カルブスネスにおける潜水調査などであった。「しらせ」が基地 に
物資を輸送 してか ら,基 地観測では大気球実験,地 球物理観測などの立ち上げを開始 した。12月22日 より第44次 隊の協
力を得て,プ リンス ・オラフ海岸の航空測量を開始,26日 には夏期オペ レーションの主要な観測である回収気球実験の第
1回 目が実施 され,サ ンプラー回収に成功 した。1月4日 には南極周回気球実験,5日 は第2回 回収気球実験 に相次いで成
功 した。
④ 野外観測
「しらせ」が第1便,準 備空輸 を開始 し,ラ ングホブデ,ス カルブ スネスに調査隊 を送 って,野 外観測が ス ター トした。
スカルブスネスの湖沼調査 にお いて は2回 にわた る潜水観測 に成功 し,湖 底の植生 の全貌が明 らか にされた。 本格輸送 の
終了後 はラ ングホブデ,ス カルブスネ ス,ス カー レン,オ メガ岬な どの沿岸調 査が行なわれた。2月 に入 ってか らラングホ
ブデ,ス カー レン,平 頭氷河,西 オ ングル島での調査,観 測,S16に おけ る観 測を実 施 した。
⑤ 復路の行動 と船上観測
2月1日,第44次 隊 と第45次 隊の越 冬交代 が行 なわれた。2月15日,第1便 か ら60日 後で,最 終便 を迎え,第45次
隊越冬隊40名 と同行者2名 の総勢42名 と別れ,残 りの隊 員が帰艦 した。 第44次 越 冬隊 と合わせて,63名 全員が 「しら
せ」 に集合 した。16日 以降,「 しらせ」 は防錆作業,砕 氷航行 を開始,18日,ア ム ンゼ ン湾沖の海底地形 測量地点 まで移
動,全 測線8レ グの測量を完全実施 した。23日 よ り南緯64度 線 に沿 って東航 し,12日,東 径150度 線 に沿 って北上 し,
15日 には南緯55度 を通過,20日 に オース トラ リア,シ ドニー港 に入港 した。 この間,復 路 に予定 され た停船観測 は15点
のすべてで実施す ることがで きた。第45次 隊夏隊 は第44次 越冬隊 と共 に,27日,シ ドニーを空路 出発,同 日成田 に到着
し,第45次 隊夏隊のすべての行動 を終了 した。
⑥ ドームふ じ基地及び内陸の観測
昭和基地のオペレーションと平行 して行われた ドームふ じ基地への航空機による人員輸送は観測史上最初の計画であっ
一133一
た。往路,観 測隊がオー ス トラ リアの寄港地 フ リーマ ン トルに滞在 している間,11月30日,ノ ボ ラザ レフスカや基 地か ら
乗 り込んだ ドルニエ機 により ドームふ じ航空隊 は航空中継地点(ARP2)に 無事 に着 陸 し,12月5日,ド ー ムふ じ観 測拠点
に到着 した。 掘削作業を終え た ドームふ じ航空隊の撤 収作業 は,1月 末か ら2月 にか けての最 大のオペ レー シ ョンとな っ
た。1月23日 に ドームふ じ観測拠点を出発 して いた第45次 夏隊 と第44次 越 冬隊の旅行隊 は28日,航 空観測拠点 に到着,
撤収の準備 に入 って いた。しか しなが ら,天 候 の回復 が見込 まれず,急 遽,予 定 を変更 して,31日 にはS17に 向 けて 出発,
2月6日 以 降 にS17で の撤 収を期待す ることにな った。旅 行隊は6日 の朝 にS16に 到着,す でに4日 か ら再 度,現 地 入 り
して いた第45次 観測隊 の滑走路整備,気 象情報 の連絡 など準備 を完了 して いた中,同 日,ド ルニエ機 がS17の 滑走路に到
着 した。好機を捉えた タイ ミングのいい フライ トが実施 された。 同 日,ド ーム航空 隊夏隊の4名 を乗 せ,ノ ボ ラザ レフス
カや基地 に向 けて離陸,同 基地 に無事着陸 した。後方支援 の夏隊員 と合流 し,8日 には臨時便 でケープ タウンに向かい,13
日,成 田 に全員無事に到着 した。
⑦ まとめ
夏期行動の経過概要を表1に, 夏期オペ レーション主要項 目を表2に 夏期野外調査概要を表2に 示す。
表1第45次 夏期行動経過概要
年 月 日 事 項
2003年
11月14日:し らせ晴海 出港
11月24日:ド ームふ じ航空 隊6名 成 田出発




12月17日:し らせ昭和基地 に第1便,夏 期 オペ レー シ ョン開始
12月18日:イ ンテルア ンテナ建設 開始(2月3日 ま)




1月1日:大 晦 日か ら元旦 にかけて,オ ングル海 峡水 開 き
1月2日:滑 走路 の使 用中止
1月3日:本 格空輸 開始
1月4日:南 極 回収 気球実験(PPB)放 球 に成功
1月5日:第2回 回収 気球実験 に成功
1月23日 及び26日:潜 水観測
2月1日:越 冬交代式
2月6日:ド ルニエ機,S17の 滑走路 に着陸,2時 間後,ド ー ムふ じ航 空隊5名 を ピックア ップ して ノボ ラザ レ
フス カや基地 に向けて出発
2月15日:最 終 便
2月18日:し らせ,ア ム ンゼ ン湾沖 で海底地形測量 を開始
2月23日:南 緯64度 線 に沿 って東航,海 洋観測を実施
3月12日:東 経150度 に沿 って北上
3月15日:南 緯55度 通過
3月27口:シ ドニー出発












エアロゾル観測 ・大 気サンプリング、海 氷厚 ・積 雪深 ・密接度 ・海氷形 態 ・
衛星 画像の連続観測 、大気海洋 間の 二酸化炭 素濃度の連続測 定
海上 重力測定 、地磁 気3成 分測定(8の 字航行)、絶対重 力測定(寄 港地)
表面海 水モニタリング・プランクトン量測 定、CPR観 測 、溶 存ガス成 分の分布量調 査
表面採 水 ・分析、　XCTD/XBT、 　XCP、 海底地 形測量(ア ムンゼン湾沖)
セジメントトラップ係 留観測 、停船 海洋生物 観測(バンドン採 水・ノルパ ックネット採 集)
CTD及 びLADCP各 層観 測、漂流ブイ放流
中層フロー トの投 入
寸氷上輸送 h－バルク輸送 W軽 油(420kl)、Jp-5(180kl)
大型物資一 SM100xl、SM50x1、SM40x1、 基地 作業用 車両x2、 中型権x4、 配管電気 設備、
100kl金 属タンク、インテル関連 資材、外壁資材 、建 築資材 、持帰 り大型廃 棄物
1輸 送 卜 一昭和基地 観 測 ・設営機材 、食 料(冷凍 ・冷蔵 品)、危険物 、私物、
南極軽 油ドラム等約926本 、44次 持 帰り物 資、夏期廃棄 物持帰 り物資
→空 輸 ト リュツォ・ホルム湾 人員、観測 資材 、採 集試料 、行動 中の廃棄物




地学系 IGS網GPS点 の保 守とデー タ伝送 、絶 対重 力測 定、VLBI観 測等
→夏期観測 ト 生物・医学系 土壌細菌・藻類の採集
気象 地上オゾン濃度計・ドブソン分光光度計の比較観測
海洋物理 検 潮所の整備 ・保守 ・点検 、比 較観 測 ・副標観 測一1、 艦尾海 潮流観測




宙空系 ノメー ジングリォ1メー タアンテナ建設.テンメトリ保守(}}匂オング・島),大型知波レーダシステムの保守
DMSP及 びEXOS-D衛 星 受 信 ・流 星 バ ー ス トデ ー タ送 信 実 験 ・引継
気水圏系 エアロゾル観 測小屋建設 ・引継
1昭和基地 卜寸越冬観測準備 ト 地学系 超伝導重力言1観測、地電位観測、地震言iによる観測、　DORIsビ ーコンによる送信、vLBI観測、海洋潮汐観測等・引継ぎ
共通 衛 星 受 信 観 測(ERS-2、 　NOんA、 　ADEOS－ 口/GLI、 　SeaV～　iFS)・ 引継
電離層 電離 層垂直観測 のアース設置 工事 ・引継
気象 高層 気象観測ヘ リウムガスカー ドル の搬 入、地上オゾン濃 度観測装 置交換 ・引継
一
建築・土木 インテル アンテナレドー ム・シェルター建設 、防滴堤建設 、観 測棟外壁 改修、
インテル基礎補修 、エアロゾル観測 小屋 、生物観 測小屋(ス カルブスネス)・引継
機械 300kVA発 電機 オー バホール 、燃 料送油管配 管、インテル送電設 備、観測小屋 設備 、
雪上 車・車両搬入 、100kl金 属タンク搬 入、引継
航空 ピラタス・セスナ機 運用引継 、氷 上滑走路整 備 ・航 空機観 測準備
イ設 営 ト 環境保全 昭和基地及び野外調査廃棄物の処理、大型廃棄物整理、引継
通信 PHS構 内電話 網整備 、通信 室インテルサット関係設備 設置、引継
野外調査 隊との交信 、航空機 観測の通信 管制、通信回線 運用保 守
医療 医療設備 引継 、医療 品搬 入、引継
設営一般(大 型
アンテナ ・LAN)
装備品管理 、安 全管理 、多 目的アンテナ保守 、基地内LAN・ サーバ等の管理 、庶 務
ドー ムふじ
観測拠点
気水圏系 第H期 ドー ム氷 床深層コア掘削 ・現場解析 、ドー ムふ じルー ト上雪氷気 象観測
一 宙空系 ドー ムふ じルー ト上無人磁 力計観測 ・引継
設営 ドー ムふ じルー ト上設営支援 ・引継
1内 陸 ト
一
一気水圏系 S16～ とっつき岬ルー トの雪尺測 定、ル ート引継 ぎ・保 守 、S17航空機着 陸支援
地学系 広 帯域地震 計の保守 ・GPS観 測 ・引継ぎ(とっつき岬)
イs16・ とっつき 十気象 気象 ロボット計の保守 ・引継ぎ(S16、 とっつ き岬)
測地 基 準点観測(GPS観 測 ・氷床 流動観測)・引継(S16)
機械・通信 車 両整 備 ・通信 ・引継
一
一宮空系 無人磁 力計の撤収(ス カーレン)、周 回気球回収
気水圏系 気球回収、氷床求縁監視と氷床末端域の氷床表面質量収支(ラングホブデ、平頭氷河)
地学系 広帯域 地震計観 測(スカル ブスネス、ラングホブデ 、スカーレン、とっつ き岬)
地学(ラングホブデ 、スカルブスネス、スカーレン、東西オングル 島)一 リュツォ ・
ホル ム湾
一
生物医学系 陸上 生物 ・ペ ンギンの行動調査(スカルブスネス、オングルカルベ ン、ラングホブデ)
海洋物理・化学 比較観 測 ・副標観測 －H、 水温 ・塩分観 測(ス カル ブスネス、ラングホブデ)








12月19～22日 スカルブスネス(き ざはし浜)観 測小屋建設,建 築物資,発 電機,観 測機材,食 料他10.349tを 輸送。




1月2日 ～10日 水位計設置点の調査,水 深計の設置,海 洋水準標識 水準測量,　GPS調 査,副 標調査
3)地 球物理観測
1月2口 ～3日 広帯域地震計収録 システムのハー ドデスク及びバッテ リー交換,　GPSに よる地殻変動観測
4)地 形調査
1月16日 ～26日 舟底池,す りばち池,シ ェッゲ山頂,す りばち山山頂の宇宙線照射年代用岩盤試料の採取,き ざは











1月2日 ～8日 雪鳥沢ASPAの 生物調査,東 雪鳥沢の湖沼調査,上 釜方面での湖沼調査
2)地 球物理観測
1月12日 ～16日 　 GPSに よる地殻変動観測,広 帯域地震計収録 システムのハードデスク及びバッテ リー交換
3)測 地観測









1月24日 ～26日 　 GPSに よる地殻変動観測,及 び広帯域地震計収録 システムのハー ドデスク及びバ ッテリー交換
2)地 形調査(ま ごけ岬)
1月26日 ～2月3口 氷床縁周辺の地形 と堆積物のと隆起海浜堆積物の記載 堆積物 と貝化石の試料採取,　OSL試
料の採取,ひ み山山頂での宇宙線照射年代用岩盤試料の採取,氷 床縁の底面氷の採取
6.西 オ ングル大池 ・昭和平
1)地 形調査




1月12日 ～14日 か もめ池周辺で宇宙線照射年代用岩盤試料の採取,氷 河堆積物の採取
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8.内 陸 にお ける観測,引 き継 ぎ作業
1)航 空
1月29日 ～30日,2月4日 ～6日S17滑 走路 整備
2)地 球物理
とっっ き岬




1月29日,2月4日 ～6日 とっつ き岬で の気象 ロボ ッ トの確認,バ ッテ リー交換,と っっ き岬方面 ルー トの旗竿の
補修,雪 尺 の測定,ク レバスの確認
5)機 械
1月29日,30日,2月5日,6日S16で の車 両整備,SM109の デ ブ交換,完 成,ブ ル ドーザーの立 ち上 げ,埋 もれ
たソ リの掘 り起 こし,燃 料権掘 り起 こ し
6)空 撮
2月5日S16～ とっっ き岬 ルー トとクレバ スの調 査













ノボラザ レフスカや基地→航 空中継 地点(ARP2)
ドーム観 測拠点 到着
ドーム観測拠点掘 削作業




ドルニエ機 によるS17で の ピックア ップ(UTC)
07:08ノ イマイヤー基地離陸
09:45ノ ボ ラザ レフ スカや基地着陸




ノボラザ レフスカや基地→ ケープ タウ ン(UTC)
13:00ノ ボラザ レフスカや基地発
18:45ケ ープ タウ ン着
成 田着
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(2)越 冬 経 過 概 要
第45次 南極地域観測隊越冬隊は,隊 長 ・山岸久雄以下,隊 員40名,同 行者2名 で構成された。2004年2月1日,第44
次越冬隊より実質的な昭和基地の運営を引き継 ぎ,2月20日 に越冬成立を宣言 した。2005年2月1日 に第46次 越冬隊へ
引継 ぐまでの1年 間,基 地および野外での観測,基 地設備の維持 ・管理を実施 した。観測系にっいては南極地域観測第VI
期5カ 年計画の3年 次 として,定 常観測 ・プロジェクト研究観測 ・モニタリング研究観測を行 った。プロジェクト研究観
測では 「南極域からみた地球規模環境変化の総合研究」の課題の下,宙 空系,気 水圏系,生 物 ・医学系の観測が行われ,
「南極域か ら探る地球史」の課題の下,地 学系の観測が行われた。モニタリング研究観測では宙空系が 「極域電磁環境の太
陽活動 に伴う長期変動モニタリング」,気水圏系が 「地球環境変動に伴 う大気 ・氷床 ・海洋のモニタリング」,地学系が 「南
極プ レー トにおける地学現象のモニタリング」,生 物 ・医学系が 「海氷圏変動に伴 う極域生態系長期変動モニタリング」,
各分野共通で 「衛星データによる極域地球環境変動のモニタリング」を行った。設営系の作業 としては基地の生活基盤維
持(電 力,上 下水道,燃 料,通 信,調 理,医 療)に 加え,野 外観測支援(雪 上車,権 の整備,燃 料の権積み ・輸送など),
航空機の運用ならびに滑走路の整備,イ ンテル通信設備の運用,　LANの 運用,多 目的アンテナ運用など多 くの作業を行っ
た。
46次 隊への越冬交代以降 も140人 目程度の引継,観 測 ・設営支援などを行い,2月8日,全 員 「しらせ」に乗艦 した。
帰路はしらせ船上で海洋観測 ・大気観測を行い,3月21日 にシドニーに入港,28日 に航空機で シドニーを発ち,同 日,全
員成田空港に到着 した。以下,天 候,海 氷,航 空機観測,沿 岸調査,内 陸旅行,基 地観測,設 営,生 活,そ の他にわけて,
越冬期間中の概要を記す。
① 天候
越冬の前半 は降雪が少な く,5月 下旬 まで4輪 駆動 の装輪車 が走行 で きるほど道路 の積雪 が少 なか ったが,5月 末か ら7
月始め まで に,8回 の ブ リザ ー ドが あり,積 雪が一気 に増大 した。春 か ら夏にかけては10月 にブ リザ ー ドが多か った以外
は穏やかで,晴 天,暖 か い日が多か った。夏期 にお けるオ ングル島の残雪 は例年 に無 く少 なか った。
年間の ブ リザ ー ドは4月 ～10月 の間 にA級3回,B級8回,C級8回,合 計20回 あ り,外 出注意令 は3月 ～10月 の間
に28回,外 出禁止令 は5月 ～10月 の間に15回 発令 された。
② 海氷
リュツオ ・ホルム湾の海氷 は越冬 の前半 に大規模 な流失が あり,6月 下旬 まで不安定で あったが,越 冬後半 は湾全体 に
安定 な海氷が維持 され た。2005年1月 末,大 陸沿岸の露岩 に沿 って開水面が広が ったが,湾 全体 と しては安定 な海氷 で
あった。
オ ングル島は2004年2月 以 降,開 水面 に囲 まれ,そ れが凍結 して はブ リザー ドで壊 され る ことが繰 り返 された。特 に5
月31日 か ら6月2日 まで続 いた ブ リザ ー ドによ りオ ングル海峡の三つ岩以南,西 オ ングル西北端 一メホル メ ンを結ぶ線
の西側が開水面 となった。この ブ リザ ー ドは宗谷海岸南部(ラ ングホブデ,ス カル ブスネス,ス カー レン)に10～30km幅
で発達 中の定着氷 を流失 させ た。6月11日 か ら14日 まで続 いたブ リザー ドによ りオ ングル海峡 の開水面 はさ らに北 に拡
が り,岩 島周辺 も開水面 とな った。 しか し,6月 下旬以降,海 氷 は安定 に発達 し,8月 末 のオ ングル島周辺 および宗谷海岸
一帯 の海氷厚 は100cmに 達 し,以 後11月 まで安 定な状 態が維持 された。 しか し所 によ り,吹 き寄 せ られた流氷 が凍結 し
た乱氷帯が あ り,特 にスカル ブスネス～ スカー レン間 は顕著 であ った。11月 下旬 よ り,海 氷上 の青氷部分 は融解 の兆 しを
見せ,ラ ングホブデ親指 岬で は海氷の クラックが開 き始 めた。12月 中旬,西 の浦のパ ドル化 は著 しく,北 の浦 で も西寄 り
は積雪が少 な く,パ ドル化が進行 した。 ただ し北 の浦東部,見 晴岩付近 は比較 的積雪 が多 く,氷 上輸送 ルー トを設定 す る
ことが で きた。 しか し,こ こ も12月 末 にはパ ドルが 目立っ ようにな った。1月 末 には西の浦,作 業工作棟 ～ア ンテナ島付
近が開水面 とな り,他 の区域 で も海氷一面 にパ ドルが発達 した。
③ 航空機観測
例年,滑 走路が設 け られる北 の浦～岩 島の海氷 が流失 し,そ こに乱氷帯 がで きたため,滑 走路 を西 の浦方面(お ん どり
島～ネスオイや間)に 設定 した。45次 隊の航 空機 観測項 目はCO2サ ンプ リング,エ ア ロゾルサ ンプ リング,氷 床氷縁 のモ
ニ タ リング(垂 直写真 と ビデオ撮影),コ ウテイペ ンギ ンセ ンサ ス,ア デ リーペ ンギ ンセ ンサ ス,低 圧下 の人体生理,イ
メー ジング リオメー タのア ンテナパ ター ン測定,氷 状偵察,内 陸旅行隊の レスキュー訓練で あった。8月23日 に ピラタス,
9月1日 にセスナの試飛行 がそれぞ れ行 われ,9月2日 まで慣熟飛行 が行わ れた。9月3日 の コウテ イペ ンギ ンセ ンサス
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(梅干岩 と リーセル ラルセ ン半 島)を 皮切 り観 測飛行が開始 され,9月 は10日 間,の べ16回,10月 は7日 間,の べ11回,
11月 は12日 間,の べ17回,12月 は6日 間,の べ7回 の観測飛行が行われ た。12月10日 のCO2サ ンプ リングを最後 に,
航空機誘導路の氷状が悪化 したため,12月16日 を もって45次 隊の航空機運用体制を終了 した。 ピラタス,セ スナを併せ
た総 飛行時間 は150時 間であ った。
④ 沿岸調査
極夜期以前 は海氷が安定 しないため昭和基 地周辺の活動が主体 となった。4月 以降 スノーモー ビル主体の行動であ った
が5月21日,初 めて雪上車(SM30型)が 海氷上 へ出動 した。
極夜 が明けた7月 後半 か ら本格 的な沿岸調 査が開始 された。 海氷上 ルー ト工作 は生物部門 を中心 に,4月 に昭和基地周
辺,西 オ ングルルー ト,5月 にとっっ き岬,向 い岩,ラ ングホ ブデ袋浦 ルー トが作 られたが,5月31日 か ら6月2日 まで
続 いたブ リザー ドによ りオ ングル海峡 の海 氷が流失 し,海 氷上 ルー トは失 われた。極夜明 け以後の海氷ルー ト工作 と して
は7月 に気水圏部門が オ ングル島北方氷 山群 の西側 を迂 回す る経路 で とっっ き岬ルー トを,8月 に生物部 門が ラ ングホ ブ
デ,ス カル ブスネスへの ルー トを,9月 に地学 ・気水圏部 門が航空機によ る氷状偵察後,ス カル ブスネ スか らスカー レンま
での乱氷帯 ルー トを,そ れ ぞれ工作 した。
各部門の野外調査内容 と して は,
・気象部 門 はとっっ き岬無人気象計の デー タ回収 と電池交換 を5月 に行った。9～10月 に ラングホ ブデ沖 に移動気象観測
装 置を設置 し,連 続 観測を行 った。11月 にS16簡 易気象観 測装置 の感部 ・バ ッテ リ交換 及び風力発電装置設 置を行 っ
た。
・宙空部 門 は西 オ ングルテ レメ一夕設備の電池充電を5月 ,7月,8月 に行 った。また11月 にラ ングホブデルー トRL30～
37と 昭和基地 との問で流星バ ース ト通信機 のLOS通 信実験 を行 った。
・気水圏部門 は海水 中溶存 メタンの採 水を2月 に東 オ ングル,3月 に西 オ ングル,9月 にスカー レン,10月 にテー レン海底
谷,ス カー レン沖 の海底谷 で行 った。 また4月 に西の浦で海氷発達過程の標本採取,5月,9～11月 に西 オ ングル,ラ ン
グホブデ,ス カルブスネス湖沼10ケ 所で気泡入 り湖沼氷お よび湖沼水 の採取 を行 った。また向 い岩 ル ー トに雪尺を設置
し,海 氷上積雪 のサ ンプ リングを5月,11月 に行 った。
・地学部門 は地震計 の蓄電池 およびハー ドデ ィス ク交換,重 力,　GPS観 測を8月 にとっっ き岬,ラ ングホブデ,9月 に ス
カー レン,10月 にス カー レン,ス カル ブスネス,12月 に とっっ き岬 で行 った。また重力観測衛星GRACEの 地上検証観
測 と して11月 に昭和基地周辺 の海氷ル ー ト上,S16,S17に お いてGPS/GLONASSキネマ ティック測定,重 力測定 を
行な った。
・生物部 門 はアザ ラ シの 目視調査を3～4月 にオ ングル島周辺 で実施,7～8月 に標識装着,9月 ～12月 上旬 の晴天時 に生
態調査 を行 った。また11月 にアデ リーペ ンギ ンの個体数調査 を行 った。湖沼調査 は9～11月 に スカル ブスネス,ブ ライ
ボー グニーパ,ラ ングホブデで行われた。4～5月 に西 の浦 で餌籠 による底棲生物標本採取,6～12月 上旬,ネ スオイや
北西沖 の係留 系海 洋観 測点 で定期的な氷厚 ・氷温 とCTD観 測,底 棲生物標本採取 を行 った。また5月 に西の浦,6月 に
北 の瀬戸 で水 中 ビデオ撮影 を行 った。10月,三 つ岩等 の露岩で蘇類 の調査 を行 った。
・衛星 受信部門 で は衛星観 測の地上検 証 と して,海 氷上の分光放射 計観測 およ び積雪粒 径測定 を9～12月 に ラ ングホ ブ
デ,ス カルブスネス,S16で 実施 した。
12月 下旬 ～1月 末 にヘ リコプ ターを用い,以 下 の46次 隊沿岸調査支援 を行 った。
・地学部門 はスカー レン,ス カルブスネス,ラ ングホブデ,と っっ き岬で地震計の蓄電池お よびハ ー ドデ ィスク交換,GPS
ボル ト点で の重力測定,　GPS観 測。
・生物部門 はスカー レン,ル ン ドボー クスヘ ッタ,ス カル ブス ネス,ラ ングホ ブデで湖沼観 測,ま た袋浦でアデ リーペ ン
ギ ン調査。
⑤ 内陸旅行
2月 上旬 にS17で ドー ムふ じ航空隊を ドイツ隊の ドルニエ機で帰還 させ るため,45次 隊 は以下 のオペ レー ションを行 っ
た。 ドームふ じ旅行隊 の出迎 え,S17滑 走路 の再整備,と っっ き岬～S16ル ー トの整備,ド ルニエ機 の離着 陸支援。 ドルニ
エ機 は2月6日14時44分,S17に 着陸 し,ド ー ムふ じ航 空隊(夏 隊員)4名 を乗せ17時07分 に離陸 し,ノ ボ ラザ レフス
カや基地 へ向か った。
極夜期前 にS16の 雪上車(SM100型,5台)を整備 のためと っっ き岬 に降 ろすオペ レー シ ョンが当初計画 され,5月 に
一139一
と っっ き岬 まで の海氷 ルー トが作 られ たが,オ ングル海峡 の氷状 が不安定 なため,こ の計画 は断念 した。その後,5月 末 の
ブ リザー ドによ りオ ングル海峡 の海氷が流失 し,と っつ き岬 ルー トも失 われた。極夜明 けの7月 にオ ングル島北方氷 山群
の西側 を迂回 する経路 でと っっ き岬 ルー トが新 たに作 られた。 内陸旅行 の準備 は毎 月開 かれる ドーム旅行支援会議 で検討
され,燃 料権積 みは機械部門 が,旅 行用 ・ドーム拠点滞在 中の食糧 の準備 は調理部 門が,そ れぞれ全面 的に支援 す ること
にな った。燃料権 の海氷上 デポ地点 はネスオイや手前 の多年氷 と した。S16で の準 備作業を2回(7月19～23日,7月31
日～8月3日)行 った後,中 継拠点旅行隊6名 は8月13日 に昭和基地 を出発 した。旅行隊 は9月7日 に中継拠点 に到着 し,
南 極軽 油等をデポ した後,9月22日 に昭和基地へ帰投 した。帰路,み ずほ基地 で予定 されていた航空機 によ る人員交代 は
18日 に試み られたが,午 前中みず ほの視程が悪 く,午 後 は昭和基地が雲で覆われ たため実施で きなか った。
ドームふ じ旅行隊のためのS16へ の燃料権輸送,空 権 の掘 出 し作業 が8月13～15日,29～30日,9月13～15日に実施
され た。 また44次 ドーム隊がS16に デ ポ した権積 みの ゴ ミを昭和基 地 に持 ち帰 り8月 に整理 した。 ドー ムふ じ旅行隊9
名 は10月11日 に昭和基地を出発 し,S16で の権編成 を終了後,13日 に5台 のSM100,36台 の権 でS16を 出発 した。18
日にみず ほ基地 に到着 し,無 人磁力計設置,レ スキ ュー飛 行機 の着陸訓練を行 った。29日 に中継拠点 に到着 し,無 人磁力
計設置,車 輌整備,燃 料権の再編成を実施 した。11月6日,旅 行隊 は ドームふ じ観測拠点 に到着 し,設 備 の立上 げを行 い
10日 よ り居住 区に入居 した。 ドー ム航 空隊の出迎え旅 行隊3名 は11月16日,2台 のSM100で ドームふ じを出発 し,21
日,　ARP2に 到着 した。 ドーム航空隊7名 は11月25日 ケープ タウンを発ち,ノ ボラザ レフスカや基地で ドルニエ機(2
機)に 乗 り換えた後,同 日ARP2に 到着 した。出迎 え隊に迎 え られた ドーム航空隊 は雪 上車で ドームふ じに向 い,12月1
日に ドームふ じに到着 した。以 後,ド ーム航空隊 は氷床深層掘削を1月22日 まで行い,掘 削深度1,850mに 到達 した。 こ
の間,45次 ドーム隊は拠点 の生活基盤 を支え,掘 削 を支援 した。1月24日,ド ー ム航空 隊の夏隊員5名 は ドー ムふ じに着
陸 したバ スラー ターボ機 に搭乗 し,同 日ノボ ラザ レフスカや基地へ帰還 した。 ドームふ じは26日 閉鎖 され,45次 隊員9名
と46次 越冬隊員2名 はS16へ 向け出発 し,2月6日,S16に 到着 した。
宙空部 門 は流 星バ ース ト通信機 のLOS通 信実 験,無 人磁 力計点検 の ため,10月18～27日,H150までの往復旅 行 を
行 った。LOS通 信実験 で はH87付 近 の通信限界点付近 を詳 しく測定 した。またH100で 無人磁力計の メモ リー交換 を行 っ
た。マ ラジョー ジナや基地上空 で9月3日 発生 した火球爆発か らの宇宙塵 を取得 するため,ド ー ムふ じ旅行隊,Hl50旅 行
隊 は,そ れぞれZ92,H150地 点 で積雪 サ ンプ リングを行 った。
⑥ 基地観測
2月:44次 隊か ら継続 している観測を引き継 ぐとともに,新 たに持ち込んだ観測機器の設置 ・調整を行った。電離層部
門では45次 で設置 した帯状アース,及 び電離棟の全アースを接続時の接地抵抗の測定を開始 した。宙空部門では新設 した
イメージングリオメ一夕による銀河電波の電離層吸収画像観測を開始 した。新設 された気水圏部門のエアロゾル観測小屋
では粒径別エアロゾルの連続観測,各 種エアロゾルサンプルの採取を開始 した。医学部門では越冬中第1回 目の心理テス
ト(国 際比較テス トおよびバウムテスト)を 協力者を対象に行った。
3月:各 観測部門 とも本格的な越冬観測態勢が整い,順 調に観測が進行中。中山基地との間で新型モデムRANDOMを
用いた流星バース ト通信が開始された。生物 ・医学部門では協力者を対象に通年にわたる血圧連続測定を開始 した。
4月:気 象部門は8日,海 氷上に雪尺を設置 し,以 後毎週,積 雪深を測定する(12月13日 まで継続)。気水圏部門では1
日にマイクロパルスライダーが故障 し,エ アロゾル量鉛直分布観測を終了 した。45次 隊としては初めてのVLBI観 測を
行 った。
5月:電 離層部門ではイオノゾンデ観測データをインテル回線で国内へ初送付 した。また新設 した風力発電機の雑音が
リオメータに干渉 し,対 策中。気象部門ではILASI工 検証オゾンゾンデを中旬よりほぼ隔 日に放球 した(以 後,7月,11月
にも隔 日放球)。多目的アンテナ ・衛星受信部門ではERS-2を16日,30日 に受信 し,16日 については高分解能の海氷画
像が得 られた。
6月:気 象部門ではオゾンゾンデを3回 放球(以 後,1月 まで毎月,数 回放球),エ アロゾルゾンデを18日 に,そ れぞれ
放球 した。頻発したブリザー ドの影響で,3日,宙 空部門第2HFレ ーダーアンテナのエレメント3本 が落下。14日,掃 天
フォトメータ用のガラスドームにひびが入った。 また26日,電 離層部門オーロラレーダー送信アンテナの一部が損傷 し
た。生物 ・医学部門では5日 に越冬中第2回 目の心理テス トを行った。
7月:ド ブソン分光光度計月光観測を実施(8月 まで)。 また航空部門の依頼によりネスオイや西方の滑走路予定地での
風向をロボット気象計で測定(10月 まで)。宙空部門は西オングルテレメ一夕設備の電池充電。また内陸に設置する無人磁
力計の屋内,屋 外試験を始めた。地学部門では重力衛星 ミッションGRACE地 上検証観測のため26日,岩 島付近の海氷上
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GPS/GLONASS観 測装 置を設 置 し,連 続観 測を行な ってい る。極夜が明 けた24日,越 冬中第3回 目の心理 テス トを行 っ
た。衛星受信部門 では,昭 和基地周辺 におけ る連続放射収支測定 のため,北 の浦海 氷上 へ連続放射収 支計 を設置 した。
8月:宙 空部門で は無人磁力計の屋外試験を完了 し,中 継拠点旅行隊 に託 す。H100の 無 人磁 力計 は中継拠点旅 行隊によ
り18日12時 よ り観測 を再開。3日 よ り西 オ ングルテ レメ一 夕の ビッ ト同期盤 のエ ラーが発生 し,以 後,数 分 に1回,ロ ッ
ク外れが起 こる状態が続 く。気水圏部門 は海水 中落存 メタン観測 のため ラングホ ブデ氷河沖海 氷上 で採水。 また,西 オ ン
グル島,ラ ングホブデの湖沼群で気泡の ある湖沼 を採取 し,メ タン分析実施。地学部門 ではVLBI観 測 を実施(2005年1
月 まで毎月実施)。 衛 星受 信部 門ではオ ングル海峡上に スペ ク トロメ一夕分光放射観測お よび積雪状態観測を実施。
9月:気 象部門 で は20日 よ りラ ングホブデ沖 に移動 気象観測装 置 を設 置(10月 まで)。 宙空部 門で は西 オ ングルテ レ
メ一夕設備の電池充電。気水圏部門の粒径別 エア ロゾル連続観測 は集 中サ ンプ リングを実施。航空機 による大気 エア ロゾ
ル採取 ・　CN/OPC観 測 とCO2連 続観測 を月1～2回 の頻度で開始(12月 まで)。 地学部門で はGPS/GLONASS観測 を基
地近 くの海氷上で実施。生物 ・医学部門で はコウテイペ ンギ ンの航空 セ ンサスを実施。 また高 々度 の内陸 オペ レー ション
に参加予定の11名 にっいて,航 空機 で高度10,000ftま で上昇 し,同 高度 を30分 保 ち,酸 素飽和度の変化を測定(12月
までに合計27名 に対 し測定)。
10月:電 離層部門で は各観測機 に取付 けた監視 カメラを日本か ら監視 する ことが可能 とな った。宙空部 門で は7日,航
空機 によ るイ メー ジ ング リオメータの指向性パ ター ン測定を行 った。 また ドームふ じ旅行隊 に無人磁力計2式 の設置 を委
託。磁力計 は旅行隊 によ り18日 にみず ほ基地,29日 に中継拠点 にそれぞれ設 置 され,観 測が開始 された。流星バ ース ト通
信 のLOS通 信実験 のためH150へ の旅行を行 った。気水圏部門で は航空機 による氷床氷縁 の空撮(TVカ メ ラ,垂 直写真)
白岩 ～スカー レンのルー トで開始(12月 まで継続)。 海水 中溶存 メ タン観測 にっいては,テ ー レン海底谷1ケ 所,ス トラ ン
ニ ッパ沖海底谷4ケ 所 のサ ンプルか ら異常 メタ ンを検出。地学部門で は重力衛星GRACEの 地上検証観測 と して ラ ングホ
ブデ東,西 オ ングル島～弁天 島,ル ンバ 島海氷 ルー ト上 において,　GPS/GLONASSキネマテ ィ ック観 測を実施(11月,
基地周辺 で も実施)。 スカル ブスネス,ス カー レンの地震計保守実施。生物 ・医学部門で はウエ ッデル アザ ラ シの観察を晴
天 日に実施 し,コ ロニーを確認。湖沼観 測を ラングホ ブデ,ス カル ブスネスで行 った。三つ岩等での露岩上蘇類の調査を
29日 に行 った。衛星受信部 門で は衛星観 測の地上検証 と して分光放射計観測お よび積雪粒径測定を スカルブスネス,オ ン
グル海峡,ル ンバ ルー ト上で実施(11月 に も実施)。 氷床氷縁監視 のため向岩～ スカー レンのル ー トで航空機 によ る映像撮
影 を行 った(12月 まで実施)。
11月:電 離層部 門で はFMCWレ ー ダーデー タを 日本 か らの遠隔操作 で 日本ヘ デー タ伝送 が可能 とな り基地 での デー
タ保存 を必要 と しない体制が で きた。気象部門 では航空機 を利 用 した携帯型 サ ンフォ トメー ターによ る大気混濁 度観 測を
実施(12月 まで)し,S16簡 易気象観 測装置に風力発電装置を設置 した。宙空部門で は第IHFレ ーダー小屋へ の電力線,
光 フ ァイバ ーが除雪作業中 に切断 され,機 械部門,イ ンテル部門 の支援 を得て復旧 した。 また ラングホ ブデ雪鳥 小屋へ向
か うルー トと昭和基地 間で流 星バ ー ス ト通信 機のLOS通 信 実験 を実 施。気水 圏部門 で は航空機 による氷床氷縁 の空撮
(垂 直写真)を 明 るい岬～茅氷河 のルー トで実施 し,ま た大和 山脈周辺の氷床の空撮を13日 に行 った。12～13日,ふ じ海
底 谷で溶存 メタ ン分析用の採水 を行 ったが,異 常 メタ ンは検出 されず。16～19日,ス カルブスネス湖沼10ケ 所 で氷盤気泡
および湖沼水の採 取を行 った。半数以上の池か ら,異 常 な溶存 メ タン濃度 および気泡 中メ タンガス濃度 が検 出された。生
物部 門で はウエ ッデル アザ ラシの調査を晴天 日に毎 日実施 し,採 血 ロガーの装着,回 収 などを行 った(12月 まで)。 また
アデ リーペ ンギ ンの陸上 セ ンサ ス,航 空機 セ ンサ スを実施 した。
12月:電 離層部門で は50MHzオ ーロラ レー ダーのア ンテナ修理 と50MHz,112MHzオーロ ラレーダーの受信 ア ンテ
ナの特性測定 を行 った。 風力発電 機の1年 にわ たる動作試験 を終了 し,分 解,撤 収 した。気象部門 では ドブソ ン分光光度
計 によ るオ ゾン全量観 測,反 転観測,波 長別紫 外域 日射計MKll・MK皿 によ る観測 を行 った。 しらせヘ リ,観 測隊 ヘ リに
対 し航空 気象観 測通報 を行 った(1月 まで)。 宙 空部 門で はHFレ ー ダア ンテナの修理を行 った。流星バ ース ト通信実験 を
終了 し,実 験 に使用 した八木 ア ンテナ及 びア ンテナ タワーを解体,撤 去 した。46次 隊の依頼 により第2HFレ ーダー干渉計
用 ア ンテナ4基 の位置決 め とアンテナ基礎の岩盤出 しを行 った。気水圏部門で は観測棟 におけるオゾ ンの連続観測 を終了
し,エ ア ロゾル小 屋において連続 観測を開始 した。生物 ・医学部門で はネスオイや西沖,西 オ ングル大池 に設置 して いた
セ ジメン トトラップ係留 系を回収 した。17日,越 冬中第4回 目の心理 テ ス トを行 った。衛星受 信部 門では15日 に受信 した
ERS-2衛 星 のSARデ ー タの画像処理を行 い,「 しらせ」進 入路検討 の参 考に した。
1月:電 離層部門で は45次 隊で新設 した帯状 アース,及 び電離棟 の全アースの接地抵抗 を通年 にわた り測定 した。帯状
アース,全 アースはそれぞれ夏期17Ω ～32Ω,6.5Ω ～12Ω,秋 期112Ω ～290Ω,55Ω ～157Ω,冬 期475Ω ～1,000Ω 以上,
290Ω ～1,000Ω 以上であ った。気象部門で は上向 き日射放射観測 は鉄塔 が倒 れ る可能性 が出て きたため,19日 に測器を同
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収 し,観 測 を中止 した。宙空部門 では西 オ ングル観測施設 の引継 を行 い,波 動観測機 の校正,リ オメー タア ンテナの修理,
PCMエ ンコー ダの46次 持込品への交換を行 いPCM復 調が安定 に行 われ るよ うにな った。 気水圏部門で はマイクロパ ル
スライ ダーを設置 し,中 断 して いた観測 を再開 した。 地学 部門で は11-13日,21-23口 にGPS/GLONASSを利用 した多
目的衛星受信 ア ンテナの中心位置測定 を行 った。生物 ・医学部門 で は46次 隊 員が基地 周辺 の海氷上 で行 った潜水 を含 む
調査 の支援 を行 った。衛星受 信部門で はL-Sバ ンドア ンテナの水平角初 期値異常 のためDMSPお よびNOAA衛 星受信
デー タの欠測,ラ イ ン数減 少が 発生 し,っ いに全衛星 の受 信が不 能 とな るに至 ったが,設 定 値変 更 によ り復 旧 した。
NOAA衛 星受 信 システムにっいてはtscan7シ ステムを構築 し,29日 にtscan5シ ステムよ り移行 した。
⑦ 設営
2月:し らせ乗員による夏作業支援が6日 まで行われた。夏隊員と越冬隊員による夏作業は14日 まで続けられ,14日 に
夏作業終了が宣言された。以後越冬隊員による残作業の継続が行われた。2月 中に行われた夏作業 は観測棟の改修,仮 作業
棟および第1廃 棄物保管庫の幕体取付け,夕 ーポリンタンクの解体 ・撤去,金 属 タンク基礎工事,燃 料送油管工事,環 境
保全(廃 棄物の回収,整 理)な どである。燃料送油管見晴 らし岩方面への延伸工事は一部区間が残されたものの,計 画の
大半は完了 した。また見晴 らし岩防油堤工事は基礎部の土砂の撤去,位 置出 しまでを行った。21日 に計画停電を行い発電
棟の トランスを交換 した。周到な準備により順調に復電が完了 した。
3月:金 属タンク設置,燃 料送油管工事の片付け,夏 宿閉鎖,燃 料 ドラム缶移動,廃 棄物移動など,夏 期残作業の仕上げ
が行われた。管理棟食堂の床フローリングの張替えを15,16口 に行なった。インテルサ ット通信システム関連では,屋 外
監視カメラの設置,　PHSの 配布,　PHSア ンテナ設置(24箇 所)に よるPHSサ ービスエ リアの拡大が行われた。
4月:装 輪車の整備とデポ,防 災設備の点検を行った。迷子沢にデポされた大型廃棄物の切断 ・木箱梱包を行 った。第1
居住棟の屋根修理,気 象棟前室の改修工事が行われた。衛星受信棟のMS-175ミ ニコンが撤去され,廃 棄物としてコンテ
ナ詰めされた。インテルの使用衛星を64度 か ら62度 衛星へ切替えるに伴い,21日8時 から23日11時 まで運用を停止
し,回 線評価試験を行 った。
5月:ラ フタークレーンを整備 し,第2廃 棄物保管庫へ格納 した。またSM104高 所作業車油漏れ修理,装 戦車の整備を
行 った。21日 には越冬開始後初めてSM30,31雪 上車が海氷上へ出動 した。冬季に入り毎週末に鍋料理が企画され,隊 員
を楽しませた。健康診断の一環として,希 望する隊員37名 の胸部X線 撮影が行われた。廃棄物持帰りのため迷子沢に集積
された金属廃棄物を切 り刻み,ス チコン,木 箱に収納 した。
6月:装 輪車の整備,デ ポが完了 した。SM302雪 上車のラジエータが損傷 し,規 格にあった交換部品がないため45次 隊
での修理を断念 した。 またブリザードで損傷 した焼却炉棟,エ アロゾル小屋換気フー ドの改修,電 力消費調査が行なわれ
た。野外における傷病の対処法,予 防法にっいて,第2回 目の医学教室が開かれた。ブ リザー ドで第1廃 棄物保管庫の扉
が外れ,外 部シー トが破れ,建 築部門,環 境保全部門で修理,片 付けを行なった。建築部門は木工係の協力を得て ミッド
ウインタ一票用に露天風呂,夜 店屋台,仮 設舞台を製作 した。
7月:内 陸旅行用の燃料 ドラムの権積込とネスオイや手前の海氷上へのデポが行われた。またS16に デポ してあった
SM100雪 上車をとっっき岬に下ろし,と っっき岬での整備作業が26,27日 に行なわれた。全隊員を対象にした雪上車講
習会を10日,希 望者を対象にした装軌車 ・重機訓練を17日 に実施 した。第3回 医学教室(病 気,医 薬品,救 急蘇生),野
外安全講習会(食 品安全編)が9日,高 山病講習会が16日 に開催された。8月 上旬か らの飛行開始を目指 し,観 測系各部
門か らの航空機利用計画書が提出され,航 空機利用者会合が28日 に開かれた。大型アンテナの半年 メンテナ ンスを14,15
日に実施 した。
8月:と っつき岬での雪上車整備,内 陸旅行用の燃料 ドラムの権積込 と海氷上へのデポ,44次 ドーム隊のゴミ権の片付
けなどが行なわれた。心配されていた8月 のピーク消費電力は隊員の協力を得て,7月 以下の レベルに抑えることができ
た。旅行用 レーションの作成,内 陸旅行用食糧の梱包,ド ームふ じ拠点滞在中の食糧の検討が行われた。西ノ浦おんどり
島からネスオイや方向に全長800mの 滑走路が作 られ,管 理棟下の陸上駐機場か ら北の瀬戸を通る誘導路 も作 られた。23
日にピラタスの初飛行が行われ,慣 熟飛行が開始された。 ドームふじ拠点入り口上屋の壁,屋 根パネルの製作,仮 組が行
われた。またスカルブスネス生物観測小屋前室の壁 と屋根パネルが製作 され,き ざはし浜へ運び,組 立 られた。国際発着
信可能な業務用PHS5台 が使えることになり,　PBX電 話交換機の設定変更が行なわれた。16日 にコンピュータウイルス
への感染が発生 したが,合 計2台 の感染で抑えることができた。
9月:ド ームふ じ旅行のための燃料権積,と っっ き岬での雪上車整備が行われた。野外活動の最盛期を迎え,内 陸旅行
隊,沿 岸旅行隊との定時交信,航 空機の管制で通信室は多忙。 ドーム本旅行の食糧梱包は調理隊員の協力を得てはぼ完了
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した。内陸旅行中の良材にっいて は,権 か ら箱1っ 取 り出せ ば約2日 分 の食材 となるよ う,小 ダ ンボール に詰 め合わせた。
隊員全員 に対 する2回 目の健康診断(血 液,尿,血 圧,体 重,体 脂肪)と パ イ ロッ ト2名 に対 する航空身体検査が行 われ
た。本格 的な航空機観 測が開始 され,10日 間,の べ16回 の飛行が行われ た。スカルブスネスの居住 カブースは修理 され ス
カー レンへ移設 され た。 ドーム用補強木材 の加工,及 び仮組が行 われ,梱 包,権 積 みされ た。
10月:太 陽光発電が有効 な時期 を迎 え,300kVA発 電機 の負荷 は平均値(163.8kW),最 大 値(192kW)と もに減 少 し,
余裕 のある運転 となった。 ドームふ じ旅行隊が出発 した。沿岸旅行 も常時2パ ーテ ィーは出て いるため,基 地の人手が最
小限度 に近 い。7日 間,の べ11回 の飛行が行われた。換装 したセ スナエ ンジンは初 めての25時 間点検 を行 った。予備冷凍
庫が故障 し,貯 蔵 されて いた予備食を急遽,新 発冷凍庫 に移動 した。
11月:S16の 車輌,権 の掘出 し,整 備,移 動を行 い,S16の 閉鎖作業を行な った。46次 隊受入れ準備 と して,道 路除雪,
砂撒 き,コ ンテナ冷凍庫の立上 げ,Bヘ リポー ト奥の燃料 ドラムの移動,夏 宿立上 げ準備,夏 宿無線設備の整備 を行 った。
新 発冷凍庫 の食材 を倉庫棟冷 凍庫へ移動 し,不 要食材の廃棄を行 った。12日 間,の べ27回 の飛行が行 われた。持帰 り氷上
輸送 に備え,迷 子沢 で雪 に埋 まった大型廃 棄物 の周囲 の除雪 を行 った。
12月:6日 間,の べ7回 の飛行が行われ た。海氷状態 の悪化 に伴 い16日 を以 って45次 隊 での航空機運用体制 を終了 し
た。46次 隊受入 れ準備 として,道 路除雪,Bヘ リポー ト奥の燃料 ドラムの移動,夏 宿立上 げ,装 輪車 の立上 げを行 った。
3日 にフ リーマ ン トルを出港 した砕氷艦 しらせ との定時交信を17日 まで行 った。46次 隊受入れの ため,第1,第2夏 宿 の
ふ とん干 しを8日,手 空 き総 員で行 った。第一 夏宿,第 二 夏宿 向けの無線LAN,　および夏宿 内LANの 立 ち上 げを行 った。
46次 隊が夏作業 に使用 するV/UHF無 線 機を第1夏 宿 に移送 した。「しらせ上 昭和基地間電 話交換機接 続 システムを22
日に設置 し,運 用を開始 した。46次 隊へ依頼発注 した食糧 の搬入 と検品 を行 い,不 要越 冬食材 の廃棄処 分を行 った。航空
機 は21日 夜,「 しらせ」へ氷上輸送 され,22日 に飛 行甲板で翼 を取 り外 し,翼 を コンテナに収納 した。持帰 り廃棄物 リス
トを作成 し,73ト ンの大型廃棄物 を 「しらせ」へ氷上輸送 した。
1月:46次 隊員への引継 ぎ作業を兼ねて衛星受 信棟設 備及び,大 型 ア ンテナ設備 の半年 メ ンテナ ンス,点 検を行 った。
また,高 所作業車 を使用 した レ ドー ムーヒ部のパ ネル点検を行 った。イ ンテル レ ドームのデ ブコン加工,7.6mア ンテナオイ
ル交換を行 った。空輸 の荷受 け,荷 出 しに必要 な クロー ラフォー クなどの車両 の整備 ・修理 を行 った。10日,46次 隊の食
糧搬入に備え,手 空 き総 員で倉庫棟冷蔵庫,冷 凍庫,管 理棟1階 食品庫 の賞 味期 限切 れ不 用食材 の廃棄 を行 った。150ト ン
の廃 棄物 を 「しらせ」 へ空輸 した。 また将 来の廃棄物持 ち帰 り計 画の資料 とするため,観 測隊 ヘ リによる大型廃棄物(雪
上車等)の 航空写真撮影を行 った。 下旬 に130kl水 槽 の シー ト張替 え,100kl水 槽 の清掃 を行 った。 また火災報知器 の点
検,防 火扉 の修理 を行 った。 貸与 個人装備品 の回収 を行 った。全隊員 に貸 出 したPHS,　UHF無 線機 の回収 を行 った。
報道:同 行記者 は,南 極 の自然 や観測 に関す る記事,隊 員の紹介記事,朝 日新聞HPア サ ヒコムへの毎 日,毎 週掲載記事
の投稿 のほか,観 測隊 のオペ レー ション,昭 和基地 の廃棄物 にっ いて の報道記事 を送 った。 また ドームふ じへ同行 した記
者か らは内陸観測拠点,氷 床掘削 にっ いての報道記事が送 られた。 また インテルTV会 議 システムを活用 し,こ ども南極
教室 を実施 し,南 極 の自然,基 地で の観測や生活 を生映像で紹介 した。
⑧ 生活
2月:1日,強 風 の中,管 理棟食堂で越冬交代式を行 い,基 地の運営を44次 隊 か ら引 き継 いだ。午後 か ら通路棟 へ私物 を
搬入 し各個室 に入居 した。15日 「しらせ」への最終 便を送 り出 し,42名 の越 冬生活 が始 まった。18日,全 員作業 による清
掃を行 い,イ ン ド隊4名 の来訪を待 ち受 けたが,悪 天 のため中止 となった。20日 に越 冬成立式 と福 島ケル ン慰霊祭 を行 っ
た。1日 より日刊ペ ギラが発 刊され,い ないいないバーは毎週3回 営業 した。他の生活係 も順次,活 動 を立 ち上 げ,生 活 を
楽 しくす る工夫 を こらしてい る。27日 に45次 隊 と して初 めての放水を含む消火訓練を行 った。誕生 日会 を28日 に開 き1,
2月 生 まれ の隊員8名 を祝 った。29日 は強風 の中,室 内 スポー ツ大会 を開 き,居 住棟 フロア対抗綱引 きを行 った。
3月:安 全対策 と して全棟 にわ たる消火器,火 災報知器 の点検,ラ イフロープ敷設,基 地 内道路 に沿 う旗竿 の点検,整 備
が行 われた。 また安全主任 よ り,各 棟 の管理責任者 に防 災点検表が配布 され,毎 月末 の提 出が求 め られて いる。お料理 ク
ラブ,喫 茶,製 麺係 は調理隊 員の協力 の もと,本 格的 な活動 を始 め,居 酒屋,日 曜喫茶,手 打 ち うどん などで隊員を楽 し
ませた。教養係主催の職場訪問が 一ヒ曜の午後,3回 にわた り行 われ,管 理棟以外を職場 とす る隊員の仕事を理解す る良 い機
会 とな った。第1回 写真展が下旬に開催 され,25名 か らの100余 点 の写真が新発通路棟 を飾 った。報道 同行者,武 田 カメ
ラマ ンによるデ ジタル暗室講座が開講 され,28名 の受講者 に対 し3回 にわ た り個性的 な表現 の技法が伝授 され た。21日,
居住棟 フロア対抗 目隠 しバ レーボール大会がCヘ リポー トで開催 された。4月 以降本格化す る野 外活動 の安 全に備え,レ
スキュー リーダー講習会が5日 に,野 外安 全講習会が25,26日 に開催 された。27日,　TV会 議 システ ムを初めて本格的に
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活用 して朝 日新聞東京本社 「朝 日南極セ ミナー」 と交信 した。
4月:上 旬に安全主任が各棟をまわり,電 気設備,暖 房機などの安全点検を行った。3日,漁 協主催の釣り大会が西の浦
で行われ,夕 食時には花見宴会が開かれた。インターネットで取 り寄せた日本各地の桜の風景を投影する中,隊 員は張替
えたばかりの床に車座になって花見弁当を楽 しんだ。17日 に居酒屋 「菊さん」が東北名物特集で開店。誕生 日会を24日 に
開き,3,4月 生まれの隊員5名 を祝った。山本隊員らによる休 日朝の焼 き立てパン屋が開業 し好評。教養係による南極大
学が5日 か ら開講 し,毎 月曜に3名 ずっ,個 性的な講義が行われた。居住棟 フロア対抗サッカー大会が25日,西 の浦海氷
上で開催された。12日 に消火訓練を通信室と現地指揮所が機能分担する新体制で行い,人 員確認に要する時間が前回より
も大 きく改善された。今後の野外活動の安全に備え,レ スキュー講習会が9日,10日 行われた。また24日 に岩島まで,海
氷歩行の安全講習を兼ねた遠足が行われた。17日 の極地研一般公開時に見学者 と隊員の間でテレビ会議を行 った。
5月:南 極大学が毎月曜に開講され,15名 の隊員が講義を行った。10日 に日刊ペギラ100号 特集が発刊 された。居住棟
フロア対抗 ドッチボール大会が16日,居 住棟裏の広場で開催された。休 日には西オングル大池でのスキー,ス ケー ト,海
氷上の歩 くスキーなどの野外遠足が行われた。 ミッドウインタ一実行委員会が4月30日 結成され,プ ログラムができ上
がった。消火訓練を19日 に行 った。野外活動の安全に備え,野 外安全講習会(医 療編その1)が21日 に開催された。　TV
会議 システムを活用し,1日 に福岡県岡垣町 「情報 プラザ ・人の駅開所式」,22日 に朝 日新聞東京本社 「朝日南極セ ミナー」
と交信 した。また31日 に秋田県金浦町と 「こども南極教室」を実施 した。
6月:発 煙筒を焚いての避難訓練 と大型粉末消火器の操作訓練が9,10口 に行われた。 野外行動安全講座(医 療編その
2)が14日 に開催 され,野 外における外傷の対処法,予 防法が講義された。15日 には野外行動安全講座(海 氷旅行編)が
開講され,海 氷上で遭遇する様々な危険と車輌運用上の注意点が事故例集をもとに講義された。ミッドウインタ一票が19
日を前夜祭とし,20日 か ら22日 まで開催され,餅 つき,運 動会形式スポーツ大会,コ ンサー ト,人 間双六,演 芸大会,フ
ルコースディナー,松 花堂弁当,夜 店,露 天風呂,大 雪像など盛 りだくさんの企画が実施された。また,期 間中,居 住棟
フロア毎に交代で趣向をこらしたブランチが提供された。南極大学は ミッドウインタ一期を除外 し,7日 と28日 に開催さ
れた。28日,河 村文部科学大臣よりTV会 議 システムを通 じ,激 励をいただいた。　TV会 議 システムを活用 し,16日 に松
本市田川小,29日 に藤沢市高砂小と 「こども南極教室」を実施 した。
7月:8日 に仮作業棟で発動発電機を起動する際の排気ガスを火災報知器が感知 し,火 災警報が発報 した。 誕生会を17
日に行い,7,8月 生まれの隊員8名 の誕生を祝った。18日,北 の浦海氷上でフットベースボール大会が開催された。南極
大学が毎月曜に開講され,最 終講 となる19日,全 員に卒業証書が授与された。22日 に消火訓練を行 った。S16作 業で8人
が抜けたため班編成を変更 し,初 めて暗い時間帯(15:30)で の消火訓練 となった。　TV会 議 システムを活用 し,10日 に朝
日新聞東京本社,29日 に大阪本社とを結んで 「こども南極教室」を実施 した。また極地研広報室からの依頼により,18日
に岐阜大学主催の県民講座(岐 阜,大 垣,各 務原会場),25日 には埼玉県越谷市の科学技術体験セ ンター,31日 には通信
総合研究所の一般公開会場とを結んだTV会 議を行なった。
8月:中 継拠点旅行隊の壮行会を11日 に開催 した。 ドッチボール大会が15日 に開催された。製麺クラブは22日,初 め
てソバを隊員に提供 した。18日 に日刊ペギラ200号 特集が発刊された。　TV会 議 システムを活用 し,5日 に稚内市立図書
館,24日 に名古屋市立水族館と 「こども南極教室」を実施 した。極地研広報室からの依頼により,19日 に文科省スーパー
サイエンスハイスクールプログラムの一環 として前橋女子高への集中講義(設 営)にTV会 議で協力 した。また28日 に岐
阜県多治見市南極探検 スクールと結んだTV会 議を予定 していたが,回 線がつながらず,電 話による回答に切 り換え,後
日メールで回答と説明画像を送 った。
9月:製 麺 クラブは12日,2回 目のソバの提供を行なった。純喫茶サザンクロスは日曜午後のほか,平 日夜にも臨時営
業を行なった。 ビール係は従来の圧力容器でっ くるもののほか,新 たにびん詰めのペン太郎 プロイが出荷 されるようにな
り,隊 員を楽 しませている。プラスティック軽量ボールを使用 し,雪 上 ゴルフ大会が19日 に開催された。24日,極 地研で
開催された家族会会場 と昭和基地とを結ぶTV会 議が開かれ,久 しぶりの家族 との対面に食堂が沸いた。誕生日会を25
日に開 き,外 出禁止令の中,9,10月 生まれの隊員6名 を祝った。　TV会 議 システムを活用し,11日 に朝 日新聞西部本社,
16日 に北見市北小 と結んで 「こども南極教室」を実施 した。また18日,鳥 取市における極地研主催 「講演と映画の会」の
会場 と昭和基地 とを結びTV会 議を行なった。
10月:2日 にお料理クラブと調理隊員により寿司屋と居酒屋が開店された。ラグビーボールを使ったサ ッカー大会が17
日に開催 された。ビール係は週末の夜,食 堂でペン太郎 プロイのビアホールを開店 し,隊 員に好評。　TV会 議 システムを活
用 し,5日 に郡山西小と 「こども南極教室」を実施 した。極地研広報室からの依頼により16,17日,「 ふるさと自慢信州工
業展」会場 とのTV会 議を行なった。また24日,紋 別市における極地研主催 「講演と映画の会」の会場とTV会 議を行 っ
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た。
11月:西 オ ングル最高点 にてオ リエ ンテー リングを20日 に実施 した。 翌 日も行 う予定であ ったが強風のため,床 卓球
大 会に振 り替 えた。 ビール係 は週 末の夜,食 堂で ビアホールを開店 し,び ん詰 めのペ ン太郎 プロイ,5品 目を出荷 した。製
麺係 は21日 の ブ ランチを担当 し,手 打 ち うどん と炊 き込 み ご飯 を提 供 した。TV会 議 システムを活用 し,13日 に西堀栄三
郎 記念探検 の殿堂,19日 に宮城県立 西多賀養護学校院 内学級で 「こども南極教室」を実施 した。また極地研広報室 か らの
依頼 によ り25日,埼 玉県両神中学 とTV会 議 システムによる南極授業 を行 った。
12月:極 地 研広報 室か らの依頼によ り2日,新 宿区立 市谷小 とTV会 議 システムによる南極授業 を行 な った。海氷上 で
ポー トボール大 会が12日 に開催 され た。 ビール係 は12日,開 設 されたばか りの夏宿 で風 呂付 の ビアホールを開店 した。
消 火訓練 を17日 に行 った。46次 隊 の到 着 を歓迎 す るため,有 志 によ り歓 迎の絵 入 り看板,45次 隊 員全員 の顔 写真 ポス
ターが作 られた。 しらせか らの第1便 が18日 昼過 ぎに到着 し,同 日中に46次 隊の ほぼ全員が昭和基地 に到着 した。Aヘ
リポー トで ドラム缶太鼓 によ る歓迎パ フォーマ ンスを行 った。 しらせ は21日9時40分,見 晴岩 の北東約800mの 地点 に
接岸 した。直 ちに貨油輸送が開始 され,同 日夜か ら航空機の持帰 り氷上輸送を皮切 りに重量物搬入の氷上輸送が始 まった。
今年 は積雪が少 ないため,氷 上輸送 ルー トは見晴岩 に向 うルー ト1本 のみ と し,氷 状が良い21時 か ら翌朝5時 まで に輸送
を行 った。持込氷 上輸送 は21日 夜～27日0時 まで,24日 の輸送 休止 日を挟んで4.5日 間行われ,持 帰 り氷上輸送 は27日
1時 よ り29日0時 まで正味2日 間行 われた。 例年 にな くパ ドル化 が早 く進 行す る中,予 定を2～3日 短縮 しての氷上輸送
で あ った。製麺係 は31日,年 越 しそばを提 供 した。
1月:し らせか らの本格空輸 は2　Elか ら開始 され,46次 隊一般物 資の荷受 を2日 午後か ら5日 午前 まで行 った。 また,
燃料 ドラム輸送 の帰 り便で廃棄物入 りタイコ ンを持 ち帰 った。 長 らくオペ レー ションに役立 ったNHKの ロボ ッ トカメラ
は45次 隊で持帰 ることにな り,6日,多 目的ア ンテナ,衛 星受信,通 信部門の支援 によりカメラ本体,架 台,遠 隔制御 シ
ステム,デ ィスプ レイ等が撤去 された。10日 にCヘ リポー トで45次,46次 対抗 ソフ トボール大会が行 われ,旧 隊次が勝
つ とい う伝統を守 ることがで きた。16～19口,本 格的 な廃棄物持帰 り空輸が行われ,12月 下旬の氷上輸送 と併せ,200ト
ンを越え る廃棄物が しらせ に積み込 まれ た。22～23日 に一般物資,29口 に私物の持帰 り空輸が行われた。24日 に は中国隊
(観測隊長,雪 龍号船長 ほか総勢11名)が ヘ リコプ ターで来訪 し,昼 食 をはさみ,3時 間の交流 を行 った。 いないいない
バ ーは週3日 開店 し,46次 隊員,し らせ乗員で連 日,満 員の盛況で あった。26日 には管理棟食堂 において46次 隊によ り
盛大な送別の宴を開 いて いただ いた。27日,秋 田県金浦町 の環境 シンポ ジウム会場 とTV会 議 を行 な った。最 後の消火訓
練を28日 夕食後 に行 った。
(3)ド ー ム ふ じ観 測 拠 点 経 過
ドー ムふ じ観 測拠点(以 下,原 則的に ドームふ じ基地 と記載 する。文脈 によ って誤解 のないか ぎり ドームふ じ,あ るい
は単純 に基地 と記 す こともあ る。)は2004年11月6日 夕刻 に再開作業 が開始 され,同 月10日 入居開始,翌11日 基地 は再
開 された。再 開作 業はま る5日 間 と予想以 上に短期 間であ った。
基地再 開後 の作業 は 目白押 しで,屋 外 トイ レの設置,旧 掘削場安全対策工事(2種 類),掘 削場北口建設,旧 コア解析室
安 全対策工事,コ ア解析 トレンチ掘 削および コア解析室建 設 といった建設工 事,46次 航空 隊を ピックア ップす るための
ARP2出 迎 え旅行(そ の準 備),46次 隊用夏宿準 備そ して 日常 の基地設備運 用など,ま だ気温 の低 い時期 に もかか わ らず屋
外での作業 が必要 であ った。特 に各建設工事 の物 資搬 入は全部手作業 で行 うほか にすべ な く,ま た建設過程 の大部分 は除
雪 作業(こ れ も手作業)で あ ったため きび しい労働 とな った。
11月16日,基 地 入居後落ち着 く暇 もな く3名 の隊員はARP2(片 道500km)に 向 けあわ ただ しく出発 した。以 降16日
間は6名 で必要 な作業 を行 った。少人数で はあったが46次 夏オペ レー シ ョン開始前 には最低限必要 な工事(特 に安全対策
工事)を 完了 する ことがで きた。
12月1日 夜,出 迎 え隊3名 と46次 隊航空班7名 が ドー ムふ じに到着す ると,基 地 住人は一 気に16名 となり昭和基地の
半数規模 にふ くらんだ。46次 隊を受 け入れた ことで,わ れわれの旅行 目的をあ らためて認識 させ られた気が した。われわ
れは2004-2005夏 シーズ ンの掘削 とコア現場解析 を成功 させ るために来て いるのだ った。
12月11日(土)い よいよ今 シー ズンの氷床深 層掘 削が,深 さ362.31mか ら本格的 に開始 され ることとなった。今 シー
ズ ン初 コアは,な ん と長 さ4cmの かわ い らしい ものであ った。12月19日 か ら24時 間体制 を とった掘 削は,月 末 には深
さ1,105.12mに 達 した。また,コ ア解析 トレンチ製 作は地 吹雪 によ る埋 め戻 しに悩 ま されなが らも除雪機 の活躍 もあ って,
トレンチ堀 り,屋 根 がけ,床 張 り作業 とすすみ,12月15口 作業台の設 置を もって完 了 した。コア解析作業 は12月26日 に
本格始動 し,月 末 には深 さ229.00mま での現場解析を終 えた。
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一連の建設工事 を終 えて,昭 和基地 か ら持 ち込 んだ建 築資材 は ほとん ど使い果た した。
掘削および コア解 析には45次 隊か らも応援 を出 した。12月19日 か ら31日 まで,掘 削 には3隊 員が参加 した。コア解析
には常時1名 が参加 した。皆正 規の メ ンバー と同様の作業を こな した。
基地の維持 は完全に45次 隊が行 った。生 活用発電機 切 り替 え,造 水管理,電 気設備管理 など機械班 は昼夜 を問わず懸命
にあた った。 また,そ の合間をぬ って車輌整備 も行 った。
掘削 は全期間を通 じて必ず しも順調で はな く,さ まざまな トラブルや氷の質の変化への対応 を しなが ら進 め られた。今
シーズ ン掘削深度 目標2,000mを 掲 げて スター トしたが,最 終 的には1,850mま で到達 した。1シ ーズ ン1,500m掘 り進ん
だ ことで,我 が国の掘削技術 レベルの高 さが証 明された。また,あ と1週 間掘削期間が長 ければ当初 目標 の2,000m突 破 も
確実で あ ったことが示 されたので,今 シーズ ンの掘削 オペ レー ションは大成功で あ ったといえ る。
コア解析 も装置の立 ち上 げ ・初期調整 などを経 た後,1月 か らは本格的解析 ライ ンが稼働で きた。
綿密 に作成 され た献立 ときわ めて機能的 に梱包 され た食材のおか げで,基 地での16人 分の炊事 も当直1人 が行 えた(手
空 きメ ンバ ーが適宜 自発的 に補助 した)。 ク リスマスや誕生会 には特別 に用意 された メニ ューが隊員を楽 しませた。 ドーム
ふ じの正月 は,当 地 に して はやや強 い風 に見舞われ た ものの,お せ ちと露天風 呂を楽 しむ ことがで きた。 また,昭 和基地
滞在 中に腕 を磨 いたおか げで,出 来 の良 い地 ビールを味わ えた。
1月24日,46次 隊航 空班5名 は ドー ムふ じ空港(長 さ4km)に 飛 来 した(16:44LT)DC-3型 機 に搭乗 し,あ っとい う
間に ノボ ラザ レフスカや空港へ 向け出発 した(17:00)。
基地 閉鎖作業 と帰路旅行準備 は順調 に進 んだ。2005年1月26日11:00,南口が閉 じられて ドー ムふ じ基地 は閉鎖 され
た。滞在 は正 味81日 間で あった。
2004-2005夏 シーズ ン,ド ームふ じで は最大風速5m/s以 上 の 日が66日 あ った。比較 的風 の強い 日が多か った という印
象であ る。 そのため建物 やデポ物 資の周 囲ヘ ドリフ トが発達 しやすか った。
ドームふ じ滞在中幸 いに も大 きな傷病 の発生 はな く,軽 度 の投薬治療 ですむ ものばか りであ った。
昭和基地 とは大 きな問題 な く通信 で きた(HF　 7MHzが よか った)。 外界 との通信で一番の問題 は,極 地 研サ ーバ ーの ト
ラブルで電 子 メールが不通(週 末 や年末年 始に多か った)に な った ことであ った。
なお,基 地 で は11月11日 の基地再 開以来,1月26日(帰 路 ドーム旅行 出発 日)朝 まで 日刊紙 「ドー ム ペギ ラ」,A4
版 カラー1ペ ージが刊行 された。
5)「南極地域の環境の保護に関する法律」に係る南極地域活動計画確認申請
「南極地域の環境の保護に関する法律」の規定に従い,第45次 南極地域観測隊活動として,観 測船 「しらせ」による輸
送,各 省庁が行う定常観測,国 立極地研究所が担当する研究観測,設 営計画等にっいて87項 目の申請を南極地域観測統合
推進本部長である文部科学大臣か ら環境大臣に対 して行った。その結果,環 境大臣の確認を受け,観 測隊員,同 行者及び
「しらせ」乗員の全員に 「南極地域活動行為者証」が交付された。
この内,「電離層棟アース工事」,「リオメータアンテナ設置」,「きざはし浜生物観測小屋建設」,「夏期屋外設備作業」お
よび 「夏期建設 ・土木作業」については,初 期的環境影響評価書(IEE)を 添付 した。
6)不 要 とな った大型南極地域観測用物品の再利用について
当研究所では毎年4月 に南極観測船 「しらせ」により,南 極地域観測事業で不要 となった多数の廃棄物を持ち帰 ってい
る。これらの廃棄物品の有効利用と南極地域観測事業の普及のため,全 国の科学博物館等を対象に展示等を目的とした譲
与,並 びに貸与を行 っている。
毎年2月 下旬までに国立科学博物館を始めとする全国科学博物館協議会に加盟 している約260の 博物館等に当該の物品
の展示希望等にっいて照会 し,希望のあった物品に関 して,所 内の南極地域観測廃棄物品再利用検討委員会に諮った上で,
雪上車 ・建物等にっいて譲与,並 びに貸与を実施 している。
昭和57年 から平成15年4月 までに譲与,並 びに貸与を実施 した機関等は別表のとおりである。
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廃棄物等の再利用状況












































紋別市立流氷科学セ ンター ス ノ ー モ ー ビ ル 平成10年4月13日 ○
石川県立航空プラザ ピラタス ポー ター1号 機 平成5年9月1日 ～ ○
いす ぐ自動車 65kVA発 電機 平成10年4月13日 ○
















白旗南極探検隊記念館 大型雪上車KD60-5 平成12年4月13日 ○
ヤ ンマ ーデ イーゼル(株) 発電機(200kVA) 平成9年3月 ○




保管物品 保管場所 保管方法 保管開始 備考
大型雪上車KD602(8次 隊搬入)見晴 らし岩 裸 展示の需要が出た時に持ち帰り
大型雪上車KD608(10次 隊搬入)見晴 らし岩 裸 同上
大型雪上車 スノーキ ャッ ト(11次 隊
搬入) 見晴 らし岩 裸 同上
旧発電棟部材(第1次 隊) 電離棟横 ・道路を
挟んで荒金ダム側
シ ー ト掛 1994.2～ 同上
旧医務室部材(第1次 隊電離棟) 第2夏 宿脇 シ ー ト掛 1998.3～ 同上
通信棟部材(第7次 隊) 第2夏 宿脇 シ ー ト掛 1998.3～ 同上
建物仕様 は1次 と同 じ
旧娯楽棟(第1次 隊主屋棟) 1次隊建設場所 裸 1999～ 平 成11年 第2回 企 画調 整会議で,現 地保存を決める。
建物は,6次 隊以前に製作 したものに限定 した。
設)と 現地保存とした旧娯楽棟がある。
車両は,SM50以 前の物に限定 した。


















アム ンゼ ン ・スコ ッ ト南極点基地着









「能動型受動型複合 リモー トセンシングによる極域の雲の変動特性」の研究に関連 して,共 同研究を実施 している
米航空宇宙局 ゴダー ド大気研究所がアムンゼン・スコット南極点基地に設置 しているMPL(簡 易型ライダー装置)
の視察及び部品交換 ・機器メンテナンス等の実施。
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(5)観 測 概 要
アムンゼン ・スコット南極点基地の大気研究観測棟にて,　MPLの データ収録用PCの 交換及び観測データのバッ
クアップ,機 器の動作確認,調 整を行 った。
雲観測を目的とした全天カメラを大気研究観測棟の屋上に設置 し,5分 毎の観測を開始 した。 滞在中,晴 天降雪
(CSP)及 びそれに伴うハロー現象が観測され,　MPL及 び全天カメラの同時観測により,　CSPの 光学特性に関する
良好なデータが取得できた。












クライ ス トチ ャーチ着
クライ ス トチ ャーチ発
マ クマー ド基地着










し,ど のような形態,生 理 生態学的な特性を獲得 して今日の南極固有の生活様式や適応進化を遂げたかを明らかに
することを目的とする。当初,南 極半島キングジョージ島韓国基地を調査地 として企画立案 したが,韓 国隊の海難事
故のため,平 成16年 度は,過 去に調査を行った実績のある米国マクマード基地において高次捕食動物を対象とした
現地調査を行った。
(6)観 測 概 要
調査 には,動 物搭載型の記録計を用 い,特 に地磁気記録計 によ って得 られ る時系列デー タよ り,動 物の3次 元潜水
軌跡及 び画像記録計 によ って得 られ る映像 よ り,動 物を取 り巻 く餌生物環境を把握 した。
マクマー ド基地か ら20km離 れ た海氷上 にお いて エ ンペラーペ ンギ ン延べ30羽 にデー タロガーを装着 し,1日 な
い し3日 間 の期間 を経 た後 に回収 した。デー タロガーは,　PD2GT　 (遊 泳速度,深 度,加 速度,温 度),3MPD3GT(3





昭和基地 は東南極 リュッォ ・ホルム湾東岸の大陸氷縁か ら西 に4km離 れた東 オ ングル島上 にあ り,天 測点 は69°OO'
22"S,39°35'24"Eで 標高 は29.18mで あ る。
(2)建 築物
建物55棟 の総床面積 は約6,356.2m2で 発電 棟3,作 業棟2,居 住棟2,観 測 ・研究棟18,ロ ケ ット関係棟4,多 目的衛
星 データ受信 システム,倉 庫3,燃 却炉棟,廃 棄物集積場,放 送 スタ ジオ棟,イ ンテル シェル ター等が,東 オ ングル島の
岩盤の上 に建て られて いる。他 に,見 晴 ら し岩西 側に燃料貯 蔵 タンク,観 測棟 東側 と電離棟 周辺 には各種観 測用の アン
テナ群及 びセ ンサ ー類 があ り,基 地北 側の アンテナ島に送信棟 及び送信 ア ンテナ群 があ る。
(3)電 力
発電棟 に300kVA(240kW)2基の発電機が配備 されて いる。通常 は300kVA発 電機1基 の運転 で基地 全体 の電 力を
賄 って いる。また,非 常用 と して,基 地主要部か ら離れ た夏期隊員宿舎の非常発電棟 に200kVA発 電機2基 を設 置 して
い る。 その他,小 型発電機小屋 に50kVA発 電機2基 を設 置 してい る。
(4)車 両,航 空機
夏期 の建設作業 には,ク レー ン車,ダ ンプ トラック等 の装輪車が あ り,冬 期作業用 として ブル ドーザー,パ ワー ショ
ベル,小 型雪上車,内 陸や沿岸域 な どの野外調査用 として大型雪上車,中 型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノー
モー ビル,小 型航空機等が配置 されている。
(5)通 信
平成16年2月 か ら,観 測 デー ターの電送 や電話,フ ァクシ ミリ,電 子 メールなどの昭和基地 と国 内 との通信 はイ ンテ
ルサ ッ ト衛星 を利用 して行 われるよ うにな った。従来 のイ ンマルサ ッ ト衛星用設備 は予備機 と して維持 されて いる。基
地 内での連絡 にはPHS(簡 易型携帯電話 システム)が 利用出来 る。基地周辺で の作業や近距離 まで の旅行 の基地 との通
信 は,主 にUHS・VHSト ランシーバーが使用 される。内陸旅行 や ドームふ じ基地 との連絡 には,　HFト ランシーバ ーが
使用 される。 また,航 空機 との連絡用 に航空用 の トランシーバ ー も運用 されて いる。
(6)医 療

































建設年(隊 次)1 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途












建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途
地 磁 気 変 化 計 室
1966(7)
12
木製パ ネル,特 殊 コネクター使用
地磁気絶対測定
旧 送 信 機 1966(7)
29
軽量鉄骨,木 製パ ネル,12次 で14.5m2を 増設
















高床 木 製パネル(旧9.13居 住棟移設,機 械室増設)
レ ー ダ ーテ レメー ター 室
1969(10)
86
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ ト レ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー
コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー
1969(10)
22
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネル,12次 で移設
夏期:し らせヘ リコプ ター管制
発 射 台 1970(11)135
高 床,鉄 骨,タ ー ンテー ブル,上 屋な し
ロケ ッ ト発射


















高床,木 製 パ ネル
気象観 測,屋 上 にパ ラボラア ンテナ
気 象 棟 前 室 1973(14)27
高床,軽 量鉄骨,木 製パネル
気象用倉庫





送 信 棟 1975(16)72
木製パネル
短波通信送信機室


















48ベ ッ ト,60名 食堂,風 呂,便 所









鉄骨2階,鋼 板パ ネル,木 製パ ネル
300kVA発 電機2基,冷 凍庫,暗 室,風 呂,便 所,洗 面,理 髪室
仮 作 業 棟
1985(26)
112
パ イプ,断 熱 シー ト
航空 ・建築物品庫,土 木作業
作 業 工 作 棟 1986(27)289
鉄骨,鋼 板パネル,木 製パネル
車両整備,機 械物品庫





建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途











1階 鉄骨。2・3階 集成材,鋼 板 ・木製パ ネル
隊長室,厨 房,食 堂,医 務室,体 育娯楽室,図 書室,通 信室,倉 庫















第1HFレ ー ダー小 屋
1995(36)
16
高 床,冷 凍 庫パ ネル
改造HFレ ー ダー観測









冷凍室,冷 蔵室,設 営倉庫,設 営事務室
地 震 計 室 1996(37)42
木製パネル
地震観測








高床,木 製 パ ネル
個室21



























高 床 木 製 パ ネル(旧 第9居 住棟,旧 第13居 住棟移設,機 械室増設)
ベ ッ ド40,ラ ウ ンジ,ト イ レ
第1廃 棄 物 保 管 庫
2000(41)
136
パ イプ,断 熱 シー ト
廃棄物 保管





廃 棄 物 集 積 場 2001(42)30.4
鋼板パネル(冷 凍庫パネル改造)
廃棄物集積





















建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途
エア ロゾル観測小屋 2004(45)29.6
高床,鋼 板パネル






昭和基地 の南東約270kmの 内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E,標 高約2,200m)に あ るこの基地 は第11次 隊(昭 和
45年)に コルゲー ト棟を設置 して以来年 々拡充 され たが,第27次 隊で閉鎖 された。現在 は,ド ームふ じ観測拠点 への中継
点 とな ってい るが,基 地周辺 は ドリフ トによ り小高 い丘 とな り建物 はすべ て雪面下 に埋没 し,内 部 の雪洞 は雪 の圧 力によ
り変形 してい るので,内 部へ の立 ち入 りは原則 として禁止 している。
(1)建 設物
雪面下 に コルゲー ト棟,観 測棟,居 住棟,ポ ー レックス棟,超 高層観測室,医 療棟 の計6棟,延 床面積106m2の 建物
の他,ト レンチを利用 した発電機室,ボ ー リング場,雪 洞によ る実験室があ る。また地上 に は,通 信 用 ア ンテナ,30m
の気象 タワーなどが設置 されている。
(2)電 力等
16kVA(12.8kW)発 電機 を有 し,居 住棟,観 測棟等への暖房 は,発 電機 エ ンジンの冷却水熱 を利用 してで きるよ うに







黒塗 り部 は埋 め もど し域
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3)あ すか基地
ブライ ド湾か ら約120kmの 内陸氷床上 に入 った氷床上(71°31/34"S,24°08'17"E,標 高約930m)に ある この観測拠点


















































建物配置 を図 に示す。建物総面積 は約433.6m2で,主 屋棟,発 電棟,観 測棟,通 路兼倉庫,冷 凍庫,飯 場棟か らなる。
あすか基地配置
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建設年(隊 次) 構 造
床面積m2 現 在 の 用 途








100.0 厨房 ・食堂 ・通信 ・寝室
発 電 棟
1985(27) 木製パネル
95.0 発電機室 ・風呂 ・便所
観 測 棟
1986(28) 木製パネル
105.0 観測室 ・医務室 ・寝室
通 路
1986(28) 鉄パ イプラチス ・木製パ ネル,一 部分不燃パ ネル
93.1 倉庫兼用
(2)電 力
常用電源 として30kVA(24kW)発 電機2機 が発電棟 に設 置 されてい る。




昭和基地の約1,000km南 の氷床上の頂部 に位置す る観測拠点で,氷 床 ボー リングのため に1995年2月 よ り3年 間 の
越冬運用を行 った後,し ば ら く中断 し,2003年2月 か ら1年 間越 冬 した。 その後 は,夏 基地 として氷床 ボー リングを
行 って いる。位置 は,77°19'01"S,39°42/12"Eで,標 高 は3,810mで ある。
(2)建 設物
建物9棟 の総床面積 は406.7m2で,発 電棟 ・食堂棟 ・居住棟 ・観測棟 などの地上施設 の他,雪 面下 の ドリル作業室 と
掘削制御室か らな る。避難施設を除 く地上建物 は通路でっ ながれ食糧保存庫等 に使用 している。
ドームふじ基地建物一覧
建 物 名 建設年(隊 次) 床面積(m2) 構 造
発 電 棟 1995(35) 44.6 冷凍室パネル改造
食 堂 棟 1994(34) 36.5 冷凍室パネル改造
居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
観 測 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
医 療 居 住 棟 1995(35) 36.5 冷凍室パネル改造
避 難 施 設 1994(34) 45.9 パ イプ トラス,断 熱帆布
ド リ ル 作 業 室 1995(35) 32.4 冷凍室パネル改造
掘 削 制 御 室 1995(35) 9.7 冷凍室パネル改造
通 路 物 品 庫 1995(35) 107.8 本鞘,断 熱鋼板パネル
大 気 観 測 棟 1997(38) 20.3 冷凍室パネル改造
新 掘削 コ ン トロール室 2002(43) 9.7 冷凍室パネル改造
(3)電 力等
常 用電 源 と して28kVA(22.5kW)2基が発電棟 に設置 されて いる。このほかに ドリル作業室 に掘 削用 として28kVA
発電機1基 があ る。生活用発電機 は,常 時1基 で運転 して いるが,掘 削用 は必要 な時 に運転す る。生活区画 の暖房 はエ
ンジ ンの余熱 とボイ ラーで行 い,造 水 は雪 ブロ ックを融か して行 う。
(4)車 両
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4.南 極地域観測資料整理
平成16年 度 の南極地域観測 に係 る資料整理 は,以 下 の資料等 について実施 された。
これ らの資料整理 は順調 に進み,研 究発表 は,学 会等 にお ける口頭 発表の他Memoirs,南 極資料,　JARE　 Data　Reports
及 び関係学会誌 において行 われて いる。
1)観 測データー覧
①昭和基地観測データ
定常観測 ・電離層定常部門 担当者 川名 幸仁
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関






































イ ンマ ル サ ッ トHSD回 線 に よ る デ ー タ
転 送 。
定常観測 ・気象部門 担当者 阿保 敏広
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記憶媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地上気象観測 現地気圧 ・海面気圧 ・気







































定常観測 ・電離層定常部門 担当者 川名 幸仁
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
地上日射 ・放射観 大気混濁度 2004/2/1一 自記記録紙 12冊 気象庁
測 2005/1/313.5イ ンチMO 1枚
波長別紫外域日射量 2004/2/1一 3.5イ ンチMO 1枚
2005/1/31
直達日射 ・ド向き放射量 2004/2/1一 3.5イ ンチMO 1枚
(全天日射 量 ・散舌L日射 2005/1/31
量 ・紫外域日射量 ・長波
長放射量)
上向き放射量(可 視領域 2004/2/1一 3.5イ ンチMO 1枚
放射量 ・紫外域放射量 ・ 2005/1/31
長波長放射量)
その他の観測 ロ ボ ッ ト気 象 計 に よ るS 2004/2/1一 3.5イ ンチMO 1枚
16(P50)の 気 圧 ・気2004/6/12
温 ・風向風速 2004/7/16一
2005/1/31
移動気象観測装置による 2004/2/1一 3.5イ ンチMO 1枚
と っ っ き 岬 の 気 圧 ・気 2004/9/21
温 ・風向風速 2004/12/4一
2005/1/29
海氷上(北 の浦)の 積雪 2004/4/8一 観測記録紙 1枚
2005/12/133.5イ ンチMO 1枚
プロジェクト研究観測 ・宙空部門 担当者 松澤 清 ・大市 聡
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
流星バースト
通信予備実験












3.5イ ン チFD 1枚
高精度高時間
分解能磁場観測
フ ラ ッ ク スゲ ー ト磁 力 計














S VHSビ デ オ テ ー プ ・180分 336巻 国立極地研究所
ASI-2全 天CCD




フ ァ ブ リペ ロ ー








DVD-RAM　 ・　5.2GB 38枚 東北大学
一161一
プロジェク ト研究観測 ・宙空部門 担当者 松澤 清 ・太市 聡
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関





DDS4テ ー プ 80
MFレ ー ダー エ コ ー デ ー タ 2004/2/1-
2005/1/31
DDS4テ ー プ 24
9.4GB　 DVD-RAM　 (片 面) 2




DDS-1テ ー プ 8巻
2004/10/1-
2005/1/31
DDS-4テ ー プ 4巻
SSJ/4デ ー タ 2004/2/1-
2004/9/31
DDS-1テ ー プ 152巻
2004/10/1-
2005/1/31
DDS-4テ ー プ 17巻
モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 松澤 清 ・太市 聡
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
旧 イ メ ー ジ ン グ リ
オ メ一 夕観 測
2次 元CNAデ ー タ 2004/2/1-
2005/1/31
3.5イ ンチMO・640MB 33枚 国立極地研究所
新 イ メ ー ジ ン グ リ
オ メ一 夕観 測





































プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 長田 和雄
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
エ ア ロ ゾル ・雲 の
リモ ー トセ ン シ ン
グ




CD-R/FTPデ ー タ転 送 1枚 国立極地研究所
エ ア ロ ゾル ・雲 の
リモ ー トセ ン シ ン
グ
ス カ イ ラ ジオ メー タ記 録 2004/2-2004/
11









プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 長田 和雄
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
航空機による大気
エアロゾル観測
OPC/CN観 測記録 2004/9-12CD-R 1枚 名古屋大学
国立極地研究所
光学特性測定 PSAP/INデ ー タ 2004/2-2004/
11
CD-R/FTPデ ー タ転 送 1枚 国立極地研究所
大気中ラドン濃度
の連続観測
ラ ドン濃 度 デ ー タ 2004/2-2004/
11
FTPデ ー タ転 送 1枚 岐阜大学
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 佐々木 正史






溶存メタン濃度 GC-FID出 力 記 録 2003/2-2004/
1
ク ロマ トパ ッ クチ ャ ー ト紙 1冊 北見一1二大
プロジェク ト研究観測 ・気水圏部門 担当者 佐藤 之紀


















モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 佐々木 正史





3.5イ ン チFD 24枚 国立極地研究所
プ リン ター 用紙 1冊
ペ ン レ コー ダチ ャー ト紙 12冊
メタン濃度
連続観測




3.5イ ン チFD 24枚







3.5イ ン チFD 50枚
プ リ ン ター 用紙 15巻
ペ ン レコ ー ダチ ャー ト紙 13冊
一酸化炭素濃度
連続観測
GCク ロ マ トグ ラ ム記 録 2004/2-2005/
1
クロ マ トパ ッ クチ ャー ト紙 18冊
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 長田 和雄












モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 東久美子 ・佐藤之紀
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関





沿岸消耗量観測 雪尺測定記録 2004/2 電子メールにて送付済み
・と っ つ き 岬 －S16
・平頭氷河
プロジェク ト研究観測 ・地学部門 担当者 土井 浩一郎
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
超伝導重力計連続 超伝導重力計 2004/2-2005/3. イ ン チMO・13GB,230MB, 3枚 国立極地研究所
観測 CT-043信 号, 1 DVD-RAM
Tide,　 Mod,　 GGP1,気 圧,
室温各1秒 サンプリング
デ ー タ
超伝導重力計 2004/2-2005/チ ャ ー ト紙H25-1Z/理 化 電 機6ペ ン式12冊
Tide,　 Mode,　 GGP1,1 レ コ ー ダ ー
気圧,室 温


















観測ログ 2004/4/7一 3.5イ ン チFD 2枚
2005/2/3
海氷GPS観 測 GPS/GLONASSデー タ 2004/5/15一4.7GB　 DVD-RAM 2枚
2004/12/20
■
モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 土井 浩一郎
観測項目 データ内容 記録期間 言日金景媒f本 ・言己全景イ士ホミ長・言己録 機 数量 保管機関
地電位連続観測 地電位,地 磁気3成 分 2004/2-
2005/1
3.5イ ンチMO・640MB 6枚 国立極地研究所
一164一
モニタリング研究観測 ・地学部門 担当者 土井 浩一郎

















チ ャ ー ト紙RD2212 12冊













GPSデ ー タ 2004/2/1-
2005/1/31
3.5イ ン チMO・230MB 1枚
GPS連 続観測 GPSデ ー タ 2004/2/1-
2005/1/31
3.5イ ンチMO・640MB 1枚 国土地理院
海洋潮汐連続観測 潮位アナログ記録 2004/2/1-
2005/1/31
チ ャ ー ト紙mR-180 12冊 海上保安庁
海洋情報部
プロジェク ト研究観測 ・生物医学部門 担当者 工藤 栄
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
海洋CTD観 測 CTDデ ー タ 2004/5-
2004/11
ノ ー トPC 1 国立極地研究所
海洋係留観測 塩 分 ・水 温 ・流 向 ・
流 速 ・光 ・ク ロ ロ フ ィル
濃 度 ・濁 度
2004/5/3-
2004/12/2
ノ ー トPC 1
プロジェクト研究観測 ・生物医学部門 担当者 坂本 健太郎
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 言己録 媒f本 ・言日金景廿才莱 ・言日金乗機 数量 保管機関
ペンギンの行動調
査
ロ ガ ー デ ー タ 2003/12/23-
2004/1/20
DVDデ ィス ク 1枚 国立極地研究所
大型動物の補食活
動の観測
ロ ガ ー デ ー タ 2004/10/29-
2004/12/8
DVDデ ィス ク 1枚
プロジェクト研究観測 ・生物医学部門 担当者 伊村 智 ・工藤 栄
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
湖沼イメージの空
撮
湖沼画像 2004/12/4/一 トPC 1 国立極地研究所
湖沼係留系 水 温 ・ク ロ ロ フ ィル
濃 度 ・濁 度 ・照 度
2004/1-
2005/1
ノ ー トPC 1
水生コケ植物の光
合成活性




ノ ー トPC 1
一165一
プロジェクト研究観測 ・生物医学部門 担当者 藤原 久子
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
心理研究 心理テス ト 2004/3-
2005/4
心理テス ト解答用紙 1箱 京都大学
プロジェクト研究観測 ・生物医学部門 担当者 藤原 久子
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
高所医学 酸素飽和度 2004/8-11昭和基地上空 ノ ー トPC 1 国立極地研究所
プロジェクト研究観測 ・生物医学部門 担当者 清水 淳







モニタリング研究観測 ・生物医学部門 担当者 坂本 健太郎
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
アデ リーペンギン
などの個体数調査
ル ッカ リー 画像 2004/9/4-
2004/12/3
DVDデ ィ ス ク 1枚 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・生物医学部門 担当者 伊村 智
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
ASPA地 区 の 生
物監視
群落写真 2005/2/4-5ノー トPC 1 国立極地研究所
チャンバ内の植生
監視
群落写真 2005/1/4 ノ ー トPC 1
微気象観測 微気象データ 2005 ノ ー トPC 1
② ドームふ じ観測拠点データー覧
定常観測 ・気象部門 担当者 佐々木 利





















定常観測・気象部門 担当者 藤田 建



































プロジェク ト研究観測 ・気水圏部門 担当者 東 久美子
観測項目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
気象観測
(ドームふ じ)
気 温,風 向,風 速,雪 温2004/1-
2005/1
デ ー タ ロ ガ ー(デ ー タ は電 子 メ ール にて







デ ー タ ロ ガ ー(デ ー タは電 子 メ ール に て




プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 田中 洋一
観測項目 データ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関
年 間 酒 養 量










プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 長田 和雄
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
揮発性硫黄化合物
の季節変化
VOCサ ンプ リン グ 2004/2-2005/
2





昭和基地 ビー ム カプ セ ル 110 国立極地研究所
エアロゾル個別粒
子解析
SEM/EDX試 料 2004/9-12昭和基地上空 ビー ム カプ セ ル 50
海氷上積雪の化学
分析
海氷上積雪試料 2004/5-/12昭和基地 冷凍バイアル 70 名古屋大学
降雪 ・飛雪の化学
分析












プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 佐々木 正史
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
海水 溶存メタン分析用 2004/2-2005/
1
し らせ 海 洋 観 測







西オングル島 切出し氷塊 1個 国立極地研究所
モニタリング研究観測 ・気水圏部門 担当者 佐々木 正史
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
地上大気採取 ハ ロ カ ー ボ ン類 分 析 用 2004/2-2005/
1
昭和基地 ス テ ン レス容 器 24本 東京大学
地上大気採取 温室効果気体分析用 2004/2-2005/
1













昭和基地 ガ ラス ア ンプ ル 64本 国立極地研究所
地上大気採取 酸素 ・窒素比分析用 2004/2-2005/
1
昭和基地 パ イ レ ッ ク ス ガ ラ ス
容 器
52本 プ リ ンス トン大
学
地上大気採取 酸素 ・窒素比分析用 2004/2-2005/
1
昭和基地 パ イ レ ッ ク ス ガ ラ ス
容 器
24本 東北大学
地上大気採取 ア ー カ イ ブ用 2004/2-2005/
1
昭和基地 アル ミ容器 6本 国立極地研究所
航空機大気採取 温室効果気体分析用 2003/5-2004/
1
昭和基地上空 パ イ レ ッ ク ス ガ ラ ス
容 器
47本 東北大学
プロジェクト研究観測 ・生物医学部門 担当者 工藤 栄
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関






サ ンプ ル ボ トル 12本 国立極地研究所
海洋生物試料 魚類 ・他 2004/2-
2004/12
オ ング ル島 ・ラ
ング ホ ブ デ
冷凍サンプル 1箱
プロジェク ト研究観測 ・生物医学部門 担当者 伊村 智










宗谷海岸沿岸 中 ダ ンボ ー ル 1個
DNA抽 出 DNA 2004/5-11昭和基地 エ ッ ペ ン チ ュ ー ブ 60本




ス カ ル ブ ス ネ ス サ ンプ ル ボ トル 7本
一168一
プロジェクト研究観測 ・生物医学部門 担当者 清水 淳





昭和基地 真空採血管 1箱 東京女子医大
第二付属病院
モニタリング研究観測 ・生物医学部門 担当者 坂本 健太郎
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
ペ ンギ ンの行動調
査
ア デ リー ペ ンギ ン血 液 2003/12/23-
2004/1/20







シ ョウ ワギ ス内 臓 2004/4/1-
2004/10/30





ウ ェ ッデ ル アザ ラ シ血 液 2004/10/29-
2004/12/8







ウ ェ ッデ ル ア ザ ラ シ死 体 2004/12/10オングル諸島 中段ボール 1箱
モニタリング研究観測 ・生物医学部門 担当者 伊村 智
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関
土壌細菌監視 ±壌 2004/2/11-14オングル諸島 土壌 5kg 国立極地研究所
土壌藻類監視 土壌 2004/2/11-14オングル諸島 土壌 5kg 島根大学
気流生物の監視 フ ィ ル タ ー 2004/2-2005/
1
エ ア ロ ゾ ル小 屋 フ ィ ル タ ー 1箱 国立極地研究所






シ ー ト 1箱 島根大学
② ドー ムふ じ観測拠点データ採取試料一覧
プロジェクト研究観測 ・気水圏部門 担当者 東久美子


























プロジェク ト研究観測 ・気水圏部門 担当者 田中 洋一
観測項目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関




サ ンプ ル ビ ン 中ダン
2箱
国立極地研究所








プロジェクト研究観測 ・阻石蟹料部門 担当者 山岸 久雄






















一 　 　 一 一
31 1








永田 武 ○ 西堀栄三郎
32 2 氷状悪化のため 「宗谷」接岸できず,越 冬断念
(0)
50
32.10.21 33.4.28 永田 武 村山 雅美
33 3
南極大陸調査旅行実施,物 資輸送を航空機輸送







永田 武 ○ 村山 雅美
34 4
















○ 村山 雅美 守田康太郎
36 6
南 極 観 測 中 断,昭 和 基 地 閉鎖(37.2.7),南 極
条 約 発 効(36.6.23)
(0)
18
36.10.30 37.4.17 吉川 虎雄 原田 美道


















39 自衛隊法改正,輸 送は防衛庁が担当 一 一 　




村山 雅美 ○ 武藤 晃
プラ トー基地(米)に 至る調査旅行(南 緯75 (24) 42.4.1941 8
度),恒 久基地として拡充強化(観 測棟他) 40
41.12.1
(43.3.13)
○ 鳥居 鉄也 楠 宏
極 点 に 至 る 往 復 調 査 旅 行(5.182km,9.28～2.






○ 村山 雅美 清野善兵衛





○ 楠 宏 村越 望
ロ ケ ッ ト(S-160)2機 試 射 に成 功,み ず ほ 観
44 11 測拠点設置,「 ふ じ」右推進翼4枚 切損,蜜 群 (30) 44.11.25
45.5.9
○ 松田 達郎 川口 貞男
氷 に ビ セ ッ ト(45.2.15)
40 (46.4.10)
ロ ケ ッ トに よ る オ ー ロ ラ観 測 開 始(S-160,S一
210計7機 打上),み ずほ観測拠点で越冬観測,




























石多数発見,小 型航空機(セ スナ185)昭 和基








地学系,環 境化学系観測重点(2-2),コ ウテイ(30) 50.4.20
49 16
ベ ンギ ンル ッ カ リー発 見 40
49.11.25
(51.3.21)
○ 星合 孝男 吉田 栄夫
国際磁気圏観測計画(IMS)の 初年度ロケット
(S-2106機S-3101機)打上,人 工 衛 星 テ レ (29) 51.4.19
50 17
メ トリー観測開始,超 高層立体同時観測成功, 40 50.11.25(52.3.22)
○ 芳野 起夫 平澤 威男
「南極地域観測事業の将来計画基本方針」策定





○ 楠 宏 國分 征
IMS第3年 次,ロ ケ ッ ト(S-2102機,S-3104
機)打 上,南 極輸送問題調査会議設置,「 みず (30) 53.4.20
52 19
ほ観測拠 点」を 「み ずほ基地」と名称変 更 40
52.11.25
(54.3.20)
○ 平澤 威男 大瀬 正美
(53.3.22)
一171一













地 学 系,気 水 圏 系 観 測 重 点(3-1),や ま と除 石





























中 層 大 気 国 際 協 同 観 測(4-1),南 極 海 洋 生 態
系 ・生物 資源 に 関 す る 国 際 共 同観 測(5-1),東
ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究(7-
1)開 始,新 船 建造 第3年 次(56.12.11進 水),

















○ 前 晋爾 大山 佳邦
58 25
中 層 大 気 国 際 協 同 観 測(4-3),ロ ケ ッ ト(S-
3103機)打 上,南 極 海 洋 生 態 系 ・生 物 資 源 に
関 す る国 際 共 同 観 測(5-3),東 ク イー ンモ ー ド
ラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究(7-3),新 観 測 船






○ 平澤 威男 内藤 靖彦
59 26
中 層 大 気 国 際 協 同 観 測(4-4),ロ ケ ッ ト(S-
3103機)打 上,南 極 海 洋 生 態 系 ・生 物 資 源 に
関 す る国 際 共 同 観 測(5-4),東 ク イー ンモ ー ド
ラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究(7-4),あ すか 観 測






川口 貞男 ○ 福西 浩
60 27
南 極 海 洋 生 態 系 ・生 物 資源 に関 す る 国 際共 同観
測(5-5),東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・







吉田 栄夫 ○ 内藤 靖彦
61 28
東 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
(7-6),気 候 変 動 に関 す る総 合 研 究(5-1),陸
上 生 態 系 構 造 の 研 究(4-1),あ す か観 測拠 点 で










東 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
(7-7),気 候 変 動 に関 す る総 合 研 究(5-2),陸










第H期 東 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学
研 究(8-1),気 候 変 動 に 関 す る 総 合 研 究(5-
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地球規模の気候,環 境変動は,気 候の温暖化,オ ゾン層の破壊,降 水の酸性化などの諸現象に代表されるように生態系
にのみならず人類生存にも関わる最重要な問題になっている。北極域は,地 球規模の気候 ・環境変動が最 も顕著に現れる
地域であるとともに,当 地での環境変化が地球規模変動の引き金になると考えられている。さらに,フ ィー ドバック機構
により北極域の環境変化が一段 と増幅されるとも考えられている。地球規模の気候 ・環境変動を正確に予測する上で,北
極域における気候 ・環境変動の実態を克明に把握 し,変 動メカニズムを解明することは,早 急に取 り組まなければならな
い緊急の課題である。
このため,平 成11年 度から,「北極における気候 ・環境変動に関する研究」を,大 気科学,雪 氷,海 洋,陸 域生態,超
高層大気の分野で,国 内外の共同研究 として進めてている。
平成16年 度は上記の研究計画の最終年度として実施 した観測概要を以下 に示す。
A.北 極域対流圏 ・成層圏物質の変動と気候影響(和 田 誠)
北極域は,地 球規模の気候にとって冷源域になっているとともに,大 気中物質の循環にとって もシンクを担っている可
能性が大 きい。同 じ極域でありながら北極域の大気は南極域 とは異なって,人 為的汚染源の影響を受けやすい。こうして,
北極域は,地 球規模の気候や環境を支配する要因を含むとともに,地 球温暖化やオゾン層破壊など人為的な原因による大
気環境変化が顕著に増幅 して現れる地域になっている。実際,1990年 代に入 り,北 極海周辺の気温の上昇,海 氷域面積や
海氷厚の減少,大 気循環場の変動など,様 々な現象が現れている。こういう中で,本 計画は北極域大気の対流圏 ・成層圏
における温室効果気体やエアロゾル,オ ゾン,雲 の変動を明 らかにし,そ の原因となる輸送や生成 ・消滅過程の解明をは
か り,南 極域と対比 しっっ,放 射効果などを通 じた気候への影響を評価することを目的とした。
B.環 北極雪氷掘削コアによる比較研究(神 山孝吉)
極域は地球の冷源として,熱 源である熱帯とともに地球の気候システムに重要な役割を担 っている。極域の冷源と低緯
度地方の熱源との間に生 じる熱輸送の過程で,大 気 ・海洋大循環の収束域としてさまざまな発生源からの物質が極域に輸
送され,氷 河 ・氷床に堆積,保 存されている。雪氷コアに含まれる諸物質はその時系列堆積であり,そ の組成比や存在量
は地球スケールの気候,環 境変動の指標となる。 また極域雪氷圏の拡大 ・縮小は極域の冷源としての役割に大 きな影響を
与える。
気候 ・環境変動の起こり方には地域 による差が大 きい。 また,異 なる地域で生 じた一見異なる気候 ・環境変動の間には
深い関わりのある場合がある。従って北極域における気候 ・環境変動のメカニズムを解明するために,北 極域の様々な地




コア観測への取 り組みを企画 し,広 域に及ぶ雪氷圏の拡大 ・縮小に関する観測 と情報交換に努めた。具体的な観測計画と
して国際北極科学委員会(IASC)や 南極科学委員会(SCAR)を 中心に議論を進め,国 際北極委員会で本研究計画を提案
し,雪 氷ワーキンググループを中心に実施計画を検討 した。
国際協同観測への参加を前提 とした計画(North　 GRIP　:北部 グリーンランド氷床 コア計画,　IASC　・　ICAP:環 北極海雪
氷コア観測計画,　SCAR・PICE:雪 氷コアでの古環境復元計画)と 北極圏雪氷観測 として北極域の主権国との共同研究と
して日本を中心 として独自に立案 された計画を立案 し,相 互に補完 し北極圏の環境変動の研究を推 し進めた。




受 ける。 また,そ の結果植物プランクトンを摂餌する植食性動物プランクトンなど,よ り高次の生物 も間接的にその影響
を受 ける。極域では,光 環境,水 柱安定度などは海氷の影響を非常に受けやすい。そのため海氷環境の変化に伴 う海洋生
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態系 の変動 が起 こる ことが容易 に想像 できる。極域で あるにも関わ らず,冬 や早春で も凍結 しない,ま た は20～30cm程
度 の薄 い海氷 のみ存在 する周 りを厚 い海氷 に囲 まれた海域 であるポ リニア　(Polynya)　 は,そ の物理 的形成要 因か ら海氷
環境 の影響 を特 に受 けやすい。 またポ リニアは一般 的に生物生産 が高 く"極 域 のオア シス"と も呼ばれてお り,そ こで生
産 された有機物 はポ リニア内に とどま らず周辺海域 に も直接 的あるいは間接 的に広 が る可能性 があ るため北極海洋生態 系
を明 らかにす るためには重要 な海域 である。
本研究課題 では,北 極 海洋科学委 員会(Arctic　 Ocean　 Sciences　 Board　 ;　AOSB)　 において立案 された国際北極 ポ リニア
研究計 画(International　 Arctic　Polynya　 Program　 ;　IAPP)に 参加 し,主 に北極 圏で最大の ポ リニア(80,000km2)で あ
るノー スウォ一 夕ーポ リニア(NorthWaterpolynya;NOWポリニ ア),及 び3番 目に大 きなポ リニアであ るバサース ト
岬 ポ リニアが形成 され,マ ッケ ンジー河 か ら年 間330,000,000,000tの 淡水 の流 出が起 こるボーフォー ト海南東部海域 を対
象海域 と定め(図5-1),こ れ らの海域 における生態系 の構造 や物質循環過程 の解 明を 目的 として,カ ナ ダやア メ リカを は
じめ とす る国々 と共 同研究 を行な って きた。
D.北 極ツンドラ環境変動の研究
北極域 ツンドラ生態系 は一般に極地オアシスといわれ,砂 漠のオアシスと同様に,不 連続なパ ッチ状の植生をな し,
いったん消滅 して しまうと再生することは非常に困難である。本研究では極地オアシスの生態系を対象として,現 状の生
態系の構造や機能及び環境応答性を把握 し,今 後の生態系変動の基礎データを得ることと,生 態系変動の将来予測を行う
ことを主要な目的として,気 候 ・環境変動が高緯度北極の陸域生態系に与える影響に関する観測を行った。
北極域は南極大陸とは異なり,気 候,気 象学的に地域性が大きく,温 暖化の度合いも大 きく異なることが知 られている。
本研究では北極域に及ぼす温暖化の影響を総合的に解析するために,大 陸性要素と海洋性要素の環境の異なる二つの地域
に調査拠点を設けた。一つは大陸性気候のカナダ ・エルズミア島のオーブローや湾周辺であ り,も う一つはすでに研究実
績のある海洋性気候のスバールバル諸島,ス ピッツベルゲ ン島,ニ ーオルスン周辺域である。
平成11年 ～16年 に実施された本研究計画の中心は日本一 カナダ共同観測として大陸性気候を持つエルズ ミア島での北
極研究に置かれた。カナダ北極の氷河後退域を利用 して北極における地球環境変化が陸域環境の生物的及び地理的多様性
に与える影響,生 物 ・地理的多様性の変化による物質循環,エ ネルギー収支への影響,生 物多様性と物質循環の変化が気
候 システムに与える影響を総合的に解明することができた。とくに,北 極の陸域環境のツンドラ生態系において,地 球環
境変化が生物 ・地理的多様性に対 して最 も影響が出やすく,北 極生態系の多様性及び機能の維持において重要な役割を
担 っているのは,ツ ンドラ高緯度北極の地表,地 中構造(凍 土,構 造土),蘇 苔類,地 衣類 藻類 クラストなどの地表生物,
及び海鳥類の栄養塩類の分布であることが明 らかになった。
E.北 極域における中層大気 ・熱圏の力学的結合(麻 生武彦)
北極域の中層 ・超高層大気は,下 層の対流圏 ・成層圏か ら中間圏 ・熱圏 ・電磁圏に至る広汎な領域に亘 り,太 陽風が地
球磁力線 と相互作用 して形成 される磁気圏を経ての上方からの太陽風電磁エネルギーの注入 と ・極域下層大気 との波動を
介 した力学的な結合による下方からの太陽放射エネルギーの流れやさらには高低緯度間のエネルギー輸送が交錯 し,電 離
大気による電磁力学ならびに中性大気による地球流体力学的現象の士甘蝸である開放 された複雑系 となっている。密度の濃
い下層の中性大気から希薄な上層大気に至 るこの遷移領域で生起する種々の現象は,相 互に密接に関連 した広汎な地球大
気変質のシグナルであり,そ のシナ リオの定量的な解明が必要である。
欧州と我が国の共同事業となった北極圏のEISCATレ ーダーは,従 来か らの トロムソに加え極冠域のスバールバルに
おいて1998年 に稼働を始め,北 極域大気環境の未解決の問題解明に取 り組むに時宜を得たものとなっていた。本研究は,
極地研究所ならびに国内外研究者の共同により,ス バールバル,ス カンジナビア,ア イスランド等におけるEISCATレ ー
ダー観測や中下層大気から熱圏 ・電磁圏に至る超高層大気 ダイナ ミックス観測のための既存および新設の機器による電





総合研究大学院大学は,我 が国初の博士後期課程だけの大学院大学 として,昭 和63(1988)年10月 に設置された国立大
学(平 成16年 度より国立大学法人)で あり,現 在その一部は5年 一貫制博士課程となっている。全国の大学研究者の共同
研究推進にっいて,中 心的役割をはたしている大学共同利用機関等18機 関を基盤 として文化科学研究科(国 立民族学博物
館,国 際日本文化研究センター,国 立歴史民俗学博物館,メ ディア教育開発センター,国 文学研究資料館),物 理科学研究
科(分 子科学研究所,国 立天文台,核 融合科学研究所,宇 宙航空研究開発機構宇宙科学研究本部),高 エネルギー加速器科
学研究科(加 速器研究施設,物 質構造科学研究所,素 粒子原子核研究所),複 合科学研究科(統 計数理研究所,国 立極地研
究所,国 立情報学研究所),生 命科学研究科(国 立遺伝学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所),先 導科学研究科(18
機関 と密接な連携 ・協力による)の6研 究科で構成されている。基盤機関等との密接な連携 ・協力の下に,そ れ らの優れ
た人材 と研究環境を基盤 として博士後期課程の教育研究を行 うことを特色としている。
国立極地研究所は,平 成5(1993)年 度から総合研究大学院大学に参画し,そ の基盤機関として同大学数物科学研究科
(現複合科学研究科)に 設置された極域科学専攻(博 士後期課程)の 教育研究指導を行うこととなり,現 在12名 の学生が
在籍 している。
1.極 域科学専攻の概要
地球は,太 陽系唯一の水惑星であり,人 類始め多種多様な生命体が生息 している。この惑星において人類が持続ある発
展を願 うとき,地 球の成 り立ちや環境を,よ りよく理解する必要がある。近年,地 球電磁圏,大 気 ・水圏,陸 圏,及 び生
物圏の変動現象が両極域において,特 徴的な現れ方をすることがわかってきた。それ ら変動の個々の素因と相互作用を地
球 システム全体のなかで究明することが極域科学の目的である。極域科学はフィール ドサイエンスの要素がとても強いの
で,研 究遂行のための具体的方法についての教育 ・研究を重視 している。そ して,幅 広い地球科学研究に柔軟に対応でき
る創造性豊かな研究者を養成する。
2.極 域科学専攻の教育研究指導分野及び授業科目
講座 教育研究指導分野 概要 授業科目
極 域 電 磁 圏 極域電磁圏 ・磁気圏は,太 陽か らのエネルギーの流れの中 極域電磁圏科学特 命1
で,地 球への力学的及び電磁的エネルギーの流入路として主 極域電磁圏科学特論n
要な役割を担 っている。この極域電磁圏内で発生するオーロ 極域電磁圏科学特論m
極 ラなどのさまざまな電磁諸現象の理解や,エ ネルギー輸送と 極域電磁圏科学演習1
域 その変更過程に関する教育と研究を行う。 極域電磁圏科学演習1エ
気 極 域 大 気 圏 極域大気圏の諸現象とその相互作用,エ ネルギー収支と物 極域大気圏科学特論1
質循環,気 候 ・環境変動 メカニズム,そ して グローバ ルな環 極域大気圏科学特 命H
圏 境の中での極域大気圏の応答及び役割に関する教育と研究を 極域大気圏科学特 命皿
科 行 う。 極域大気圏科学演習1
極域大気圏科学演習H
学







極 域 水 圏 極域水圏を構成する海洋 ・海氷,氷 河 ・氷床構造,エ ネル極域水圏科学特 命1
ギー収支と物質循環及びその長期変動に関する教育 と研究を 極域水圏科学特論H
行 う。また,そ こに生息する生物の環境適応 と生物生産及び 極域水圏生物特論1
生物生産が環境変動に及ぼす影響に関する教育と研究を行 極域水圏生物特 命H
極 う 。 極域水圏科学演習1
域 極域水圏科学演習H極域水圏生物演習
水 極 域 陸 圏 地球誕生以来,原 始地殻の生成か らパ ンゲアの発展と分 極域地圏科学特論1
陸 裂,氷 床発達に至る変動史,並 びに,現 在の変動現象に関す極域地圏科学特論H











共 通 極域科学全般にわたる国内外の研究状況にっいて,各 分野の先端的な課題を取 り上げ講述する。
先端極域科学通論
3.極 域科学専攻担当教員
職 名 氏 名 講 座 名 備 考
教授 ・専攻長 山 内 恭 極域気圏科学講座
教授 江 尻 全 機 ノノ
ノ/ 佐 藤 夏 雄 ノノ
ノノ 麻 生 武 彦 ノノ
ノノ 藤 井 理 行 ノノ
〃 神 山 孝 吉 /ノ
ノノ 和 田 誠 〃
ノノ 白 石 和 行 極域水陸圏科学講座
ノノ 森 脇 喜 一 /ノ
/ノ 澁 谷 和 雄 ノ/
ノノ 小 島 秀 康 ノノ
ノノ 本 吉 洋 一 ノノ
// 福 地 光 男 /ノ
/ノ 小 達 恒 夫 ノ/
/ノ 神 田 啓 史 ノノ
助教授 宮 岡 宏 極域気圏科学講座
ノノ 船 木 實 極域水陸圏科学講座
/ノ 三 澤 啓 司 /ノ
助手 行 松 彰 極域気圏科学講座
ノ/ 岡 田 雅 樹 'ノ ノ
/ノ 海老原 祐 輔 ノ/ (平 成16年5月31日 か ら)
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職 名 氏 名 講 座 名 備 考
助手 堤 雅 基 極域気圏科学講座
ノノ 平 沢 尚 彦 //
ノノ 森 本 真 司 /ノ
// 牛 尾 収 輝 極域水陸圏科学講座
// 古 川 晶 雄 ノ/
/ノ 橋 田 元 ノノ
// 金 尾 政 紀 //
ノノ 三 浦 英 樹 ノノ
/ノ 今 榮 真 也 ノ/
ノ/ 山 口 亮 ノノ
/ノ 海 田 博 司 ノノ
ノノ 加 藤 明 子 /ノ (平 成16年4月19日 か ら)
ノノ 平 言睾 享 /ノ
// 外 田 智 千 ノノ
// 内 田 雅 巳 ノノ
極域科学専攻教員 定員 ・現員
区分 講座 定員 現員 (現 員)一(定 員)
教授
極域気圏科学 4 7 3
極域水陸圏科学 5 8 3
計 9 15 6
助教授
極域気圏科学 4 1 △3
極域水陸圏科学 5 2 △3








計 18 18 0
合計
極域気圏科学 16 14 △2
極域水陸圏科学 20 22 2
計 36 36 0
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4.在 籍 者 一 覧
平成16年4月1日 現在
学 年 氏 名 教育研究指導分野 備 考
3年 次
荒 井 頼 子 極 域 水 圏
村 田 洋 三 極 域 電 磁 圏
門 崎 学 極 域 大 気 圏 (平成16年9月 修了)
松 岡 東 香 極 域 陸 圏 (平成16年9月 修了)
山 下 幹 也 極 域 陸 圏 (平成16年9月 修了)
飯 塚 康 子 極 域 大 気 圏
笠 松 伸 江 極 域 水 圏
玉 置 美奈子 極 域 陸 圏
2年 次
山之口 勤 極 域 陸 圏
鈴 木 香寿恵 極 域 大 気 圏
1年 次
長谷川 史 彦 極 域 陸 圏 (平成16年6月 退学)
上 村 剛 史 極 域 陸 圏
5.学 位取得者一覧
氏 名 論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考
門 崎 学 南極域におけるAVHRRデ ータによる雲の検出と雲の分博士(理 学) 平成16年9月30日
布特性に関する研究
松 岡 東 香 Anomalous　 high　 coercivity　 natural　 remanent　 magne一博士(理 学) 平成16年9月30日
tization　 acquired　 by　 maghemite　 in　deep-sea　 sediments
off　Wilkes　 Land,　 East　 Antarctica
山 下 幹 也 東南極みずほ高原下における大陸地殻の深部反射構造とそ 博士(理 学) 平成16年9月30日
の特徴
村 田 洋 三 高緯度昼間側オーロラの出現特性に関する研究 博士(理 学) 平成17年3月24日
一中山基地可視 オ ーロラと昭和基地HFレ ー ダーエ コーの
比較解析一
笠 松 伸 江 Biological　 control　 of　 dimethylsulfoniopropionate　and 博士(理 学) 平成17年3月24日
dimethylsulfide　production　 in　 the　 Southern　 Ocean
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6.統 計 デ ー タ
学生数 学位取得者数
1年 次 2年 次 3年 次 合計 課程博士 論文博士 小 計 合 計




平成6年 度 2 5 7 平成6年 度 / /9月3月






平成8年 度 6 5 4 15 平成8年 度
9月 2 0 2
2
3月 0 0 0
























平成12年 度 3 5 6 14 平成12年 度
9月 0 2 2
6
3月 4 0 4
平成13年 度 4 3 5 12 平成13年 度
9月 0 0 0
2
3月 1 1 2
平成14年 度 3 4 8 15 平成14年 度
9月 0 0 0
1
3月 1 0 1
平成15年 度 2 3 11 16 平成15年 度
9月 2 0 2
6
3月 4 0 4













大学共同利用機関法人は,国 立大学法人法弟29条 第1項 第3号 の規定に基づき,大 学の要請 に応 じて大学院学生を受 け
入れることなどその教育に協力することになっている。国立極地研究所では,昭 和56(1981)年 度から極地科学及びこれ
に関連する分野の大学院学生(特 別共同利用研究員)を 毎年受 け入れている。平成16年 度の受入れは,22名 である。
1.平 成16年 度 受 入 一 覧
研究分野 氏 名 所 属 大 学 院 受入教員 研 究 備 考
超高層物理学
川 野 圭 子 九州大学大学院理学府 麻生 武彦 極域下部熱圏の潮汐振動について









瀬 川 高 弘 東京工業大学大学院生命理工学研究科 藤井 理行 雪氷微生物解析
田 村 岳 史 北海道大学大学院地球環境科学研究科
山内 恭
伊藤 一
AVHRR画 像を使用 した南極沿岸ポ リニヤ
の解析
植 村 立 東京工業大学大学院総合理工学研究科 本山 秀明
南極アイスコアの水素 ・酸素安定同位体比を
用いた気候変動研究















安 成 哲 平 北海道大学大学院環境科学院 藤井 理行
アラスカ ・ランゲル山における大気一雪面の
ダス ト変動及び雪氷 コアのダス ト解析
地 学
天井澤 暁 裕 明治大学大学院文学研究科 森脇 喜一
根室半島におけるアースハンモックの観測お
よび形成 ・成長プロセス
佐 藤 桂 愛媛大学大学院理工学研究科 本吉 洋一
東南極ナピア岩体に産する塩基性岩の地殻下
部条件での相関系







Geology　 and　 Petrology　 of　 the　 Shuteen
Complex,　 Mongolia
亀 山 敬 輔 信州大学大学院工学系研究科 船木 實
単結晶オクタヘ ドライ ト阻鉄の磁化構造の決
定と結晶構造の研究
中 野 伸 彦
九州大学大学院
比較社会文化学府 白石 和行
ベ トナ ム 中部 一 コ ン ツム地 塊 の変 成 作 用 と ゴ
ン ドワナ テ ク トニ ク ス の解 析
森 本 太 郎 高知大学大学院理学研究科 本吉 洋一
イ ン ド南 部,　 Trivandrum　 Granulite　 Block
の 変 成 史
生 物 学
五 味 泰 史 東北大学大学院農学研究科 小達 恒夫
南大洋における植物プランク トン群集の現存
量と種組成に関する研究
高 橋 裕 子 東北大学大学院農学研究科 小達 恒夫 スジイルカの繁殖生態
H16.9.30
ま で





植 田 彩容子 愛媛大学大学院農学研究科
小達 恒夫
渡邉研太郎 加速度記録計によるイヌの行動解析




2.統 計 デ ー タ
過去5年 間の受入実績
12年 度13年 度14年 度15年 度16年 度
国立大学 23 25 26 28 20
公立大学 1 1 2 3 0








当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は,南 極 資 料(年3回 定 期 刊 行 物),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,
Series　 A,　 B,　C,　D,　 E,　F,　Special　 Issue　 (不 定 期)が あ る 。 さ ら に 平 成9年 度 か ら はAntarctic　 Meteorite　 Research
(Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Antarctic　 Meteoritesの 継 続 後 誌)(年1回),平成10年 度 か ら はPolar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 Polar　 Geoscience,　 Polar　 Bioscience　 (Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Polar
Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Polar　 Biologyの 継 続 後 誌)(各 年1回),平 成11年 度 か ら は
Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research　 (Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atmosphere
Physicsの 継 続 後 誌)(年1回)とProceedings　of the　NIPR　 Symposiumとして 出 版 さ れ て い た 欧 文5誌 の 詩 名 が す べ て
変 更 さ れ た 。 こ の5誌 の 通 称 名 を 極 地 研 英 文 ジ ャ ー ナ ル　(Journal　 of　NIPR)　 と し た 。　JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期,10
カ テ ゴ リー の う ち 年 約10回),　 NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),
Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),　 Catalog　 (不 定 期)が あ る 。 平 成12年 度 よ り 新
し い ジ ャ ン ル と し て 極 地 選 書 を 出 版 す る(不 定 期)。 こ れ ら の 編 集 ・出 版 業 務 は 図 書 係 で 行 っ て い る 。
極 地 選 書 お よ びMap　 Series以 外 は,既 発 行 約40年 分 に つ い て 国 立 情 報 学 研 究 所 に よ る 論 文 情 報 ナ ビ ゲ ー タCiNii
(URL　 :　http　:　//ci.nii.ac.jp/cinii/servlet/CiNiiTop#)　か ら キ ー ワ ー ドで 検 索,本 文PDFフ ァ イ ル を 表 示 可 能 で あ る。
JARE　 Data　 Reportsに つ い て は,2005年 発 行 分 よ り,情 報 図 書 室 ホ ー ム ペ ー ジ に 本 文PDFを リ ン ク して い る 。2)に 平
成16年 度 の 研 究 所 成 果 刊 行 物 を,3)に 過 去7年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 を 及 び 真 数 を 示 す 。
2)研 究所成果刊行物
2.1)南 極 資 料(3冊)
Vol.48,No.2(July2004,p.91-156)
　 　 　Odate,　 Tsuneo　 ・　Hirawake,　 Toru　 ・　Fukuchi,　 Mitsuo　 :　Empirical　 relationship　 between　 sea　ice　thickness　 and　 underwater　 light
　 　 　 　 intensity　 based　 on　 observations　 near　 Syowa　 Station,　 Antarctica,　 in　austral　 summer,　 91-97　 (scientific　 note).
瀬 野 公 美 子 ・本 吉 洋 一:蛍 光X線 分 析 装 置 に よ る 岩 石 の 定 量 化 学 分 析:超 塩 基 性 岩 の 主 要 ・微 量 元 素,98-109(研究 ノ ー ト).
　 　 　 Odate,　 Tsuneo　 ・　Sasaki,　 Hiroshi　 ・　Fukuchi,　 Mitsuo　 :　Phytoplankton　 cell　flux　 under　 fast　ice　near　 Syowa　 Station,　 Antarctica,
　 　 　 　 in　austral　 summer　 1991/1992,　 110-116　 (scientific　 note).
神 山 孝 吉:第43次 南 極 地 域 観 測 隊 越 冬 報 告2002-2003,117-141(報告).
小 達 恒 夫 ・福 地 光 男:「 専 用 観 測 船 に よ る 海 洋 観 測 に 関 す る 研 究 小 集 会(そ の2)」 報 告,142-148(シン ポ ジ ウ ム/会 合 報 告).
金 尾 政 紀:「 極 域 に お け る テ レサ イ ェ ン ス 技 術 の 現 状 と 展 望 に 関 す る 研 究 小 集 会 」 報 告,149-156(シ ン ポ ジ ウ ム/会 合 報 告).
Vol.48,No.3(November2004,p.157-245)
Odate,　 Tsuneo　 ・　Fukuchi,　 Mitsuo　 :　Temporal　 changes　 in　chlorophyllαand　 nitrate　 concentrations　 under　 fast　ice　near　 Syowa
　 　 　 　 Station,　 Antarctica,　 in　austral　 summer,　 157-164　 (scientific　 note).
宇 都 正 太 郎 ・下 田 春 人 ・泉 山 耕 ・牛 尾 収 輝 ・青 木 茂 ・橋 田 元 ・若 林 裕 之 ・西 尾 文 彦:船 上 観 測 デ ー タ に 基 づ く 南 極 リ ュ
ッ ォ ・ホ ル ム 湾 定 着 氷 の 夏 季 に お け る 氷 厚 及 び 積 雪 深 分 布 特 性 に っ い て,165-179(研 究 ノ ー ト).
牛 尾 収 輝 ・宇 都 正 太 郎 ・泉 山 耕 ・下 田 春 人 ・鮎 川 勝:「 し ら せ 」 砕 氷 航 行 デ ー タ が 示 す 南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 定 着 氷 の 年 々
変 化,180-190(研 究 ノ ー ト).
依 田 恒 之:第43次 南 極 地 域 観 測 隊 建 築 部 門 報 告(含 ドー ム ふ じ観 測 拠 点 の 屋 根 レ ベ ル 測 量 結 果),191-203(報告).
　 　 　 Aoki,　 Shigeru　 ・　Sato,　 Toshihiko　 :　JARE-43　 Tangaroa　 marine　 science　 cruise　 report　 (physical　 oceanography),　 204-218　 (re-
　 　 　 port).
渋 谷 和 雄:南 極 人 工 地 震 観 測 用 ペ ネ ト レ ー タ ー 電 源 部 の 低 温(-15℃)試 験,219-235(報 告).
金 尾 政 紀:「 ユ ー ラ シ ア(超)大 陸 の 構 造 と 形 成 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 報 告,236-245(シン ポ ジ ウ ム/会 合 報 告).
Vol.49,No.1(March2005,1-144)
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小 島 秀 康:第44次 南 極 地 域 観 測 隊 越 冬 報 告2003-2004,1-45(報 告).
大 日方 一 夫:第44次 南 極 地 域 観 測 隊 ドー ムふ じ観 測 拠 点 越 冬 報 告2003-2004,46-66(報 告).
山 口寛 司 ・青 山 隆 ・菅 谷 重 平 ・山 下 順 也 ・平 野 礼 朗:第41次 南 極 地 域 観 測 隊 気 象 部 門 報 告2000,67-127(報 告).
大 野 義 一 朗 ・福 地光 男 ・大 野 秀 樹 ・森 本 武 利 ・三 上 春 夫 ・宮 田 敬 博 ・大 日方 一 夫 ・下 枝 宣 史 ・大 谷 眞 二:「2004年 南 極 に お け る 医
療 ・医 学 研 究 に関 す る研 究 集 会 」 の報 告,128-132(シ ンポ ジウ ム/会 合 報 告).
Fukuchi,　 Mitsuo　 ・　Belbin,　Lee　・　Watts,　 David　 ・　Hirawake,　 Toru　 :　Report　 of　"Workshop　 on　Science　 Data　 Management　 at　the
National　 Institute　 of　Polar　Research",　 133-144　 (シ ンポ ジ ウム/会 合報 告).
南 極 資 料 投 稿 の手 引(抜 粋)
2.2)極 地 研 英 文 ジ ャ ー ナ ル 　(Journal　 of　NIPR)
　 　 　 Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research
　 　　 　 No.　 18,　151　p.　August　 2004　 (7　scientific　 papers,　 5　research　 notes,　 2　reports)
　 　 　Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology
　 　 　 　 No.　 18,　136　p.　November　 2004　 (7　scientific　 papers,　 1　scientific　 note,　 1　report)
　　 　 Polar　 Geoscience
　 　　 　 No.　 17,　173　p.　October　 2004　 (10　scientific　 papers)
　　　　Polar　 Bioscience
　　 　　　No.　 18,　92　p.　January　 2005　 (8　scientific　 papers,　 1　scientific　 note)
　 　 　Antarctic　 Meteorite　 Research
　 　 　 　 No.　 17,　266p.　 September　 2004　 (16　scientific　 papers)
　 　 　 　 No.　 18,　278　p.　March　 2005　 (16　scientific　 papers)
2.3)　 JARE　 Data　 Reports
No.　 279　 (Marine　 Biology　 31)　:　Chlorophyllα 　concentration　 of　 Phytoplankton　 during　 cruises　 of　 the　 40-44th　 Japanese
　 　 　 　 Antarctic　 Research　 Expeditions　 in　1998-2003,　 by　 Toru　 Hirawake　 and　 Mitsuo　 Fukuchi.　 31　p.　September　 2004.
　 　 　 No.　280　(Seismology　 39)　:　Seismological　 bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 2003,　 by　 Junji　 Horiuchi　 and　 Masaki　 Kanao.　 54
　　　　　 p.　January　 2005.
　 　 　 No.　 281　(lonosphere　 74)　:　Radio　 observation　 data　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 during　 2003,　 by　 Masanoshin　 Oku　 and　 Kenro
　 　 　 　 Nozaki.　 124　p.　March　 2005.
　 　 　 No.　 282　 (Oceanography　 27)　:　Oceanographic　 data　 of　the　 43rd　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 from　 December　 2001
　 　 　 　 to　March　 2002,　 by　 Hideki　 Kinoshita　 and　 Takuma　 Nosaka.　 63　p.　March　 2005.
2.4)　 NIPR　 Arctic　 Data　 Reports
む
　 　 　 No.　6　Meteorological　 Data　 at　Japanese　 Ny-Alesund　 Observatory,　 Svalbard,　 in　2001　 and　 2002,　 by　 Shinji　 Morimoto,　 Shuji　 Aoki,


















南極資料 3(441) 3(420)3(444)3(376)3(304) 5(630)3(514)3(299)
Mem.　 NIPRl1(32) 2(483)1(520)1(520)2(507) 1(206)1(282)
Proc.2 4(809) 1(180)
APUAR3 1(199) 1(243)1(203) 1(191)1(188)1(151)
PMG4 1(177)1(165)1(118)1(149) 1(165)1(132)1(136)
PG5 1(277)1(274) 1(204)1(265) 1(152)1(270)1(173)
AMR6 2(704) 1(249)1(349) 1(114)1(184) 1(247) 2(544)
PB7 1(116)1(154)1(131)1(131) 1(114)1(148)1(92)
JARE　 DR8 6(574) 10(864)7(675) 7(703) 6(542) 10(811)5(752) 4(272)
NIPR　 ADR91(46) 1(254) 1(204) 1(112)
AGMSlo 1(42) 1(29)
SPMll 1(46) 1地 図のみ 1(29) 1地 図のみ
Catalog
Gazetteer 1(225)
出版 リス ト 1(13)
極地選書 1(194) 1(190)
計 18(2,652)21(2,766)19(2,781)18(2,645)19(2,679)21(2,516)14(2,315)14(1,779)
1　Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　Special　 Issue
2　Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium
3　Advances　 in　Polar　 Upper　 Atmosphere　 Research





g　NIPR　 Arctic　 Data　 Reports
loAntarctic　 Geological　 Map　 Series
ll　Special　 Map　 Series　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research




1X.一 般 業 務
1.諸 会議
1)運 営会議
研究所の運営に関する重要事項で所長が必要 と認めるものにっいて,所 長の諮問に応 じ審議を行う。
第1期 運営会議委員名簿 (任 期:平 成16年4月1日 ～平成18年3月31日)
上 田 豊 名古屋大学大学院環境学研究科教授 麻 生 武 彦 国立極地研究所副所長(研 究教育担当)
岩 田 修 二 東京都立大学大学院理学研究科教授 江 尻 全 機 国立極地研究所副所長(極 域情報担当)
小 池 勲 夫 東京大学海洋研究所長 藤 井 理 行 国立極地研究所副所長(極 域観測担当)
谷 口 旭 東北大学大学院農学研究科教授 福 地 光 男 国立極地研究所極域研究費源センター長
中 澤 高 清 東北大学大学院理学研究科附属大気海洋変動 佐 藤 夏 雄 国立極地研究所極域情報基盤センター長
観測研究センター長 白 石 和 行 国立極地研究所南極阻石センター長
福 西 浩 東北大学大学院理学研究科教授 鮎 川 勝 国立極地研究所南極観測センター長
本 堂 武 夫 北海道大学低温科学研究所長 神 田 啓 史 国立極地研究所北極観測センター長
増 澤 武 弘 静岡大学理学部教授 澁 谷 和 雄 国立極地研究所教授
松 本 紘 京都大学生存圏研究所長 山 内 恭 国立極地研究所教授
三 橋 博 巳 日本大学理工学部教授
第1回 運 営会議 平成16年6月10日(木)
議 題
1.議 長及 び副議長 の選 出につ いて
2.会 議 の運営 につ いて
3.研 究教育職員 の人事 につ いて









1.議 長 の選 出について
2.名 誉教授 の称号授与 について














































































平成16年5月14日 山形市立金井中学校3年 の生徒が修学旅行の一環として職場見学を行 う(山 形県出身の石沢事業部付了承済
み)(午 前4名,午 後4名)
5月27日 板橋第4小 学校3年 の生徒が3班 に分かれて,「 町たんけん」 と称 して所内見学。 氷の実験など(生 徒計15
名,保 護者9名)
7月7日 家政大学の学生15名 が展示ホールの見学,お よび神田教授による講演
7月12日 板橋第四小学校3年 生徒64名,教 員2名 が総合的な学習の時間で町探険の一環として見学,広 報係佐野係員
が講演。映画上映など。
7月13日 板橋区立金沢小学校2年 の生徒117名,引 率5名 が学区域にある公共施設を知るため見学。 展示ホールを見
学のみ
7月27日 北区立北中学校の生徒12名 が科学部の部活動の一環として見学学習会のため来所,講 演は神田教授,展 示説
明は佐野
7月28日 福岡県延岡市の 「野口遵顕彰会」 が主催する研修事業 「ジュニア科学者の翼」 で,訪 問研修として極地研究
所を来所。見学。講演は神田教授(引 率教諭1名,中 学2年 生11名)
8月19日 ～8月20日 前橋女子高校の生徒がサイエンスパー トナーシップの一環として3日 間にわたり見学,講 演などうける。 講
師:船 木教授,加 藤助手(生 徒25名,引 率3名)
8月20日 同釜会(京 大OB)が 見学及び映画を鑑賞(堤 助手が対応)(20名)
8月23日 中野区立第五中学校の理科部生徒10名 が理科教育の一環として見学(説 明は佐藤薫助教授)
8月28日 独立行政法人国立科学博物館が日本化学会と共催で高校生を対象にした 「高校生のための化学実験講座」 を
開催し,極 地研(陽 石センター)の 見学,お よび小島教授による講演を行う
10月8日 桜間技術士会(日 大OBで 構成されている技術士会)が 会員の研鑑の一環として見学(30名)
10月12日 板橋区立金沢小学校2年 生がまちたんけんの一環として見学(児 童16名,引 率3名)展 示ホール見学及び説
明(佐 野)
10月29日 いたばし仲宿 コミュニティサロンのメンバー5名 が板橋跡地見学の一環として所内を見学




11月29日 板橋区主催のグリーンカレッジの教養課程で,高 齢者が所内見学および神田教授の講演を行 う(午 前100名,
午後100名)
12月7日 栃木県立宇都宮高等学校で進路にかかわる研修 「研修旅行」 の一環として極地研究所を見学。 および福地教
授による講演
12月8日 都立王子職業訓練校の生徒10名 が,展 示ホールの見学(佐 野対応)
12月13日 上下水道の機械,電 気,情 報通信などにかかわる技術者の会である公共設備技術士フォーラムのメンバー35
名が活動の一環 として環境問題 観測隊の活動状況などを知 るため見学。石沢設営室長が対応
平成17年1月18日 習志野市立第五中学校の2年 生徒5名 が総合学習の一環としてオーロラにっいて調査するため見学(宙 空圏
グループ対応)
2月17日 板橋区立加賀中学校1年 生徒17名 が,地 域学習の一環で所内を見学
2月24日 都立小松川高等学校2年 の生徒7名 が総合学習の一環として見学(小 島教授,加 藤助手が対応)
2)講 演会
【主催事業】
日 付 内 容
平成16年4月17日 講演と映画の会 「白い大陸からのメッセージ」を極地研で開催。講師は橋田元,そ の他,記 録映画の上映,昭
和基地との交信,氷 の実験など(参 加者約90名)
9月18日 講演と映画の会 「白い大陸か らのメッセージ」を鳥取市で開催。講師は小島秀康,そ の他,記 録映画の上映,
昭和基地との交信,氷 の実験など(参 加者約150名)
10月24日 講演と映画の会 「白い大陸からのメッセージ」を北海道紋別市で開催。講師は小島秀康,そ の他,記 録映画
の上映,昭 和基地との交信,氷 の実験など(参 加者約250名)
【講師派遣事業】
日 付 内 容
平成16年5月11日 ニューミレニアムネットワーク(株)主 催の講演会で本吉教授が講演
5月22日 朝日新聞社主催の 「朝日南極教室2004」 で渡邉所長が講演
6月3日 社団法人火力原子力発電技術協会関東支部が主催する火力原子力発電技術協会の講演で 「地球観測の新たな
展開」をテーマに渡邉所長が講演
6月4日 八千代市ふれあい大学校 主催の講演会で 「南極を行 く」 と題して,本 吉教授が講演
6月4日 財団法人日本原子力文化振興財団主催の 「能越幹線新設工事金沢工事書の安全大会」の講演会にて江尻副所
長が講演
6月11日 財団法人気象業務支援センター10周 年記念講演会で本山助教授が 「第2期 南極 ドームふじ氷床深層掘削の開
始」をテーマに講演
6月27日 平成16年 度船橋市介護支援専門員協議会定期総会での記念講演で本吉教授が講演(受 講者50名 を予定)
7月9日 千葉県立東葛飾高等学校で佐藤薫助手が 「大気大循環と南極オゾンホールの話」をテーマに講演
7月10日 杉並区環境清掃部が区民の環境に関する意識の啓発推進のため開催する環境学習講座で牛尾助手が講演
7月15日 官民の管理職 クラスを会員とする(財)浩 志会が普及啓発活動の一環として開催する講演会で本吉教授が講演
7月17日 長野県大町市が市制50周 年を記念 したパネルディスカッションを開催 し,小 島教授がパネリス トとして参
加。(他 に太田昌秀氏,平 林克敏氏 も参加)主 催:市 立大町LII岳博物館 ・大町市教育委員会 ・大町市
7月18日 岐阜大学総合情報 メディアセンターが主催する岐阜大学での県民教育講座で神田教授が 「南極か らのたより」
と題 して講演
7月25日 越谷市科学技術体験センターが開催する講演 「日本の南極観測一」で宮岡助教授が講演
7月29日 朝日新聞社が大阪で開催する 「朝日南極教室」 で小学生 ら200人 が集まり,そ こで昭和基地とのテレビ会議
交信を行う
7月31日 日本認知科学会と日本科学未来感と共催で開かれる 「日本認知科学会第21回 全国大会」で本吉教授が極地で
の研究活動などを講演
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9月8日 海上自衛隊第3術 科学校主催,海L自 衛隊下総航空基地で行われた自衛隊第3術 学校生を対象にした講演で
渡邉所長が講演
9月25日 お茶の水女子大附属高校の同窓会である作楽会が,平 成16年 作楽会セ ミナーとして 「挑戦者たちのメッセー
ジ」を開催,佐 藤薫助教授が講演
9月25日 千葉県ろう重複障害者施設をっくる会が開催する講演会で本吉教授が講演
10月2～3日 NPO法 人国際教育推進プロジェク トBeCOMが 企画,運 営 している国際交流プログラム 「地球 とギュっす
るHugNet」 で南極との電話交信を行 う。参加者は小学生30名 程度
10月3日 船橋市三田公民館主催の講演会 「南極の氷にさわってみよう・・」で本吉教授が講演
10月3日 盛岡市立大宮中学校で全学年を対象に 「未来を担う生徒の進路学習」のための講演を橋田助手が行う
10月3日 盛岡市 こども科学館サイエンスドーム宇宙特別講演会で,橋 田助手が講演
10月4日 岩手県立不末方高等学校で理数学系の講演会として橋田助手が講演
10月16日 宇都宮市主催の 「男女共同参画推進月間フォーラム」において佐藤薫助手が講演
10月16日 (財)深 田地質研究所で地域交流の一環として開催する一般公開2004で,渡 邉所長が講演
10月17日 福岡県岡垣町で毎年10月 に行われる 「まつ り岡垣」で 「あなたの意識が地球を守る」をテーマに小島教授が
講演








10月30日 自由学園男子部中等科で 「将来の自分を創るプログラム」の一環で講演会を開き,渡 邉(研)助 教授が講演
11月5日 文部科学省生涯学習政策局政策課が 主催する展示,講 演会で 「我が国の南極観測,半 世紀の歴史とその成果」
をテーマに渡邉所長が講演
11月11日 兵庫県立姫路西高等学校で全校生徒を対象にした文化講演会で牛尾助手が講演
11月20日 秋田県の矢巾町で南極展を開催するにあたり,橋 田助手が講演,(展 示用にパネル,阻 石,防 寒具,南 極の氷
などを貸出 し)
11月24日 (財)日 本極地研究振興会が創立40周 年を記念 して講演会を開催。小島教授と渡邉(研)助 教授が講演
11月30日 東京海洋大学創設一一周年記念特別講演 「海洋科学部 ・海洋工学部の将来展望一現状か ら未来へ」 において福
地教授が講演
12月2日 新宿区立市ヶ谷小学校で南極授業を開催 し昭和基地とテレビ電話で交信




平成17年1月21日 QCサ ークル近畿支部(企 業か ら派遣された幹事たちが中心となったボランティア活動)が 開催する40周 年
を祝 う大会の特別講演で小島教授が講演
1月27日 金浦町が主催する南極探検隊長 「白旗中尉」」をしのぶ集い～ 子供南極 シンポジウム～を開催 し,毛 利衛氏を
招いての講演を行い,46次 隊員とのテレビ電話
2月5日 群馬県邑楽町役場が開催する 「南極について学ぼう」で,小 学生250人 と隊員とのテレビ電話交信を行う
2月5日 荒川区教育委員会個性化教育推進校研究発表会の公開授業 「先端科学おもしろ探求授業」が荒川区立第三中
学校であり門倉助教授が講演(生 徒20名 対象)
2月11～12日 稚内市で開催する 「第10次 南極越冬体験キャンプ」で昭和基地とのTV会 議,し らせとの交信などを行う
一191一
日 付 内 容
2月19日 船橋市教育委員会が実施する生涯学習 フェアで 「南極の氷で学ぼう」 をテーマに企画展をし,そ こで古川助
手が講演
2月26日 秋田大学 と秋田市 自然科学学習館と共催で 「南極のふ しぎ 秋田大学から南極大陸へ一」を開催 し,そ の
オープニングセレモニーで小島教授が講演
3月5日 葛飾区郷土 と天文の博物館で開催する第19回 かっしか天文セ ミナー 「南極でみたオーロラ～昭和基地より
～」で門倉助教授が講演
3月11日 長野市立裾花中学校で開く学習発表会での講演会で長野出身の小島教授が講演(職員47名,生 徒760名 対象)
3月13日 長野県信濃町子ども教室実行委員会が主催する 「日本の南極観測一南極から見る地球の過去 ・現在 ・未来」
で宮岡助教授が講演(小 学生200名 ほど対象)
【朝日南極教室】
























3.職 員 の外国 出張等
1)外 国出張
海 老 原 祐 輔 助 手
15.5.21～16.5.30
伊 藤 一 助 教 授
16.3.30～16.4.2










渡 邉 興 亜 所 長
16.4.19～16.4.28
佐 藤 夏 雄 教 授
16.4.20～16.4.25
藤 井 玉里行 教 授
16.4.21～16.4.30
福 地 光 男 教 授
16.4.22～16.4.30
白 石 和 行 教 授
16.4.27～16.5.2
宮 岡 宏 助 教 授
永 田 勝
16.5.2～16.5.7
塩 原 匡 貴 助 教 授
16.5.8～16.5.20
和 田 誠 教 授
16.5.8～16.5.22
矢 吹 正 教
16.5.8～16.6.20




佐 藤 夏 雄 教 授
16.5.16～16.5.30
牛 尾 収 輝 助 手
16.5.22～16.5.28
渡 邉 研 太 郎 助 手
16.5.22～16.5.31
伊 藤 一 助 教 授
16.5.22～16.6.8
堤 雅 基 助 手
16.5.23～16.5.30
行 松 彰 助 手
16.5.23～16.6.8
渡 邉 興 亜 所 長
16.5.24～16.5.25
麻 生 武 彦 教 授
16.6.1～16.6.6
塩 原 匡 貴 助 教 授
16.6.7～16.6.20




内 田 雅 己 助 手
16.7.8～16.8.9
ベ ルギ ー
ア イ ス ラ ン ド
ア メ リカ
ア イ ス ラ ン ド
ドイ ッ
ア イ ス ラ ン ド
ドイ ッ
管理部会計課長
プ ロ ジ ェク ト研 究 員
プ ロ ジェ ク ト研 究 員
プ ロ ジェ ク ト研 究 員
ドイ ツ
ノ ル ウ ェ ー
ノ ル ウ ェ ー
ノ ル ウ ェ ー




南 ア フ リカ
南 ア フ リカ
カナ ダ
カナ ダ
イ ギ リ ス





フ フ ン ス
プ ロ ジェ ク ト研 究 員






ドロンニングモー ドランド航空網(DROMLAN)会 議及びSCALOPシ ンポジウム作業
委員会出席









第14回 国際海洋 ・極地工学会議(ISOPE-2004)出 席 ・研究発表
南極条約会議出席
南極条約会議出席
SuperDARNレ ーダー網による極域電磁圏と下部熱圏 ・中間圏環境の研究打合せ,国 際
SuperDARNワ ークショップ出席










堤 雅 基 助 手
16.7.16～16.7.26
佐 藤 夏 雄 教 授
16.7.18～16.8.1
渋 谷 和 雄 教 授
16.7.24～16.8.1
伊 藤 一 助 教 授
16.7.24～16.8.1
藤 井 理 行 教 授
16.7.24～16.8.2
白 石 和 行 教 授
16.7.24～16.8.2
小 達 恒 夫 教 授
16.7.25～16.7.30
外 田 智 千 助 手
16.7.25～16.7.30
野 木 義 史 助 教 授
16.7.25～16.7.31
福 地 光 男 教 授
16.7.25～16.8.1
平 言睾 亨 助 手
16.7.25～16.8.1
麻 生 武 彦 教 授
16.7.26～16.8.1
門 倉 昭 助 教 授
16.7.27～16.8.2
山 口 亮 助 手
16.7.30～16.8.12
神 田 啓 史 教 授
16.7.31～16.8.8
佐 藤 薫 助 教 授
16.7.31～16.8.8
今 栄 直 也 助 手
海 田 博 司 助 手
16.7.31～16.8.9
野 木 義 史 助 教 授
16.8.1～16.8.7
牛 尾 収 輝 助 手
16.8.1～16.8.8
伊 藤 一 助 教 授
16.8.12～16.8.22
外 田 智 千 助 手
16.8.20～16.8.27
岡 田 雅 樹 助 手
16.8.24～16.8.27
本 山 秀 明 助 教 授
16.8.26～16.9.6


























ス リ ラ ンカ
第35回COSPAR国 際会議に出席




























白 石 和 行 教 授




森 本 真 司 助 手
16.9.4～16.9.15




宮 岡 宏 助 教 授
16.9.5～16.9.17
門 倉 昭 助 教 授
16.9.4～16.9.22
福 地 光 男 教 授
16.9.6～16.9.10
神 田 啓 史 教 授
16.9.6～16.9.11
渡 邉 興 亜 所 長
藤 井 理 行 教 授
16.9.9～16.9.11
三 澤 啓 司 助 教 授
16.9.9～17.4.1
伊 藤 一 助 教 授
16.9,12～16.9.16
田 口 真 助 教 授
16.9.13～16.9.22




藤 井 理 行 教 授
16.9.25～16.10.1
福 地 光 男 教 授
16.9.25～16.10.3
金 尾 政 紀 助 教 授
16.9.25～16.10.8
藤 田 秀 二 助 教 授
16.9.29～16.10.2
三 浦 英 樹 助 手
16.9.29～16.10.4
白 石 和 行 教 授
16.10.2～16.10.11




森 本 真 司 助 手
16.10.12～16.10.20




ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
ア イ ス ラ ン ド
イ ギ リス
ノ ル ウ ェ ー
イ ギ リス
ノ ル ウ ェ ー
ア イ ス ラ ン ド
韓 国





ア イ ス ラ ン ド
ドイ ツ
プ ロ ジ ェ ク ト研 究 員
フ ラ ンス
プ ロ ジェ ク ト研 究 員
イ タ リア







































佐 藤 夏 雄 教 授
16.10.15～16.10.18
門 倉 昭 助 教 授
16.10.15～16.10.20
加 藤 明 子 助 手
Ropert-Coudert,　 Yan
16.10.17～16.11.14
福 地 光 男 教 授
16.10.22～16.11.8
平 言睾 享 助 手
16.10.23～16.10.31
菊 地 雅 行 助 手
海 老 原 祐 輔 助 手
16.10.29～16.11.12
白 石 和 行 教 授
16.10.30～16.11.4
伊 藤 一 助 教 授
16.11.1～16.11.5
麻 生 武 彦 教 授
16.11.2～16.11.14
船 木 實 助 教 授
16.11.23～16.12.2
宮 岡 宏 助 教 授
16.12.3～16.12.21
金 尾 政 紀 助 手
16.12.12～16.12.17
塩 原 匡 貴 助 教 授
門 倉 昭 助 教 授
船 木 實 助 教 授
三 浦 英 樹 助 手
海 老 原 祐 輔 助 手
16.12.12～16.12.19
田 口 真 助 教 授
16.12.13～16.12.17
佐 藤 夏 雄 教 授
16.12.14～16.12.19
小 達 恒 夫 教 授
平 課 享 助 手
矢 吹 正 教
16.12.27～17.1.28
神 田 啓 史 教 授
17.1.17～17.1.23
野 木 義 史 助 教 授
17.1.17～17.1.23
海 田 博 司 助 手
17.2.5～17.2.18
野 木 義 史 助 教 授
17.2.19～17.2.25




プ ロ ジェ ク ト研 究 員
オ ー ス トラ リア
オ ー ス トラ リア
オ ー ス トラ リア
南 極 点 基 地
南 ア フ リカ
フ フ ン ス
フ ィ ン ラ ン ド
ス ウ ェー デ ン
ノル ウ ェー







プ ロ ジ ェ ク ト研究 員
南 ア フ リカ ～南 極 海
～ オ ー ス トラ リア
ドイ ツ
デ ンマ ー ク
イ ン ド
オ ー ス トラ リア
イ ギ リス























統合国際深海掘削計画(IODP)サ イ ト・サーベイパネル(SSP)会 議出席
南極海と地球環境に関するセミナー参加
一196一
福 地 光 男 教 授
小 達 恒 夫 教 授
平 課 享 助 手
17.2.27～17.3.5
塩 原 匡 貴 助 教 授
17.3.1～17.3.13
藤 井 理 行 教 授
17.3.6～17.3.14
伊 藤 一 助 教 授
17.3.9～17.3.16
牛 尾 収 輝 助 手
17.3.12～17.3.19
麻 生 武 彦 教 授
17.3.12～17.3.20




堤 雅 基 助 手
17.3.12～17.3.22
福 地 光 男 教 授
17.3.13～17.3.19
荒 井 朋 子
17.3.13～17.3.30
森 本 真 司 助 手
17.3.19～17.3.25
塩 原 匡 貴 助 教 授
矢 吹 正 教
17.3.20～17.3.27
海 老 原 祐 輔 助 手
17.3.27～IZ4.1
森 本 真 司 助 手
17.3.28～IZ3.31
オ ー ス ト ラ リ ア
外国人研究員(客 員分)
プ ロ ジ ェ ク ト研究 員
ノ ル ウ ェ ー
フ ラ ン ス
フ ラ ン ス
ア メ リカ
ノ ル ウ ェ ー
ア メ リカ
フ ラ ン ス
ノ ル ウ ェ ー
ア メ リカ
ア メ リ カ
ノ ル ウ ェ ー





























































本 山 秀 明 助 教 授





渡 邉 研太郎 助 教 授
行 松 彰 助 手
五十嵐 誠 プロジェクト研究員
原 圭一郎 プロジェクト研究員
上 村 剛 史 助 手
周 藤 美津秋 技術職員
三 宅 八 朗 技術職員
遠 藤 伸 彦 技術職員
小 幡 直 人 技術職員
五十嵐 哲 也 技術職員
高 木 善 信 技術職員
小 林 正 幸 技術職員
原 田 輝 一 技術職員
◇交換科学者
(ア ム ンゼ ン ・スコッ ト基地派遣)
出張期間
平成16年11月9日 ～平成16年11月27日
塩 原 匡 貴 助教授
和 田 誠 教 授
16.7.15～16.7.28

















所 属 ・ 職
招 聰 期 間
研 究 課 題
受入研究部門等
ア ン ド リュウ マ ッ ク ミン　(Andrew　 MacMinn)
タ スマ ニ ア大 学 南極 南大 洋 研 究 所 ・所 長
平 成16年1月14日 ～平 成16年4月13日
海 洋 生 態 学
研 究 教 育 系 生 物 圏 研 究 グ ル ー プ
シュ ウ タオ フ ァー ベ ル ンハ ル ド　(Stauffer　 Bernhard)
ベ ル ン大 学 物 理 学 科 ・教 授
平成16年2月3日 ～ 平 成16年5月6日
氷 床 か ら取 得 した氷 試 料 の国 際 的 共 同 解 析









マ ル チ ネ ア マ ル ビ ク ト　(Martine　 Amalvict)
ル イパ ス ッ ー ル 大学 ス トラス ブ ー ル校 ・助 教 授
平 成16年10月4日 ～平 成17年3月30日
南 極 で の精 密 重 力測 定 の地 球 科 学 へ の貢 献,重 力 変 化 と垂 直 変 位








エ ー ル ハ ル ト ラ シュ ケ　(Ehrhard　 Raschke)
ハ ンブ ル グ大 学 ・名 誉 教 授
平 成16年11月11日 ～ 平 成17年3月25日
衛 星 及 び地 上 観 測 デ ー タに基 づ く極 域 の雲,エ ア ロ ゾ ル,放 射 収 支 の 研 究


















マ ル チ ネ ア マ ル ビ ク ト　(Martine　 Amalvict)
ル イ バ ス ツー ル 大学 ス トラス ブー ル校 ・助 教 授
平 成17年3月31日 ～平 成17年9月29日
南 極 で の精 密 重 力測 定 の地 球 科 学 へ の貢 献,重 力変 化 と垂 直変 位























Nigel　 M.　Kelly　 (イ ギ リス ・エ ジ ンバ ラ大 学 ・PD研 究 員)
Magnus　 Angner　 (ス ウ ェ ー デ ン極 地 研 究 局)
Per　Holmlund　 (ス ウ ェー デ ン ・ス トッ クホ ル ム大 学 ・教 授)
Gordon　 A.　Mckay　 (ア メ リカ航 空 宇 宙 局 ジ ョ ンソ ン スペ ー スセ ン タ ー ・研 究 員)
Berczi　 Szniszlo　 (ハ ン ガ リー ・エ トヴ ォ ス大 学)
Zolensky　 Michael　 (ア メ リカ航 空 宇 宙 局 ジ ョ ンソ ンス ペ ー ス セ ン ター)
Kunihiko　 Nishiizumi　 (ア メ リカ ・カ リフ ォル ニ ア大 学 バ ー ク レー校)
Jull　Timothy　 (ア メ リカ ・ア リゾナ大 学)
Nyquist　 Laurence　 (ア メ リカ航 空 宇 宙 局 ジ ョ ンソ ンス ペ ー ス セ ン ター ・研 究 員)
Dreibus　 Gerlind　 (ド イ ツ ・マ ック ス プ ラ ン研 究 所)
Jagoutz　 Emil　 (ド イ ツ ・マ ッ クス プ ラ ン研 究 所)
Fritz　Jorg　 (ド イ ツ ・フ ンボ ル ト大 学)
Waler　 Gonzalez
Mei-Ching　 Fok　 (ア メ リカ航 空 宇 宙 局 ジ ョン ソ ン スペ ー スセ ン ター ・主 幹 研究 員)
Huang　 Dehong　 (中 国 極 地 研 究 中心 ・講 師)
Robert　 Brownell　 (ア メ リカ ・NOAA北 西 水 産 科 学 セ ン ター ・主 任 研 究 官)
山 崎 雅(ダ ブ リン先 端 科 学 研 究 所 ・研 究 員)
Somnath　 Dasguputa　 (イ ン ド ・ジ ョ ドブル 大 学 ・教 授)
Tomas　 Kohout　 (フ ィ ン ラ ン ド大学 ・研究 員)











Edgar　 Andrew　 Bering　 (ア メ リカ ・ヒュー ス ト ン大 学 ・教 授)
Geoffrey　 Grantham　 (南 ア フ リカ地 質 調 査 所 ・研 究 員)
Joachim　 Jacobs　 (ブ レー メ ン大 学 地 質 教 室 ・講 師)
Graham　 W.　Hosie　 (オ ー ス トラ リア南 極 局 ・主任 研究 員)
Sabrina　 Fossette　 (フ ラ ンス 国立 科 学 研 究 セ ン ター ・生理 生 態 エ ネ ル ギ ー研 究 セ ン ター ・大 学 院生)
Jean-Yve　 George　 (フ ラ ン ス国立 科 学 研 究 セ ン ター ・生 理生 態 エ ネ ル ギ ー 研 究 セ ン ター ・研究 員)
Rory　 P.　Wilson　 (イ ギ リス ・ウ ェー ル ズ ・ス ワ ン ジー大 学)
Phillips　Katrina　 (遠 洋 水 産 研 究 所)
























James　 R.　Campbell　 (ア ラス カ大 学 フ ェア バ ン クス校 ・教 務 補 佐 員)
Zhang　 Beichen　 (中 国 極 地 研 究 中心 ・教 授)
Hu　 Zejiun　 (武 漢 大 学 電 子 信 息 学 院 ・博 士 課 程 大 学 院 学 生)
Asgeir　 Brekke　 (ノ ル ウ ェー ・ トロム ソ大 学 ・教 授)
Lucas　 Girard　 (ノ ル ウ ェ ー ・スバ ル バ ール 大 学 ・研 究 員)
Manfred　 Boelter　 (ド イ ツ ・キ ー ル大 学 ・教 授)
Paul　 Wassman　 (ノ ル ウ ェー ・ トロム ソ大 学 ノル ウ ェー 水産 科 学 学 科 ・教 授)
Elizabeth　 Cooper　 (ノ ル ウ ェ ー ・スバ ルバ ー ル大 学 ・教 授)
Louis　 Fortire　 (ラ バ ル大 学 ・教 授)
Kim　 Holmen　 (ノ ル ウ ェー大 気研 究 所 ・研究 員)
Ine-the　 Pedersen　 (ノ ル ウ ェ ー大 気 研 究 所 ・研 究 員)
Guido　 Diprisco　 (イ タ リア ・生 化 学 研 究 所 ・教 授)
Treffeisen　 Renate　 (ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ー ゲ ナ ー極 地 海 洋 研 究 所 ・研 究 員)
ビ ヨル ン グ ス タフ ソ ン(ス エ ー デ ンス ペ ー ス物 理 研 究 所 ・ス キ ー プ ォ ッテ ン観 測 所)
Iwona　 Stachlewska　 (ド イ ツ ・ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ー ゲ ナ ー極 地 海 洋 研 究 所 ・研 究 員)
Igor　A.　Melnikov　 (ロ シ ア海 洋 研究 所 ・主 任 研 究 員)
Voltaire　 Volazco　 (ブ レー メ ン大 学 ・教 授)
Kim　 Yeadong　 (韓 国 極 地 研 究 所 ・所 長)
王 勇(中 国 ・北 極 南 極 局 ・科 学 開 発部 長)
Batkhishig　 Bayaraa　 (東 北 大 学 大 学 院 ・環 境 科 学 研 究 科 ・大 学 院 生)
Serguei　 Srkipov　 (ロ シア科 学 ア カ デ ミー ・地 理 学 研 究 所 ・主 任 研 究 員)








































































































































































































































































?? ? ? ??
鮎 川 勝












































海 田 博 司


































































佐 藤 俊 彦(筑 波大学学校教育事務部総務課総務係船務
主任)
田 村 直 也(電 気通信大学施設課建築係主任)
平 野 晴 香(総 合研究大学院大学総務課)
米 村 裕次郎(管 理部会計課用度第二係長)
是 枝 龍 哉(東 京大学工学系 ・情報理工学系等経理課用
度係主任)
佐 藤 哲 夫(事 業部極地設営室長)
石 沢 賢 二(事 業部付 け)
上村 剛史















東京大学財務部資産課係長(資 産会計 ・保険チーム担当)石 津
東京芸術大学美術学部 吉 野
英 紀















教 授 助教授 計
昭和48 1 1 2
49 2 2 4
50 3 5 8
51 2 4 6
52 0 4 4
53 5 3 8
54 5 5 10
55 4 5 9
56 5 4 9
57 5 4 9
58 5 5 10
59 7 5 12
60 6 6 12
61 6 6 12
62 6 6 12
63 5 7 12
平成元 5 7 12
2 6 6 12
3 6 6 12
4 6 6 12
5 5 7 12
6 5 7 12
7 5 7 12
8 6 6 12
9 6 6 12
10 6 6 12
11 6 6 12
12 6 6 12
13 5 7 12
14 7 7 14
15 8 6 14
















平成元 1 2 3
2 1 1 2
3 1 4 5
4 1 4 5
5 1 3 4
6 1 2 3
7 2 1 3
8 2 1 3
9 1 2 3
10 2 2 4
11 3 2 5
12 1 3 4
13 4 4 4
14 0 3 3
15 0 4 4




年 度 退職者等の数 官 職(人 数)
補 充 方 法




51 1 助教授(1) 1
52
53
54 1 助 手(1) 1
55
56 1 教 授(1) 1
57
58
59 2 所 長 教 授(1) 2
60 1 教 授(1) 1
61 1 助教授(1) 1
62
63 1 所 長 1
平成元
2 1 助教授(1) 1
3
4 4 教 授(1)助 手(3) 3 1
5 3 教 授(1)助 手(2) 3
6 2 所 長 助教授(1) 1 1
7 2 助教授(1)助 手(1) 1 1
8 2 教 授(1)助 手(1) 1 1
9
10
11 2 教 授(1)助 手(1) 1
12 1 所 長 教 授(1) 2
13 1 教 授(1) 1
14 1
15 2 助 手(2) 1 2
16 助 手(1) 1






































































































































































































































































































































































































情報 ・システム研究機構(立 川)総 合研究棟1新 設工事
安全祈願祭


































































第45次 越冬隊,第46次 夏隊帰国(成 田)














国 立 極 地 研 究 所
〒173-8515
東京都板橋区加賀1丁 目9番10号
電話03(3962)4712番(代表)
??
